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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　巻ノ一　清きよ洲すの相良さがら一家







「兄さま！　清洲大茶会は大だい盛せい況きようですな！　さすがは姫ひめさま。清洲会議にかこつけて大おお儲もうけですぞ」

「ねね。なんでまた、相良家はうこぎ長屋に逆ぎやく戻もどりなんだよ。小こ牧まき山やま城に居城移転した時に勝かつ家いえが燃やしたはずじゃないか」

「『相良サル晴はる立身出世の家』として建て直したのですぞ！　清洲を訪おとずれる観光客から見物料を取って稼かせぐためですぞ！」

「それで『相良家御お館やかた』なんて看板を屋根につけたのか。安あ土づち城を諸国の姫大名たちに見せびらかした勢いのまま、安土で会議を開いちまえばよかったのに。どーしてわざわざ清洲まで大移動したんだよ」

「安土の豪ごう華か絢けん爛らんさで姫大名たちの度ど肝ぎもを抜ぬいて、詫わびた清洲で会議になだれ込む。この町と町の落差が効果的だと、利り休きゆうどのが」

「それは表向きの理由だろう？　安土城で法外な見物料をせしめておいて、清洲でさらに高額な宿しゆく泊はく料を取り、しかも会議と並行して開かい催さいする茶会イベントで荒あら稼かせぎだ。相変わらず信のぶ奈なは守しゆ銭せん奴どだな」

「兄さま。織お田だ家の台所は関せきヶが原はらで大赤字なのですぞ！　相良家も稼がねばなりませんぞ」

　時は戦国、場所は尾お張わりの清洲の町。

　ついに「関ヶ原の合戦」で東軍勢を破って天下人となった織田信奈は、毛もう利り・武たけ田だ・上うえ杉すぎ・大おお友とも・島しま津づ・徳とく川がわ・長ちよう宗そ我か部べ・鍋なべ島しまら全国の姫大名たちに号令を下し、戦後処理のための一大会議「清洲会議」への参加を命じた。

　へそ曲がりのかぶき者・奥おう州しゆうの伊だ達て政まさ宗むねこと梵ぼん天てん丸まると、重度の引きこもりでなおも関東に居座る小お田だ原わらの北ほう条じよう氏うじ康やすの二名は来なかったが、それは想定内である。

　われらが相良良よし晴はるは、長い戦いの果てにようやく訪れた平和を満まん喫きつしていたが、清洲の町に再建されたうこぎ長屋に入ると安あん堵どしたのか、どっと気が抜けて今日は朝から部屋でねねを抱だっこしながらゴロゴロしていた。

　会議は明日あした開催される予定で、この日は朝から夜まで「清洲大茶会」と称しようした前日祭イベントが続くのだ。

　さっさと会議を開けばいいのに、信奈が上杉謙けん信しん・小こ早ばや川かわ隆たか景かげら全国の姫武将を引き連れての得意満面の「安土城見せびらかしツアー」をねじ込んだ上に、さらなる銭ぜに儲もうけを狙ねらって大茶会イベントまで開いたものだから、ずいぶん長丁場になっている。しかもその間、良晴は「わたしとあんたの祝しゆう言げん敢かん行こうを清洲会議で姫大名たちに認めさせるまでは、織田家以外の女の子と会うのは禁止よ！」とカリカリしていた信奈の監かん視しの下もとにあって隆景たちと接せつ触しよくできなかったので、もうヘトヘトだ。

　清洲会議では、「伊達家と北条家の処しよ遇ぐうをどうするか」「織田政権下での各大名の領国・城の再分配つまり国割りをどうするか」という問題とともに、「相良良晴の去就」が議題のひとつとしてあげられる予定なのである。

　すなわち。

　天下人・織田信奈と、その家臣である相良良晴の身分違ちがいの「祝言」が実現するか否いなかは、明日の清洲会議にかかっているのだ。

　ありていに言えば、姫武将たちの同意を得られれば、祝言は容易たやすく実現する。

　だが同意を得られなければ、祝言は難航するだろう。

　京では、二人の祝言を後押しする関白・近この衛え前さき久ひさが相良良晴を自らの猶ゆう子しとして関白職を譲ゆずるために御ご所しよ内工作を開始しているが、なにぶん前代未み聞もんの事態であるし、全国に実力で割かつ拠きよする姫武将たちが認めなければどう転ぶかわからない。

　織田家の諸将はもちろん「信奈と祝言を挙げさせよう派」だが、せめて恋こいの道では妹・隆景の想おもいを成じよう就じゆさせてあげたいと張り切る吉きつ川かわ元もと春はると暗あん黒こく寺じ恵え瓊けいを筆頭に「正妻は関ヶ原の勝者にして天下人の織田信奈で文句ないが、相良良晴には各国から側室を娶めとらせて日ひノ本もと全土の融ゆう和わの架かけ橋はしとすべし」と側室制度の導入を推おそうとしている外と様ざま組がいるんじゃないかしら──という疑ぎ惑わくを抱いだいた信奈が、イラッとしているのだった。

　小早川隆景本人はもう潔いさぎよく身をひいているのだが、その分周囲はかえって盛り上がっているかもしれない──あながち、信奈の妄もう想そうだとも言いきれない。合戦が終わるや否やコイバナで盛り上がるのは、「天あまの岩いわ戸と開き以後の姫武将あるある」なのだから。

　ちなみにこの件、良晴にはいっさい発言権はない。国割り問題については良晴も明日の会議での発言権を認められるが、恋と祝言に関しては、あくまでも姫武将たち──「女の子」たちがすべてを決定する。この点では、信奈も外様姫武将も意見が一いつ致ちしており、良晴が逆らったらなにをされるかわからない。

　信奈がこの「清洲会議」に姫武将・姫大名だけを呼んで「男武将は絶対に参加禁止。お茶会にも来ないで！」と通達しているのも、スケベで女好きな男どもを呼べば「はぁれむ、いいじゃねえか！　いっそ全国で流行させるべき」と良晴はぁれむ樹立を推すに決まっているからである。

「いやあ。なんだか針の筵むしろだぜ。戦場に出ているほうが楽だな～。しかしねね、お前、出会って数年経たつのに背が伸のびないな～」

「失敬ですな、これでも伸びましたぞ！　身長では半はん兵べ衛えどのに迫せまっておりますぞ！　ですが、姫さまのような日ノ本一の美少女に育つまではあと数年かかりそうですな！」

「身体からだの線がまだ子供なんだな。まあ、おねしょ癖ぐせは直ったし、いいか。でも成長期にうこぎ汁じるばかり飲んでると犬いぬ千ち代よみたいにいつまでも胸が平らなままだぞ？　肉を食え肉を」

「相変わらずおっぱいが好きですな、兄さまは！」

　久々にお隣となりさんに戻った犬千代がすばやく室内に飛び込み、ぎりぎりぎり、と良晴のすねをつねっていた。相変わらずすごい腕わん力りよくである。

「痛い痛い痛い！　すねの肉がちぎれるゥ！」

「……胸の大きさが戦場における武力の決定的な差ではないことを、良晴の身体に教える」

「教えなくていいから！　うこぎ汁を煮に込むな！　犬千代？　明日の会議での国割り次し第だいでは、お前も国持ち大名になるんだぜ？　関ヶ原では越えつ軍の勇者たちを相手に激げき闘とうしたり、体調を崩くずしていた半兵衛に虎とら皮がわ帽ぼう子しを被かぶせて熱を下げさせたりと、大おお手て柄がらをあげたんだから。たぶん、北陸のどこかに封ほうじられるだろうな」

「……いまいち実感がない。良晴のお隣さんでなくなるのが寂さびしい……」

「安土では今でもお隣さんじゃねーか。清洲のうこぎ長屋も再建されたしさ」

「……この調子で全国の町で良晴とお隣さん同士になれば、密会に便利」

「激げき怒どした信奈に吊つるされて犬いぬ鍋なべにされるから、やめい」

　終身名めい誉よお隣さんでござるな、と天てん井じよう裏で寝ねていた五ご右衛え門もんがあくびをかみ殺しながら告げた。さしもの五右衛門も関ヶ原で働きすぎて、気が抜けている。忍にん者じやだから功績こそ目立たないが、五右衛門は本ほん多だ正まさ信のぶの鷹たか傀儡くぐつから良晴を守るなど、ＭＶＰクラスの活かつ躍やくを遂とげたのだ。ちなみに妹の石いし川かわ一かず宗むねもそろそろ八はち丈じよう島じまから戻ってくる頃ころ合あいである。

「ちゃがらうぢ、平和とはいいものでちゅな。どとーのごとく睡すい魔まがおちょってくるでおじゃる、うにゅう」

「一文字目から嚙かむほど気が抜けてるのかよ!?」

「おや。相良氏うじのごかぞくがぞくぞくと」

「え？」

　狭せまいうこぎ長屋の部屋が、たちまち「相良一家」でぎゅうぎゅう詰づめになった。

「あ～ん、会いたかったわ兄上！　佐さ吉きちはやっと干ほし柿がきの食あたりから回復したわ！　相良家はどれだけ領地をいただけるのかしら？　新たな本拠地は、近江おうみ佐さ和わ山やまがいいわね！」

「兄くん。万が一ということもあるから、妹軍団が詰つめて兄くんをお守りするね。まだ甲こう賀が忍しのびの百もも地ち丹たん波ばたちは織田家に服従していないし……兄くんに危害を加えた者には、三年のうちに祟たたりをなさん」

「にょっほほ～！　そろそろ市いち松まつも正式に元服したいっすよ、お兄ちゃん！　『福ふく島しま正まさ則のり』でどーっすか？」

「虎も元服して『加か藤とう清きよ正まさ』と改名したいんだ、兄貴。でも男装はまだやめられないなあ……あ、兄貴が虎の胸を見る視線が、どうも気になるんだよね。最近、また膨ふくらんだし……」

「虎とら之の助すけ！　それは、兄上が佐吉の平らな胸を見る視線が完全に憐あわれみの視線だと、そう言いたいわけ？　むきい！　性しよう懲こりもなく佐吉にケンカ売ってるのね！　馬ば鹿かみたいに前線に突とつ出しゆつして兄上を危地に追い込んだくせに！　この胸が！　この胸があんたの知力を削けずっているんだわ！　ぎりぎりぎり！」

「痛い痛い！　なにするんだよ佐吉っ!?」

「てめー、肝かん心じんの合戦中に腹痛で倒たおれてたくせになに威い張ばってやがる！　やっちまえ虎の姉あね御ご～！」

「み、みんな、仲良く……あう、あうあう」

　関ヶ原で大活躍した、相良妹軍団。戦場では一致団結して東軍を撃げき破はしていながら、平和が訪れてみると相変わらず不仲だった。

「なんですのん？　虎之助はんをやっつけるんでっか？　弥や九く郎ろうも協力しまっせ！　ほんまかいな、そうかいな、はい！」

「お兄さま、これからは相良家の妹として尽つくしますので、どうかよろしくお願いします。でも、秀ひで家いえの胸は……あまり大きくなりそうにありません、ごめんなさい」

　堺さかい商人の娘むすめ・小こ西にし弥九郎とともにやってきた、宇う喜き多た秀家。宇喜多直なお家いえが良晴に託たくしていった、宇喜多家の嫡ちやく子しである。良晴は宇喜多家を守るため、秀家を相良家の一員とした。秀家は、良晴の義理の妹ということになったのだ。

　秀家はこっそり良晴から「お父さんは八丈島で生きている」と教えられ、悲しみの淵ふちから立ち直った。が、まだしばらく「裏切りの将」直家のもとに秀家を向かわせることはできない。少なくとも、明日の清洲会議で定められるこれからの日ノ本の新体制が実際に固まるまでは。しかし信奈のもとで盤ばん石じやくの国家体制が完成すれば、いつかは二人を再会させることができる。

　明日の清洲会議は秀家のためにも気合いを入れないとな……と良晴は自分の頰ほおを叩たたいていた。

「くすんくすん。どんどん妹さんが増えておられませんか、良晴さん？　その上、妹軍団に『巨きよ乳にゆうになれ』と肉体改造命令を下すだなんて……やっぱり……妹という名のはぁれむ要員を集めておられたんですね？　そして胸の成長値が低くてすでに打ち止めの私は蚊か帳やの外に」

「むふー！　つまりきみは、お漏もらし癖があった幼女時代からねねに目を付けて『天下一美少女』として育成してきたのだな！　光ひかる源げん氏じ並みの外道だな！　この、露ろ璃り魂こん男め！　天下布武が定まったとたんに本性を発揮してきたな！　だが、しかし！　半兵衛は渡わたさないぞっ！」

「か、官かん兵べ衛えさん？　な、なにを言って」

　天下の両兵衛。半兵衛＆官兵衛は、相変わらず仲が良いい。

　そして、肥ひ後ごから官兵衛が連れてきた相良徳とく千ち代よと相良義よし陽ひの姉妹しまい。こちらは良晴の「姉」二人ということになる。

「やっほー、良晴くーん！　久しぶりだねっ！　肥後土産みやげの辛から子し蓮れん根こんを持ってきたよー！　みそと辛子を穴に詰め込むと美味なんじゃないかって、虎之助ちゃんが考案してくれたんだよ！　虎之助ちゃんは、いいお嫁よめさんになるよー！」

「ふむ。徳千代は良晴のお姉ちゃんという感じがしないな。むしろ妹に見える。その点、私はどこからどう見ても良晴の『姉』だな……相良幼よう稚ち園えん軍団の中でひときわ輝かがやく大人の女の魅み力りよく……ふふふ」

「おぎゃー、おぎゃー」

「ああっ、茶ちや々ちやがまたそそうを！　ええい！　どうして私が茶々の子こ守もり役を続けさせられているのだっ!?　こらっ良晴！　育児放ほう棄きは許さぬぞ！」

「ご、ごめん義陽姉さん。信のぶ澄すみも生せい還かんしたんだから、そろそろ茶々を津つ田だ家に戻せばいいのに。『茶々はもうきみと姉上の子なんだからきみたちが育てたまえ！』って言って聞かないんだ。意外と頑がん固こだよなあ～」

「それはな、お前と織田信奈どのの祝言を押し通すためには、『すでに子供がいる』という既き成せい事実が実に有効だからだ。それに、なぜか茶々はお前に懐なついてるしな」

「うーん。俺ってまだ童どう貞ていなのに、なぜデキ婚こんなんだろう……くそ～っ信澄め、もしかして子供ならまだまだいくらでも作れるという余よ裕ゆうか？　リア充じゆうの余裕なのか？　あんな美人で優やさしい奥さんと結ばれて……あいつのリア充度は１００に違いない！」

　背中に茶々を背負う姿がだんだん板についてきた義陽が、慌あわてて茶々のおしめを替かえる。徳千代が面おも白しろがって「手伝わせて！」とウキウキだが、そこは犬いん童どうとともに山で育った徳千代。「まずは千せん尋じんの谷底に突つき落とすんだよ！　這はい上がってきてこそ、一人前だよ！」「熊くまみたいな野生児になってしまうではないか！　この子はお上品な姫ひめさまとして育てるのだ！」と姉妹の茶々育成方針は嚙み合わない。

「殿との！　姉が二人に、妹が六人、そして娘が一人……裸はだか一いつ貫かんの身からよくぞこれだけ集められたものです、天あつ晴ぱれです！　もはや殿の『裏はぁれむ』は完成の域に達しましたね、はあはあはあ。この鹿しか之の助すけが割り込む余地など、もはやどこにもありませんっ……しかも、『表はぁれむ』の側室候補にはあの小早川隆景を筆頭にキラ星の如ごとき美少女姫武将たちが殺さつ到とうすることは疑いなし！」

「あ、あのさ。裏はぁれむも無いし、表はぁれむはほぼ信奈の妄想だからな、鹿之助？」

「いいんです！　鹿之助は、生しよう涯がい、殿の肉奴ど隷れいとして生きていきますから！　あっ、でも、あと一人妹を増やせばちょうど『相良十勇士』になりますよ、殿？　妹が七人揃そろえば『相良七本妹』となかなか縁えん起ぎがよく」

　尼あま子こ十勇士筆頭の山やま中なか鹿之助は、「副将の仕事は義陽どのに奪うばわれ、軍師になる頭脳はなく、武勇では妹軍団の数の前にはかなわず……置いてけぼりです。そろそろ殿に見捨てられてお暇いとまを出される頃合いです。七難八苦！　はあはあはあ」と相変わらずである。

「ど、どうして苦しんでいるんだよ鹿之助。明日あしたの清洲会議では、出雲いずもに『尼子家』を再興するという話になるから。鹿之助は尼子家の幼い姫を補ほ佐さして出雲一国を仕切る宰さい相しようとしてがんばってくれないと。やっと夢が叶かなうんだよ？」

「……夢が叶ってしまうということは、もう七難八苦が襲おそってこないということですよ殿……」

「そう来たか！」

「それに……出雲は遠い、遠いです……私はついに殿のはぁれむから追い出されてしまうのですね、あああ……絶望です。いっそこのまま清洲で謀む反ほんして殿ごと炎ほのおの中に」

「いったいどうすれば鹿之助を喜ばせられるんだ……いや、これはこれで喜んでいるのか？　ともかく、出雲尼子家の再興は間ま違ちがいないよ。もちろん俺も推おすし、小早川さんと吉川さんも支持してくれるだろう」

　毛利家は形の上では「東軍」として戦ったので、敗者ということになる。戦国の世の常識として、出雲をはじめとする数ヶ国を織田方に割かつ譲じようすることで毛利家のお家存続が認められ、両者手打ちとする、それは間違いない。史実では実現しなかった鹿之助の夢、「尼子家再興」は明日の清洲会議で実現するはずだ。良晴もそして「はあはあ」と悶もだえている鹿之助も、内心では感無量である。

「なるほど！　相良家の姫たちはこれで九人ですな！　明日の清洲会議で姫さまが兄さまの奥方となれば、ちょうど十人ですぞ！　あな、めでたや！」

「あああああ！　やはり鹿之助は相良家から追放なのですねっ？　ひ、酷ひどいです殿！　尼子家再興達成！　とぬか喜びさせておきながら、鹿之助を厄やつ介かい払ばらいして出雲に押し込めて放置プレイ！　私はこれから、大おお国くに主ぬしの命みことのように出雲に封ふう印いんされて、結局殿に孕はらませてもらえなかったという怨おん念ねんを溜ため込むのですね……たまりませんね！　はあ、はあ、はあ……」

「い、いや、そういうつもりじゃないから、鹿之助？　出雲暮らしが辛つらいのなら、このままずっと相良家にいてくれていいんだぜ？　現地には代官を置けばいいよ。ほら。尤もつとも道どう理り之の介すけとか、亀かめ井い世せ界かい之の介すけとか」

「自じ慢まんではありませんが、殿！　私より知力の高い者が、尼子十勇士には一人もいないのですっ！　いえっ私も知力は低いのですが。先が読めるかしこい人間は、もうとっくの昔に七難八苦の未来に絶望して脱だつ落らくしているのですっ！」

　なるほど……尼子十勇士は再起しても再起しても毛利家にボコボコにやられ続ける日々を過ごしてきた。もはや七難八苦に喜びを覚えるへんた……いや健けな気げな者と、未来がまったく読めない知力の低い面々しか残っていないということか、と良晴は黙もく然ぜんした。

　しかし、その十勇士の愚ぐ直ちよくさが、ありえない夢を実現させたのだ。

　このうこぎ長屋にいる誰だれが欠けていても、関ヶ原で「西軍の勝利」という未来を摑つかみ取ることはできなかっただろう、と良晴は目を細めた。

「さ、さてみんな。あまり美お味いしくねえが、うこぎ汁じる、飲むか。清洲名物だ。これを飲めば出世間違いなしだ！」

「……出世は、する……でも、胸は膨らまない……残念」

　一同がねねのおたまから「うこぎ汁」をよそってもらっている間に。

　義陽が、意外なことを言いだした。

「良晴。実は、私と徳千代は今から京へ出立することになった。つまり私たちは明日の清洲会議に出られない。どうもお前が心配だ。関ヶ原の合戦のあと、お前はいまいち気が抜ぬけているからな。合戦の決着はついたが、真の決着は明日の会議でつくのだぞ。もしも会議が決けつ裂れつしたら天下は再び乱れるし、お前と織田信奈どのの祝しゆう言げんが実現できるかどうかも明日の会議にかかっている。ここがお前の正念場なのだぞ？」

「そーゆーことなんだよ、良晴くーん！　今夜は添そい寝ねしてあげたかったのに、ごめんね！　用事が済んだら、またすぐ合流するから～！」

「え、ええっ？　京に？　どうして？　いったいなんの用が？」

　義陽いわく──。

「お前の関白就任に関する御ご所しよ内工作の一いつ環かんだ。近衛前久さまから、『大だい納な言ごん』に就任せよ、と召しよう集しゆうされたのだ。もう話を通してしまったそうで、参さん内だいすればただちに任官される。徳千代もなんらかの官位を与あたえられるという。織田信奈どのの了りよう承しようも得た。言うまでもないが、相良家の家格を上げるためだ」

「だ、だ、大納言に!?　そうか。俺は氏うじ素す性じようのない風ふう来らい坊ぼうだったが、肥後相良家の一族として近衛のおっさんに認められたことで、一気に信奈との身分の距きよ離りを詰つめた。だが、未来人は未来人。肥後相良家の姉さんと徳千代を御所の要職に就つけることで、相良家そのものの家格をさらに高めれば……」

「お前の関白就任に反対する公く家げたちを、押し切れる。近衛さま以外の公家たちの多くは、当然のことだが、武家が関白になるなど前代未み聞もんの事態だと反対しているのでな。だが肥後相良家の元当主である私の大納言就任については、反対する声もほとんどなかったという。これはお前の関白就任への決定的な布石だ。この件、謹つつしんでお受けしようと思う」

　相変わらず近衛のおっさんは先走っているというか、清洲会議の後にしてくれればいいのに。義陽姉さん不在の清洲会議って、なんとなく悪い予感しかしない、なにしろ信奈は気が短いし……と良晴は少し不安になった。だが、やはり「相良良晴」と「相良義陽」が二人いることで、京と清洲で同時に「こと」に当たることができるのだ。

「くすん。もうひとつだけ懸け念ねんがあるのですが……相良家と織田家の家格が拮きつ抗こうしすぎるのも、長期的に見ればあまりよくない気がします。御所内で出世しすぎて相良家のほうが格上ということになってしまうと、いずれ良晴さんと信奈さまが夫ふう婦ふゲンカでもされた時に、足あし利かが尊たか氏うじと足利直ただ義よしのきょうだいゲンカのように全国の武家が二つに割れて大戦乱が巻き起こる可能性も」

　半兵衛がやんわりと語ったが、義陽は、

「私もそのことは近衛さまに伝えたのだが、ああいうお方なので聞いてくれないのだ」

　と困こん惑わくぎみに眉まゆを下げて「あむ」とうこぎ汁を口にした。

「……な？　なんだこれは？　具がない？　ほんとうに、葉っぱだけなのか？　これが武士の食事？　恐おそろしいところだな、尾張は。それとも織田家がケチ臭くさいだけなのか」

「うこぎ汁は健康にはよさそうですが、胸育にはなりませんね、くすんくすん」

「胸育なら、熊肉がお薦すすめだよっ！」

「……軍師どの、『胸育』とはまた画期的なお言葉。鹿之助は山野を彷徨さまよってどうぶつを食べ続けましたから、胸育には成功しております！　その分、知力を胸に吸われましたが！」

「くすんくすん。つるぺたにあらずんば軍師にあらず、と仰おつしやるのですね鹿之助さんは」

　つるぺたの半兵衛が口にする「胸育」というパワーワード、と良晴は瞑めい目もくした。半兵衛、実はけっこう気にしてるみたいだな。もうお年とし頃ごろだもんな。今後は半兵衛の前であまりおっぱいの話をしないようにしよう、と誓ちかった。

「むふー！　半兵衛は心配しすぎだ！　へたれの相良良晴には、織田信奈と夫婦ゲンカして兵を率いて相争う度胸なんて、ないっ！　相良義陽！　大納言の官位、要いらないのならこのシメオンがもらってやろう！」

「いや。要る。官兵衛どのは、播はり磨まの守かみにでも推挙しておいてやろう」

「うわあああん。姫ひめ路じ城は明日返してもらうが、播磨守はいやだあああああ！　もっと響ひびきのいいかっこいい官位がほしーい！」

　それはともかく、と義陽が咳せき払ばらいして「もうひとつの要件」を切りだした。

「良晴。お前と織田信奈どのの祝言初夜は近い。もしも初夜で失敗したら、重大な禍か根こんを生むかもしれぬ。これからお姉ちゃんが正しい初夜の過ごし方を教えてやろう。私もよく知らぬのだが、そのための指南書を堺で買い求めてきた」

「曲ま直な瀬せベルショール先生と松まつ永なが弾だん正じようさんの共著だよ！　高かったよねー姉上！」

「正しい初夜の過ごし方って!?　えええええ遠えん慮りよします！」

「隣となりの部屋に入って、服を脱ぬげ良晴。まずは身体検査をやる！　お姉ちゃんが相手だ、恥はずかしくないから気にするな」

「さすがに過保護だと思います！」

「いやっ！　重大なことなのだ、良晴！　初夜で失敗して織田信奈どのに呆あきれ果てられ、そのまま夫婦不仲になったらなんとする！　全国大乱となるぞ！」

　良晴は「そういえば」とフランス革命の歴史をふと思い起こしていた。

　フランス国王ルイ16世とその妃きさきマリー・アントワネットとの「夜の営み」は、七年にわたって失敗続き。というか、まったく「性せい交こう渉しよう」がなかった。原因はルイ16世側にあって、そのために夫婦仲が冷え切ってしまったのだという。八年目にしてようやくルイ16世が一大決心して恐ろしい「手術」に踏ふみ切り、「夜の営み」に成功して子供が生まれたが、さすがに遅おそすぎた。鹿之助のような「七難八苦」状態のまま七年も夫に放置されてきたマリー・アントワネットは不ふ倫りんや贅ぜい沢たくに走って、パリ市民の不満が蓄ちく積せきし、ついにはフランス革命に──。

　い、いや、俺はルイ16世のような「手術」しなきゃならない状態ではない、と思いたいが……そもそも経験がないし、他ほかの男と比べたこともないからわからない。もしかしたら、あるいは？　祝言を挙げておきながら七年もあの短気で気位の高い信奈を寝しん室しつで放置したら、それこそ第六天魔ま王おう化間違いなし……！　日ノ本は、文字通りの地じ獄ごくと化す！

　考えてみれば、俺は愛する信奈といわゆる初体験に及およぶ機会がなんどもあったのに、ぜんぶ逃のがしている。だいたいは十じゆう兵べ衛えちゃんが邪じや魔ましに来たからだが、それにしてもおかしいぞ。信奈は「子供は三人欲しい」って赤ちゃんの名前まで決めていたというのに。ははは孕ませてほしいの、とせがまれたりしたのに。ななななぜ俺は童どう貞ていなんだ？　ありえないだろ。これはある意味、異常じゃないのか。もしかして。もしかして俺のほうに、なんらかの問題が……？　精神か。それとも身体からだのほうか？

　この時の良晴は、関ヶ原で気力を使い果たしていたので、少々平和ボケしていたらしい。

「ソ、ソレデハ、ヨロシクオネガイシマス」

　なにを言っているんですか良晴さん、義陽さんは良晴さんを裸はだかに剝むいて弟といちゃいちゃしたいだけです、と半兵衛が目を吊つり上げたが、良晴は義陽の弁べん舌ぜつ術に操られてふらふらと隣の土間に入ってしまったのだった。

　が、そこには──。




「なにが『ソレデハヨロシクオネガイシマス』よ!?　頭沸わいてるんじゃないの？　今日という今日はもはや堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたわ！　あんたは人間じゃない、サルよ！　叩たたき斬きってやるから！」




　殺気を放ちながら、信奈が待ち構えていた！

　ぶぎゅる、と頭を踏みつけられた良晴の口から妙みようなオノマトペが漏もれた。

「の、信奈？　どうしてここに？　表おもて玄げん関かんから入ってくればいいのに」

「妹軍団と称しようするあんたの『裏はぁれむ』部隊が殺さつ到とうしていたから、仕方なく庭から土間に入ったのよ！」

「だから、裏はぁれむじゃない！　そもそも『ご褒ほう美びに天下一美少女をくれてやる』と言ってねねを俺の妹にしたのはお前じゃないか。思えば、あれが相良幼よう稚ち園えん開園の烽火のろしだったわけで、お前の自じ業ごう自得……」

「うるさいわね！　せ、せ、関ヶ原の合戦が終わったあと、わ、わ、わ、わたしが、ま、ま、毎晩あんたが夜よ這ばいしてくるんじゃないかと心待ちに……じゃなかった、警けい戒かいして夜も眠ねむれなかったというのに、あんたってばなにやってんのよ!?　姉だの妹だのをかき集めて、いちゃいちゃいちゃいちゃ……！　ふざけてんの？　わたしの睡すい眠みん時間を返してよね！　普ふ通つうさあ、天下布武が達成されたら即そく座ざにわたしの寝しん所じよへ訪ねてきて、ほら、いのいちばんにすることがあるでしょう？　いったいどうなってるのよ？」

　うっ。しまった。そうだったのか。

　良晴は（ししし痺しびれを切らしたののの信奈のほうから俺のもとに押しかけてくるだなんて。そ、そうだよな。考えてみれば男である俺のほうから行くのが筋だよな。っていうか関ヶ原の合戦が終わったあと、あれこれ仕事に追われていたのと、ねねを相手にゴロゴロとダベってるのが楽しくて気がつけば会議前日に）と胸を衝つかれたが、そんな言い訳をしても露ろ璃り魂こん疑惑が深まるだけなのでかろうじて言葉を吞のみ込んだ。

　いや待てよ？　こんなにかわいい恋こい人びとを放置して、ねねと屋や敷しきに引きこもるだなんて、やはり俺の心はどこかおかしくなっているのでは？　といよいよ自分自身に対する疑惑が深まってくる。

「信奈。落ち着いて聞いてくれ。どうも俺の精神には……あるいは、身体のほうかもしれないが……どうやら深刻な問題が、ぶぎゅる！」

　弁明しようとしたが、顔面に踵かかとを落とされて言葉を遮さえぎられた。

「な～にが問題よ！　身体検査と称して、あの小こ姑じゆうとめといちゃいちゃしようとしてただけじゃない！　堺でいやらしい本まで買い求めてきて……なんなのよ。あんたブラコンでしょ、ブラコン！　未来語で言うところの特とく殊しゆ変態性せい癖へきの持ち主なんだわ！」

「それを言うならシスコンな。ブラコンは『弟好き属性』のほうだから。お前なんかは、さしずめ信澄に対する強きよう烈れつなブラコ……ぶぎゅる！」

「わわわわたしは、べべべ別に勘かん十じゆう郎ろうなんてどーなったってよかったんだから！　そうよ。さくっと想おもい人と祝言を挙げて赤ちゃん三人も作っていちゃいちゃらぶらぶ……姉がサルなんかに見み初そめられたあげく身分の壁かべに阻はばまれて、しかも関ヶ原の合戦に勝ってもなお毎晩放置され続けるというみじめな思いに耐たえているというのに……万ばん死しに値あたいするべき弟だわ！　って、勘十郎のことはいいのよ！　わたしと！　あんたの！　問題でしょ！　もうわたしは天下人になったのよ？　なに遠慮してんの。いつになったら夜這いに来るのよおおおお～！」

　信奈はとうとう清洲会議前日に至り、忍にん耐たい力が決けつ壊かいしたらしい。鳴かぬなら殺してしまえホトトギス主義の信奈にしては、これでもそうとう我が慢まんしたのだろう。

　良晴は、適当に誤魔化すのはまずい、誠心誠意語り合うしかない、と腹をくくった。

「よ、夜這いとかそういうのは、よくないよ。信奈。俺にとってお前は特別なんだ。俺の人生でたった一人の伴はん侶りよなんだよ。だから、その、なんだ。そういうことは正式に祝しゆう言げんを挙げてから……と、いつの間にかそういうふうに思うようになってだな。それに、もしも俺の身体に欠けつ陥かんがあったら悲しい初夜になっちまってお前が傷ついてそして日ノ本にフランス革命が」

「ハア？　なに言ってんの？　祝言っていつ？　明日あしたの清洲会議で姫ひめ大名たちにわたしたちの祝言を了承させたとして、そこからあんたの関白就任だのなんだのといった段取りをいくつも経て、やっと祝言でしょ？　北条氏康がさっさと降こう伏ふくするなら別だけど、たぶん小田原征せい伐ばつもあるのよ？　その後まで引き延ばす、ってこと？　あの氏康がそうあっさり開城すると思う？　攻こう城じよう戦が半年、一年、二年と長引いたらどーすんの？　その間、えんえんと天下一美少女を放置するつもり？　あんたそれで平気なの？」

　うっ。関東遠えん征せいは長丁場になるかも、か……言われてみれば。武田信しん玄げんも上杉謙信も落とせなかった小田原城だ。力攻ぜめでどうにかなる城じゃない。お、俺はやっぱり、どこか壊こわれてしまっているんじゃないか？

（俺はもしかして戦場でＰＴＳＤに？　ままま曲ま直な瀬せベルショール先生に診しん察さつしてもらったほうが）

　と、どんどん明後日あさつての方向に良晴の意識が飛んでいく。

「……ねえ良晴。あんたってば明日の清洲会議で、わたしを暴れさせたいわけ？　もしも小早川隆景を推おす連中が『相良はぁれむ設立！　側室制度導入！』と会議の場で言いだしたら、今のわたしは即座にブチ切れると思うんですけどぉ。第六天魔王化すると思うんですけどぉ」

「あ、いや！　そんなつもりはない！　欲よつ求きゆう不満だからって恐きよう怖ふ政治はダメだぜ信奈！　ああっ、俺のせいでフランス革命が起こってしまう！」

「誰だれが欲求不満よ、盛さかりのついた猫ねこみたいに言わないで！　ここは、男の子であるあんたががんばるべき場面でしょっ！　播磨ではあんなに燃えていたくせに、もう、わたしに飽あきたの？　もしかして……やっぱり……毛利家にお仕えしていた時に、小早川隆景とそういう関係に……たしか、琉りゆう球きゆうだかマカオだかまで一いつ緒しよに船旅していたんですってねー。琉球の海ってきっと綺き麗れいで素す敵てきよねー。新しん婚こん旅行にぴったりよねー……うぐ。うぐぐぐぐ。ままままさかあんた、あの女に赤ちゃんを孕はらませて……手打ちだわ！」

　清洲会議でもっとも懸け念ねんされる問題は、信奈のこの小早川隆景への嫉しつ妬とにある。側室制度導入だの相良はぁれむ設立だの、先走って妄もう想そうして嫉妬しているのだ。小早川隆景が実は良晴を救うために自らを犠ぎ牲せいにして「西軍」に寝ね返がえろうとしていたこと、宇喜多直家がそれを阻そ止ししたことも信奈にすでに伝わっている。が、その結果、この隆景の深すぎる愛の裏には必ず「既き成せい事実」があるに違ちがいないのよ！　と信奈はかえって激しい焼やき餅もちを焼いたらしい。なにしろ、良晴と一緒に海の向こうに出て世界を旅するというのが、信奈の長年の夢だった。なんで先にあの女が実現してんのよ！　と怒おこっても仕方はない。

「だいじょうぶだ信奈。たしかに、小早川さんと接せつ吻ぷんしそうになったこともあった。だが、なぜかそういう時に限って、常に俺を見張っているおぞましい女の影かげが頭の中にちらついて、俺はなにもできなかったんだ……って、あれ？　妙だぞ。思えばあの頃ころからずっと俺は、いざ女の子を前にするとなにもできなくなるという心の病に取り憑つかれていたらしい。ややややっぱり、義陽姉さんに身体検査してもらったほうが」

「ちーがーうー！　その『おぞましい女の影』は、わたしよっ！　記き憶おくの片かた隅すみに残っていたわたしの残像が、『恋人』としてあんたを見張っていただけよっ！」

「あ、そうか。道理で恐おそろしいと思った」

「一言多いのよっ！」

　ぶぎゅる、とまた顔を踏まれた。

「で、でもさ。思いだしてくれよ。今まで信奈となんどか初夜を迎むかえる機会があったけれど、それもことごとく逃してきただろう？　播磨での陣じん中ちゆうとか……安土でも、未み遂すい事件があったような……やっぱり、心の病なんじゃないだろうか、俺は？」

「はあ？　それは、だいたい十兵衛が邪魔しに来てただけでしょ？　未来語で言うところのいわゆるお約束の天てん丼どんってやつでしょ」

「そっか。言われてみれば、そうだったな。俺自身の心になにか問題があったわけじゃなかったのか」

「しっかりしてよー良晴。とにかく！　明日の会議ではぁれむ派がなにを言おうが絶対に揺ゆるがない既成事実を作るのよ！　となると、もう今日しかないでしょ！　今すぐよ！　いいわね！」

「いやいや信奈。初夜を迎えるからには、それなりのムードってものが……お互たがいの気持ちを高めていく段取りが必要だろ？　赤ちゃん作りましょう、そうだねー、とかそういうＤＱＮみたいな初夜は天下一美少女のお前には似合わないぜ？　俺がお前にお仕えすると誓ちかったあの夜のように、せめてお月さまが空に昇のぼるまでは……ロマンチックだったよね、あのお月さま……」

「あのね。あんたが乙女おとめみたいな台詞せりふを吐はいて恥はじらってどーすんのよ。日ノ本一気位の高いわたしをここまで追い詰つめたという罪の意識がないわけ？」

「だ、だって、所帯じみたうこぎ長屋じゃ雰ふん囲い気き出ないよ。隣となりにねねたちがいるんだぜ？　しかも薄うすい襖ふすまを一枚隔へだてているだけだ。大声出したら聞こえちまう。日本の住宅事情ってやつだ」

「そ、それじゃ、わたしの口を猿さるぐつわで縛しばっておけばいいでしょ？」

　信奈が恥じらいながら、ちらり、と流し目を送ってきたので、げほごほ、と良晴は思わずむせかえった。

「さささ猿ぐつわっ？　お前まさか、一宗ちゃんに縛られてからヘンな方向に目覚めたんじゃないよなっ？　俺にはそういう趣しゆ味みは……！」

「そそそそんなわけないでしょっ！　このままだと、初夜も迎えないままに、もう娘むすめがいるんだし子作りしなくていいわよね、みたいな倦けん怠たい期に突とつ入にゆうするんじゃないかって不安なのよっ！　良晴、もしかしなくてもわたしに飽きたんでしょっ！　毛利家や九州で片かたっ端ぱしからいろんな女の子といちゃいちゃらぶらぶしてきて、はぁれむに目覚めたんでしょ！　宗そう麟りんとか！　家いえ久ひさとか！　義よし弘ひろとか！　みんなわたしより胸が大きいものね！　九州の女の子は恋にまっすぐで遠えん慮りよしないし積極的だし、男の子を立てるべき時はちゃんと立てるし、だいいちわたしみたいに気位高くないしねっ！　わたしは短気で気位ばかり高くて扱あつかいづらいものね！　わたしだけを愛している、って言ってくれたくせに。冷めたんだわ！　飽きたんだわ！　目移りしたんだわ！　ぐすっ……」

　信奈はそうとう精神的に追い詰められているらしい。とうとう、ぽろぽろと泣きだしてしまった。

　設楽したらが原はら崩くずれでの徳川家いえ康やすとの別れ、本国である尾張清洲城からの撤てつ退たい、岐ぎ阜ふ城での信澄救きゆう援えん失敗、そして関ヶ原の合戦。信奈を滅ほろぼそうとするかのように、あらゆる「運命」が、容よう赦しやなく信奈に襲おそいかかり続けた。

　からくも関ヶ原での勝利を摑つかみ取った信奈は、家康との和解、そして生せい還かんした信澄との再会によって、それらの残ざん酷こくな「試練」からついに解放され、天下布武をほぼ達成した。残る北条攻めは事実上、天下布武事業の総仕上げとなるデモンストレーションにすぎない。

「天下布武」という彼女にしか果たせない重大な使命を、信奈は果たしたのだ。

　普通の女の子ならば耐えられないだろう、信じがたいほどの重圧から、信奈はついに解放された。

　そして──良晴と結ばれるというもうひとつの夢を、果たせる時が来たのだ。

　そうだよな。それなのに俺のほうが奥手になりすぎていた。信奈をたいせつに想うあまり、最後の壁を越こえる勇気を奮い起こすことを忘れていた……関ヶ原で勇気を振ふり絞しぼりすぎて、一時的に精神力が燃え尽つきてしまっていたのかもしれない。が、ほんとうに燃えるべきはこれからなのだ。

　良晴は、覚かく悟ごを決めた。

　信奈の肩かたをそっと抱だき寄せて、耳元で囁ささやいていた。

「……違う、信奈。俺にはお前だけだって言っただろう？　わかったよ。段取りは省こう。それで、お前が明日の清洲会議に平常心を保って参加できるというのなら……祝言より先に、初夜を前まえ倒だおしだ。今ここで」

「……ほんとうに？」

「ああ。ほら、俺の手が小刻みに震ふるえているだろう？　正直、関ヶ原の合戦よりもおっかなくて武む者しや震ぶるいしているが、ルビコン川を渡わたってやる！　賽さいは投げられた！　ってやつだ」

「……ほんと？　なんだよ勝手に浮うわ気きを疑って焼き餅焼いてぴーぴー泣きだして、面めん倒どう臭くさい女になったなあ、こんなの俺が知ってる英えい雄ゆう織田信奈じゃねえ、って百年の恋も冷めたりしない？」

「しない、しない。むしろ俺だけが知っている信奈の素顔を見られて得した気分だよ。俺たちは晴れて夫婦めおとになるんだ。二人きりでいる時は、天下人の仮面を脱ぬいで『吉きち』に戻もどっていいんだぜ？」

「……はうう……なんだか良晴、女の子の扱いがうまくなったわね……やっぱり浮気して経験値を稼かせいできたんじゃ……」

「ソソソソンナコトハナイヨ？」

「ま、まあ、いいわ。それじゃあ……や、やっぱり、雰囲気作りはだいじよね。いきなりじゃあ、気分が出ないもの。最初は、接吻からよ」

「わかってるよ」

「こ、これからは、わたし以外の女の子に接吻しちゃダメよ。もう誰にも良晴を貸してあげないんだから。いい？」

「ああ」

　良晴と信奈は、そっとお互いの唇くちびるを重ね合わせていた。

　燃えるような情熱の炎ほのおとはまた異なる、温かな感情が全身を満たしていく。

（俺が憧あこがれてやまなかった人。俺は、この女の子を守るために、この時代に来たんだ。俺自身の世界に帰る選せん択たくすら拒きよ否ひして──父さんや母さんたちと再会する選択を振り切ってまで。だが、後こう悔かいはない。父さんにも母さんにも、きっと、いつか伝えられる。俺が、俺自身の人生を生きているということも。俺が、かけがえのない幸福を見つけたということも──）

　俺は戻って来たんだな、信奈のもとに、と良晴は思った。

　不意にそう思うと、目め尻じりに涙なみだが浮うかんでいた。信奈は目を閉じているから気づかないはずだ。気づかれたら恥ずかしい、と良晴は思った。気づかれないように、信奈の柔やわらかい唇をなんどもついばんだ。

「……信奈。着物、脱がしていいか？」

「んもう。良晴、この先はちっとも慣れていないのね。黙だまって帯を解ほどけばいいの。やっぱり、浮気していなかったのね。嬉うれしい……かも」

「そりゃ、恐ろしい女の影が常に俺を見張っていたからな」

「だから、ここから先は混ぜっ返さないの。口を開かせたらダメね。あむっ」

　抱きしめられて、唇を塞ふさがれてしまった。良晴の胸の中の炎が唐とう突とつに爆ばく発はつした。正常な思考能力が吹ふき飛んでいく。ここここの密着状態からどうやって信奈の腰こしの帯をほどけばいいんだ？　げげげ現代人の女の子は着物なんて着ないから、わからない！　しかも、信奈は十六世紀の日ノ本人でありながら南なん蛮ばん渡わたりのブラジャーを着用しているのだ。ぶぶぶブラって胸元から外すんだっけ、背中から外すんだっけ？　いやいや、現代のブラとは構造が違うだろうから……わからん！　キスから先は俺にとっては前人未み踏とうの世界なんだ！　ああっ曲直瀬ベルショール先生の指南書が欲しい、頼たのむ無言で差し入れてくれ姉さん、と良晴はオロオロ祈いのった。キスするところまでは手慣れたものだったが、結局、テンパるといつもの良晴なのだった。

　信奈はそれが「良晴が浮気しなかった証しよう拠こ」に思えて嬉しいらしいのだが、信奈に喜ばれて甘えられるといよいよテンパるという悪あく循じゆん環かん！

「……よ、良晴。わ、わたし。そ、そろそろ。もう……」

「オ、オウ。マ、マカセテオケ」

　ええい、ままよ！　ルビコン川へと俺は今、突入する！　と良晴がくわっ！　と目を見開いて信奈の着物を強引に脱がせようとした、その時。




「はあ……うこぎ長屋の土間で祝しゆう言げんも挙げずに初夜を迎えようとは、天下人と関白のやることとも思えぬ。お取り込み中だが、織田信奈どのに来客だ。どうしても今すぐ会って話さねばならないのだそうだ。こほん……続きは後にしてもらえるだろうか？　あと、こういう時は茣ご蓙ざくらい敷しけ、良晴。まったく、気が回らんやつだな」




　これが天丼か……なにがなんでも俺と信奈の初夜を邪じや魔ましてやるという「運命」の確固たる意思を感じるぜ……そう……あの関ヶ原で、信奈と俺をなにがなんでも歴史から退場させようという「運命」の意思を感じた時よりも、さらに強きよう烈れつな意思を……これが、俺と信奈の前に最後に立ちはだかる「運命」の壁かべなんだな……関ヶ原の合戦では「運命」を越えられたが、この「運命」ははたして越えられるんだろうか？　と良晴は目を細めて、襖を開いた義陽のほうを眺ながめていた。

　対する信奈は一いつ瞬しゆんのうちに顔を赤らめたり青くしたりしながら、良晴の身体からだを回し蹴げりの一いち撃げきでなぎ倒たおし、さらには土間にあった包丁を握にぎりしめて義陽を刺し殺さつしようと暴れはじめていた。

「あー、織田信奈どの。照れ隠かくしで小こ姑じゆうとめを刺さし殺す必要はない。私と徳千代は、これから京へ向かうのだから。ただ、その……日が昇っているうちは自重されるがいい。今うこぎ長屋でそういうことをされては、ねねたちの教育に悪い。夜にしてもらいたい。あと、弟は一見女慣れしているように見えるが、実は奥手で童どう貞ていなのだ。つまり、へたれだ。恋れん愛あい経験がない男よりもむしろタチが悪い。曲直瀬先生の初夜指南書を置いていくので、二人仲良くこれを読んでから、こほん、がんばるように」

　そんな言葉を気まずそうにごにょごにょつぶやいている義陽の背後でねねたちが、

「なにやらよくわかりませぬが、兄さまと姫ひめさまがついに子作りを開始されましたぞ！　目指せ天下！　ですぞ！」

「兄上！　それほど緊きん張ちようするのでしたら、この耳年増の佐吉がぜひぜひ練習台に！」

「うっせー干ほし柿がき娘むすめ！　よくわかんねーけど、お兄ちゃんの修しゆ行ぎよう相手ならこの市松にお任せっすよ！」

「これだけおーぜいのかぞくがいるよこで、よくもさかれるものでちゅな。おふたりとも、だいじんぶつでちゅな。にんにん」

「……姫さまがかわいい……」

「ひひひ秀家はなにも見ていません、聞いていません。ごめんなさいごめんなさい」

「ままままだお昼ですよ？　なにをやっているんですか良晴さん。せめて場所を移してください、くすんくすん」

「半兵衛が指で目を隠しているふりをして、指の隙すき間まからばっちり覗のぞいている！　むふー！　シメオンは半兵衛をそんないやらしい子に育てた覚えはないぞっ！」

「目の前で愛いとしの殿とのを寝ね取られる……ああっ、想像を超こえた七難八苦ですううう！　たまりません！　この鹿之助、新たな世界に目覚めました！」

　と興味津しん々しんの表情で騒さわいでいる姿が見えたので、信奈は「きゃっ？」と我に返って自重したのだった。

　そして、その「来客」とは──「どうせ十兵衛でしょ。こんどこそ手打ちだわ」という信奈の予想とは異なる面々だった。







　巻ノ二　惣そう無ぶ事じ令れい







　その来客とは、織お田だ家筆頭家老の柴しば田た勝かつ家いえと、二番家老の丹に羽わ長なが秀ひでだった。

　もちろん、信のぶ奈なと良よし晴はるの逢おう瀬せを邪魔しに来たわけではない。火急の用件があったのだ。

「姫さま！　明日あしたの清きよ洲す会議開かい催さいまであと一日を切りましたっ！　明あけ智ち光みつ秀ひでと蒲生がもう氏うじ郷さとに仕切らせているお茶会はつつがなく進行中ですが、少々厄やつ介かいなことが！」

「ええ。姫の意向を曲げることになりますが、前もって相良さがら良晴どのの意見も伺うかがおうかと……お取り込み中申し訳ありませんが、一刻ほどお時間をいただけるでしょうか？」

　やっぱりまーだあきらめてなかったのね！　今日こそ十じゆう兵べ衛えをブッタ斬ぎるんだから！　と息巻いていた信奈は「ええ……そうなの」と拍ひよう子し抜ぬけしたように刀を納めると、勝家と長秀を土間に招き入れた。

「ここから先はまつりごとの話だから、ねねたちは立ち聞きしちゃダメよ！」

「わかりましたぞ！」

「誰だれも近づけないでね！」

　当初の予定を変へん更こうして前日に俺の意見を聞くということは──信奈が勝手に妄もう想そうしている「相良はぁれむ」の噂うわさに関わる話なのか？　と良晴は身震いした。ことと次し第だいによっては酷ひどい目に遭あわされそうな予感がするのだった。

　織田家当主の信奈。筆頭家老・勝家。二番家老・長秀。そして関白就任間近の良晴。

　清洲会議の前日に、織田家が誇ほこる四人の超ちよう大物がうこぎ長屋の土間に集合して、日ひノ本もとの運命を左右する緊きん急きゆう会議を極ごく秘ひ開催することになった。

「これまで相良どのは隔かく離りされていましたので、明日の清洲会議の議題と現状から簡単にお伝えいたします。最大の目的は『惣無事令』を発令して諸大名に認めさせることです」

「長秀さん。惣無事令といえばたしか、今後日ノ本では勝手な合戦を禁止する、叛そむいた者は討とう伐ばつする、という『停戦命令』だったっけ。これからは戦国の世は終わり、信奈が天下人として日ノ本を統治する、という堂々の天下人宣言だな」

「さすが未来人の相良どの。満点です。今後、国内の領土問題に関しては、天下人となった姫がいっさいを採決し、姫ひ巫み女こさまが詔しよう勅ちよくを下されます。姫に無断で行われる合戦は、すべて天下静せい謐ひつを乱す私し闘とうと見なされ、討伐の対象となります。これが惣無事令です」

「ほんとにわかってる、良晴？」

「わかってるよ」

　つまり中央政府となった織田家が国内の「平和維い持じ活動」に乗りだすわけか。大名たちに大きな権限を与あたえていた足あし利かが幕府にはこのような強大な権限はなかった。すべての大名・国こく人じんが素す直なおに認めてくれればいいけれど、一日にして「戦国時代」百年の常識をすべて覆くつがえすことになる。明日の会議は揉もめるかもな、と良晴は思った。

「関東小お田だ原わらの北ほう条じよう家がこれに叛けば、日ノ本の大名たちを総動員して関東遠えん征せいに移り、小田原城を包囲して北条家を降くだします。北条家が素直に従えば、合戦はもう起こりません。もっとも、北条家は清洲会議に誰も参加させておらず、関東遠征に移る可能性が八割ですが」

　関東遠征なんて面めん倒どう臭くさいし、まーた良晴との祝言が延びちゃうじゃないの、いやねえ、と信奈が唇を尖とがらせている。

「あたしにはよくわからないんだけど、敵はやっつける、ってことだろ？」

「違ちがいます勝家どの。それでは今までの乱世と同じではないですか。勝家どのは三点です」

「えええっ？」

　しかし良晴どのも懸け念ねんされているとおり、すべての大名が惣無事令をおとなしく認めるとも思えません、私の婚こん期きもまたまた遅おくれそうです十五点です、と長秀がため息をついた。

「なぜなら、姫は関せきヶが原はらの合戦で勝利を収めていながら、無用な死者を出すまいと東軍勢をいっさい追撃させませんでした。ですから、帰り新参の徳とく川がわ家は問題ないとしましても、上うえ杉すぎ、武たけ田だ、毛もう利り、長ちよう宗そ我か部べといった東軍方の諸大名はほとんど兵力を損そこねることなく国元に温存しているのです」

「かつての東軍方が、なおも戦闘能力を維持している……清洲会議では信奈の意見をゴリ押しできないってことか」

「ええ。たとえ天下人といえど、姫の一存で戦後の『始末』を勝手に決めてしまうことはできません。三十点です」

　いや長秀さん、満点だ。戦いくさに駆かり出された足軽たちの命を奪うばわなくてよかったんだ、追撃戦は本戦よりも圧あつ倒とう的に多くの死者を出す凄せい惨さんなものだからこれでよかった、おかげで関ヶ原での勝者と敗者の間に遺い恨こんはない！　と良晴は膝ひざを叩たたいていた。信奈は「み、皆みな殺ごろしでもよかったんだけどぉ」と物ぶつ騒そうな言葉をつぶやきながらもじもじ照れている。

「いずれにしても、北条攻ぜめは回かい避ひできないでしょう。となると、関東遠征を成功させるためにも、東国の大名家を粗そ略りやくには扱あつかえません。姫と和わ睦ぼくして帰参した三み河かわの徳川どのはもちろん、信濃しなの・甲か斐い・駿する河がを押さえている武田家と、北陸・越えち後ごを押さえている上杉家。この三家はいずれも東軍方で敗者ですが、無下に扱うことはできないのです。徳川・武田・上杉の協力なくば北条征伐は困難。北条が織田家の天下を認めず伊だ達て家を巻き込んで関東独立を宣言すれば、乱世はいよいよ長引きます。そうなれば一点です」

　とりわけ、小田原城と箱はこ根ね山やまを挟はさんで向かい合っている駿河が重要になるな、と良晴。

　小田原城を包囲するためには、絶対に箱根を押さえなければならない。箱根こそは難なん攻こう不落を誇る小田原城にとって最大の「外そと堀ぼり」であり、西国からの兵を封ふう鎖さする「壁」なのだ。このことは、以前信奈と関東へ旅行した際に実感している。

「相良どの。実は安あ土づち城巡めぐりから清洲大茶会にかけて長々と続く出し物は、銭ぜに儲もうけのためだけでなく、清洲会議を成功させるためにこっそり諸大名家の面々の声を集める『下調べ』の機会でもあったのです」

「なるほど！　間者を入れてバレたらまた揉めるからな。アンケートとかそういう形でみんなの意見を集めていたわけか。さすが長秀さん」

「はい。それで……あんけーとの結果……武田家、徳川家がともに駿河領有を希望しているようでして。清洲に来ている両家の軍師、真さな田だ昌まさ幸ゆきどのと本ほん多だ正まさ信のぶどのが互たがいに譲ゆずらず、少々厄介なことに」

「うーん。武田家は信のぶ澄すみの命を救い、清洲城と岐ぎ阜ふ城を織田家に返へん還かんしてくれた。この上、駿河まで取り上げるのは……だが、徳川家は関ヶ原で潔いさぎよく西軍に降こう伏ふくし、乱世を終結させてくれた……どちらを選んでもカドが立つなあ。なあ、信奈？　もともとの当主だった今いま川がわ家の義よし元もとちゃんに駿河を返すって手はないのか？　坂さか本もと城ではお手て柄がらだったし」

「義元は相良はぁれむの発ほつ起き人にんだから、『天下も定まったんだから遠えん慮りよせず今川家のご家族と再会してきなさいよ』とうまいこと言って小田原城に出向させたわよ。あいつを会議に参加させたら、ぜーったいに安土城を良晴のはぁれむに、って言いだすじゃない！　しかも正妻面づらして！」

　義元どののご家族は、今川家滅めつ亡ぼう後は北条家に厄介になっております。里帰りついでに将軍さまに北条家への外交使者役を頼たのんだというわけです。珍めずらしく張り切っておりました八十点です、と長秀が苦笑した。

「うーん。義元ちゃんを会議に呼んだほうが、なんだかんだで丸く収まると思うんだけどなー。今までだって、そうだったろ？　信奈の短気なところを、鷹おう揚ような義元ちゃんがうまくフォローしてくれて」

「そうだけど、今回だけはダメよっ！　ぜーったいに、はぁれむを開いて丸く収めちゃうじゃないのっ！　あの極楽蜻蛉とんぼは！」

　相良どの。もうひとつ問題が。東軍を追つい撃げきしなかったため、西軍方の諸将に対して恩賞として分け与えるべき「土地」が不足しております、と長秀が自作の「地図」を広げてきた。

　その地図は、明日の清洲会議に提出する予定の、「国割り」地図。調整役に長たけた丹羽長秀が考えに考え抜ぬいて作った素案であった。

「これは……さすが長秀さん。国割り・大名の再配置は戦後処理でいちばんの鬼き門もんだ。でもこれなら、いけそうだな！　これからは戦の世ではなく、平和なまつりごとの世だ。長秀さんの時代が来たな！」

「うふ。ありがとうございます」

「こらっサルっ！　あたしと姫ひめさまの時代が終わったとでも言うのかーっ！」

「六りく、わたしの時代はこれからよ！　わたしの本業は戦じゃなくて、銭儲けなんだから！　いよいよ日ノ本全土の流りゆう通つう網もうを繫つなげて、稼かせいで稼いで稼ぎまくるのよ！」

「姫さまああああ！　姫さままで、あたしの時代は終わったと言うんですかーっ!?　うあ、うあ、うあああああ」

　常識人の長秀が考えただけあって、極きよく端たんなところはいっさいなかった。東軍・西軍の諸大名家の「国割り」のバランスが、なかなかいい感じである。勝ち負けによる差別もない。駿河の処置についてはまだ迷っているようだったが、あとはほぼ問題なげだ。官かん兵べ衛えが播はり磨まを返してもらえず九州の中なか津つに封ほうじられているが、これは官兵衛の主君である良晴が新たに「摂せつ津つ」と「但たじ馬ま」に加えて「播磨」に封じられるためだ。

　摂津のうち、高たか槻つきは高たか山やま右う近こん、伊い丹たみは池いけ田だ恒つね興おきが引き続き治めるが、彼らは以後、良晴の与よ力りきとなる。そして良晴自身は、摂津の中心地・大おお坂さかを直ちよつ轄かつとする。かつて本ほん猫びよう寺じの本山があった土地だ。

「摂津大坂は、いずれ姫が安土城を基本としてさらに発展させた巨城『大坂城』を建てる予定の土地で、これからの日ノ本の『首都』です。南なん蛮ばん、明みん、琉りゆう球きゆう……織田家がいよいよ大坂城から海洋貿易に乗りだす時が来ました。しばらくは姫が安土を、相良どのが大坂を居城として態勢を整えます」
















「つまり相良家の銭で大坂に築城させようっていうんだな。信奈、ケチだなー」

「いいでしょ！　あんたの銭はわたしの銭よ！」

「はいはい」

　良晴の旧領・北近江おうみ長なが浜はまは、晴れて津つ田だ信澄に与えられる。妻のお市いちが、自らが実はかつての北近江の当主「浅あざ井い長なが政まさ」だったことを天下に明かし、関ヶ原の合戦でも坂本城奪だつ回かいという大功を立てたので、誰もが納得のいく国割りだと言える。信奈と信澄の母・土つち田だ御ご前ぜんも、信澄がついに報むくわれて国持ち大名となったことを喜ぶだろう。

　また、領土欲よくのない上杉謙けん信しんは、平定した北陸三国を惜おしげもなく手放すという。もともと上じよう洛らくの道を開くために必要だっただけで、決戦が終わった今、もう所有するつもりはないというのだ。そこで、柴田勝家が越えち前ぜんに加えて加か賀が。佐さつ々さ成なり政まさが越中。前まえ田だ犬いぬ千ち代よが能の登とに封じられる。織田北陸軍の諸将は、謙信の厚こう意いを受けて十分な恩賞を得たといっていい。

　無欲な丹羽長秀は引き続き若わか狭さ一国。これからも本人は安土に留とどまって信奈の補ほ佐さ役を続けるつもりだろう。高こう野や山さんに追放されていた佐さ久く間ま信のぶ盛もりも安土に戻もどってくるという。

　細ほそ川かわ藤ふじ孝たかは東軍方だったが、すでに織田家に恭きよう順じゆんしており、義ぎ兄けい・足利義よし輝てるとともに御所工作での活かつ躍やくが期待されるため、「近きん畿き管かん領れい」明智光秀の与力に配されて丹たん後ごを領有する。光秀は引き続き近畿管領として坂本城と丹たん波ば、そして京を中心に畿き内ないを統とう括かつする。今川義元は二に条じよう城に加えて金きん閣かく寺じを与えられ、小お野のお通つうや京きよう極ごく竜たつ子こらを引き連れて外交大使及および京の観光案内役として活躍する。もっとも、大和やまとの筒つつ井い順じゆん慶けいは肝かん心じんの関ヶ原の合戦で「日ひ和より見み」をしたので国の大部分を召めし上げられる。これは長秀の意見ではなく、近この衛え前さき久ひさが、相良義よし陽ひを大だい納な言ごんに就任させると言いだして大和の国主に推おしてきたからだという。

　滝たき川がわ一かず益ますは本領の伊い勢せに加えて、新たに上野こうずけを与えられ、関東遠征の下準備に取りかかる。九く鬼き嘉よし隆たかは海かい賊ぞくだから上野には向かえず、志し摩まから相模さがみ湾わんを窺うかがう。陸戦を苦手とする一益には与力として、武田家の真田昌幸、森もり「武蔵むさし」長なが可よしらが新たに加わる。

　蒲生氏郷は、梵ぼん天てん丸まるのお供という命を削けずられる激務で疲つかれ果てているので、伊勢松まつ坂さかで楽に過ごさせてあげたい、と信奈がしばらく内地に留めることを決めた。が、氏郷は有能なのでいずれまた最前線に駆り出されることは疑いない。

　備び前ぜん美作みまさかは、宇う喜き多た直なお家いえの「遺志」のとおり、相良良晴の義ぎ妹まいとなった宇喜多秀ひで家いえに与えられる。さらに、備びつ中ちゆう・備びん後ごも宇喜多家に割かつ譲じようする、と小こ早ばや川かわ隆たか景かげが秀家に二国を加えた。自らの「寝ね返がえり」を阻そ止ししてくれた直家に恩義を感じているらしい。

　出雲いずもでは、山やま中なか鹿しか之の助すけの悲願であった尼あま子こ家再興が果たされる。その鹿之助自身も、なんと因幡いなば・伯耆ほうきに封じられる。これは因幡国主の山やま名な豊とよ国くにが「もともと鹿之助どのから奪った国」と大名業の引退を宣言し、茶人へ転向すると言いだしたからだった。因幡・伯耆の国人領民たちも、鹿之助を慕したっているという。

　鹿之助が望みもしないのに山さん陰いんに封じられるなんて。いよいよ苦しみそうだな……と思うと良晴はうっかり笑いそうになった。

　九州では、大おお友とも領のうち、豊ぶ前ぜん中津が黒くろ田だ官兵衛に。龍りゆう造ぞう寺じ家を継ついだ鍋なべ島しま家は肥ひ前ぜん佐さ嘉がに存続。ただし龍造寺が奪い取った筑ちく後ご柳やな川がわ城は、先の城主だった蒲かま池ち宗そう雪せつが引退したので立たち花ばな宗むね茂しげの所領となる。立たち花ばな山やま城は、宗茂の幼妻・立花誾ぎん千ち代よの城に。

　なお、日ノ本の火薬庫とも言える九州を迂う闊かつにいじると大乱になりそうなため、本家相良家（徳とく千ち代よ）はもちろん、阿あ蘇そ家、秋あき月づき家、有あり馬ま家、大おお村むら家、松まつ浦ら党といった国人衆も存続。三州統一を果たし、続いて全九州統一を掲かかげていた島しま津づの所領は、もともとの所領だった薩さつ摩ま・大おお隅すみ・日向ひゆうがの三国に留められるが、大友宗そう麟りんがキリシタン王国建国の野望を放ほう棄きしたため、島津家にはもう九州統一の必要性はないので、これは問題なさそうである。

　ただ、九州最大の激戦地といえる柳川城の領有権だけは揉めそうな気もするが、その場合は関東遠えん征せいを優先し、先送りとする。

　天下人の信奈は、南近江安土に加えて美み濃の・尾お張わりを再び直轄領に。北近江の信澄領を足しても織田家の直轄領が少ないように見えるが、大坂・大和から因幡・但馬・播磨・備前備中美作備後、さらに九州の豊ぶん後ご中津・肥ひ後ご八やつ代しろと一気に増えることになる相良家の所領はぜんぶ「良晴のものはわたしのもの」理論に基づき信奈のものなので、実は織田家の直轄領は「関ヶ原の合戦」以前比で数倍に膨ふくれあがっているのである。よく見ると、尾張美濃から畿内の中心部、山陰山さん陽ようの東側すべて。西日本の中心部をことごとく信奈が手に入れることになる。その上、博はか多たにほど近い中津や八代まで飛び地としてゲットしている。一種の手品のようなものだ。もっとも、信奈自身は土地にはあまり興味がなく、西国の「貿易港」を手に入れて貿易で稼ぎたいだけなのだが、ともかくこれで南蛮・明－博多－瀬せ戸と内うち－大坂－尾張の熱あつ田た・津つ島しまと交易ルートが完全に繫がって、織田政権の「経済」は盤ばん石じやくとなる。

　ただし、一いつ箇か所だけ、危あやうい地域があった。

「四国」である。

　関ヶ原以前、四国のほぼすべてと言っていい地域を、すでに土と佐さの長宗我部元もと親ちかが制せい覇はしていた。その長宗我部家は信奈に降伏し、元親は豪ごう華か絢けん爛らんな安土城を見せられて「ヒエ～ッ。ここここれが、同じ日ノ本の城なの？　安土はもしかして未来世界なの？」と腰こしを抜かしたあと、清洲大茶会に参加。明日あしたの清洲会議にも顔を出す予定である。

　元親が今さら反旗を翻ひるがえす可能性はないし、そもそも西軍として参戦するつもりが田舎いなか者ものの悲しさ、道に迷って成り行きで東軍に入れられてしまったのだ。

「私が強引に彼女を東軍に引き入れたのだ」と情状酌しやく量りようを訴うつたえてきた小早川隆景をはじめ、長宗我部元親への同情の声は大きかった──のだが、なにしろ、もう四国くらいしか西軍方への「恩賞」に回せる土地がないのだ。

「阿あ波わに、蜂はち須す賀か五ご右衛え門もんどの。讃岐さぬきは、国こく人じん町衆たちの持ち国であるうどん国は代官を送るに留めて、残る半国を竹たけ中なか半はん兵べ衛えどのに。伊い予よには、備中備後を宇喜多家に差し出される小早川隆景どの。土佐は、長宗我部元親どのが半国を安あん堵ど。半国は、三み好よし家の当主を継いだ十河そごう存まさ保やすどのに。五点ですが、苦しいところです」

　これじゃ、四国をほとんど相良家が取っちゃうようなものじゃないか。長宗我部元親は大坂湾で迷子になっただけなんだから、削りすぎだよ、かわいそうだよ、せめて土佐一国は安堵してあげてよ、と良晴は思わず四国の国割りにだけは口を挟んでいた。元親とは戦ってばかりだったが、奇き妙みような友情を感じている。そもそも、元親の弟・信のぶ親ちかはまだ若いが、武士のお手本となるべき快男児だった。

「東軍に属した大名家を取り潰つぶさないと姫が決められましたので、やむを得ないのです、相良どの。姫が鍋島家の存続を認められましたので、もう九州にも恩賞に回せる土地はありませんし……うどん国が邪じや魔まなのです。うどん国がなければ、十河どのを讃岐半国に留められたのですが」

「そもそも、うどん国ってなんなのよ万まん千ち代よ。ふざけてるのかしら。十河家は、あの弾だん正じようがかいがいしく仕えてきた三好長なが慶よしの末だから潰せないし……ぐぬぬ。土地が足りないわ。日ノ本って狭せますぎる！　やっぱり、一家くらい潰しておいたほうがよかったのかしら？　うーん、でも、それをやるとまた天下騒そう乱らんだし……」

「海の向こうにまだまだ土地はありますよっ！　日ノ本の外に打って出て土地を手に入れましょう、姫さま！　あたしは姫さまにお仕えできるのならば、居城はどこでもいいんですっ！　呂宋ルソンだろうがシャムだろうがいっこうに構いませんっ！」

「あのね、六。もう、合戦の時代は終わったから……」

「うああああああああ！　やっぱりあたしはもう、お払はらい箱ばこなんだああああ！」

　お待ちください。これからが本題です。あんけーとの結果を見たところ、この「駿河問題」「四国問題」よりもずっと厄やつ介かいな問題が持ち上がりそうなのです、と長秀が深～いため息をついた。

「申し訳ありません、姫。相良どの。明日の清洲会議、このままでは一点です」

「ええ？　どういうことなの、万千代？　まさか」

「その、まさかです。事前あんけーとによりますと、毛利家、島津家、伊達家の三家に、相良良晴どのと引き続き懇こん意いにし続けたいという強力な『側室制度支持派』とも言える面々がおりまして。もっとも、伊達家は側室入りではなく婿むこ入いり祝しゆう言げんを求めておりますが」

　さあ来た。信奈の嫉しつ妬とからはじまった妄もう想そうが、現実になりつつある。「運命」はなにがなんでも俺と信奈を添そい遂とげさせまい、祝言を挙げさせまいとさらなる試練を俺に与あたえてきた！　関ヶ原では「運命」を越こえられたが、これは無理！　関ヶ原で勝てたのは、みんなが俺と信奈のために心を合わせてともに戦ってくれたからだ。でも今回は最初から内部分ぶん裂れつだ！

　良晴はこっそり逃にげ支じ度たくをはじめたが、ぶぎゅると信奈に顔面を踏ふまれて押し倒たおされていた。

「小早川隆景はすでに『私は合戦に負けた身だ、潔いさぎよく身をひく』と姫と相良どのの祝言を支持しておりますが、暗あん黒こく寺じ恵え瓊けいどのと吉きつ川かわ元もと春はるどのを中心に毛利家の面々はなおも『せめて小早川の姫を側室に！』『われらの領国を好きなだけ削ってもいいので！』と小早川どのと相良どのの恋こいを後押ししております。なにしろ二人は実際に恋人同士となって交際していた過去もありますし、相良どのは毛利家の家族としてすっかり馴な染じんでおりましたので……その、ちょっとやそっとで翻ほん意いさせるのは無理かと」

「……デ、アルカ……（ぴきぴき）」

「一方の島津家には、末妹の家いえ久ひさどのをなんとしても相良どのの側室に、と盛り上がっている面々がおります。清洲に参加しておられる島津義よし弘ひろどのに、薩摩に引きこもっている島津義よし久ひさどの、さらには関ヶ原で『中央突とつ破ぱ』を果たした薩摩隼はや人との男たち……島津家はあまりにも関ヶ原での功績が大きいため、一いつ蹴しゆうするのは難しく、しかも姫もご存じのように薩摩兵の強さは異常ですから、ヘソを曲げられるとたいへんなことに」

「……デ、アルカ……（ぶちぶち）」

「家久どのご自身は、関ヶ原で相良さぁと接せつ吻ぷんできたから、もうよか！　とあっけらかんとしておられるようなのですが、なにしろ九州の面々は情が厚いと言いますか、ちょっとその、家久どのへの愛情が常じよう軌きを逸いつしているので。扱あつかいを間ま違ちがえれば、義弘どのは義ぎ憤ふんに駆かられて明日の清洲会議の席で切腹しかねません……あっ、ひ、姫ひめ？　い、今のは聞かなかったことに」

　ふうん。そうなの。良晴──関ヶ原でわたしが武田騎き馬ば隊と地じ獄ごくのような死し闘とうを繰くり広げている隙すきに、家久と浮うわ気きして接吻していたんだ……そうなんだ──サル、辞世の句を詠よみなさい、と信奈が能面のような無表情になって、すっ……と日本刀を抜ぬいたので、良晴はもう生きた心ここ地ちがしない。違う。違うんだ！　浮気したんじゃないんだよ！　俺はただ、家久に生きてもらいたくて……と震ふるえながら弁明したが、唐とう突とつなスキャンダル発覚で魔ま王おうルートに片足を突つっ込んでしまった信奈に届くはずもない。

「お待ちください姫。相良どのを斬きってしまったらそれこそ天下大乱です零れい点てんです。残る伊達家ですが、梵天丸どのはヘソがかゆいと言いだして仙せん台だいから出てきませんでした。代わりに片かた倉くら小こ十じゆう郎ろうどのが清洲に来られましたが、天下をよこすか相良良晴どのをよこすか二つにひとつです、相良どのを伊達家の婿養子に所しよ望もうします、と申し訳なさそうに申し出ておりまして……梵天丸どのはああいう御ご仁じんですから面おも白しろ半分の冗じよう談だんでしょうが、冗談で北条家と同盟されると最悪です」

　梵天丸は放置していていいけど、毛利と島津は洒落しやれにならないわね、なにもかも良晴が女好きのエロザルなのが悪いんだわ！　と信奈は竈かまどを日本刀で叩たたき割って大おお騒さわぎした。

「う～っ！　つまりこちら側の国割り案を毛利と島津に吞のませるためには、相良はぁれむ設立を認めなければならないってことなの、万千代？」

「こちらの案では、毛利家は出雲をはじめ大おお幅はばに領土を割譲することになりますし、島津家も大功をあげながら鍋島・大友らに譲じよう歩ほして柳川城の領有をあきらめねばなりません。相良どのと彼女たちの『推し姫』との交際・側室入りを断固として拒きよ否ひすれば、清洲会議は決裂し、惣そう無ぶ事じ令れいも布告できなくなり、日ノ本の東西で再び天下が再び麻あさの如ごとく乱れるという零点以下の未来も予想されます」

「……デアルカ。ぐ、ぐぬぬ……！　いくらわたしでも、関ヶ原をチャラにしてもういちど良晴を賭かけた決戦をやり直す、なんて無む謀ぼうな真ま似ねはできないわ……！　こんどこそ倒した連中を根切りにして地上から消し去る殲せん滅めつ戦になるしね！」

「待て信奈！　それは第六天魔王ルートだーっ！」

「サル、あんたのせいでしょっ！　こいつらの希望を吞んだら、ほんとに相良はぁれむ成立じゃないの！　そうよ、わたしの妄想じゃなかったんだわ！　だいいち、おかしいでしょ！　わたしが決戦で勝ったんだから、当然わたしが良晴を独裁占せん有ゆうできるんじゃなかったの？　あいつら、関ヶ原で皆みな殺ごろしにするべきだったわね！」

「いやいやいや落ち着け！　合戦よりも戦後処理のほうが重要なんだぜ信奈？　圧あつ倒とう的な武力で秦しんを滅ほろぼしていながら論功行賞でやらかして滅びた項こう羽うを見ろ！　ここでしくじったら日ノ本はまたまた応おう仁にんの乱だー！　だ、だが俺がはぁれむなんか開いてしまって信奈の欲よつ求きゆう不満ゲージを上げたりしたら、確実にフランス革命！　ああっ俺はどうすれば！」

　サルを殺しても毛利・島津・伊達が切れて、殺さなかったら姫さまが切れる。いったいどうすれば……やはり海外派兵、そして世界征せい服ふく大戦で誤魔化すしか！　島津兵とか、全員呂宋あたりへ送っちゃいましょうよ！　あたしが軍監として世界征服軍を率います！　と勝家が無い知ち恵えを振ふり絞しぼって献けん策さくするが、あっさり三人にスルーされた。

「そうだわ！　お茶会を引き延ばして、会議開かい催さい日を延期しましょう！　万千代なら、時間さえあれば粘ねばり強く前交こう渉しようを続けて全員を説得できるはずだわ！　十兵衛とレオンにお茶会の延長を命じて、一週間ほど引き延ばすのよ！」

「名案ですが、それもできません、姫」

「なんでよっ？　ブチ切れながらも、わたしが珍めずらしく穏おん当とうな策を閃ひらめいたのにっ!?」

「今川義元どのが、数日内に清洲へ戻もどってくる予定なのです。あのお方が今戻ってこられましたら、この状じよう況きようを収しゆう拾しゆうしようと堂々と相良はぁれむの設立を宣言してしまう可能性が。実は足利義よし昭あきさまと将軍位が重複している問題が未解決でして、義元どのは征せい夷い大たい将しよう軍ぐんの位をまだ御ご所しよに返へん還かんしておりませんから、それなりの発言力が」

「むきいいいいいい！　最後にはやっぱり、あの女が……あいつを良晴が生かしたのがすべての間違いのもとだったんだわ！　ただちに国境線を封ふう鎖さ！　あの女を清洲へ入れてはならないわ！　義元を小田原城へ追放よーっ！」

「落ち着け信奈ああああああ！　義元ちゃんはお前の親友だろうが！　まだはぁれむ設立を宣言すると決まったわけでもないし！」

「親友だろうがなんだろうが、良晴はわたし『だけ』の旦だん那なさまなのーっ！　はぁれむなんて、絶対にいやあああああ！」

　待てよ。足利義昭ちゃんも清洲に来ている。しかもまだ将軍さまだ。義昭ちゃんは当然、俺と小早川さんを添い遂げさせようと盛り上がっているはずだから……これはまずいな、と良晴は青ざめていた。二人の将軍が、揃そろって「相良はぁれむ」設立支持という点で意気投合するかもしれない！　そして信奈はまだ将軍に就任していない。それどころか天下人としての新たな「任官」準備のために官位を返還しているので、一時的ながら無む位い無む冠かんである。良晴もまだ関白にはなっていない。将軍二人が揃い踏ぶみしたら、押し切られる!?

「義元ちゃんが戻って来たら、時間切れの危機ということか？　それまでになんとかするには……やはり明日のうちに清洲会議を開いて、相良はぁれむ問題をどうにかして解決しないといけないのか！」

　ようやく事態の深刻さを察した勝家が「あうあうあう」と涙なみだ目めになりながら、

「さささサルと外と様ざま大名を絶対に会わせないように、この勝家がサルを監かん視しいたします！　清洲会議がはじまるまでは、決して他家の女の子と接せつ触しよくさせませんっ。ですから姫さま、どうか隠いん忍にん自重をお願いします！　ここで切れちゃったら、なにもかも台無しになっちゃいます！」

　と平へい伏ふくし、長秀が、

「いちおう、各大名家の間で、清洲会議開催前に勝手に相良どののもとへ抜け駆がけしないよう、一種の『紳しん士し協定』が締てい結けつされているらしいです。誰だれかが抜け駆けしたら、刃にん傷じよう沙ざ汰たになりますから。それだけが救いですが、状況は一点です」

　と頭を抱かかえた。

「デ、アルカ！　これは関ヶ原の合戦以上に困難な『運命』だわ……良晴、夜になるまで絶対に身を守るのよ！　太陽が沈しずんで清洲に夜が訪おとずれたら、清洲城の本丸に忍しのんできなさい！　清洲会議開催前に、既き成せい事実を作るの！　夜や陰いんに乗じて『初夜』を強行よ！　これは天下統一のための奇き襲しゆう作戦よ！　敦あつ盛もりを舞まって待っているからっ！」

「しょ、初夜はいいけどさ。そんな合戦気分でうまくいくのかなあ～。ムードってだいじだよね、信奈？」

「うっさいわね！　もしも役に立たなかったら、わたしに恥はじをかかせた罪で切り落とすわよ！」

「……はい……」

　良晴は、正座してしょぼくれながら返事をしていた。

「本来なら今すぐここで、と言いたいけれど、隣となりのねねたちが……あーもう！　なんでこんなに『運命』の邪魔が執しつ拗ように入るわけ？　絶対に、ぜーったいにあきらめないんだからっ！」




　　　　※




　うこぎ長屋に「忍び」が近づかぬよう、五右衛門は警けい戒かいを怠おこたっていなかった。

　が、その五右衛門の「網あみ」を搔かい潜くぐって、信奈たちの極ごく秘ひ会議の内容を摑つかんだ者たちがいた。

「なんだかたいへんみたいだねっ！　はぁれむってなに、才さい蔵ぞう？」

「さ、佐さ助すけにはまだ早い。知らなくていい……だが、真田昌幸さまには伝えねばなるまい。相良はぁれむの件。これは、武田家と徳川家の間に持ち上がった駿すん府ぷ領有問題を優位に動かすための『切り札』となる」

　真田忍にん群ぐんの二人。

　幼い二代目猿さる飛とび佐助と、姉役の霧きり隠がくれ才蔵だった。

　真田忍群を仕切っていた武田の軍師・真田幸ゆき隆たかの没ぼつ後ご、真田忍群の主あるじはまだ幼い真田昌幸に引き継つがれている。武田四天王は、三人までが関ヶ原で銃じゆう弾だんを浴びて重傷を負ったため、今は諏す訪わで療りよう養ようしている。無傷だった高こう坂さか弾正も清洲会議になにか不ふ穏おんなものを感じて「三人を介かい抱ほうします」とうまく逃げたため、武田信しん玄げんは清洲に真田昌幸を連れてきていたのだった。

　信玄の病は、謙信の尽じん力りよくで劇的に回復している。だから清洲にも来られたのだ。

　が、駿河は弟の武田義よし信のぶを犠ぎ牲せいにしてまで奪うばい取った武田の「海」。父・信のぶ虎とらも、信玄を駿河でゆっくり療養させてやりたいと願っている。

　信玄自身にはもう領土欲よくもなにもなかった。だが母親から策士の才能を引き継いだ真田昌幸は、どうにもじっとしているのが性しように合わない。なにか謀ぼう略りやくを練らなければ落ち着かない性格だった。梵天丸を取り逃がして、関ヶ原の戦場に間に合わなかったのも残念至極。そこで、「なにか情報を摑めれば清洲会議で優位に立てる、駿河を手放さずに済むよー！」とウキウキで真田忍群を清洲のあちこちに放っていたのだった。

　そしてその網に、大魚がひっかかったというわけである。

　佐助と才蔵が、杉すぎの大木の頂上から一気にお茶会会場の真田昌幸のもとへ飛ぼうとしたその時。

「ふん。この期ごに及およんでまだ火事場泥どろ棒ぼうをするつもりか。真田は食えぬな、相変わらず」

　森に潜ひそみながら、二人を呼び止めた者がいた。

「……服部はつとり半はん蔵ぞうか。ちっ」

「わああ。声が、かっこいーい！　顔も見せてー！」

「見せろと言われて顔を見せる忍びなどいるか。関ヶ原ではわれらは東軍について大損害を喰くらったのだぞ。徳川四天王全員が島津家久に狙そ撃げきされて三人までもが重傷を負うという壮そう絶ぜつな戦いだった。遠江とおとうみはもちろん返してもらうが、駿河も徳川家がいただく。わが主は、帰り新参。北条攻ぜめでは一番手て柄がらをあげねばならんしな。徳川は、相良良晴と織田信奈の単独祝しゆう言げんをあくまでも推おす」

　徳川家も、本多忠ただ勝かつを除く三人の「四天王」と影かげ武む者しや・世せ良ら田だ二じ郎ろう三さぶ郎ろうが負傷療養中で、清洲には来ていない。軍師・本多正信、「東国無む双そう」本多忠勝、そして忍びの服部半蔵が家いえ康やすを警護すべく清洲にはせ参じている。とりわけ正信が「天下は織田信奈さまに委ねましたが、駿河の港だけはなんとしても。徳川家が来きたるべき新時代を迎むかえて本格的な南蛮貿易に乗りだすためにも、駿河だけは絶対に譲ゆずれませぇん」と張り切っているのである。ちなみに清洲大茶会も清洲会議も男子禁制なので、半蔵はずっと闇やみに忍んでいる。信奈に見つかったら大目玉だ。

「ならばここでわれらを暗殺するか、服部半蔵？」

「えー？　なに言ってるの才蔵？　仲良くしようよー、忍にん者じや同士だよー？」

「ふん。姫に無断で貴様らを始末するわけにもいかん。行け。真田昌幸に、好きにせよと伝えろ。俺はもういちど、相良良晴に賭けてみよう。どうやらあいつと織田信奈が結ばれるためには、関ヶ原に匹ひつ敵てきする過か酷こくな『運命』の壁かべを越こえねばならんらしい。だが──あいつならば、この最後の『運命』をも覆くつがえすことができるはずだ」







　巻ノ三　清きよ洲す大茶会







●織お田だ家譜ふ代だい衆の面々




「天下布武記念！」と銘めい打うち清洲の町全体を会場とした「清洲大茶会」は、大だい盛せい況きようだった。相良さがらはぁれむ成立を過か剰じように警戒する信のぶ奈なが「男子厳禁」というお達しを出したことが、かえって「安心安全感」を高め、続々と女の子たちを呼び込む結果となった。九く鬼き嘉よし隆たかのように「殿との方がた禁止だなんて意味ないですっ！　やっと平和が訪れて婚こん活かつできる機会が……それなのに、貴重な出会いの場を奪わないでくださいっ！」と抗こう議ぎした者も一部にはいたが。

　明日あした開かい催さいされる清洲会議出席のついでにお茶会に参加している、武たけ田だ、上うえ杉すぎ、毛もう利りら諸大名家の姫ひめ武将たち。国元からついてきた、そのお付きの面々。さらには、「身分関係なし、入場自由だから！」という信奈の告知に惹ひかれて全国津つ々つ浦うら々うらから集まってきた町民や農民の女の子たち。信奈が各国の関所を廃して街道を繫つなげたために、北は奥おう州しゆうから南は九州薩さつ摩ままで、どこからでも人が来る。空前の大イベントである。

「水すい筒とうの持ち込み禁止で、高額な『信奈水』を買わされるだなんて」

「三歳以上の子供にも入場料を課すなんて。しかも入場料が高～い」

「屋台料理が、みそ味ばっかり！　みそ煮に込みうどん以外の食べ物は売ってないの～!?」

　と、主催者・信奈の想像を絶する守しゆ銭せん奴どぶりに不満の声もあがったが、これが尾お張わり那な古ご野や商法なのである。そしてこの商法は四百年後の未来にも続く。




　さて。

　信奈、勝かつ家いえ、長なが秀ひでたちがうこぎ長屋で極秘会談をしていたその頃ころ、織田家譜代の家臣団は清洲大茶会に駆かり出されていた。

「時は今！　たこが焼かれる皐月さつきかな！　『明あけ智ち屋』のたこ焼きの美う味まさを全国の田舎いなか者ものどもに知らしめるのですぅ！　利とし三みつ！　じゃんじゃん焼いてくださいですよ！」

「はいっ、お任せあれ！」

　大茶会運営係の大任を担っている明智光みつ秀ひでは残念ながらたこ焼きを焼く暇ひまがなく、副将の斎さい藤とう利三にたこ焼き屋台のすべてを委ねていた。なにしろ人でごった返しているため、迷子が多い。光秀自身はともに運営係を務める蒲生がもう氏うじ郷さととともに、迷まい子ご処理に追われていた。が、これが騒さわがしい。色いろ恋こいに目覚めていない子供に限り、男の子も入場ＯＫなのである。

「わーい！　安あ土づちのあづっちーだ！」

「こいつ、清洲まで出張営業してやがる！」

「キモーい！　やっつけろー！」

「あづっちーは、地じ震しんを起こす悪い主なんだぞー！　琵び琶わ湖に沈めろー！」

「やめてーっ！　やめなさーいっ！」

　とりあえず、迷子になって泣いていた子供たちは、あづっちーを発見すると即そく座ざに本能的に攻こう撃げきしたくなって笑顔を取り戻もどす。あづっちー（蒲生氏郷）がボコられている間に、光秀が「いい気なもんですね、クソガキども！」と迷子軍団にたこ焼きをサービスして、餌えさで誘ゆう導どうしながら迷子センターへ収容する……そして、体力に覚えありの佐さつ々さ成なり政まさや池いけ田だ恒つね興おきを走らせて、親を探させる。そういう迷子対策ネットワークが成立しているのだった。

　が、ひとたび泣くことを忘れた子供の元気は無限で、

「お姉ちゃん！　きんかん食べたーい」

「たこ焼き食べたら、喉のどかわいちゃったー！」

「頭のきんかん、ちょうだい！」

「これは髪かみ飾かざりなのですぅ、きんかんをもぐなですーっ！　水が飲みたいなら、信奈水を買いやがれですぅ！」

「やだよ！　お小こ遣づかい足りないもーん！」

「庶しよ民みん相手に暴利をむさぼるのはよくないよー！」

「入場料取ったんだから、きんかんくらいちょうだい！」

　と、あづっちーに続いて光秀にも襲おそいかかる始末で、光秀も氏郷ももうヘロヘロだった。




　清洲の町の中央に設置された特設舞ぶ台たいでは、出雲いずもから呼ばれた大人気踊おどり巫み女この阿お国くにちゃんが「かぶき踊り」を踊ったり、「まだ肩かたが痛いのじゃ」とぼやきながら滝たき川がわ一かず益ますがその踊りに合わせて雅が楽がくを披ひ露ろうしたり、とアイドル・オン・ステージ。出雲の阿国と伊い勢せの一益。ここに、素す戔さの嗚お＝国津神系と天あま照てらす大神おおみかみ＝天津神系の頂点に立つ二大巫女が夢のタッグを結成したのである。彼女たちのもっともコアなファン層である独身男たちは入場を許可されていないのだが、それでも巫女コンビは、女子陣じんや子供たちからも熱ねつ烈れつな歓かん迎げいを受けて大受けだった。

　だが、

「出雲からはるばるお呼ばれしたのに、出演料がやっすーい！　お茶会の収益を独り占じめするつもりみたい！　信奈さまってほーんと、ケチよね！」

「……姫は所しよ望もうした茶器をもらえぬどころか、草深い北関東に飛ばされたのじゃ……巫女使いが荒あらいのじゃ……よよよ」

　楽屋に下がると、二人とも信奈のケチケチぶりにぶーたれているのだった。もともと神の系統が異なる出雲と伊勢はいわば長年の「商売敵がたき」で不仲だが、互たがいにブラック企き業ぎようのワンマン社長信奈に酷こく使しされている被ひ害がい者しや同士ということで、二人の友情は深まるのだった。

　そんなこんなで巫女コンビはしょっちゅう楽屋に下がって休んでしまうので、「繫ぎ」の芸人が急きゆう遽きよ必要とされた。長時間、舞台を放置しておくと、観客が暴れだす。だがむろん、光秀から「新たな芸人を雇やといたいですう」と申しん請せいされても守銭奴の信奈は「追加予算」などビタ一文許可しない。

　そこで。

「あ、あ、あじか～。あじかは要いらんかねえ～♪　あう、あうあうあう。どどどどうしてこんなことに？」

　ふい～やっと肩の荷が下りた気分です……と晴れやかな笑みを浮うかべ、天下太平を楽しもうとお茶会に参加していた徳とく川がわ家いえ康やすが光秀たちにひっとらえられ、「なんでもいいから芸をやるですう！　三み河かわ万まん歳ざいでこの窮きゆう地ちを救うですう！」と無理やり舞台へ上げられてしまったのだった。

　が、家康得意の「メガネ、メガネ」の究極一発芸を披露したくとも、相方の服部はつとり半はん蔵ぞうがいない。信奈に見つかったら「男子禁制って言ったでしょっ！」と大だい激げき怒どされるので、半蔵はずっと隠かくれているのだ。

　舞台にピンで立たされた家康は窮した。三河万歳には、ボケとツッコミの二人が必要っ……！　尾張の皆みなさんはお笑いがわかっていませんっ……！　できるかっ……！　ボケだけで万歳ッ……！

（ああ。宿老の酒さか井い忠ただ次つぐさんなら、「海え老びすくい」踊りで受けを取れるというのに。と、と、とりあえず、踊り路線でなにか一芸を……！　って、私はとろくさいので踊れませーん！）

　というわけで家康が披露した芸が、「あじか売り」なりきりごっこだった。家康は今いま川がわ家の人質時代、銭ぜにに困ってあじか売りをやっていたことがある。その頃の貧びん乏ぼうくさい恰かつ好こうのコスプレをして、ひょろひょろと舞台上を踊りながらあじか売りになりきったのだった。芸というより、昔の仕事現場を再現しているだけである。

　で、結局、その貧乏くさいありさまがあまりにリアルすぎて、

「なにそれーっ！　『メガネ、メガネ』を見せてよーっ！」

「神君覚かく醒せいって聞いていたのに、まるで成長していない……！」

「関せきヶが原はらでの大だい活かつ躍やくは、覚醒じゃなくて確変だったのねーっ！」

　と、幼女巫女の優雅な舞まいを期待していた女子陣から大不評を買ってしまったのだった。

「……ふ、ふふふ……人生はやはり、永遠に重い荷物を背負って坂道を登らされるようなものだったんですねえ……厭おん離り穢え土ど欣求ごんぐ浄じよう土ど、ですねえ……」




　家康の魂たましいがちょっとずつ黒く淀よどみはじめていた、その頃。

　堺さかいや京から出張してきた海千山千の面々が、田舎からやってきた「お上りさん」の姫武将たちをカモにするべく、目を血走らせて商あきないに励はげんでいた。

「お料理は、ちょっと工く夫ふうで、この美味さ。今いま井い宗そう久きゆうでおます。堺を席せつ巻けんした名物料理『揚あげたこ焼き』の人気の秘密は、この未来人直伝の『まよねぇず』にあり！　今なら、三割引きで！　三割引きで『まよねぇず』をお売りいたしまっせ！　どんな料理にもこれがよく合う！　製法は門外不出！　手に入れるなら、今しかおまへんで！　しかも！　一ひと瓶びん買った人には、もう一瓶おつけしますわ！　急ぐんや、限定三百瓶やで！」

　織田家の「御ご用よう商人」としてのし上がった、今井宗久。

　良よし晴はるが未来から伝えてきたマヨネーズの製法など簡単なものなのだが、彼はそれを機密事じ項こう化して荒あら稼かせぎを目もく論ろんでいるのだった。屋台出店を必要とする「揚げたこ焼き」そのものを売らなくても、まよねぇずの販はん路ろを織田家の全国流りゆう通つう網もうに乗せれば暴利をむさぼれる！　と閃ひらめいたらしい。

　料理といえば「みそ」しか知らない奥州や甲こう府ふの姫武将たちや御お小こ姓しようたちが、

「こ、こ、これは……！」

「見た目は黄色っぽくて白っぽくて、舌した触ざわりはねっとりぐっちょりしていて気持ち悪いのに……それなのに……いざ口に入れると……」

「ンマアアアイ！」

　と「まよねぇず」の珍ちん味みにやられて今井宗久の屋台に殺さつ到とう。それ原料ぜんぶ「油」だからみそ代わりに食べたら太るよ、と良晴が通りかかったら女の子たちに忠告してあげるところだが、今井宗久はまよねぇずのカロリーオーバーぶりは百も承知で「焼きみそ飯」の焼きみそをぜんぶまよねぇずに差し替かえた「まよねぇずぶっかけ飯」まで実演販売して、無理やりにマヨラー女性を量産しようとする鬼き畜ちくぶりだった。

　まことに銭ぜに儲もうけは、戦争なのである。

「納な屋やさまはさすがですな。手前は南なん蛮ばん活版印刷機を商売に使わせていただきます」

　もう一人の織田家御ご用よう達たし商人・津つ田だ宗そう及ぎゆうのほうは、昔、反織田家同盟がばらまいたプロパガンダ本「織田信奈の陰いん謀ぼう」を刷るのに用いた最さい新しん鋭えいの印刷機をガンガンと動かして、「関ヶ原物語」なる「読よみ本ほん」を「清洲限定」と銘打って店頭販売していた。

「さてさて皆の衆。堺と京の戯げ作さく作家と挿さし絵え作家が一大集結し、ここに傑けつ作さく『関ヶ原物語』の第一巻が完成いたしました。織田信奈。明智光秀。相良良晴。柴しば田た勝家。竹たけ中なか半はん兵べ衛えに、黒くろ田だ官かん兵べ衛え。英えい雄ゆうキラ星の如ごとく集結した西軍陣営に対して、東軍諸将は風林火山の武田信しん玄げん、毘び沙しや門もん天てんの上杉謙けん信しん、中国の覇は者しや毛利両りよう川せん、さらには神君徳川家康公という夢のように豪ごう華かな面々。これまでの軍記物語とは異なり、『らいとのべる』なる未来小説の文体を採用した台詞せりふ中心の読みやすい表現。そして、合戦場面は迫はく力りよくある画風を誇ほこる天才・狩野かのう永えい徳とくが担当し、美しい姫ひめ武将たちの恋の場面では美少女絵師として名高い長は谷せ川がわ等とう伯はくが筆を振ふるうという、豪華で美び麗れいな挿絵の数々。殿との方がたはもちろん、お年とし頃ごろの女性のみなさまにもお薦すすめです。さあさあ。創刊号の第一巻に限り、半額でございます。今なら、全巻収納できる桐きり箱を付録としておつけいたします。なお、毎号『安土城紙細工』もついてきます。全巻揃そろえれば、あなたのお部屋に安土城の天主閣が！」

　なにこの相良良晴？　美形すぎない？　とちょっとうろたえつつも、津田宗及の同人ブース、もとい屋台には「関ヶ原物語」を求めて女の子たちが殺到した。

「われら武田家の活躍はどう描えがかれているのかしら？」

「長谷川等伯さまが描いた信玄さま、見てみたい！　家宝に飾りたい！」

「謙信公が、美麗な絵姿に描かれた、だとーっ！」

「越えち後ご衆で買い占しめろーっ！」

「いやっわれら明智家こそが！　ぜんぶ買ったーっ！」

　各大名家・姫武将家のご家来衆たちが、主君の物語内での活躍と艶あで姿すがたを目当てに買い占めに走っているのである。走らざるを得ない。うまい商売だった。そこに庶民の女の子たちも「推おし姫武将」目当てに飛び込んでくるから、文字通りの奪うばい合いとなった。

　もちろんこの読本、信奈たち登場人物には許可を取っていない。同人誌である。というか、信奈に「関ヶ原での織田さまたちの活躍を読本にいたしました」と正直に申請したら稼ぎをぜんぶ巻き上げられるので、言えない。空気が読めない明智光秀に見つかったら、「こんな素す敵てきな読本を買ったですぅ。十じゆう兵べ衛えも武田軍の車くるま懸がかりの陣を相手に大活躍ですう」と信奈にウキウキでご注進されてしまって守しゆ銭せん奴ど・信奈が大激怒、津田宗及は下手したら張り付け獄ごく門もんという、ギリギリのグレーゾーン商売だった。

　その上、狩野永徳と長谷川等伯は清洲大茶会に設定された〆切りに間に合わせるために、堺の津田宗及屋や敷しきに揃って幽ゆう閉へいされて「こらっ我を誰だれだと思っている！　安土城の障しよう壁へき画がを担当してやった日ひノ本もと史上最高の天才絵師だぞ！　出せっ！　こんな血色の悪いうらなり男と一いつ緒しよに牢ろうに入れるなーっ！」「かかか狩野永徳どのと同室にされては、ええええ描くべき美少女画に集中できん！　『絵じゃん』という言葉が脳内で鳴り止やまぬ……！　筆が進まぬ……！」と大おお騒さわぎしながら酷使されるというありさまであった。

　まことに銭儲けは、戦争なのである。

　そして千せんの利り休きゆうは、相変わらず、詫わびた茶室を清洲の町の片かた隅すみにぽんと建て、

「り、きゅ」

　と来客に茶を振る舞まって、高額な茶器を「清洲土産みやげ」として売りつけていた。

　とりわけ東国の面々──上杉家、武田家、徳川家の家臣団などには、茶器の値打ちなどわかるはずもない。信奈と利休が結けつ託たくしてガンガンと茶器の値段をあげて「茶器バブル経済」を生みだし、家臣団に与あたえるべき恩賞を「土地」から「茶器」にすり替えて銭を稼いでいるという高度なからくりを、彼女たちは知る由よしもない。

　ともあれこの大茶会は、利休にとっても稼ぎ時なのである。日ノ本の戦乱がほぼ終わって残すは関東遠えん征せいのみとなれば、堺商人たちも武具以外の「商売」を本業にせねばならないのだ。宗久は食べ物、宗及は読本、そして利休は茶器というわけだ。

「利休さま！　茶道を究きわめれば、茶器を使って黄金を生みだせると聞いたんですけど、ほんとうですか？」

「……り、きゅ」

　ぽん、と利休が茶器の中に小さな黄金粒つぶを錬れん成せいしてみせると、それはもう甲か斐いの山奥から来た客人の姫武将などはころりと参る。

「ええっ？　ほんとうだったんですかっ？　夢みたーい！」

「り、きゅ～」

「普ふ通つうの茶器だと、無理？　利休さま好みの自家製茶器でなければ成功しない、ですって？　買います、買います～！　もう甲斐の金山はあらかた掘ほり尽つくしちゃって、武田家は財政が厳しいんです～！　この上、駿する河がを召めし上げられたら財政破は綻たんなんです～！」

「……り、きゅ」

「毎月、茶さ道どうを勉強しないと黄金錬成の秘術習得は無理？　そうですよね！　でもわたし、甲斐の田舎いなか暮らしだからあ……ええっ？　利休さまの茶道講座には、未来人仕込みの『通信教育』というものがあるんですって？　指定された茶器と教科書を購こう入にゆうすれば、甲斐で自宅学習が可能？　月々、利休さまがじきじきにお手紙で添てん削さく指導？　入りますっ！　通信教育の弟で子しにしてくださーい！」

　今日だけで五十人目の弟子を獲かく得とくした、と利休が台帳にまた一人田舎姫武将の名前を書き込んでいた。

「り、きゅ」

「えええっ？　今日だけは天下布武達成ということで特別に、弟子になった面々全員に呂宋ルソン渡わたりの高級壺つぼを無む償しようで配っている、ですって……？　り、利休さまああ！　ありがとうございます！　なんという風格漂ただよう美しい壺なのかしら！　こんな素晴らしい芸術品、生まれてはじめて見ました！　家宝にしますっ！」

「り、きゅう～」

　呂宋では便所壺として使われている二束三文の焼き物が、堺を経由すれば城をひとつ買えるくらいの高額な芸術品に早変わり。呂宋へ行ったらすぐに実情がバレるが、甲斐や三河で暮らしている女の子がそうそう呂宋まで行くはずがないので、まずバレっこない。利休の考えでは、物の「価値」というものは人間が決めるものだから、呂宋の便所壺が日ノ本では芸術品として尊ばれようが「噓うそ」ではない。すべては「神の鑑かん定てい眼」を持つ利休の胸三寸。

「黄金錬成」工場を軌き道どうに乗せるためには、錬成に使用可能な茶器を揃えねばならず、多額の資金が必要となる。その資金を稼ぐべく、利休は「茶人」としての名をこのように活用して荒稼ぎするのだ。信奈と利休が推し進めてきた黄金量産態勢の確立は、あと少しというところまで来ている。すでに日ノ本には途と方ほうもない量の「銀」が埋うまっていて、南蛮商人たちの垂すい涎ぜんの的になっているというのに、さらに「黄金」まで人工的に量産しようという飽あくなき利休の探究心は異常。もとより銭が目的ではない。三畳じようの詫びた茶室を好む利休である。純じゆん粋すいに東西の技術を融ゆう合ごうして「錬金術」を究めようとしているのだ。いまや利休は名実ともに、世界にその名を刻む錬金術師だった。

　もっとも、共同出資者の信奈は「道」を究めるつもりはない。だが、「銀」と「黄金」をともに握にぎれば日ノ本は先行している南蛮諸国をブチ抜ぬいて一気に大航海時代の商業ネットワークの頂点に上り詰つめられるということを、この時代性を超ちよう越えつした天才少女は知っているのだ。

　まことに銭儲けは、戦争なのである。







●毛利家の面々




　そんな清洲大茶会のまっただ中、毛利家の面々は「小こ早ばや川かわ隆たか景かげを相良良晴の側室に」と張り切って署名を集めていた。

　小早川隆景は「せっかく天下平定目前なのに、良晴を困らせないでほしい」と困こん惑わくしているのだが、なにしろこの毛利家の「ロビー活動」組、東軍と相良良晴との間で揺ゆれていた「関ヶ原の合戦」の時よりもはるかにやる気まんまんである。

「なにを言う隆景。おどれは大おお坂さか城、三み木き城、姫ひめ路じ城を織田家に返へん還かんしたばかりか、宇う喜き多た秀ひで家いえに備びつ中ちゆう・備びん後ごの二ヶ国まで割かつ譲じようすると申し出たそうではないか！　自分も、山さん陰いんの三国──出雲、因幡いなば、伯耆ほうきを織田家に割譲するようにと丹に羽わ長秀に打だ診しんされているけぇね。自分は敗軍の将じゃけぇ、領地をぜんぶ没ぼつ収しゆうされても構わん。じゃが隆景は、ほんとうは良晴を救うために西軍側で戦おうとしとったんじゃ。それなのに……隆景が領地だけ大おお幅はばに削けずられてなにも得られぬなど、我が慢まんならん！　ううっ……！」

　わが妹・小早川隆景に清き一票を！　と町角に立って署名を集め続けている吉きつ川かわ元もと春はる。

「は～い。なんとしても隆景さまに生き延びていただき、隆景さまと良晴どのに結ばれてほしい……たとえ側室であろうとも日ひ陰かげの身であろうとも……これは、亡なき宇喜多直なお家いえさまのご遺志です。隆景さま～！　こんどこそ恵え瓊けいちゃんにお任せ！　実は琉りゆう球きゆうで赤ちゃんを孕はらんでいた、という設定の芝しば居いだって準備できますよ～♪　良晴どのが断られても、無理に押し通しま～す♪　姫武将たちの『多数決』の力で！　明日あしたの清洲会議では、良晴どのにははぁれむ問題に関する発言権がないそうですから！　これは好機です！」

　関ヶ原での失点を取り返すとばかりにウッキウキで暗黒の策を企くわだてている、暗あん黒こく寺じ恵瓊。

「ほっほっほ。そのとおり。実は隆景が相良良晴を救おうとして、隆景の寝ね返がえりに異を唱えた宇喜多に命がけで阻そ止しされたのではないかと、みな薄うす々うす勘かんづいておる。宇喜多が西軍の恩賞に目が眩くらんで欲よくを出して毛利を裏切ったと思われておるのが、ちと残念じゃがの……まあ、前歴がの……ともあれ！　全国の姫武将たちはみな、隆景に同情的なのじゃ！　天下は盗とれずとも、隆景の恋こいは必ずこの元祖本家将軍さまが成じよう就じゆさせてみせるのじゃ！　隆景のためなら、将軍位を織田信奈に譲ゆずっても構わぬ！　兄上からも好きにせよとの許可を得ておるぞ！」

　大毛利家と相良家が一体となってこそ日ノ本は安あん泰たいなのじゃ、と得意のお手紙を書きまくって姫武将たちに配り歩いているこども将軍・足あし利かが義よし昭あき。

「奸かん悪あく無限」のやらかし男・宇喜多直家が八はち丈じよう島じまに生存していることは、毛利陣営にはまだ知らされていない。良晴は、天下布武の仕置きが終わってから小早川隆景にこっそり教えるつもりだった。今教えれば、律りち儀ぎな隆景は清洲会議の席で関ヶ原での宇喜多軍寝返りの真相を明かして直家の名めい誉よ回復を訴うつたえ、自分自身を犠ぎ牲せいにしかねないからだった。宇喜多秀家にもその件は念入りに言い含ふくめてある。そしてこのことが、皮肉にも清洲における一連の騒そう動どうの発ほつ端たんになりつつあった。

　それにしても。

　揃いも揃って、自分のコイバナよりも隆景の恋のために暴走しまくっている面々だった。だいたい、亡き父・毛利元もと就なりの遺ゆい言ごんに叛そむいてまで上じよう洛らく戦を興おこしたのも、天下が目的というよりも隆景のもとに良晴を取り返したいと吉川元春たちが盛り上がったからである。

　ただ、茶器マニアの三代目輝てる元もとは朝からせっせとあちこちの茶室を巡めぐっているらしい。目の色が違ちがっていた。無む駄だ遣づかいしなければいいのだが、と隆景は危き惧ぐしているが、元春たちに合流されるよりはまだましなので茶室巡りを許可した。

　今回は男子禁制なので穂ほ井い田だ元もと清きよがいないことが救いだった……あれが来ていたら、私のために抗こう議ぎの切腹をやらかしかねなかった、と小早川隆景はため息をついた。

　姉たちの厚こう意いは涙なみだが出るほど嬉うれしいので「やめなければ瀬せ戸と内ない海かいに放り込むぞ」とまでは言いづらいが、新しい天下のかたちを決定するはずの清洲会議が自分のせいでおかしな方向に逸それてしまって紛ふん糾きゆうするのではないか、と思うと胸むな騒さわぎが収まらない。

　安土城見学から清洲大茶会までの道のりで、なんど「私はもう気持ちに整理をつけた。関ヶ原で、すでに決着はついている。織田信奈が最終決戦に勝ったのだ。彼女が天下を手中に収め、相良良晴を勝ち取ったのだ。みな、言いたいこともあるだろうし無念もあるだろうが、それがすべてだ」とこの情に篤あつすぎる姉たちに説いたことか。

　元春たちも、隆景が切々と説得すればその時は「わかった」とうなずいてくれるのだ。だが、ものの三分も経たつと、「やっぱり隆景は報むくわれるべきじゃ～っ！」と元に戻もどってしまうのである。

「み、みんな、朝から立ちっぱなしではないか。し、しかも、全国から集まった女の子たちに向けて、私のコイバナをえんえんと……は、恥はずかしい……いったん茶店で休みを……甘いものでもいただいて……ううう」

「隆景、どうした？　腹が痛いのかっ？　や、やはり、良晴をあきらめねばならん心の痛みが腹痛というかたちになって……このままでは病にかかってしまうけえ！　やはり、良晴との恋路は成就させねばならん！」

「違ちがうっ！　姉者たちのおかげで腹が痛いのだ！」

「茶店でういろうをいただきながら、赤ちゃん役を物色しましょう～♪　誰だれか貸してくれる人はいないですかね～♪」

「恵瓊、私はそんな悪あく謀ぼうに手を染めるつもりはないっ！　想像妊にん娠しんしたあげく、ニセモノの赤ちゃんを連れてきて『認知してよ、あなたの子よ』と迫せまるような女など、最悪だ！　どこまで面めん倒どう臭くさい女なんだ、と良晴に嫌きらわれてしまうではないか！」

「では茶屋でまったり休むのじゃ。なに、お手紙将軍にお任せあれ、なのじゃ。こうして休んでいる間にも、津田宗及に借りた南蛮の印刷機をぐるぐると回して、大量のお手紙を印刷しまくっておるのじゃぞ。お手紙の力を利用して、隆景の悲ひ恋れんの物語を、日ノ本全土の乙女おとめたちに切々と伝えるのじゃ。相良良晴と隆景がどれほどらぶらぶでいちゃいちゃな恋人同士だったか。厳いつく島しまで……博はか多たで……琉球で……うどん国で……それはもう、光ひかる源げん氏じと明石あかしの君のように熱々だったのじゃ。今さら別べつ離りなどありえぬ、と二人の交際の経けい緯いをそれはもう詳しよう細さいに書き込んでおるのじゃぞ。さて、何万通出せるかのう……ほっほっほっ」

「……簀す巻まきにして淀よど川がわに叩たたき込むぞ」

「ひい～っ？　隆景が怖こわいのじゃっ!?」




　信のぶ澄すみ印のういろう茶店の一角を占せん拠きよしてからも、毛利家の姫ひめ武将たちは「みそ味ういろうとは、なんなんじゃ？」「うわあ。茶色いですね～」「どの店に入っても、みそ味の食べ物ばかりなのじゃ。那古野人の味覚はどうかしておるの」と騒ぎながら、なおも清洲会議での「大逆転」を果たすためにわいわいと相談し続けた。

　隆景はいよいよ頭が痛い。

　というか、もう恥ずかしくて清洲の道を歩いていられない。

　茶店であむあむとういろうをかじっているだけで、道行く女の子たちから、

「見て！　あのお方が、小早川さんよ！」

「『今明石の君』と呼ばれる……かわいい～」

「清せい楚そで涼すずしげで、でもどこか寂さびしそうで……守ってあげたくなっちゃう！」

「相良良晴さまとの恋、応おう援えんしています！」

「あのっ。色紙に花か押おうをくださ～い♪」

　と声をかけられたり、立ち見客に囲まれたりで、もう生きた心ここ地ちもしない。

　姉者たちは、自分のコイバナを全国津つ々つ浦うら々うらの女の子たちに言いふらされる恥ずかしさというものがわからないのだろうか、と泣きたかった。

（姉者のコイバナはぜんぶ紙に書かれた墨すみのおのこたちとの脳内お人形ごっこだし、将軍さまはまだお子さまだし、恵瓊は幼くして出家して『暗黒寺』で修しゆ行ぎようしてきたから恋愛未経験だし……い、いくら私がやめてくれと言っても、やめてくれる面子メンツではないということか……ううう）

　そもそも、われわれは敗者なのだ。私が西軍へ寝返ろうとしたから、なんとなくみんな忘れているみたいだが……明日の清洲会議で織田信奈を本気で怒おこらせたら、「良晴を盗られるくらいなら毛利家は断絶！」と言いだしかねないというのに。姉者たちの深情けにも困ったものだ、と隆景はみそ味のういろうを頰ほお張ばりながら清洲の青空を見上げていた。

（ああ。恋に関しても海千山千だった宇喜多直家が、生きていてくれたら……）

　宇喜多は、良晴を守るために自ら「破は滅めつ」の運命を選んだ私を救おうとして、私が犯そうとした「寝返り」の大罪を肩かた代がわりし討うち死にする道を選んでくれたのだ。私のせいで天下が再び乱れて戦国の世に逆戻りしてしまったら、宇喜多に合わせる顔がない、と隆景は涙ぐんでいた。

「隆景。宇喜多のことを思いだしておるんじゃな」

「……姉者。明日の清洲会議では毛利家は織田家に恭きよう順じゆんして、天下が定まったことをみなに知らしめねばならないのだ。私と良晴のことで揉もめてしまえば、宇喜多の死が無駄になってしまう」

「それは正しい理り屈くつじゃ。が、宇喜多は隆景の幸福を願っていた。自分たちは、宇喜多から隆景の未来を託たくされたんじゃ。合戦には敗れようとも、隆景の恋を成就するためにもうひとつの戦いくさを戦わねばならん。心配はいらん、隆景は必ず守る」

「それにですね。姫大名たちは、織田信奈さまがこれまで誰も手に入れられなかった日ノ本史上空前絶後の絶対的な権力を独どく占せんして、いわゆる『独裁者』になることを危惧しています～。この国の人々は伝統的に、権力が一人に集中することを嫌いますからね。しかも、なにしろあの苛か烈れつな信奈さまですから。『側室・小早川隆景』は、信奈さまの首につける鈴すずみたいなものですよ。これは今後の天下の体制に穏おん健けんな『合議制』を導入するために必要な政治活動なのです、隆景さま♪」

「うむ！　恵瓊の言うとおりじゃ！　そういうわけなのじゃっ！　故ゆえに、清洲会議に出席する姫武将たちの多数を『隆景派』に取り込むことは可能じゃし、必要なのじゃっ！」

　なんとなく恵瓊の弁べん舌ぜつに誤ご魔ま化かされている気がするが、そう言われると整理をつけたはずの気持ちが揺らいでしまう。

　が、隆景は自分自身のことよりも、（南蛮と未来の知識を吸収した織田信奈の政治思想はこの時代の人々にとっては革新的すぎる。だいじょうぶだろうか。かつて恵瓊が予想したように、高転びに転ばねばよいが）と信奈を案じずにはいられなかった。

「……独裁、か……たしかにこのまま事態が推移すれば、前代未み聞もんの希け有うな権力者が日ノ本に誕生することになる……織田信奈は征せい夷い大たい将しよう軍ぐん・太だ政じよう大臣・左大臣のうちから好きな官位を選んでよいと御ご所しよから三官を勧すすめられている天下人。夫となる相良良晴は、まもなく関白藤ふじ原わら良晴になる予定。まつりごとも、軍事も、経済も、御所の神事も。すべてが、織田信奈に一極集中する……これまでの封ほう建けん制社会は解体され、文字通りの『中央集権国家』が畿き内ないに出現する。それが彼女が描えがいた『天下布武』の姿ではあるが、百年にわたって地方に割かつ拠きよしてきた大名たちがこの新しすぎる織田信奈の『近世国家ジパング』を認められるかどうか」

　関ヶ原で織田信奈が「勝ちすぎた」のではなければいいが。今こそわれら毛利家が率先して織田信奈に協力して新国家樹立に尽じん力りよくせねばならぬのに、うう、良晴と私のコイバナが最大の障害になりそうだ……と隆景はまた愁うれいに満ちたため息をついていた。

　そして「知ち恵え者」小早川隆景の憂ゆう慮りよは、事実、顕けん在ざい化しようとしていた。







●島しま津づ家と九州勢




　修しゆ羅らの国・九州こそは戦国日ノ本の「火薬庫」である。

　島津家。大おお友とも家。龍りゆう造ぞう寺じ家を継ついだ鍋なべ島しま家。この三者を中心に、小さな国こく人じん衆しゆうが割拠している戦国時代屈くつ指しの「紛ふん争そう地帯」だ。

　とは言え、相良良晴と黒田官兵衛ら「都」の侍さむらいたちが九州に降臨して新時代の到とう来らいを彼らに知らしめたため、血で血を洗う修羅の時代は終わったのであるが、九州の国の枠わく組ぐみを織田家がブルドーザーのように一気に解体して更さら地ちにしてしまうわけにはいかなかった。なにしろ、地元に割拠している武家の歴史が違う。平へい安あん・鎌かま倉くら・室むろ町まち以来の古い名家ばかりなのだ。その上、九州兵は鬼おにのように強い。南蛮貿易を通じて最新兵器も豊富に揃そろえてある。

　このような九州に迂う闊かつによそ者が手を突つっ込めば、大だい爆ばく発はつ炎えん上じようすることは間違いない。

　清洲会議の前日、島津・大友・鍋島の三者は、清洲町内に相良徳とく千ち代よが出店していた「犬いん童どうあんてな茶店」に集まって事前の打ち合わせに入っていた。

　徳千代は京へ出かけてしまったので、店長は犬童である。

「ばうっ！」

　熊くまが雌めすなのか雄おすなのか信奈には判別できないので、「どうぶつは、よし」と不問に付されているらしい。

　サービス精神旺おう盛せいな犬童がさかんに、良晴が徳千代に教えた未来料理のレシピを応用して煮に込んだ「熊かれえらいす」を島津義よし弘ひろたちに勧めてくるが、

「共食いではないか」

　と慈じ悲ひ心篤あつい義弘はなんだか犬童が気の毒で遠えん慮りよし続けていた。

「ばうっ！」

　肥ひ後ごの熊の世界は、文字通り弱肉強食の世界。獅し子しや虎とらと戦って倒たおされていった仲間にとってもこれは供く養よう。気にされる必要はない、と言っているらしい。

「ううむ。修羅の国の人間たちよりもはるかに厳しいのだな、野生のどうぶつたちの生き様は」

「んにゃ？　というか、肥後に獅子とか虎って、いたけえ？」

　義弘の隣となりでは、島津の末妹の島津家いえ久ひさがあんみつを食べていた。ツインテールの片側を関ヶ原で切り飛ばされたが、今は元通り髪かみを下ろしている。関ヶ原合戦の終結後、良晴に約束通りほどいてもらったのだ。が、右と左で髪の長さが違ってしまっていて、「うう。恥ずかしか」とそれ以後良晴に会いづらいらしい。

「どうぶつと共生していた徳千代どのが八やつ代しろ湊みなとから買い集めて山に放し飼いしていたけだものどもが、野生化したという」

「おっかなか～。野生の八代王国ぞ」

　島津家の当主・島津義よし久ひさは引きこもりなので当然、薩摩に留とどまっている。策略家の歳とし久ひさは、「まだ足が痛いのよ」と愚ぐ図ずって義久のもとに居座っているので、清洲会議には義弘と家久が島津家代表として出席することになってしまった。歳久は自分の毒舌癖ぐせが会議に混乱をもたらすことになることを予想して、敢あえて出席を辞退したらしい。

　だが、義弘も家久もお互たがいに政治感覚などないに等しい武ぶ闘とう派は姉妹しまいなので、会議と言われてもどうすればいいのかさっぱりわからない。島津家の会議はそもそも、姉妹揃ってのおみくじで決めていたのだ。

　最大の論点は、大友家に所属していた蒲かま池ち家から龍造寺隆たか信のぶが奪うばい取った筑ちく後ご柳やな川がわ城の去就だ。丹羽長秀は、大友家に戻もどすことを提案してきている。高こう齢れいの蒲池宗そう雪せつは関ヶ原の合戦を最後の花道として引退を表明し、関ヶ原で相良良晴の窮きゆう地ちを救った若き立たち花ばな宗むね茂しげを柳川城主として推おしているという。

　島津家としては筑後の領有問題には安易に関われない。

　もし歳久が出席していれば、「なんなの、島津は三州だけ？　大おお隅すみ日向ひゆうがは島津が自力で盗とったのよ。関ヶ原で奮ふん闘とうしてあげたのだから、柳川城くらいよこしなさいよ」と言いだして面倒になっただろうが、義弘は三州さえ確保できればそもそも恩賞などはどうでもよかった。すべては天下を盗った戦国時代の勝者・織田信奈が決定すればいい、そうであるべきだと考えている。柳川城の去就も、信奈が決めればよいことだ。

　とは言え、勝手に「それでよろしかろう」と答えるのも、それはそれでまずい。

　そこで、当事者である大友宗そう麟りんと鍋島直なお茂しげを呼んで、会議前日の「前交こう渉しよう」をはじめたというわけなのだが。

「柳川城は宗茂がいただくべきだ～っ！　立たち花ばな山やま城、返せ～っ！」

「コケーッ！」

　本州を見物したーい！　と嬉き々きとして上じよう洛らくして、安土から清洲まで大友宗麟と立花宗茂についてきた誾ぎん千ち代よとじとっこが、「これで立花山城は誾千代のもとに戻って」「コケーッ！」と肥後地じ鶏どりの焼き鳥をかじりながら大はしゃぎするので、話がちっとも先に進まないのだった。共食いだということに気づかぬじとっこは、鳥頭であった。

「あ、あはは……じとっこは、焼き鳥を食べないほうが……困りましたね」

「宗茂が新城主でいいんじゃな～い？　宗雪も、宗茂をすっごく気に入っているしね。蒲池家は後こう継けい者しやがいないから、完かん璧ぺき超ちよう人じんの宗茂を養女にしたい、って言っていたよ～？　道どう雪せつが絶対にうちの宗茂は譲ゆずらん！　って却きやつ下かしたけど」

「いえいえ。私のような若じやく輩はい者には、とても柳川城の城主なんて務まりません！　義ち父ち上うえにお任せしたほうが」

「道雪はもうよぼよぼなんだから、楽らく隠いん居きよさせてあげようよ」

「楽隠居させると、かえって義父上はがっくりきそうで。合戦していないとあの活力を保てないと言いますか」

「まあ、怒っていてナンボだよね、道雪はね～」

　立花宗茂と大友宗麟主従のお気楽な会話をじっと聞いていた鍋島直茂が、ぷつっと切れて、膝ひざ元もとに寝ねかせていた黒くろ猫ねこの尻尾しつぽを思わず「ぎゅっ」と引っ張っていた。

「……あなたたち……柳川城はいちおう、鍋島家の城なの。悪あく謀ぼうで奪い取ったとはいえ、勝手にもう大友家に戻ったかのようなお気楽な会話を私の前でしないでくれるかしら？　私は、お兄さまの介かい護ごをしなければならない身だというのに、泣く泣くこんな清洲の茶番にまで付き合わされて毎日いらいらしているのよ……こんなところで馬ば鹿かみたいに熊のおもてなしを受けているうちに、もしもお兄さまが死んでしまったら……あなたたち全員、末代まで恨うらむから……」

「みゃあ♪」

　滅めつ多たに感情を表に出さない鍋島直茂だが、兄のことになると人が変わったようになる。全身から陰いん々いん滅々とした恨みの念を発して、犬童までが「ばううう」と吼ほえて蹲うずくまっていた。「んにゃっ」と家久が思わず義弘に抱だきつき、誾千代は「ひい～」と宗茂の背中に隠かくれた。

「ううむ。私にはまつりごとはよくわからぬが……鍋島家は東軍方として戦い、織田家に降こう伏ふくしたのだから、柳川城を大友家に返へん還かんするくらいの誠意は見せるべきではないだろうか。肥ひ前ぜん佐さ嘉がは安あん堵どされそうなのだし」

「島津義弘。あなたたちこそ、九州統一はどうなったの？　薩摩・大隅・日向の三州で満足していていいの？　人ひと吉よし八代を治める相良本家は再独立してしまうのだし、島津家は多大な犠ぎ牲せいを払はらいながらなんの恩賞も与あたえられそうにないのでしょう？」

「みゃあ♪」

「鍋島どの。日ノ本内にキリシタン王国が生まれて日ノ本が真っ二つに割れる危険は去った。島津家は本領の三州さえ回復できれば、もうそれでいい」

「……そう……でも、島津家久と相良良晴の恋こいも、これでおしまいにしてしまっていいの？　私はイヤだわ。想おもい人と結ばれぬ悲ひ恋れんなんて……見たくないわ。島津家久の恋は、遂とげられるべきでしょう。その子は、乙女おとめであることを捨てて鬼になりきってまで、関ヶ原で語り種ぐさになるほどの活かつ躍やくをしたのだから。なにもかも、相良良晴のためでしょう？」

　煮えていた。冷静なはずの鍋島直茂の頭が、ぐつぐつと煮えていた。「おいはもうよか！」と家久が笑顔で答えても、聞いていない。

「……相良良晴……こんな純真な少女の心を弄もてあそんで、あまつさえ唇くちびるまで奪って、あんなふうに死地に追い込んで戦わせるだなんて……なんという悪あく辣らつな男なの……許せない、許せないわ。私にいろいろ悪謀を重ねさせたことを泣いて謝ってくださり、私を誰だれよりも深く愛してくださっているお兄さまとは大おお違ちがいだわ……乙女の恋心をなんだと思っているの……この恨み、はらさでおくべきか」

「みゃあ♪」

　ま～だ相良さぁを恨んじょったんか、しつこか！　と怒いかりが持続しない性格の家久は呆あきれたが、「お恨み状」を書いて以来ずーっと良晴を恨んでいる鍋島直茂は、どうせ清洲に行かねばならないのならば、なにがなんでも家久と良晴を添そい遂げさせたい、という一心で清洲まで来たのである。

「……私は、いつだって恋する乙女の味方よ。乙女の恋心を利用するだけして捨てるような殿との方がたは全員、敵よ。お兄さまはもちろん、そういう人ではないけれど」

「あっ。そうそう。宗麟も良晴くんの側室になりたいな♪　いちど接せつ吻ぷんしたしぃ♪」

「あなたはどうでもいいのよ！　大友宗麟！　柳川城を返してほしくば、島津家久と相良良晴の恋を成じよう就じゆさせるという私の悲願に協力しなさい。それで、これまでの龍造寺と大友との遺い恨こんはすべて水に流して永遠に手打ちにしてあげる。蒲池家への賠ばい償しようも、鍋島家が存続する限り続けると約束するわ。島津義弘。あなたもよ。家久と柳川城と、どちらがあなたにとってはだいじなの？」

　う、ううむ、なにか騙だまされている気がするが、そう言われると家久のほうがだいじに決まっている。わかった、鍋島どのに協力しよう、と直茂に誘ゆう導どうされた義弘がうっかりうなずいてしまったので、流されやすい大友宗麟も「それじゃ宗麟も乗るよ～。あ。宗麟も良晴くんの側室の一人として推してね♪」と鍋島直茂の提案に乗ってしまった。

「だから、あなたはどうでもいいの！」

「まあ、信奈ちゃんは宗麟のお願いならなんでも聞いてくれるから、別にいいけどお。良晴くんと信奈ちゃんと三人で閨ねやで過ごしてみたいなあ～、っと♪　ガスパールさまも上洛されて、正式に信奈ちゃんにお仕えすると決まったし、もう宗麟は処女王を貫つらぬかなくてもいいよね？」

「あの、ご主君。そんなおねだりをしたら、信奈さまに首を刎はねられますよ？」

「そうだ。宗茂も良晴くんの側室になろうよう！　宗麟は、あんまり独どく占せん欲よくとかないんだよねー。楽しければそれでいいやあ！　主従同士、閨でも仲良くしようねー！」

「え、えええ？　なななにを言っているんですか!?　ご主君の悪い部分がどんどん漏もれてきたような……まさか、ガスパールどのが禁欲を強しいていた反動が……」

　んにゃ？　なんだか話がヘンな方向に進んじょるぞ？　と家久が首を捻ひねったが、誾千代に「この焼き鳥うまいぞーっ！　食え食え！」と勧すすめられて、ぱくぱくと食べているうちに話はどんどん直茂主導で固められていき、「柳川城を大友家に返還する代わりに、相良良晴は男としての責任を取って島津家久を側室にすること」という恐おそるべき「九州三姫ひめ大名家」の連名書状が作成されようとしていた。

「な、鍋島どの。これはまずいのではないだろうか。織田信奈どのは、側室だのはぁれむだのを許容できるような御ご仁じんでは……あなただって、龍造寺隆信どのが側室を集めはじめたら、嫉しつ妬との炎ほのおに」

「……イ、イイエ。ワタシハ、オニイサマノヤルコトモナスコトモタダシイト、ゼンコウテイシテイルワ。ハ、ハーレムダッテ、ウケイレルワヨ」

「う、ううむ。そこまで無理をせずとも。その度を超こした忍にん耐たいがよくないのではないかと」

「オ、オニイサマヲアイスルイモウトトシテ、ト、トウゼンノコトデショウ」

　ダメだ。内心ブチ切れておられる。これ以上反論すると、毒を盛られる。どうも鍋島直茂どのは今朝方から暴走している。明らかに過激になっている。いったいなぜ……と冷ひや汗あせを流しながら、義弘は気づいた。

　直茂の胸元に、一通の「お手紙」が挟はさまれていることを。

　お手紙将軍・足利義昭の「嘆たん願がん書状」だった。

　そうか。私もお茶会の席でお手紙を読んだ。このお手紙が鍋島どのを、ほとんど織田家への謀む反ほんとも言っていい過激な行動に！

「小早川隆景の悲恋について、切々と語られたお手紙よ。今朝、町角でもらったのよ。これを読んで、私は決断したの。相良良晴をこのまま逃にげ切らせはしない、数々の姫武将たちの恋心を弄んだツケをきっちり支払わせると……九州の三姫大名家は、お手紙将軍たち毛利一家と盟約を組んで『側室同盟』を結成するわ。明日あしたの清洲会議で、相良はぁれむの設立を認めさせるのよ」

「そんな？　信奈どのを激げき怒どさせて、良晴どのがそっ首を刎ねられたらどうするのだ」

「因果応報よ」

「みゃあ♪」

　んにゃ。「側室同盟」とはなんぞ？　清洲会議で、もしかして諸大名が真っ二つに割れるのけ？　困ったことになったど！　と家久がようやくことの重大さに気づいたが、もはや手て遅おくれ。「九州三姫大名家」の連名書状に、直茂が「小早川隆景その他ほかの希望者もみな側室にすべし」との一文を書き足して、ここに毛利一家の隆景推し姫武将たちと九州姫武将たちの「側室同盟」が誕生してしまったのだった。しまったあ！　歳久さえいればこんなことには！　私はこういうまつりごとに向いていない！　と義弘は自分の迂う闊かつさを呪のろったが、すでに賽さいは投げられたのである。

「宗麟どの。われらが力ずくでこの書状を反ほ故ごにしても、もはや『側室同盟』派の暴走は止められない。いったいどうすれば」

「うーん、困ったね。でもまあ、女の子にとっては恋も合戦だしね。まして、平和な世の中になったんだから。ま、なるようになるよ。信奈ちゃんがどれほど怒おこっても、宗麟は大親友だから安あん泰たいだしね……ソウルメイトってやつだからね……アレクサンドロスとヘファイスティオンの関係、だからね……女の子同士の純愛っていいね。えへ、えへへへ……」

「へ、屁へばい捨て奸がまり？　なんですかそれは？　ええい、伴ば天て連れん由来の言葉は意味がわからぬ！」

　義弘はようやく、平和を満まん喫きつして気が抜ぬけている時の大友宗麟には政治能力といえるものがまったくない、宗麟の中では周期的に有能と無能が交こう互ごに来るという九州の常識を思いだしたが、後の祭りであった。

　恵瓊や義昭たちも知らないままに、犬童あんてな茶店にて「側室同盟」、電でん撃げき成立！

　だが、これはさらなる波乱の幕開けにすぎなかった。







●徳川家の動向




　律りち儀ぎな徳川家康が「あじか～あじかは要いらんかね～」と舞ぶ台たいでだだ滑すべりして大だい炎えん上じようしていたその頃ころ。

　脳筋揃ぞろいの徳川家におけるただ一人の謀臣・本ほん多だ正まさ信のぶは、北ほう条じよう攻ぜめの拠きよ点てんにして東国における海外貿易の玄げん関かん口となる駿河を獲かく得とくするために、「こんどこそ姫のお役にたちまぁす」とまたしても切腹覚かく悟ごの攻こう勢せいに出ていた。攻勢といっても今回はあくまでも政治交こう渉しよう。織田家と戦うわけではないし、むしろ徳川家の相手は駿河を領有している武田家の謀臣・真さな田だ昌まさ幸ゆきである。

　本多正信は、上うえ田だで伊だ達て政まさ宗むね軍を撃げき破はして天下に名を揚あげた真田昌幸を「母・真田幸ゆき隆たか以上の食わせ物」と警けい戒かいし、一歩先んじることにした。

　だが舞台から家康が下りてくるのを待っていたら、真田に先手を打たれてしまう。真田は忍しのびの一族で、奇き略りやく謀計なんでもござれだ。なにをやってくるかわからない。

　思い詰つめた正信は、ええい、失敗したらそれがしがあとで切腹して姫にお詫わびすればいいのよと、いつもの熱すぎる主君愛と切腹癖へきを発動。清洲城本丸に設置された「清洲会議準備茶室」へ甲かつ冑ちゆう姿で押しかけて、うこぎ長屋から戻もどってきたばかりの丹羽長秀と直談判に及およんだのだった。

「ほ、本多どの？　徳川家・武田家との打ち合わせは、夕刻と決まっていたはずですが」

「はぁい。ですが、駿河は徳川家に、との内ない諾だくをいただきたいのです。惟これ住ずみどの」

「惟住は九州下向用の名ですので、丹羽でけっこうです。駿河の件は武田家、徳川家、織田家の三家が集まって定めねば……」

「関東支配は、織田家の天下布武体制にとっての要。そして、わが姫の律儀さはご存じのはず。そこで、駿河、小お田だ原わら、江戸を徳川家に封ほうじていただきたいのでぇす」

「お、小田原と江戸を？　相模さがみ、武蔵むさしまで所しよ望もうされるのですか？　そ、それは、さすがに二十点です。そもそもまだ北条家とは開戦しておりません。今から北条家の持ち城をこちらでどうこうするわけには」

「丹羽どの。日ノ本を東西に割ってしまってはなりませぇん。北条家と武田家に対して睨にらみをきかせ、東国を信奈さまのために安定統治できる人物は、うちの姫しかおりません。そして姫は決して信奈さまを裏切りません。なんでしたら、設楽したらが原はら崩くずれをやらかしたそれがしがここで切腹して、お疑いを晴らしてみせまぁす！」

　小田原・江戸の要求は本多正信のブラフである。思いきりふっかけておいて、長秀が困こん惑わくしきったところで条件を一気に下げるつもりなのだった。

「お、お待ちください！　切腹はなりません、零れい点てんです！　で、ですが……北条の城を開戦前に割かつ譲じようしてしまうのは……うーん」

「わかりました。徳川家はいちど織田家に叛そむきましたので、小田原・江戸はあきらめます。ただし、設楽原以前の長きにわたる同盟関係は評価していただきたい。せめて、せめて駿河だけでも姫にお与えくださいませ」

　脳筋揃いの三河侍ざむらいにどうしてこんな知ち謀ぼうの策士が一人交じっているのか、長秀は舌を巻いた。しかも、けんもほろろに追い返したら「姫、申し訳ありませぇん！」と三河侍特有の主君愛を爆ばく発はつさせて切腹することは間ま違ちがいないし、実に対処に困ってしまう。このままでは本多どのに押し切られてしまいます五点です、武田家を怒らせてしまえば明日の清洲会議が炎上してしまいます、と長秀は苦く慮りよした。

　だが、信奈の側近中の側近として織田家を切り盛りしてきた丹羽長秀は、謀略こそ苦手だが、篤とく実じつでそして思慮深い。清洲会議の「国割り案」と「諸大名家との前交渉」を信奈から託たくされるだけの実力と人格の持ち主だった。長秀の欠点は、殿方を採点する癖くせのために婚こん期きを摑つかめないことくらいである。

「『国割り』はたしかに私が姫から任されておりますが、柳川城と駿河に関しては協議が必要です。やはり、武田家を交えた三者会談で取り決めましょう。夕刻まで、どうぞ茶でも飲んでお待ちください。特別に、信澄印のういろうをおつけいたします。こちらのみそ味などは、清洲限定商品。味は満点です」

「……ぐぬぬ」

　本多正信は、（この篤実な律儀者は、己おのれの知ち恵えを過信せず誇ほこらないが故ゆえに、脅おどしてもすかしても簡単には乗ってこない。利口なれど迂闊者の明智光秀どのならば、だまくらかすこともできたものを。さすがは丹羽長秀どの。手て強ごわい）と手て詰づまりとなって、唸うなった。

　このままでは、駿河は結局現状通り武田のものになる予感がする。そもそも東軍に属しておきながら新たな領国を求めるのはさすがに無理があるのだ。しかし黙もくしていれば徳川家は三河遠江とおとうみに押し込まれて、新体制下での伸のびしろを失う。ああ。わが姫はこれからも三河万歳と八丁みそで食いつなぎ続けるのか。今日なんて、あじか売りの真ま似ねなど……ううっ。姫！　申し訳ありませええん！

　もう、正信は焦あせって焦って、冷や汗が止まらない。ついに、破れかぶれとも言える賭かけに出た。追い詰められるとなにをするかわからないところは、主君の家康に似ている。というか、伝う染つったのかもしれない。

「『側室同盟』をご存じですか、丹羽どの」

「そ、側室同盟？　なんですかそれは？　初耳ですが」

「はぁい。服部半蔵が清洲大茶会で手に入れた最新の情報です。相良良晴どのの側室を希望する姫武将たちが同盟を組み、明日の清洲会議で相良はぁれむ設立を嘆願しようという動きが。どこの家が参加しているかは、告げ口になるので申し上げられませんが」

「……まさか。そのような事態になったら、清洲会議は零点です」

　まさかまさか、寝ね耳みみに水である。今朝の段階ではそのような組織は影かげも形もなかった。

　小早川隆景はもう、相良良晴への想おもいを己のうちに秘めて潔いさぎよく身をひいたのだし。

　島津家久だって、すでに初はつ恋こいの想いは遂とげられた、と朗ほがらかに笑っている。

　長秀は（策士本多どのの作り話では）と疑ったが、もし事実ならやっと訪おとずれた日ノ本の平和は今日を限りに終わり、明日からはまたしても天下大乱となるのではないか。

「まことなのでぇす。駿河を徳川家に割譲していただけるのでしたら、側室同盟には徳川家は交わらず、織田信奈さまと相良良晴どのの単独祝しゆう言げんを推おしまぁす。ですが……駿河割譲の確約をいただけぬのなら、それがしの一存で側室同盟に徳川家の姫ひめを送り込みまぁす」

「で、では、もしや、本多どのが？　相良どのの側室候補に？」

「い、いえ。それがしは姫に生しよう涯がいを捧ささげました故、殿との方がたなど。そ、それに、それがし、顔には少々自信がございますが、その……む、む、胸が小さいのです。ここだけの話、鎧よろいの胸元を盛ってはいるものの、脱ぬいだらつるぺたなのでぇす……相良どののお好みではないでしょう」

「は、はあ。相良どのは、まあ、そうですね、巨きよ乳にゆうが大好きですね。いつも、私の大人の魅み力りよく満まん載さいの太ももよりも勝家どのの牛のような胸のほうに視線を……まったく、お子さまなんですから。三点です。しかし、三河武士に巨乳の美少女がいましたっけ？」

「はぁい。おります。三河一の巨乳美少女を側室候補として送ります。普ふ段だんは殿方の視線をはばかって頰ほお当あてで顔を隠かくしている純情な生き娘むすめでぇす。その名は、本多平へい八はち郎ろう忠ただ勝かつ──」

「なんと。あの忠勝どのが？　そんな逸いつ材ざいだったとは！　相良どのが惑まどったら、五点です！　もしや勝家どのと同系列の姫武将？　やはり、姫武将の武力と胸の大きさには相関関係が!?」

　本多正信が自分の貧乳という秘密を暴ばく露ろしてまで「側室同盟」への本多忠勝送りを示し唆さし、丹羽長秀が（たいへんなことに。駿河は徳川家に渡わたさねば。一点です）と青ざめたその瞬しゆん間かん。

「あっ、あなたはああああ！　どこまで腸はらわたが腐くさっているのかしら！　もう許さないんだから！　姫に𠮟しかられようとも、今日こそ蜻蛉とんぼ斬ぎりで斬きり殺すわ！」

「蜻蛉斬り」を掲かかげた本多忠勝が、猛もう然ぜんと茶室へ飛び込んできた。頰当てで顔を隠しているが、大激怒しているらしい。武士口調でなくなっているのは、戦時ではないからだろう。

「わわわ我をさささ相良良晴に売りわたすつもり？　姫の寵ちよう愛あいを独どく占せんするつもりね！　もう、我と同じ本多一族を名乗らないでちょうだい！　死ねっ弥や八はち郎ろう！」

「平八郎。この、バカチンがあああ～！　これはあくまでも、駿河を手に入れるための計略。政治的なかけひきでぇす。実際にはぁれむに入らなくてもよいのです。あと一押しだったのに、なんという邪じや魔まを……！」

「なにがかけきひ、よ！　そのようなものは三河侍には不要よ！　死ねええええ！」

「かけひき、ですよぉ～！　そこまでバカなんですかあ～！」

　本多正信は、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵・本多忠勝に追われて茶室から逃にげだした。駿河獲得まであと一押しだったのにと思うと無念だが、ここで忠勝に斬り殺されたらすべては水の泡あわである。駿河獲得という大功を成し遂げるまでは、どれほどの恥ち辱じよくに耐たえてでも生きねばならないのだ。

「こらっ待てえええええ！」

「待ちませ～ん！」

　正信は鷹たか匠じよう時代から、逃げ足が速い。清洲城本丸の廊ろう下かをどたどたと駆かけ続け、なんとか忠勝を振ふり切ったと安心したとたん、曲がり角から「すっ」と出てきた相手と正面衝しよう突とつしてしまった。

　しかもお互たがいに前方不注意、心ここにあらずという状態だったために、正信がぶつかった相手を押し倒たおして接せつ吻ぷんしてしまう形になってしまった。

「ギャー！　なにをするのだああああ！　そっ、そなたは、徳川家と織田家の仲をさんざんにかき乱した奸臣の本多正信っ？　よくもわが唇くちびるを……ああ。わたしはこのような者と接吻しとうなかった！」

　誰だれかを必死で探していたらしい、上杉家の宰さい相しよう・直なお江え兼かね続つぐだった。上杉謙信は「わたしは敗者だから」と潔く仕置きのすべてを織田信奈に委ねて大茶会に参加しているので、明日あしたの清洲会議までやることがない兼続は私用でお出かけするつもりだったのだ。

「姫以外の人間と接吻する趣しゆ味みは、それがしにはありませぇん！　うえっ。ぺっぺっ！」

「失敬な！　利きいたふうな口をきくな～っ！」

　剛ごう直ちよくな義将・直江兼続と、のらりくらりの謀臣・本多正信とは、そもそも姫武将としてまったく反りが合わない。天敵と言っていい。それなのに、どうして接吻など！　互いに、忘れたい悪夢だった。

「この、貧乳鎧盛り女！　初接吻は未来の恋では重要なものなのに！　わたしのファーストキスを、返せ～っ！」

「なななんと。それがしの鎧の秘密を知ったとは、許せませぇん！」

　二人が取っ組み合って激しくいがみ合っていると、「待てえ～殺してやる～！　よくも我を相良はぁれむへ流そうとしたわねええ！」と本多忠勝が廊下の向こうから駆けてくる姿が見えた。

「なるほど！　そなたはまたくだらぬ謀略を仕し掛かけて、仲間を激げき怒どさせたか！　はーはははは！　『駿河を徳川に与えてくれないなら、本多忠勝を相良どののはぁれむへ入れる』と丹羽どのを脅したのがバレて殺されかけているのだな！」

「なんと、見事な推理力？　な、なぜ、そこまでわかったのですかぁ!?」

「ならば説明しよう！　小早川隆景と相良良晴の恋を推す足利将軍の手紙、今朝に拝見！　多幸多幸！　安土・清洲の間においてさえ、相良良晴の色恋の沙さ汰た、止やむ時なく候そうろう！　しかしながら三河の正信は貧乳にして、正信はぁれむ入りは似合いもせぬ雑説と存じ候！　わが観察眼が正しければ、そなたの甲冑の胸は『上げ底』！　故に巨乳の忠勝を生いけ贄にえにしなければ、織田方を脅すにも効果なし！　そうであろう！　侍じ者しや奏達！　恐きよう惶こう謹きん言げん！」

「……いっ……言いたい放題……貧乳乙女おとめの臓ぞう腑ふをえぐる罵ば詈り雑ぞう言ごん……！　こっ……このような無礼な人間に、わたしは生まれてはじめて出会ったわ……！　むきいいいい！　許さない！　許さないんだからああああ！　うわああああん！」

　直江兼続の煽あおり毒どく舌ぜつは、天然なだけにその破は壊かい力は異常。乙女心をへし折られ、完全に逆上して軍師口調さえ忘れた正信が、涙なみだながらに兼続をぽかぽか殴なぐりつけようと暴れたが、背後から忠勝が迫せまってくるのでそれ以上のケンカはもう無理だった。

「わたしは人を探しているのだ、ご免めん！」

　ま～た余計な恨うらみを買ったことに気づいていない兼続は、軽い正信の身体からだを放り投げると、「その人」を探すために清洲城から飛びだして大茶会が開かい催さいされている町中へと繰くり出したのだった。







●真田大ばくち




　清洲の町の一角に、諸大名家とその家臣の武将たちが屋や敷しきを貸し与あたえられている。もちろん信奈はケチなので、法外な「宿しゆく泊はく費」を請せい求きゆうして茶会と宿屋とで二重に儲もうけようという魂こん胆たんだ。

　そしてここは、真田屋敷。

　佐さ助すけと才さい蔵ぞうから「側室同盟」成立をいちはやく知らされた真田昌幸は、母・真田幸隆から真田家の家か督とくを継ついだばかり。「上田合戦」では無敵と恐おそれられていた伊達政宗軍を少数で撃げき破はして、一いち躍やく天下に「腹黒い六文銭」という通り名とともにその智ち将しよう・謀ぼう将しようぶりを轟とどろかせた。

「双ふた子ご」の姉──真田信のぶ綱つなと真田信のぶ輝てるはもともと病身だったが、関ヶ原で最後の力を使い切って引退し、上田で療りよう養ようすることになったので、真田家の家督は三女の昌幸が継いだのだ。

　だが、関ヶ原ではその梵ぼん天てん丸まるが上田からそそくさと逃げだして西軍加勢に間に合ってしまったために結局東軍が負けるし、武田信玄は虫の病が癒いえたはずなのに「あたしは引退して四し郎ろう勝かつ頼よりに家督を譲ゆずる」と言いだして一いつ介かいの町娘に扮ふんし大茶会に興じているしで、昌幸は清洲でやることがなく退たい屈くつこの上ない。

「御お屋や形かたさまが、まつりごとから身をひいて『大おお御ご所しよさま』になられるだなんて。このままじゃ、明日の清洲会議では駿河を徳川に盗とられちゃうよ～！」

　東軍の総大将にして天下無む双そうの英えい雄ゆう・武田信玄が現役姫武将を引退するということは、武田家の発言権が大おお幅はばに後退するということだ。

　武田家は織田家に岐ぎ阜ふ城と清洲城を返へん還かんし、さらには津田信澄まで生かして戻もどした。かたちとしては昨日までの敵だった織田家に爽さわやかに恩を売ったわけだが、織田方もまた、関ヶ原の戦場で瀕ひん死しに陥おちいっていた武田信玄の命を津田信澄と明智光秀が奪うばわずにむしろ守ったという大きな恩義を武田家に与えている。そういう意味で、両家は互ご角かく。貸し借りなし。

　ならば、勝者である織田家が、北条攻ぜめの拠きよ点てんとなる駿河を武田家から取り上げて徳川家に与えても、文句は言えないのだ。せめて信玄が「現役」ならば。新たな当主になる勝頼は、久方ぶりに武田領へ戻って来た祖父信のぶ虎とらを接待するために逍しよう遥よう軒けん信のぶ廉かどとともに諏す訪わに留とどまっているし。

「駿河の海辺で養生しないとダメなんだよ御屋形さまは！　そりゃ諏訪湖もいいけど……」

　昌幸はとにかく暇ひまである。性格的にじっとしていられない昌幸は真田の忍しのびたちをごっそり連れてきてあらゆる情報を探さぐっていたが、「側室同盟」の件を知って一気に目が覚めた。

「キターッ！　駿河を死守するための起死回生の謀略を閃ひらめいたよっ！　今こそ、真田の知略を活いかす時だーっ！　伸のるか反るかの大ばくちだーっ！」

　二人の妹の反応は、好対照。

「姉者が、またなにか悪わる巧だくみを……大ばくちなんて、九割方失敗するものなのに。真田どころか、武田が滅ほろびてしまう予感が……うっ、わたくしの寿じゆ命みようが」

　寿命全振ふりの真田信のぶ幸ゆきは、この「知謀全振り」の姉にはいまいち「運」がないことを上田でつくづく痛感しているので、きっと失敗するに違ちがいないと確信して青ざめていた。

「おおおおーっ！　よくわからないけれど、さすがは昌幸姉！　清洲で織田家相手に一戦はじめるのなら、漢字を学んでかしこくなったこの真田のぶしげ改め幸ゆき村むらにお任せあれ！　真田十勇士、出ませーい！　イ左助！　キ蔵！　片かたっ端ぱしから清洲の町に地じ雷らい火びを埋うめ込むぞっ！」

　武力全振りの真田幸村は、なにか誤解してゲリラ戦の準備に突とつ入にゆうしていた。見つかったら三姉妹しまいとも打ち首獄ごく門もんである。いよいよ信幸の寿命が縮んだ。

「イ左助じゃないよ、佐助だよっ！」

「……キ蔵じゃない。才蔵、だ」

「うーん。そっかあ。漢字って難しいなあ～！　あっはっはー！」

「いや、イもキも漢字ですらないぞ。なぜ仏蘭西ふらんす人の私が読めるものを、読めないのか」

　昌幸は「こらこら幸村！　今回は合戦じゃないよ！　『政治』で戦って、そして勝つんだよ！　戦いは、会議場で起こっているんだよ！」と末妹を止めて、そして、こたびの「大ばくち」の秘策を真田家の面々に開かい陳ちんしていた。

「うちの信玄さま──御屋形さま改め大御所さまは、清洲会議では完全に中立。もう引退したからこたびの仕置きに口を挟はさまないおつもりだよね。このままじゃダメなんだよ。座していたら、駿河を徳川家に割かつ譲じようさせられることになるからね。武田家が多大な犠ぎ牲せいを払はらってやっと手に入れた駿河の海を、明け渡すわけにはいかないんだよ」

　信幸が「それはそうだけど……大御所さまには、駿河で海を眺ながめながら静養していただきたい。それは武田家臣団すべての者の正直な気持ちだけど……」と口を濁にごした。昌幸は、途と方ほうもない知ち恵え者だがある種のギャンブル中毒者みたいなところがあって、慎しん重ちようだった母・幸隆とはその点だけが似ていない。「このばくちに、持ち金ぜんぶ賭かける！　ドン！」と言いだすタイプなのだ。師し匠しようの山やま本もと勘かん助すけに似たのだろう。どうにも嫌いやな予感がしてたまらない。

「側室同盟の成立によって、明日の清洲会議では諸大名が真っ二つに割れて二大派は閥ばつが主導権争いをすることに決まったよね！　そこで武田が──と言っても大御所さまは巻き込めないから、われら真田が自主的に動くよ！」

「姉妹のうちいずれかが織田家について、いずれかが側室同盟に入るということ？　側室同盟についたほうは、思いっきり不幸になりそうな予感が……というか、相良良晴の側室に名乗りをあげなければならないわけでしょう？　わ、わたくしなの？　やっぱり、わたくしが側室という名の生贄に？　うっ、寿命が」

「幸村は側室同盟側がいいな！　負け組っぽくて、好きな感じ！」

「いやいや。あくまでも『裏』でこっそり側室同盟に加勢して力を貸すだけだよー。表に出る必要はないから！　というか大御所さまにバレたらお尻しりぺんぺんされるからねっ！」

　どういうこと？　と信幸が首を傾かしげた。この姉の知恵はまるで捉とらえどころがない。

　昌幸は「真田は働かなくていい。勝手に動いてくれる『駒こま』を動かすんだよー」と笑いながら筆を執とると、才蔵と佐助の「証言」をもとに、うこぎ長屋で丹羽長秀が開陳していた極ごく秘ひの「国割り案」地図をすらすらと復元してみせた。長秀が作成したものとほぼ同じ地図が、たちまちできあがった。

　完かん璧ぺきな再現度だ、すごい、と才蔵が思わず唸うなった。

「いやあ。地図って萌もえるよねー。たまんないよねー。はあはあだよねー。で、このとおり、国割り案には駿河、柳川といくつか争点があるわけだけどさー。超ちようヤバい地方がひとつあるよねー？」

「わかった！　よくにだな！」

「しこく、ね。うっ、寿命が」

「そう！　四国！　ぶっちゃけ、長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちかは土と佐さ半国だけ安あん堵どで、残りの領土ぜんぶ盗られちゃうじゃん!?　元親はもともと明智家の要よう請せいで西軍方として参戦するつもりだったわけだし、戦後は織田家に素す直なおに恭きよう順じゆんしたんだから、土佐一国くらいは安堵してもらえると思い込んでいるはずだよー！　ここだよ、ここ！　讃岐さぬきのうどん国が邪じや魔まになって、土佐半国を長宗我部から削けずる羽目に！」

　丹羽長秀の国割り案はほぼ完璧だけど、ほころびを出させるとしたら四国しかないよー、と昌幸は地図を丸めながら笑った。ばくち好きらしい会心の笑みだった。

「というわけで、佐助！　長宗我部元親に、こっそりこの地図を進しん呈ていしてあげてきてー！」

「おう～」

「あとは勝手に、慌あわてた長宗我部元親が大暴れして側室同盟を強化してくれるよ～。側室同盟に長宗我部が加われば、清洲会議は荒あれるね～！　天あまの岩いわ戸と開きでみんな見たとおり、織田信奈は相良良晴にぞっこんのベタ惚ぼれで、はぁれむ設立なんて絶対に認めないからねー」

　い、いや、そんなことになったら下手したら戦乱の世に逆戻りでは。追い詰つめられた織田信奈が激怒して第六天魔ま王おうになってしまったら取り返しが……あまりにもばくちすぎるわよ、うっ寿命が、と信幸が苦しむが、昌幸はもうウッキウキだった。

「問題ないよ！　その時こそ、われらの出番！　大御所さまに颯さつ爽そうと立ち上がっていただいて、織田家と側室同盟を和わ睦ぼくさせるんだよー！　これで、大御所さまは天下の後見人として隠いん然ぜんたる勢力を保つことができるよね！　清洲会議で追い詰められた織田信奈に味方すれば、駿河も取り上げられない！　いけるいける！」

　もしも側室同盟が強くなりすぎてそのまま清洲会議を押し切っちゃったら？　と信幸が震ふるえるが、昌幸は、

「だいじょうぶだいじょうぶ。側室同盟には武田信玄と上杉謙信の両雄が参加しないんだから、なにも問題ないって。二人は大の仲良しだからね。やっと合戦が終わって、人目をはばからずに好きなだけいちゃいちゃできる世が来たのだから、どちらも当面は婿むこ取とりのことまで気が回らないって。だからこそ清洲会議での派閥抗こう争そうは、いい具合に力が拮きつ抗こうするんだよー！」

　と自分の知謀と強運を信じて揺ゆらがないのであった。

「か、完璧な策に聞こえるけれど。でも、万が一ということも」

「まあ、ないと思うけどもし側室同盟が勝っちゃったら、信幸は相良はぁれむ入りだねー」

「やっぱりわたくしがっ？　なぜなのっ？」

　純じゆん朴ぼくな幸村は「すごい！　頭いい！　さっすが昌幸姉！　天下一の矢口者だあああ！」と感動して震えている。知者よ、うっ寿命が、と信幸はまた命を削られた。

「さあさあ！　天下を揺るがす大ばくちのはじまりだよー！」







●最も上がみさん家ちの家庭の事情




　ここに、織田家に忠誠を誓ちかうべく清洲を訪おとずれていながら、

「男子禁制って言ったでしょっ！　ぜーったいに良晴の祝しゆう言げん問題に男を関わらせないと決めたんだから！　清洲会議が終わるまで宿屋でおとなしくしていること、いいわねっ！」と信奈の逆げき鱗りんに触ふれて、大茶会への参加も明日あしたの会議への出席も禁じられてしまった不運な者がいた。

　出で羽わの最上義よし光あきである。

「うおおお～ん。こんなことなら、お義よしを最上家の使者として清洲に送り出すべきだったあ～。オレはよう、ただ、お義が心配で心配で……つい、清洲旅行はおよし！　お兄ちゃんに任せておけ！　と先走ってよう……だいたいこの『妹愛』一筋のオレさまが、相良良晴のはぁれむ設立なんか支持するはずがねえのによう。なーにがはぁれむだ、汚けがらわしい！　男は妹を愛するものなんだよう！　オレが男だからって、十じつ把ぱ一ひと絡からげにはぁれむ好きだと決めつけるなんてよう。まあ、恋こいする若い乙女おとめってのはそんなもんか……やっちまったあああ～」

　都を遠く離はなれた出羽大名の悲しさ。織田信奈と面識がなかった最上義光は、今回信奈が出した「男子禁制令」のガチ度を見誤った。気き性しようの荒あらい義よし姫ひめを清洲会議に出席させれば、義姫の実子である梵天丸の処しよ遇ぐうを巡めぐって両者が激しく対立し、義姫が危地に陥るかもしれない。そこで、梵天丸とはつかずはなれず、むしろどっちかというとケンカばかりしている最上義光が清洲へ来たわけだが──。

「ボクも男装しているばかりに、『良晴を梵天丸のもとに奪い取りに来たのね！　男子禁制って言ったでしょーっ！』と信奈さまのご不興を買ってしまいました。かろうじて明日の会議出席だけは特例許可をいただきましたが……このままでは伊達家も最上家も、最悪の場合お取り潰つぶしになるかもしれません。西軍方は、恩賞に与あたえる領地が足りなさそうですし」

　伊達家からは、梵天丸が「ヘソがかゆい」と言い張って仙せん台だいから出てこないので、守り役の片かた倉くら小こ十じゆう郎ろうが代理として清洲へ乗り込んでいた。

　小十郎は姫武将だが、「梵天丸にヘンな虫がつかないようにしておきたいゆえ」という先代当主・伊達輝てる宗むねの気き遣づかいを受けて、ずっと男装している。実は織田方の誰だれもまだ小十郎が女の子だと気づいていないので、最上義光ともども奥州の面々を宿しゆく泊はくさせるために建てられた「遮しや光こう式土ど偶ぐう館」に押し込められてしまったのである。

　この館、入り口に巨きよ大だいな遮光式土偶を建ててあるのは、本来は「奥州国興おこし」で一人盛り上がっている梵天丸を接待するためだった。ケチ臭くさい信奈も、関ヶ原最大の功労者にして「良晴を婿養子によこせ。さもなくば天下をよこせ」と妙みようにヘソを曲げてかぶいている梵天丸にだけはそうとうに気を遣つかっていたのだ。この遮光式土偶・通つう称しよう「しゃこたん」には、すごい費用がかかっている。信奈は「梵天丸は土偶にはまっている」と良晴に教えられ、血の涙なみだを流してこんなアホらしい巨大土偶を建てたのだ。それなのに梵天丸がやってこないばかりか、男二人を送ってきたのだから、信奈が怒おこるのも当然だった。

「信奈さまの前で着物を脱ぬいで女の子だと証明しようとしたんですが、『ななななにすんのよ変態～！』とかえって大不興で……ボクとしたことが、焦あせっちゃいました。うう。そんなに男の子に見えますか？　ボクって、かわいくないんでしょうか」

「まあ仕方ねえ、小十郎。お前くらいの年とし頃ごろの美少年と美少女は、見た目じゃ区別つかねえからよう。奥州でも、おめーは『アッー！』な趣しゆ味みに走ったおっさんどもに追い回されているからよう」

「おっぱいが大きくて、どこから見ても女の子の成しげ実ざねを使者にするべきだったんでしょうか。でも、成実はほら、昆こん虫ちゆう採集に夢中ですから、清洲の珍めずらしい虫を採集しているうちに会議をすっぽかして終わりそうだったので」

「おめーのせいじゃねえ！　なにもかも梵天丸のチビガキのせいだあ！　なーにが相良良晴を婿養子によこせ、だあああ！　そんな洒落しやれが通るかっ！　天下人に対してかぶきとおすためにお義に迷めい惑わくかけてんじゃねえ、うおおおおおん！」

「姫のいつもの冗じよう談だんだったのが、『清洲会議』に被かぶったためにだんだん大事になってきましたよね」

「被ったんじゃなくて、被せたんだっ！　あんのクソガキいいいい！　お尻ペンペンしてやるぜ！」

「とにかく最上どの。このまま揃そろって蟄ちつ居きよしていてはまずいですよ。どうしましょうか？」

「あ～。小十郎。おめえは伊達家随ずい一いちの知恵者だろ。なにか策を考えろ！」

　お義、お義、あああすまねえええ！　と妹を案ずるあまり、最上義光の頭脳は今、一時的にかなりのポンコツになっている。「鮭さけが。鮭がないと知恵が出ない～」と呻うめくばかり。ここは、小十郎が起死回生の策を捻ひねりだすしかない。

「では、女装して明日の会議に出席するというのは？」

「この熊くまのような巨体を誇ほこるオレが女装して、誰を騙だませるというんだああああ！　『こんなデカいババアがいるか』と織田旗本隊に一いつ斉せい射しや撃げきされちまうわあああ！」

「ま、まあ、最上どのはそうですね……ではボク一人で、なんとかします。というかボク、女の子ですし」

「だから高度な美少年と美少女は区別つかねえんだよ。だいいち、お前一人が出席できたって、なにもかわらねーだろうが。梵天丸の要求を会議の席で再び織田信奈に伝えたら、その時点で伊達家は大だい減げん封ぽうか、お取り潰しよ」

「しかしボクの一存で姫の冗談、もとい、要求を勝手に取り下げるわけには。取り下げるにしても、関ヶ原での姫の功績に対してなんらかの報ほう奨しようをいただけなければ……手ぶらでは仙台へ帰れませんよう」

「だから。馬ば鹿か正直すぎるんだよ、てめえは」

　ボクは手ぶらで帰ってもいいのですが、姫がさらにヘソを曲げると厄やつ介かいなので、と小十郎。

「やはりオレが会議に参加しねえと両家の間は調停できねえ。チビガキがどうなろうが構わんが、『だからわたしが会議に出ると言ったのに！　兄上の無能！　鮭中毒！　妹魂シスコン！』とお義が激げき怒どして、オレとの兄妹きようだいの仲を絶ぜつ縁えんするなんて言いだしたら……うおおおおん！」

　小十郎助けてくれええ～！　と最上義光はもうヘロヘロだった。奥州の驍ぎよう将しようともあろうお方が、義姫さまのことになるとこれなんだから、と小十郎は頭が痛い。冷静ささえ取り戻もどしてくれたら、素晴らしい起死回生の策を閃ひらめいてくれるお方なのに、と。

　そんな、ちょっとした混乱状態にある最上義光のもとに、梵天丸が小十郎にくっつけてきた奥州忍しのび軍団「黒くろ脛巾はばき組」の面々が音もなく現れたから、事態はさらなる混こん沌とんへと突つき進むことになったのである。

「一大事にござる。先刻、『犬童あんてな茶店』において」

「九州諸大名の間で『側室同盟』が成立いたしましたぞ」

　小早川隆景、島津家久の両名を相良良晴の側室として推おす西国大名たちの「派は閥ばつ」です、明日の清洲会議で織田家に要求を突きつける模様です、と黒脛巾組の忍にん者じやたちが報告した瞬しゆん間かん。

　最上義光は、地じ獄ごくに垂らされた一本の糸を見つけた気分になっていた。

「閃いたあああああああ！　これでお義も最上家も助かる！」

　えっ……？　と小十郎が嫌いやな予感に襲おそわれる。

「ま、まさか。側室同盟に参加するなんて言いだすんじゃないでしょうね？　それこそ最上家お取り潰しへ一直線ですよっ!?　最上どのっ？　お気をたしかに！」

「その、まさかよ！　オレは妹愛に殉じゆんじたかったが、最上家の嫡ちやく流りゆうを断絶させるわけにはいかなかったからよう。正妻との間に、駒こま姫ひめというめんこい娘むすめを儲もうけた！　出羽最高の美少女になること疑いなしという美童だ！　幼女時代のお義にそっくりだ！」

「え、えええ？　駒姫さまを相良良晴どのの側室に推すというんですか？　まだあの子はちっちゃいですよ、うちの姫よりもずっと年下……」

「うるせー！　オレだって、めんこい駒姫を嫁よめにやりたくなんて、ねえんだあああ！　しかも、あんなサル小こ僧ぞうによう……うおおおおおん！　だが、織田信奈の不興を買ったまま梵天丸の巻き添ぞえを食うくらいなら、側室同盟に入れてもらってでもお義と最上家を守り抜ぬくッ！　厳島神社で焼き土下座してでもっ！　毛利両川の草鞋わらじの裏でもオレは舐なめるぜえええ、お義のためならよう！」

　小十郎。お前もオレと一いつ緒しよに「側室同盟」に入れ。梵天丸のチビガキを側室候補に入れろ。さすがに正妻は無理でも、側室ならば押し通せるかもしれん。九州諸大名・毛利家・伊達家・最上家が「側室同盟」派として連合すれば、こりゃ日ノ本の半ば近い大勢力だ。清洲会議を押し切れる。最上家が取り潰される恐おそれもなくなる！　チビガキも織田信奈をギャフンと言わせることができて満足するだろ、と最上義光はもうすっかり事態が解決したかのように賢けん者じやの笑みを浮うかべて自信を取り戻していた。

「え、えええ……？　そ、そんなの、絶対まずいですよ。織田家に対する公然たる叛はん逆ぎやくじゃないですか？　やっと天下が平定されたというのに」

「いーや！　これは婿むこ取とりの話であって、国盗とりの話でも天下国家の話でもねーんだから、天下人への謀む反ほんにはあたらん！　問題ねえ！　相良良晴のようなサル野や郎ろうがなぜこうもモテモテなのか納得いかねえが、駒姫はまだ童女だし、いくら露ろ璃り魂こんの噂うわさがあるあいつでもまさか手を出したりしねえだろう。あとで返してもらえばいいだろ！」

　な、なんだかどんどん話が妙な方向に。最悪の場合、信奈さまが大激怒して側室同盟と大おお揉もめに揉め、駒姫さままで不幸なことになるのでは……。

　小十郎は、（おかしいですよ。雪だるま式に事態がたいへんなことになってきた気がします。どうしてでしょうか）と胸むな騒さわぎが収まらなくなった。慌あわてて、立ち上がっていた。

「ちょ、ちょっと待っててください！　ボクに、心当たりがあります。こういう他家の難局を必ず助けてくれる義将が、清洲に来ておられます。こっそり外出して、そのお方を見つけて相談してみます！　くれぐれも軽けい挙きよ妄もう動どうは慎つつしんでくださいねっ!?」

　おう。わかった、がんばれよ、と最上義光はういろうを頰ほお張ばりながら爽さわやかに小十郎を送りだしていた。もちろん、待つつもりなどさらさらないのである。

「よっしゃ、堅かた物ぶつが出かけてくれた！　天運はオレにあり！　さっそく側室同盟入りだああ！　お兄ちゃんは、お前のためならば見み栄えも男としての矜きよう持じもすべて捨てられるんだぜ、お義いいいいい！　駒姫、ほんの少しの辛しん抱ぼうだ！　非力な父を許しておくれええええ！」







●問題の女




　片倉小十郎が「義将」として頼たよろうとした者は、言うまでもなく越後の宰さい相しよう・直江兼続である。梵天丸とは腐くされ縁えんのような関係にあって、時には兵を交えたこともあったが、兼続には上杉謙信譲ゆずりの「義」の心と、そして私心なき「愛」があった。ただちょっと口が悪いのが唯ゆい一いつの欠点だが、そこが兼続の愛あい嬌きようでもある。

　清洲大茶会で賑にぎわう町の往来を行き来するうちに、小十郎はその直江兼続の姿を見つけていた。

　実は兼続のほうも、上杉家の宰相として清洲でやるべき仕事はなにもなかったので、「この機会を逃のがしたら当分お会いできないかも」と小十郎を探していたのだった。本多正信とケンカした時に「探し人が」と口走っていたが、その人こそ、片倉小十郎だったのだ。

「小十郎どの！　わわっわわたしは、ここここでああああなたとお会いしたかった！　男子禁制のお触ふれなど気になさらず！　なにか言ってくる輩やからがいましたら、この兼続が三寸の舌先を振ふるって論破いたします！　さ、さあ、茶店でういろうをいただきましょう！」

「え？　奇き遇ぐうですね。実はボクも直江どのを探していたんですよ」

「え、ええええええっ？　わたしを？」

　両りよう想おもいっ……!?　男子禁制という「壁かべ」を乗り越こえてまで、わたしを探してくださっていたのか、小十郎どのは？　これが「相思相愛」……！

　ああ。直江兼続は、まだ小十郎が女の子だと気づいていないのだった。

　それどころか、ほのかな初はつ恋こいの想いを小十郎に抱いだいてしまったままなのである。

　兼続は、小十郎が梵天丸にかいがいしく尽つくすその姿に、「まさしく『愛』。『愛』を具現化されたようなお方だ」と憧あこがれを抱いていたのだった。

　高度な美少年と美少女は区別ができない、という最上義光の含がん蓄ちくに満ちた言葉は、まさに金言であった。

　兼続は「ぎゅっ」と小十郎の手を握にぎって、「こここ光栄です！」と感無量。

「越後の土産みやげ話をいたしましょう。それとも、関ヶ原の武功話でも？　神流かんな川、上田と続く伊達軍の奇き跡せきの行軍は日ノ本の歴史に残る壮そう挙きよでした！」

「その。ええと。ボクは直江どのに相談したいことがありまして」

「ま、まさか、恋の悩なやみ……!?　そ、そんな？　あ、相手は、やはり梵天丸ですか？　そ、そ、それとも……」

「ボクがどうして姫ひめに恋をっ？　違ちがいますよう！」

「ああ……よかったです……清い関係だったんですね……幼い頃ころからの主従なんですから当然ですよね。わたしとしたことが、あなたをおかしな目で見てしまって……己おのれ自身を恥はじ入ります……うる、うる」

「直江どの？　きょ、今日はなんだか妙ですよ？　これは伊達家と最上家の存続に関わることでして、立ち話ではちょっと」

「は、はいいいっ！　そ、それでは、茶店に！」

「あっ。ちょうど、あそこの角に『越後あんてな茶店あぶさん』がありますね。越後のお薦すすめ料理やお酒などありましたら、ぜひ教えてください。直江どのにお任せします」

「お、お酒っ？　そ、それって……了りよう解かいしましたっ！」

「……あと、極ごく秘ひの話ですので、できればその、個室でお願いします……いいですか？」

「ふ、ふえええ。こ、こ、個室で……小十郎どのと、二人っきり……お酒つき……あ、ああ。ああああ。わたしはもう……どきどきどきどき」

　こうして、上杉家の宰相・直江兼続と伊達家の軍師・片倉小十郎が「お茶会デートタイム」に入ったことが、清洲大茶会という空間に「一瞬の隙すき」を生みだすことになった。




　こちらは、みそたこ焼きを焼けども焼けどもさっぱり売れない「明智屋」の屋台。

　隣となりに並んでいる今井宗久の「揚あげたこ焼き」に客を奪うばわれっぱなしで、斎藤利三は「どうすれば……姫に合わせる顔が……」と真っ青になっていた。みその強制トッピングが致ち命めい傷しようになっているのだが、光秀の「まよねぇずなんて油の塊かたまりで客を釣つるのは邪じや道どうですぅ。たこ焼きには健康食のみそがいちばん合うのですう」という持論が大間違いだということに、光秀を崇すう拝はいしている利三は気づけない。

　光秀自身は、あづっちーと一緒に迷まい子ごたちの世話に奔ほん走そうしているので、明智屋の売り上げはすべて利三にかかっている。が……ダメッ……！　もうお昼なのに、ノルマの一割にも到とう達たつしていないっ……！　このままいけば、高額な原料費と信奈に支し払はらう法外な「場代」を売り上げで埋うめられないっ……！　収支は、マイナスッ……！　関ヶ原での戦費を屋台出店でまかなうはずが、かえって傷口を広げる結果っ……！　沼ぬまっ……！　泥どろ沼ぬまっ……！　浸つかっている、足あし下もとまでっ……！

「う、う、うわああああ！　このままでは姫に合わせる顔がああああああ！」

　関ヶ原では、光秀に明智軍の采さい配はいを委ねられて、武田信玄が繰くり出した「車懸り」の回転を止めるという見事な戦果を挙げた。それほどに軍事に秀ひいで、さらには坂さか本もと城における民政でも見事な手しゆ腕わんを発揮している斎藤利三だが、商売の才能はゼロだった。

　そんな斎藤利三のもとに、ほっかむりをして訪おとずれた姫武将がいた──。

　土佐の海かい賊ぞく姫大名・長宗我部元親であった。

　義ぎ姉妹しまいの利三に誘さそわれて西軍入りするはずがうっかり東軍側で戦ってしまうという大ポカをやらかした元親は、信奈に見せられた豪ごう華か絢けん爛らん・和洋折せつ衷ちゆうの巨城・安土城のあまりのすさまじさに腰こしが抜けてしまい、清洲でも魂たましいが抜けたようにぼんやりしていた。こんなとんでもない城を建ててしまう稀き代たいの英えい雄ゆうを相手に戦おうなんて無理。もう信のぶ親ちかちゃんの命と土佐一国さえ守ればどうでもいい、と先刻までは静かにお茶を飲んで過ごしていたのである。

　その長宗我部元親が、斎藤利三のもとに血相を変えて飛び込んできたのには、わけがある。

「たいへんよ、お福ふくちゃん！　聞いてちょうだい！　あと、たこ焼き一皿ちょうだい！」

「えっ？　姫ひめ和わ子こちゃん？　どうしたの、顔が真っ青だけど？」

　ちなみに、姫和子ちゃんとは長宗我部元親のソウルネームで、お福ちゃんとは斎藤利三のソウルネームである。この二人、なぜか馬が合って実の姉妹以上に仲が良いい。

「はむはむ。なにこれ、まっずい……」

「まずくないよー！」

「実は、明日の清洲会議で織田家が発表する『国割り』案の地図を手に入れてしまったの、おわかり？」

「ええ？　まさか忍しのびを用いて地図を盗ぬすんだの？　姫和子ちゃん、信奈さまにバレたら斬きられちゃうよ？」

「まさか。いきなり四国大名用の宿屋『うどん屋や敷しき』に投げ込まれてきたのよ。おわかり？」

「わからないけど」

「この地図を見て！　他家から切り取った伊予、讃岐、阿あ波わを召めし上げられるのは我が慢まんできるとしても、土佐の半国まで取り上げられて三み好よし家の十河そごう存まさ保やすに割かつ譲じようさせられる予定になっているの。十河は土佐と関係ないでしょう。讃岐の武将でしょう。信親ちゃんの安全を確保するためには、土佐一国だけは守らないといけないの。黙だまってはいられないわ、おわかり？」

　元親が土佐一国にこだわるのは、元親の目的がそもそも「南蛮貿易」にあるからだ。すぐ隣に他家が割かつ拠きよしていては、おちおち海外にも出かけられない。しかも、仇きゆう敵てきの十河が土佐に引っ越してくるなど、讃岐・阿波を巡めぐって三好・十河と長らく戦ってきた元親にとっては大問題である。自分が船に乗って留守しているうちに信親ちゃんが十河方に襲しゆう撃げきされたら……！　と思うと、いてもたってもいられない。

「讃岐の『うどん国』を取り潰つぶして十河にあてがえばそれでいいのに、おわかり？」

「うーん。『うどん国』は観光客を集めて稼かせげそうだから、信奈さまは保護すると思う。そういう、銭ぜにに細かい人なので。たとえ土佐半国でも湊みなとがあれば貿易はできるし」

「それはそうだけど、隣が仇敵・十河ってのが困るの！　お福ちゃん！　長宗我部家と信親ちゃんの未来にまたしても暗雲が漂ただよってきたのよ、おわかり？」

　天下布武が成ったのだから、もう四国に敵も味方もない、と織田家は考えているのだろう。だが、四国の内情に精通している利三からすれば、やはり織田家は四国問題にはやや疎うといかもしれない、と思われた。

　しかし、利三は関ヶ原の折に、長宗我部軍召しよう喚かん失敗で「やらかした」。懲こりずに長宗我部家の問題に口を挟はさむと、わが姫のお立場が悪くなる……でも姫和子ちゃんはわたしの義姉妹だし……と板いた挟ばさみに。

　うーんと脂あぶら汗あせを流して唸うなっている利三に、「なんとしても信親ちゃんのために土佐一国を守るのよ」と追い詰つめられている元親が、恐るべき「新情報」を伝えていた。

「実はね、相良良晴に恋する姫武将たちの間で『側室同盟』が結成されたのよ、お福ちゃん。毛利家、島津家、鍋島家、大友家までもが参加しているとか。明日あしたの清洲会議で、織田信奈に対して側室制度導入を推おすそうよ」

「え、えええええええええ!?　うううううちの姫を……惟これ任とう日向ひゆうがの守かみさまを、明智光秀さまを差し置いて、外と様ざまの姫武将どもがあああああ!?　そんなあああ！　許せないっ！　相良良晴の側室一番手は、わが姫だというのにいいい！　そして姫はもう、信奈さまと相良良晴の恋を邪じや魔まするまいと、潔いさぎよく身をひかれたというのにいいいい！　ありえないっ！」

　うちの姫をないがしろにして、勝手な真ま似ねを！　やらせはせん！　と斎藤利三の「光秀愛」に火がついた。

　明智軍団の面々は、みな、不器用で報むくわれない光秀と良晴の恋を猛もう烈れつに推してきた。

　結局、光秀の恋は悲ひ恋れんに終わったが、それはそれで仕方がない、他ほかに「天下布武」という夢を実現する道はなかったのだ、と利三たちは自らをかろうじて納得させてきた。少なくとも、光秀が良晴を奪い取るために謀む反ほんして主君・織田信奈を殺すという最悪の未来に比べれば、ずっといい。日ノ本の未来はこれで開かれた。さすがはわれらが姫。奪い取る愛ではなく、見守る愛を選ばれ、貫つらぬかれたのだ。なんと、貴とうとい……利三たち家臣団は光秀の気高い「選せん択たく」を尊重し、いわゆる「光秀×相良推しファンクラブ」を泣きながら解散したばかりなのである。数々の応おう援えんグッズ……しゃもじもはっぴも横断幕も、涙なみだながらに焼いた。

　それなのに。ああ、それなのに。

「あ、あ、あ、後から相良良晴との恋路に割り込んできた外様姫武将どもが……納なつ得とくいかあああああん！」

　忍にん耐たいに忍耐を重ねてきた斎藤利三の、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おがついに切れた。

　時は今！

　血の涙が下しる、皐月さつきかな！

「姫和子ちゃん！　明智光秀さまを排はい除じよした『側室同盟』の現体制に異議あ～り！　相良はぁれむを開くというのならば、側室一番は明智光秀さまであるべきよおおおお！　ぜったいに、ぜーったいに、そうであるべきだわ！　でしょう？」

「ええ、そうねお福ちゃん。そのとおりだわ。それでは側室同盟を潰しにかかる？」

「そんなこと無理よ。毛利と九州の面々が組んでの一大勢力を、今さら潰せないでしょう？　つまり、相良はぁれむ誕生はもはや不ふ可か避ひ！　ならば、この斎藤利三が側室同盟の主導権を奪い取るわ！　わが姫のためにっ！」

「さすがよ、お福ちゃん。でも、申し訳ないけれど長宗我部家は側室同盟には入れないわ。だって、土佐一国の安あん堵どを織田信奈におねだりしなきゃいけないから。おわかり？」

「もちろんよ！　よくぞ教えてくれたわね、姫和子ちゃん！　持つべきものは義姉妹よね～！　この災難を奇き貨かとして、一発逆転、姫の恋路を遂とげさせてみせるんだから！　姫ええええええ！」

　うふふ。これで、明智家が「側室同盟」入り。織田家譜ふ代だいを「側室同盟」に取り込めたわ。明日の清洲会議は大だい紛ふん糾きゆう。わたくしは織田信奈の忠犬を演じて口先だけで相良はぁれむに反対して、ご褒ほう美びに土佐一国を安堵してもらうの。側室同盟側が相良はぁれむ設立と引き換かえにさらなる領土を割譲すれば、十河家にあてがう土地が空くものね。いちどはあきらめていた明智光秀と相良良晴の恋を遂げられて、お福ちゃんも大満足。両者ともに幸せ。これで関ヶ原でのお福ちゃんへの借りは返せたわ。未来語で言うところの、ウィン＝ウィン。おわかり？　と長宗我部元親は会心の笑みを浮うかべていた。

「お福ちゃん。たこ焼きを、おかわり！」

「は～い！　いっぱい焼くね～！　特別に、みそマシマシで！」

「あ、みそは要いらないから」

「どうしてよ～!?」

　だがこの時、長宗我部元親も、佐助を動かして元親に地図と情報を横流しした真田昌幸も、まったく予想すらしなかったところから、清洲大茶会で前代未み聞もんの「大事件」が勃ぼつ発ぱつしようとしていた。

　その大事件とは──この後すぐ。







　巻ノ四　御お館やかたの乱







　清きよ洲す会議開かい催さいまで、諸大名家は相良さがら良よし晴はると独断で接せつ触しよくすべからず。いっさいの抜ぬけ駆がけを禁ずる。

　この「紳しん士し協定」が、意外なところから破られることになった。

　直なお江え兼かね続つぐが（わたしは、でぇとに誘われてしもうた？）と完全に勘かん違ちがいして、片かた倉くら小こ十じゆう郎ろうとともに「越えち後ごあんてな茶店あぶさん」の個室に入ってすぐのことだった。

『ええっ、側室同盟？　あ、あうあうあう、愛の告白ではなかったのか……無念……！　ああ、わたしとしたことが浮かれていたあああ！　ぐっすん』

『ど、どうされたんですか、直江どの？　とにかくゆゆしき事態なんです。そもそもうちの姫ひめの悪ふざけが発ほつ端たんなのですが、このままでは明日の清洲会議での織お田だ家と側室同盟の激げき突とつは必至で、うう』

『うるうる……小十郎どののためです、なんとかいたしましょう。幸い、上うえ杉すぎ家は完全中立の立場ですから』

『謙けん信しんさまと直江どのの義将ぶりと公正ぶりは天下に轟とどろいています。ぜひ、お願いいたします』

　片倉小十郎と直江兼続の個室での「密談」は、しかし、なんということであろう。

　同じ「越えち後ごあんてな茶店あぶさん」の「隣りん室しつ」に詰めていた面々に、丸聞こえだったのである。

　この茶店、信のぶ奈なが越後侍ざむらいをおびき寄せて荒あら稼かせぎするために急きゆう遽きよ建てさせた出店のひとつなのだが、他の多くの茶店がそうであるように、安やす普ぶ請しんだった。信奈が建築費をケチったのである。梵ぼん天てん丸まる接待用の巨きよ大だい土ど偶ぐうの出費が痛かったので、他の出店は超ちよう低予算のほったて小屋だったのだ。ガワだけは立派だが、中身がスカスカなのだ。

　そして、この「越後あんてな茶店あぶさん」で、またしても「不運」が連れん鎖さした。

　小十郎と兼続が「側室同盟」の話をしている隣となりの部屋に詰めていた連中は──。

「な、な、なんと。側室同盟だとっ？　われら越後侍はそんな話、一言も聞かされていない！　謙信さまを捨ておいて……おのれ！　ひっく」

　北ほう条じよう家から義妹として送られて謙信のもとにお仕えしている、武ぶ闘とう派は姫武将の上杉景かげ虎とら。敬愛する謙信が関せきヶが原はらで敗れたことが悔くやしくて悲しくてたまらず、昼間から越後の男侍たちを引き連れてやけ酒を飲んでいた。

　男子禁制の清洲大茶会だが、越後にはそもそも、姫武将がほとんどいない。自然、謙信を警護するために大勢の男侍が侍はべってきた。しかし清洲の町をうろつくと信奈に見つかって大目玉なので、全員「越後あんてな茶店あぶさん」の大部屋に蟄ちつ居きよするしかなかったのだ。姫武将ではあるが、猛たけ々だけしい性格で越後にすっかり馴な染じんでいた景虎が彼らをまとめていたというわけだ。

「それがしも初耳ですぞ。九州の連中め。上杉家を差し置いて、勝手な真似を」

　謙信が奪うばった北陸三ヶ国を織田家に返へん還かんするとあっさり決めてしまい、その上、関ヶ原遠えん征せい中に盗とられた上野こうずけの厩まや橋ばし城も戻もどってきそうにない。「大赤字ですな」と困こん惑わくしていた越後の勇将・北きた条じよう高たか広ひろ。脳筋揃ぞろいの越後侍にしては珍めずらしく政治感覚に長たけているが、手段を選ばないところがあり、謙信のためならば「寝ね返がえり」をもやらかす癖くせがある。

「ちょっと待ってくださいよお～！　小こ早ばや川かわ隆たか景かげと島しま津づ家いえ久ひさが、相良良晴どのの側室に？　ボクらの謙信さまは？　謙信さまは相良良晴どのと結ばれないんですかあ～？　天下を捨てられ、お身体からだまで信しん玄げんさまのために差し出された謙信さまが……！　恋こいの道ですら、報われないだなんて。あんまりだあああ～！」

　謙信に純愛を捧ささげる揚あが北きた衆しゆうの少年侍・本ほん庄じよう繁しげ長なが。謙信に求きゆう婚こんして「毘び沙しや門もん天てんなので」と袖そでにされ、闇やみ堕おち謀反して暴れた時期もあったが、すでに悟さとりを開いて謙信を一いち途ずに支えている。

「……謙信さまはすでに毘沙門天から解放され、人間の少女になられた。が、体内に虫を棲すまわせたお身体で、あとどれだけ生きられることか……せめて、謙信さまの初恋を成じよう就じゆさせてさしあげたい。限られた時間を、人間として……」

　越後の重じゆう鎮ちん・斎さい藤とう朝とも信のぶ。穏おん健けんな性格だが、謙信の寿じゆ命みようはもう残り少ないのではないか、と思い詰めている。

　これまで謙信は、乞こわれればいずこへも出兵し、乱世に「義」を貫くために多大な犠ぎ牲せいを払はらい続けてきた。関ヶ原では、無敗の軍神という称しよう号ごうすら捨てた。武たけ田だ信玄を救うために、己おのれの命すら削けずった。しかし、それはいい。謙信は毘沙門天の化け身しんではなく、人間の少女として生きる道を選んだのだ。

　いまや、越後の男侍たちの気持ちは、ひとつだった。

「これまで神の化身として生き、孤こ独どくに苦しんできた謙信さまに、人間の少女としての幸せを……そして、謙信さまに残された時間はおそらく少ない」

　これである。

　もしも謙信に浮いた話がなければ、またしても越後侍たちの求婚合戦になったところだが、今は違ちがう。越後侍の男どもは、いわば全員が全員、「上杉謙信ファンクラブ」の熱ねつ烈れつな会員である。謙信愛が深すぎて、謙信の「月のものの周期」まで正確に割り出している。直江兼続から「気持ち悪いことをするな～！　この変態どもめ、やめよ！」と𠮟しかられても、「合戦中に必ず謙信さまは月一で寝ね込み、戦いくさが滞とどこおる。だから前もって予測せねばならぬのだ！」と彼らは言い張ってきた。が、ただの度を超こした謙信マニアという説もある。かつて謙信が越後の男どもに迫せまられて慌あわてて高こう野や山さんに逃にげたのも、さもありなん。

　ともあれ。

　かつて謙信が安あ土づち城で相良良晴と「デート」したことを、彼らはすでに知っていた。

　ならば。

　天下を織田信奈に与あたえ、己の命を武田信玄に与えた謙信さまは、報われるべきだ。「生しよう涯がい不ふ犯ぼん」の誓ちかいを破ってまで謙信さまが生涯でただ一人恋した殿との方がた・相良良晴と結ばれるべきだ──！　見た目や挙動はちょっとサルっぽいが、あの謙信さまが惚ほれられた男なのだからそれはもう絶対になにがなんでも天下一の男に違いない！

　見た目はショタ系だが謙信愛にかけてはもっとも過激な本庄繁長が、

「このまま座していては、謙信さまは生涯独身！　お命がどれほど保もつかもわからないのに……そんなの絶対にダメです！」

　と血けつ涙るいを流して立ち上がれば、酔よっ払ぱらってできあがっていた上杉景虎が、

「えーい。もう、直江兼続には任せておけない！　また、愛がどうのこうのとしたり顔で説教臭くさいことを言われてけむに巻かれてしまう！　わたしが副将として謙信さまに関ヶ原まで付き従っていれば、こんなことには！　こんどこそ謙信さまへの恩を返す！　わたしは命を捨てる！　諸君も、命を謙信さまに捧げてくれ！」

　と「連判状」を書きはじめていた。実じつ姉しの北条氏うじ康やすからも「長年の宿敵とはいえ、今は義ぎ姉妹しまい。謙信の恋路を成就させてあげたいわね」とのお手紙をいただいている。氏康にしてみれば、こんな政局と関係のないどうでもいい話題でちょっとでも清洲会議が混乱してくれれば関東遠征までの時間を稼かせげるという気分で書いてみた書状にすぎないが、愚ぐ直ちよくすぎる景虎はこれを実姉からの「謙信の恋を後押しせよ」という内ない諾だくと受け取っている。

「……清洲会議で、謙信さまを相良良晴どのの奥方にせよ、と訴うつたえるのですな。この斎藤も名を連ねましょう。織田信奈さまのご不興を買うでしょうが、その時は全員、潔いさぎよく切腹いたしましょう。謙信さまの祝しゆう言げんと引き換えに。あれほど人の愛に餓うえ渇かわいておられた謙信さまを生涯不犯のまま死なせたとあれば、今はなき宇う佐さ美み定さだ満みつどの、直江大和やまとどの、長なが尾お政まさ景かげどのたちに顔向けができませぬ。喜んでこの腹を切りましょうぞ」

　温おん厚こうで慎しん重ちような斎藤朝信までが同意してしまったので、もう、全員が盛り上がってしまった。

　計算高い北条高広一人が冷めている、が、抜けることは許されない。

「それがしもですか？　やれやれ。一抜けた、と言ったらこの場で斬きられそうですな。やむを得ませんな……が、明日あしたの清洲会議で連判状を差し出すなど手ぬるい。側室同盟の面々は、すでにわれらに先行して動いております。一日待てば、手て遅おくれになりますぞ」

　どうせみなさまと一いち蓮れん托たく生しようならば、せめてこの企たくらみを成功させねば死にきれませんからな、と北条高広は顎あごを撫なでながら脳筋揃いの越後侍たちに「策」を開かい陳ちんした。

「恋も合戦も、先手必勝。虎こ穴けつに入らずんば虎こ子じを得ず。今からただちに、われら全員で相良良晴を急きゆう襲しゆうし、身み柄がらを拘こう束そくするのです。無理やりに、謙信さまを嫁よめにする、と相良良晴に認めさせて約定を書かせるのです」

「え、えええ？　紳士協定を破るんですか？」

「本庄どの。それは単なる暗あん黙もくの了りよう解かい。正式な約定など交かわしておりませぬ」

「だがそれは義ではないぞ、北条!?」

「景虎どの。どうせわれら全員切腹するのですから、構いますまい。いっそ言い訳のできぬ大罪人になったほうが、謙信さまの良心も痛みませぬ」

「そ、それもそうだな！　わかった、謀む反ほん人として死のう！　謙信さまのために！」

「「「うおおおおお！　やるぞ、謙信さまの恋のために！」」」

　過激な策を提案して景虎さまたちが尻しり込ごみして退ひいてくれれば、それがしも難を逃のがれられる、と北条高広は計算してわざと最大限に無茶な「策」を提案したのである。それが、まさか揃いも揃ってあっさりその気になるとは。これは知ち恵え者の北条にとっては完全に計算外だった。まさに藪やぶ蛇へび。

　しかも、隣室で片倉小十郎と密談している直江兼続は、なにやら「ふにゃあ」「ふわあ」と腰こしが砕くだけていて役に立たないありさまだし、こちら側で大おお騒さわぎして荒あら事ごとを企くわだてているわれらに気づきもしない。

（やれやれ。宰さい相しようどのは、恋でもしておられるのかもしれませぬな。もはやそれがしには越後侍どもの暴走は止められぬ）




　相良良晴は、まさか越後の男侍たちがそんな物ぶつ騒そうなクーデター計画を立てているなど、夢にも思っていない。

　正午が過ぎても例の紳士協定があるので、良晴は仕方なくうこぎ長屋の「相良家御お館やかた」でゴロゴロしていた。義よし陽ひと徳とく千ち代よはすでに京へ出立。信奈と長なが秀ひでは清洲城に戻り会議の下準備に。佐さ吉きちたち妹軍団の面々と小こ西にし弥や九く郎ろう・宇う喜き多た秀ひで家いえ、黒くろ田だ官かん兵べ衛え、そして犬いぬ千ち代よと五ご右衛え門もんは、「お前らまで引きこもってる必要ないぞ。遊んでこい」と良晴に勧すすめられ、お茶会に出かけていろいろな出し物を楽しんでいる。

　この時。

　うこぎ長屋に残っている面々は、相良良晴、良晴にくっついて離はなれないねね、「見張り役」の柴しば田た勝かつ家いえ。そして、関ヶ原の合戦の折に発熱したので大事を取って人混みを避さけている竹たけ中なか半はん兵べ衛え。この四人だけだった。

「くすんくすん。すみません良晴さん。なんだか、気が抜ぬけたらちょっと疲つかれが出ちゃいました。たいしたことはないんですが。官兵衛さんと往来でたこ焼きを食べたかったです」

「いいんだぜ。あいつは半兵衛が心配でたまらねーだろうから、たこ焼きをお土産みやげに戻ってくるさ」

「四人いますな、兄さま！　半兵衛どの、未来から兄さまが伝えられた『麻雀マージヤン』で遊びますかな！　ねねが起家チーチヤですぞ！」

「え、えええ？　あああああたし、麻雀ってさっぱりわからないんだ！　平和ピンフの役がぜんぜん理解できなーい！　やめてくれ！　カモネギにされる！」

「ふふふ。信奈との逢おう瀬せはまたしても寸止めされるし、お茶会で大騒ぎできなくて、俺はストレス溜たまってるんだ！　ここは当然『脱だつ衣い麻雀』だろう、勝家！　負けたら点棒を払う代わりに服を脱ぬぐという、未来文明が生みだした究極の麻雀ルールだああああ！」

「ちょ。サル、貴様、なんてことをおおおお!?　姫ひめさまに言いつけるぞっ！」

「わははは！　言いつけるなら言いつけろー！　勝家が脱衣麻雀やってくれないのなら、俺はうこぎ長屋を出て遊びに行くぞ～！」

「ああああ、それはダメだっ！　サルが外出したら、紳しん士し協定を横紙破りする連中が現れる！　くっ……くそっ……！　こここれも、ひひひ姫さまの祝言のためっ……ううっ……脱ぐよ、脱げばいいんだろっ！　もう、お嫁に行けないっ……！」

　いえいえ。勝てば脱がなくていいんですよ柴田さま。なぜもう脱ぎはじめるんですか、くすんくすん、と半兵衛が着物を脱ぎはじめていた勝家を慌てて止めた。

「だって、どうせあたしがロンしても、役がないだのフリテンだの多ター牌パイだのってケチつけられて罰ばつ符ぷ払わされるだけなんだ～！　うああああ！」

「そ、それは、その、柴田さまが麻雀のルールというものを覚えておられないから……」

「覚えていないんじゃないよ！　覚えられないんだっ！」

　なにしろ勝家は、ポンでしか役が作れない。勝てる、と良晴はほくそ笑んでいた。

「さくさく行きますぞ！　ねねは算数が得意ですからな！　麻雀はお手の物ですぞ！　さっそく神配牌がキター！　親のダブルリーチですぞ！」

「くそっ、ねねは強いな!?　一発で振ふり込んだら、勝家を裸はだかに剝むく前に俺がすっぽんぽんにされちまう！　知力百の半兵衛は絶対に振り込まないし……ええい、とりあえず北ペイ切りか？」

「通しですぞ、兄さま！」

「ああ。はじまってしまいました。信奈さまにバレたら大目玉です。くすんくすん。えい」

「それも通しです、半兵衛どの！」

「うわああ、もう全ぜん裸らの危機じゃないかああ～！　あたしまだ、なにもしてないぞっ？　と、とりあえず、同じ牌が手牌に四枚あるから、カンだ！　そして、カンしたせいで浮ういたこのドラ牌を切り飛ばす！」

「えっ。ドラとカンドラが同じ牌なんですが、それは……くすんくすん」

「アカン！　やめろ勝家！　それ、親に思いきり振り込むパターンや！　お前が脱いでおっぱい見られるのは最高だが、まるでゲームになってねえ！」

「未来語連発に騙だまされるかっサル！　お前が止めるということは、このドラ牌は安パイなんだろっ！」

　ぴしっ、と勝家が捨てたドラ牌を見たねねが手牌をバンッと開き、「ロンですぞ！　裏ドラも乗って数え役満ですぞ！　勝家どのは一気に全裸ですぞ！　お褒ほめくだされ兄さま！」とばんざいして歓かん喜き。良晴が「よくやったあああああ！　独身時代最高の眼福の思い出ができたあああ！」とねねを抱だき上げ、半兵衛が「ああ……やっぱり……巨きよ乳にゆうが好きなんですね良晴さん……待ちはわかっていたんだから、振ればよかったですくすんくすん」と涙なみだ目めになり、そして人生最高の恥ち辱じよくの時を迎むかえた勝家が「……あ、あたし、サルの手で全裸に剝かれちゃうんだ……おっ、お母さ～ん……」と震ふるえながら泣き伏ふした、その時だった。

　屋や敷しきの四方から、いっせいにむさくるしい男武者どもが、どっと乱入してきたのである。

「相良良晴どの、お覚かく悟ご！」

「越後侍ざむらい衆、ここに見参～！」

「これより相良家御館は、越後侍衆が占せん拠きよする！」

「横紙破りである！　謙信さまと祝言を挙げる、との約定に花か押おうを書かれませい！」

「はーはははは！　上杉景虎、ここにあり！　わが義姉・謙信さまの恋こいを成じよう就じゆさせるために、われら全員、命を捨てがまったあああ！　さあさあ！　謙信さまと祝言を挙げると約束しろ相良良晴！　さもなくば、この幼い妹さんの足の裏をくすぐるぞ！」

　ヒエ～ッですぞ！　と青ざめたねねの身体からだを景虎が抱っこして奪うばい取り、「くすんくすん。柴田さまの胸育に成功した巨乳に、いえ、麻雀に夢中で不覚を取りました」と震える半兵衛は本庄繁長がそっと後ろ手に縛しばりあげ、肝かん心じんの勝家は「うぐぐ。脱ぎたくない。脱ぎたくない。サルにおっぱいを見られたらお嫁に行けなくなる～」と倒たおれて苦しんでいたところをがっちり取り押さえられてしまった。

　良晴自身も、怪かい力りきを誇ほこる北条高広に「がしっ」と肩かたを組まれてしまって、身動きが取れない。

「おいおいおいおい!?　噓うそだろ？　謙信ちゃんがこんな乱暴なクーデターを画策するはずがない！」

「むろんだ。すべては、われら越後侍衆の独断による暴走だっ！　小早川隆景と島津家久が貴様の側室入りを画策していると聞いたのでな！　全員切腹覚悟で先手を打った！　謙信さまの初恋は必ず成就させるっ！　はっはっは！」

「小早川さんと家久が？　それはなにかの誤解……って、きみ誰だれだっけ？　猫ねこっぽいツリ目の美人だね」

「だから、上杉景虎だっ！　謙信さまの義妹だっ！」

「ああ。北条氏康の妹さん……うん？　このうこぎ長屋の俺ん家ち、今は信奈が観光名所にするために『相良家御お館やかた』と看板を出して……もしやこれは……『御お館たての乱』!?」

　信奈が欲よくを出してヘンな観光名所をでっちあげたばっかりに、「御館」という余計な建物名が上杉景虎の「運命」を引き寄せてしまったのか？　なにしろ上杉景虎といえば、いずれ上杉家の家か督とくを巡めぐって「御館の乱」を引き起こすことになる武将。その運命がまさか、こんな変則的な形で成就してしまったというのか？

「さあさあ相良良晴どの、この約定に花押をお願いします！」

「明日の清洲会議で、提出していただきます。謙信さまと祝言を挙げると宣言していただく」

「……謙信さまのお命は、あと何年保もつか。せめてご生しよう涯がいの最期は、人間の少女として幸福になっていただきたいのです。そのためならばわれら全員切腹しても本ほん望もう。どうか、お願いいたす」

「そっか。みんな謙信ちゃんを心配して、本気で思い詰つめてるんだな……でも謙信ちゃんはきっと虫に食われて死んだりはしないよ。どんな生き物とだって共生できる力の持ち主だよ。それに、俺と信奈はこれから世界を旅して最新の南なん蛮ばん医学知識を手に入れるからさ。半兵衛の病とともに、謙信ちゃんの病を完全に治す医学技術だって、必ず見つけてみせるさ！」

　上杉景虎は一いつ瞬しゆん、その良晴の真しん剣けんな言葉にぐらりと揺ゆらいだが、すぐにぶんぶんと頭を振って迷いを振り切った。

「えーい、そんな時間はないっ！　もしも見つからねばどうするのだっ！　さっさと書け相良良晴！　書かねば、このままいつまでも相良家御館を占拠し続けるぞっ！　織田方の侍さむらいどもが押し寄せて来たら、われらは全員枕まくらを並べて斬きり死にするっ！」

「正せい攻こう法ほうでは説得できねーか……しょうがないなあ」

　やっと「はっ？　あたしはいったいなにを」と我に返った勝家が「曲くせ者ものども！　きえーっ」と暴れようとしたが、すでに縄なわで手足を縛られているので戦えない。それでも腕わん力りよくにあかして縄を強引にブチ切ろうとしたので、ついには「姉上から教わった緊きん縛ばく術をお見せしよう。はーははは」と高笑いする上杉景虎の手で、絶対に脱だつ出しゆつできない亀きつ甲こう縛りを喰くらってしまった。

「痛い痛い痛い！　なんだよこれっ？　男どもが大勢いる前でこんな恥はずかしい縛られ方はいやあああ～！」

「はっはっは！　北条家では、鞭むちと縄と三角木馬が姫のたしなみなのでな！」

「「「ううう上杉家の男武者諸君！　みっ、見てはならーん！　この御館の乱は謙信さまの純愛を実現させるための聖戦である！　女によ体たいによこしまな思いを抱いだけば神しん罰ばつが下されるぞおおお！　謙信さまへの純愛を貫つらぬくのだあああ！」」」

　勝家と同じく縛られているのに、越後の男侍どもにまったく動じられていないねねと半兵衛は、お互たがいの胸をちらっと見やって、がっくりと肩を落とした。

「……胸育……これからの天下太平の世では、最重要事じ項こうですね……くすん」

「うこぎ汁じるだけでは栄養不足ですな、肉を食べないといけませんな！」

　信しん仰こう上の理由で越後侍たちがけんめいに禁欲を貫こうとする中、そんな必要のない良晴だけは勝家のレアな緊縛姿をまじまじと凝ぎよう視しし、衝しよう撃げきを受けていた。

「う、うおおおお……縄が食い込んだ勝家の胸がすごいことに……脱衣よりもエロい……！　とにかく、ねねと半兵衛にはなんの罪もないんだ！　二人を解放してやってくれ～！」

　こらっどさくさに紛まぎれて見るなあああ！　あたしは解放されなくてもいいというのか、サルうううう！　覚えてろっ！　と亀甲縛りにされて天てん井じようから吊つるされてしまった勝家が吼ほえたが、「お前はぜんぜん警護役の仕事してねーじゃねーか！」と居直った良晴に文句を言われて「うああああ、そうだった！　姫さまあああ！　すみませええええん！」とぶらぶら揺れながら泣き伏せるのだった。

「そういや一かず宗むねちゃんも亀甲縛りが得意だったな……なんだか新たな性せい癖へきに目覚めた気がするぜ……俺も覚えたい、この匠たくみの技をっ！　なあ景虎ちゃん！　亀甲縛りの技術を俺に伝授してくれ！　そしたら花押を書くから！」

「な、なにを言っているのだ、貴様っ？　それでも謙信さまの初恋の相手なのかっ？　そんなバカな交こう換かん条件があるかっ！　まさか謙信さまを縛ろうというのではあるまいな？」

「待てよサルっ！　ひょっとしなくても姫さまにこんな辱はずかしめを与あたえて興奮するつもりだなっ！　そんなの絶対にダメだっ、どうしてもというのならあたしを玩具おもちやにしろーっ！」

「手て遅おくれだ、勝家！　俺はすでにいちど、亀甲縛りに縛られた信奈をたっぷりと見ているんだぜ、たっぷりと！　わははは！　信奈も緊縛趣しゆ味みに目覚めたっぽいしな！」

「ななななんだとおおお？　おおお、お前っ!?　うぶな姫さまになんてことを……殺してやるううう！　って、ひぎっ？　痛い痛い痛い!?　なんで、どうしてっ？」

「暴れれば暴れるほどその縄は肌はだに食い込むんだぜ、やめとけやめとけ勝家。癖くせになるぞ」

「うああああっ、いやああ！　縄をほどけえええっ！　ほどいてええええっ！」

　こうして良晴が勝家相手に漫まん才ざいを繰くり広げているうちに、うこぎ長屋の周囲にたちまち異変が伝わった。良晴得意の大声に加えて、良晴の鬼き畜ちく発言に切れた勝家の割われ鐘がねのような怒ど声せいが、四方八方へと響ひびき渡わたったためだった。

　続々と、異変を知った見物人がうこぎ長屋の相良家御お館やかたを取り囲みはじめていた。

「ふう。勝家が乗せられやすいアホで助かった。グッジョブだ勝家。半兵衛やねねには、あんな大声は出せないからな。これで、お茶会に参加している謙信ちゃんも異変に気づくだろう。すぐにうこぎ長屋に駆かけつけてきて、家臣団の暴走を止めてくれる。誰も切腹せずに済むぜ」

「し、しまった！　相良良晴、貴様……！　意外にも策士だったのだな！　さすがは織田信奈を支えて天下人の座に就つけた歴戦の名将！　猿さるぐつわを嚙かませるべきだった！　ぬかった！」

「おう。ありがとう。だから景虎ちゃん、亀甲縛りの技術を俺に伝授してくれる？　頼たのむよ～」

「……やはりバカなのか？　ええい、わからん！　もはや時間がない！　謙信さまが駆けつける前にこやつに花押を書かせるのだ、越後侍たち！」

「こらっ！　やめろって！　信奈がこんな約定を目にしたら、お前ら全員切腹確定はもちろん、俺の首まで飛ばされちまう！」

　ご免めん！　と北条高広が良晴の腕うでを押さえて、強引に筆を握にぎらせていた。

「す、すげえ力だ!?　抗あらがえねえ……花押を書かされちまう？　う、うおおおおおお!?」




「け、謙信。その……身体のほうはだいじょうぶなの？　肝の臓の具合は？」

「だいじょうぶよ信玄。虫はおとなしくしていてくれるわ。わたしは、あなたと違ちがって争いごとが好きじゃないから。しばらくは、静かに共存してくれるみたい」

「よく言うわね。あなたは、あたしよりもよっぽど合戦好きでしょう？　合戦とお酒だけが上杉謙信の生きがいじゃない」

「今まではそうだったけれど、これからは違うわ。もう、わたしたちの戦いは終わったのだから」

「……父上も戻もどってこられた。あたしは父上を後見として武田家の当主を四し郎ろうに譲ゆずって、駿する河がで海を見ながら療りよう養ようしようと思うの。駿河一国は今いま川がわ義よし元もとに返そうと考えているのだけど、小さな館を海辺に建ててそこでしばらく休もうかと。あ、あなたも来ない？」

「駿河へ？　い、いいわね。でも、兼続が許してくれるかしら？」

「小お田だ原わら城の北条氏康と和わ睦ぼくを結ぶため、二人揃そろって外交の使者を務める、とか理り屈くつをつければ」

「そ、そうね。実際、北条氏康を臣従させなければ天下は定まらないものね。兼続におねだりしようかしら」

　武田信玄と上杉謙信が、清洲の茶店で仲良く二人きりでういろうを食している光景など、今まで誰が想像し得ただろうか。だがこれは幻まぼろしではない。「関ヶ原の合戦」で、長きにわたる因いん縁ねんの戦いに終しゆう止し符ふを打った二人は、戸と隠がくしではじめて出会った時のような無二の親友に戻っていた。

　信玄の身体に巣くっていた「虫」を体内に引き取ったにもかかわらず、上杉謙信の体調はあまり変わらないらしい。ほとんど食べ物らしい食べ物を摂とらず酒でカロリーを稼かせいでいるという謙信の特とく殊しゆな食生活が偶ぐう然ぜんにも功を奏したのか、あるいは謙信と体内の虫の精神が「共存」という意思のもとで呼応しているのか──。

　もちろん、武田信玄の体力は回復に向かっている。完全に元の状態に戻るかどうかはまだわからないが、すでに病びよう巣そうが消失した今、奇き跡せき的に「命」を拾ったことはたしかだった。

　こうしてまた二人で、争うことなく並んで語り合うことができた。もう、争う必要はない。駿河を手放せば、信玄の戦いの生涯は結局信濃しなのの山々の狭はざ間まに拓ひらけた猫の額のように狭せまい土地を切り取るだけに終わったことになる。家臣団を納なつ得とくさせるのはたいへんかもしれない。さらに武田家の家督も、武田の血を引かない諏す訪わ家の四郎勝頼に譲るとなれば、甲か斐い信濃の国主は武田家の直系ですらなくなるのだ。だがそれでいい。これからの新しき世では武田家だけではなく、日ひノ本もとのすべての人間がいまや家族となったのだから。

　そもそも「関ヶ原の合戦」がなければ、こんな時間が来ることもなかった。織田信奈、小早川隆景、竹中半兵衛。乱世を終しゆう焉えんさせる「一いち撃げき決戦」に賭かけた姫ひめ武将たち。そして、織田家の仇きゆう敵てきであるはずの武田信玄と上杉謙信の命を「運命」からけんめいに守り続けてきた相良良晴。現世では永遠に和解することなく死んでいくはずだった二人は、夢のような時間を今、過ごしていたと言っていい。

　が、その二人の時間は、「相良家御館を、上杉景虎たち越後侍衆が占せん拠きよ！」「人質を取って、織田信奈になにやら過激な要求を！」「謀む反ほんでござる、謀反でござる！」と大おお騒さわぎしはじめた観光客たちの声によって、打ち切られた。

「景虎が？　どうしてっ？　兼続はなにをしているのかしら？」

「行きましょう、謙信。あなたが𠮟しかりつければ、おとなしく人質を解放するでしょう。でもまさか、人質って、相良良晴……？」

「まさか。いったいなんのために。北陸三国を織田家に譲ることが不満だったのかしら？」

　しかし、しかし。

　ああ。なんということであろう。

　謙信と信玄が見物客をかきわけながらうこぎ長屋の相良家御館に到とう着ちやくするや否いなや、屋や敷しき内に立てこもっていた上杉景虎と越後の男武将たちは、二人の友情を崩ほう壊かいさせる「嘆たん願がん」を謙信に向けて発したのである。

　謙信の姿を見るや否や、「しまった。大騒ぎになってしもうた」と焦あせっていた越後侍ざむらいどもは、むしろ英気りんりん、勇気百倍。かえって盛り上がってしまったのだった。

「みんな、なにをしているの？　相良良晴どのたちをただちに解放して武具を捨てよ！」

「いいえ、謙信さま！　われらすでに、全員切腹する覚かく悟ごを終えております！　謙信さまのご命令といえど聞けません！　謙信さまと相良良晴が──祝しゆう言げんに及およぶまでは！」

「しゅ、祝言っ？　相良良晴と……わ、わたしが!?」

　ふぐ～ふぐ～、と猿ぐつわを嚙まされて北条高広に組み敷しかれている良晴がなにごとかを謙信に訴うつたえたが、猿ぐつわのせいで言葉にならない。

　斎藤朝信、本庄繁長たち越後男侍たちは、いっせいに着物をはだけ、肌を晒さらして短刀を自分の腹に突つきつけていた。全員が、滂ぼう沱だと涙なみだを流していて、むさくるしいことこの上ない。

「「「左様。謙信さまの余命は短い！　謙信さまが払はらわれた多大な犠ぎ牲せいのもとについに天下は治まり、日ノ本に義は知らしめられました！　かくなる上は、謙信さまには人間の少女として幸せになっていただく。初はつ恋こいの殿との方がたと結ばれていただく！」」」

　謙信さまが「否」と仰おつしやれば、ボクたちはこの場でただちに腹をかっさばいてお詫わびいたします！　と本庄繁長が「最終通告」を高らかに宣言したから、もう謙信はどうすればいいのかさっぱりわからなくなった。

「み、みんな、いったいなにを……お、落ち着いて。きっと戦いくさに負けたから、どうかしているのよ」

「「「謙信さまが安土城で相良良晴とでぇとして接せつ吻ぷんしたこと、すでに明らか！」」」

「ちょ。や、やめなさい！　ああああなたたち？　そんなこと、いつの間に調べて……相良良晴は織田信奈の恋人なのよ!?」

「「「われら上杉謙信家臣団、ともに生まれた日は異なれども同年同月同日に謙信さまのためにともに死なんと誓ちかい合った同どう胞ほうたち！　天下を織田信奈に譲られた謙信さまに対して、織田信奈は相良良晴を譲って報むくいるべきです！」」」

「ちょっと。清洲中の人が集まっているところで、やめなさあああい！」

　謙信は赤くなったり青くなったりと激しくうろたえたが、その謙信よりもオロオロとうろたえている者が隣となりにいた。

　武田信玄であった。

　信玄もまた、相良良晴と温泉に浸つかったりしたこともあった。が、それは良晴を「弟分」として遇ぐうしていたのであって、恋していたのとは少し違う、と思う。たぶんそうだ。まあちょっと惹ひかれているかもしれないが、少なくとも接吻のようなはしたない真ま似ねをしたことはない。そういう意味では、信玄は清らかな乙女おとめであった。謙信もまたそうだと信じていた。それなのに。ああ。それなのに。

　まさか、上杉謙信が……相良良晴と恋に落ちていただなんて！　接吻していただなんて！　関ヶ原でのあたしとの接吻が「はじめて」ではなかっただなんて！

　信玄と謙信は姫武将同士である。誤解されがちだが、いわゆる同性愛趣味もない。だから理屈としては無茶苦茶だが、とにかく信玄は、「謙信に裏切られた……！」と嫉しつ妬との炎ほのおに燃え盛っていた。天国から地じ獄ごくへと叩たたき落とされた気分だった。戸隠の山で二人で過ごしていた時のようなあの満たされた気分は消え失うせ、たちまち目の前の光景が川かわ中なか島じまの修しゆ羅らの戦場に逆戻りしていた。

「……謙信……さ、さ、相良良晴と祝言を挙げるとは、どういうことだ？　は、は、初恋の殿方とは？　せ、せ、接吻って……まさかお前は、相良良晴を奪うばい取るために関ヶ原の合戦に参戦したのか？　あたしと共きよう闘とうするためではなく……あたしをダシに使って……」

「ち、違うのよ、信玄!?　誤解よ！」

「なにが違うのだ！　あたしはお前を困らせて川中島で打ち破るためにさんざん謀ぼう略りやくを重ねてきたが、好敵手の恋心を謀略に用いるような真似だけはしなかった！　あたしの乙女心は、立ち直れない深手を負ったぞ！」

「だから、違うのよ！　相良良晴は織田信奈の恋人なのよ。奪い取ろうとかそんな考えはわたしには。あの逢おう瀬せはあくまでも、ただ一晩だけの思い出で……」

「イ、イイタイコトハソレダケカ」

　ぷつっ、と信玄の中でなにかが切れた音が響いた。不動明王の姿が、信玄の背後に「ドン」と浮うかびあがったかのように見えた。ああっしまった、と謙信は気づいたが後の祭り。

「ししし信玄？　ちょ。ちょっと待って！　落ち着いて。あなたとの友情と、殿方との恋はまた別で」

「べ、べ、別だとッ!?　別ッ!?　あ、あ、あたしよりも、さ、さ、相良良晴のほうがだいじだと、そう言うのだなっ？　上から目線で、このあたしに色を説くかああああ！　上杉謙信！　やはり貴様は、あたしの生しよう涯がいの仇敵だったようだなっ！　我が慢まんならん、ただちに武田家の当主に返り咲ざいて第六次川中島の合戦をはじめるっ！」

「そういう意味じゃないのよ!?　あなただって、もう祝言を挙げてもいい歳としでしょう？　せっかく姫大名を引退できたというのに、なぜかたくなに殿方を拒こばむの？　相変わらず、ほんっとに臆おく病びよう者だわ！」

「う、ぐ、ぐ……！　あたしが臆病かどうかは、戦場で決めること！　このむさくるしい男どもとともに、全員倒たおしてくれるっ！　今よりここは清洲のうこぎ長屋にあらず、川中島だ！」

　上杉景虎たちが「うおおおおお！」「相良良晴を賭けて、武田信玄と六たび戦うのですな！」「ならばわれらも、しばし命を延長して武田方と一戦交えるしかあるまいいい！」「信玄どの、武田方の侍さむらいどもを集めてきませい！」と大盛り上がり。猿ぐつわを嚙まされた相良良晴が（あああ、噓うそだろ？　清洲大茶会が第六次川中島の合戦になっちまうなんて？　すべてが悪い方向に突き進んでいる!?）と狼ろう狽ばいする中。

「待て待て待て～！　越後の宰さい相しよう・直江兼続ここにあり！　謙信さま、いったいなにをやっておられるのか～！　武田信玄と痴ち話わゲンカなどしている場合ではありませんっ！」

「あわ。あわわわ。なんですか、これは？　いつの間に、こんなたいへんな騒そう動どうに？」

　やっと異変に気づいた直江兼続と片倉小十郎が、互たがいに必殺の間合いに踏ふみ込んだ謙信と信玄の間に飛び込んできた。

「「痴話ゲンカじゃないっ!!」」

「痴話ゲンカですっ！　お二人には任せていられません！　この直江兼続が、越後のアンポンタンどもを完全論破して投降させてご覧にいれましょう！」

「「そもそも、あなたが仕事をさぼってお茶会で遊んでいたからこんなことに！」」

　ギャー！　それを言われとうはなかった！　と兼続は頭を抱かかえたが、くじけている場合ではなかった。片倉小十郎が「ボクが直江どのを茶屋に誘さそったせいで」と涙目になっている。違う、小十郎どののせいではない！　果か敢かんにも武器を持たずに身一つで相良家御お館やかたに踏み込んでいた兼続は、大声をあげて景虎たち越後クーデター軍団を一いつ喝かつしていた。

「上杉景虎どの！　男侍ども！　こんな真似をして強引に祝言を挙げさせようなど、謙信さまの恋心を、無む償しようの『愛』を踏みにじる無ぶ粋すい！　利きいたふうな口をきくな～！」

　しかし、完全にできあがっている上杉景虎のほうも、兼続との論争は想定内。

「うるさい、この毒どく舌ぜつ娘むすめめ！　愛がどうのこうのと、そちらこそ利いたふうな口を！　兼続どの！　そなたこそ、恋をしたことなどないだろうに！　頭でっかちの子供宰相め！　わたしはある！　無償の愛ならば、わが心に！　わたしは、謙信さまのためなら死ねるっ！」

「う、うぐぐ！　知力では圧あつ倒とう的に有利なはずのわたしが、景虎どのの気き迫はくに押されているっ……!?　愛に殉じゆんじる覚悟を終えた乙女を相手に、弁舌術だけでは説得不能……！」

　窮きゆうした兼続は、織田信奈たちがついに実現に王手をかけた「天下統一」の奇跡を破は綻たんさせぬため、上杉謙信と武田信玄の決別を阻そ止しするため、相良良晴とその家族を救出するため、上杉景虎たち越後侍衆の切腹を止めるため、なによりも片倉小十郎に罪の意識を背負わせないために、乙女としての羞しゆう恥ち心しんも高すぎる気位もかなぐり捨てると決めた。即そく座ざに、清洲中から集まってきた見物人たちの前で、大声で叫さけんでいた。切腹するほうがましだというほどに恥はずかしいが、これこそが真まことの「自己犠牲」にして、無償の愛。この「御館の乱」を天下騒乱に繫つながる前に終わらせるためならば、わが初恋がここで終わりになろうとも、天下に「直江兼続は一言多くて殿方にふられた」と笑われても構わぬ！

「はーっはっはっは！　景虎どの、それは心得違ちがい！　わたしとて恋をしている！　しかも！　義あ姉ねではなく、れっきとした殿方に！　さきほどまで、でぇとしていたのだ！　こちらの──伊だ達て家の片倉小十郎どのと二人で！　そうだ！　わたしは、小十郎どのに恋をしているのだっ！　殿方への恋も知らぬそなたのような小娘が、一人前に愛を語るなど笑止千せん万ばん！　わかったかーっ！」

　おおおおお！　と見物人たちがいっせいにどよめいた。歓かん声せいがあがった。

「な、なんとおおおっ!?　天下万民が見守る前で、そ、そのような恥ずかしい秘事を……な、直江兼続どの……そこまでして、上杉家宰相としての義を貫つらぬかれるとは……そ、そなたには、ま、ま、負け」

　兼続が（うあああああ。切腹したあああい！）と地面に穴を掘ほりたい衝しよう動どうに襲おそわれて涙を浮かべ、景虎が「参りました！」と畳たたみに手を突いて降参しかけた、その時だった。

　申し訳なさそうに、片倉小十郎が、

「あ、あのう。直江どの。ぼ、ボクはその、女の子なんです……騙だますつもりはなかったんですが、男装しているのは先代の殿のご命令で。まさか、気づかれていなかったなんて。す、すみません、すみません！」

　と良心の呵か責しやくに耐たえかねて兼続に謝ってしまったので、場の空気は完全に凍こおりついた。

　衝しよう撃げきの事実を知らされた兼続は、

「……えっ？」

　と固まって、言葉が出ない。

　し、しまった？　いきなり告白されて、慌あわててしまいました！　今ここで言うべきではなかった……と小十郎が気づいた時にはもう手て遅おくれ。

　上杉家の宰相は、女の子が好きだったのか！　と見物人たちがどっと笑い、上杉景虎は「殿方ではなかったのかーっ！　われらをたばかったのだなーっ！　やはり謀む反ほんを続行する！　さっさとわれらの要求を吞のめ！　それまで相良良晴は解放しないっ」とブチ切れていた。

　直江兼続の淡あわい初恋は、撃げき沈ちん。しかも、天下にこの恥ずかしい勘かん違ちがいを知らしめてしまうというおまけ付きであった。明日中には、南蛮の活版印刷機がフル回転して「直江兼続の謎なぞの『愛の前立て』の秘密が判明！　愛あい染ぜん明みよう王おうに捧ささげていたにあらず！　女の子へ捧げる愛だった！」と恥ずかしい読よみ本ほんを大量に刷られて清洲大茶会で売られるのである。

「……終わった……」

「か、兼続。だいじょうぶよ。相手が女の子でも、愛情がほんものならばなんの問題もないのよ。そうよ。女の子が好きだって、いいじゃない」

　その場に倒れ伏ふして、無言で穴を掘りはじめた兼続を見るに見かねた謙信が、そっと兼続を抱だき起こしてけんめいに励はげます。が、相良良晴に恋をした謙信にそんなこと言われても、兼続の屈くつ辱じよくは倍増するばかり。というか、わたしは女の子好きではなーい！　あああ、わたしは清洲などへ来とうなかった！

「直江兼続。女の子などよしておけ。しょせん女同士の友情など、ふっと男が現れたらその瞬しゆん間かんに壊こわれてしまう脆もろいものだぞ。謙信を見ろ。あたしとの長きにわたる友情よりも、相良良晴を取ったのだ。義だの愛だの毘沙門天だのと高潔な言葉をいくら連ねても、しょせん殿方さまの接吻にはかなわなかったではないか。は、は、は……」

「ちょっと信玄！　わたしをそんなふうに言わないでくれるっ？」

「事実ではないかっ！　あたしは相良良晴と二度ほど温泉に入ったが、殿方の裸はだかにやられてお前みたいに堕だ落らくしたりはしなかったぞ！」

「さささ相良良晴と温泉に、ですって？　おおおおお年とし頃ごろの乙女が、男女混浴？　ああああなたって、なんていやらしい……まるで、盛りがついた雌めす猫ねこね！」
















「謙信、盛りがついているのはお前のほうだろうがっ！　あたしの初接吻を返せっ！」

「あ。いや。お二人とも。わたしを励ましてくれるのか、痴話ゲンカを続行するのか、どちらかに決めてくださいませんか？」

　もはや、収しゆう拾しゆうがつかなくなったうこぎ長屋の相良家御館。

　かんかんがくがくの言い争いの末、「よくよく考えればこれら一連の騒動の元げん凶きようはぜんぶ、相良良晴の女好きにある。罰ばつされるべきは織田信奈という不動の恋人がいるくせに見境のない相良良晴」と、武田信玄・上杉謙信・上杉景虎の意見がいつの間にか一いつ致ちしていた。

　三人は、竹中半兵衛とねねを「あなたたちは」「相良良晴の毒どく牙がにかけられた被ひ害がい者しやのほうね」と解放すると、「ふぐ～ふぐ～」と北条高広に押し倒されている良晴を「きっ！」と睨にらみつけ、さらには亀きつ甲こう縛しばりで巨きよ乳にゆうを変形させられたまま天てん井じようから吊つるされている柴田勝家を見上げながら「この女は」「相良はぁれむの陰かげの支配者に違いないわ」「この牛のような胸は、相良はぁれむに君臨してきた罪の証あかし」と互いにうなずいていた。

「うああああっ!?　違う違いますぅ、あたしはサルの被害者の一人で、っていうか姫ひめさまを除けば織田家でいちばんサルに酷ひどい目に遭あってきたかわいそうな女の子なんですううう！　金かねヶが崎さきの折にもサルにさんざんおっぱい揉もまれたり……！」

「いらっ。やはり、相良良晴の共きよう謀ぼう者ね」

「共謀者だな。むしろ童どう貞てい小こ僧ぞうの良晴を煽あおってエロザルにした黒幕だ」

「こやつの魔ま性しようの巨乳こそ謙信さまの恋こいにとって最大の障害！　火あぶりが妥だ当とうだ！」

「違うってばあああああ！　うわああ、ルイズ・フロイスもこんなふうに南蛮で狩かられたのかあ～！　お母さ～んっ！」

　片倉小十郎が「れれれ冷静に！　どんどん事態が悪化しています！」と三人を説得しようとするが、「男装して身を守ってきた娘に」「なにがわかる！」「そもそも伊達政まさ宗むねが面めん倒どうなことを言いだしたからこうなったのではないか！」と聞いてもらえない。そして、完全に頭に血を上らせた姫武将たちの暴走を止めるべき直江兼続は、黙もく々もくと土間の地面に穴を掘り続けている。

　が、この時。

　ドドドドド……。

　長なが槍やりと種たね子が島しまで武装した「織田旗本隊」の面々が、この騒さわぎを聞きつけてようやくうこぎ長屋へと殺さつ到とうしてきたのだった。

（あっという間に信じられない不幸の連れん鎖さが重なって俺の命はいまや風前の灯ともし火びになっていたが、町の治安維い持じに執しつ拗ようにこだわる信奈の会場警備に抜ぬかりなし！　助かったぜ～！）

　しかし良晴がほっと安心できたのも、一瞬のことだった。

　織田旗本隊を率いて清洲の町を警備していたその者こそ、あの「鬼おに武蔵むさし」こと森もり長なが可よしだったのである。織田家の姫武将の中では異色とも言える戦争家だ。

　関ヶ原の合戦では、「馬ば防ぼう柵さく」に籠こもって耐えに耐えるという不満の残る守の戦術を徹てつ底ていさせられた上に、一いつ騎き討うちを挑いどんだ上杉謙信にさらりと躱かわされてしまい、「なんだ？　もう終戦？　あたしはぜんぜん戦い足りねえよ！」と暴発寸前となっていた。

　そんな森長可だが、織田信奈からの命令には絶対服従。

　そして、こたび受けていた命令は──「もしも大茶会を乱す狼ろう藉ぜき者が現れたら断固排はい除じよ。決して交こう渉しように応じず、問答無用で成敗よ！」だった。

　かつて上じよう洛らく時に「うちの兵が一銭でも町人から盗ぬすんだら死罪よ！」と布告した「一銭斬ぎり」の命令同様、信奈独特の過激な物言いで、家臣はそのあたりを割り引いて聞かないといけないのだが、政治力ゼロの森長可はぜんぶ字義通りに受け取っていた。

　旗本隊を率いる姫武将が万事適当な池いけ田だ恒つね興おきか利口者の蒲生がもう氏うじ郷さとあたりだったら、こうはならなかったのだが、信奈もまさかこんな騒動が起きるとは予想していなかったのだ。

「誰だれかを人質にしてるらしーがよ！　人質を取って要求を突つきつけてくるような盗とう賊ぞく連中の言うことなんざ、聞くなあああ！　これはお姫さまの上意である！　賊は問答無用で成敗するッ！　うこぎ長屋を銃じゆう撃げきして中にいる賊も人質もまとめて撃うち殺しちまえええええ！　未来語で言うところの『政府はテロリストには屈くつしない』ってやつだ！　徹底的にやれええええ！」

　ヒャッハー！　と森長可が愛あい槍そう「人にん間げん無む骨こつ」を振ふりかざし、旗本隊が相良家御館を完全包囲して一いつ斉せい射撃の構えに入る。

　いけません！　中には信玄さま、謙信さま、良晴さんに柴田さままでいるんです！　と解放された半兵衛が森長可に事情を伝えるべくけんめいに駆かけたが、密集した見物人と旗本隊の間をなかなかすり抜けられない。半兵衛はそもそも声が小さい。この騒乱の中では、声が、森長可のもとまで届かなかった。

「もしも大茶会を乱す狼藉者が現れたら断固排除。決して交渉に応じず、問答無用で成敗！　それがお姫さまの命令だっ！　人質作戦なんぞにいちど屈したら、これからもなんども同じ手口でやられちまう！　誰にも『天下布武』達成の邪じや魔まをさせっかよ！」

　すでに合戦は終わったはずだった。だが、まだ森長可の中では「関ヶ原の合戦」がずっと続いているらしい。まさに悪あつ鬼き。すさまじい形相だった。上杉謙信との一騎討ちを果たしていれば、森長可といえども「戦時」状態から解放されて平常心に戻もどっていたはずだったわけで、やはりなにもかもが「破綻」へと向かっているとしか半兵衛には思えなかった。

　事件の首謀者でもなんでもない東国の両りよう雄ゆう、上杉謙信と武田信玄を織田家の兵がもろともに射殺することになってしまう。その上、御館の乱を起こした越後侍ざむらい衆を全ぜん滅めつさせてしまったら、事件の真相は永遠に闇やみの中に。「すべては織田家による自作自演。騙し討ちの暗殺」と疑われて、越後と甲斐信濃に残る将兵たちが報復のために挙兵する！　清洲大茶会は、凄せい惨さんな修しゆ羅ら場ばと化す！　天下は、再び大乱となる！　なによりも、関ヶ原で「運命」をなんども乗り越こえ続けて生き延びたはずの相良良晴の命が……！

「……こんな。こんなはずが。て、天下布武をなにがなんでも破綻させようという見えない『運命』の力のようなものが働いているとしか……良晴さん……！」

　半兵衛は、一歩間に合わなかった。

　全軍、撃てえええええ！　と森長可が咆ほう哮こうしていた。







　巻ノ五　春日かすがの局つぼね







「御お館やかたの乱」、勃ぼつ発ぱつ！

　いくつもの偶ぐう然ぜんと誤解が重なり合った結果、森もり長なが可よし率いる織お田だ旗本隊がうこぎ長屋の相良さがら家御館を完全包囲して「交渉には応じるなっ！　射撃開始！」と建物内にいる全員を射殺しようとしたその時。

「た、種たね子が島しまが不発！」

「こちらもです！」

「み、水が……！　無数の水すい滴てきが宙を舞まって、種子島を包んでいる!?」

　織田旗本隊が構えた種子島は、ことごとく「不発」となった。

「……霧きり隠がくれの術……妙みような騒ぎが起きたと知って駆けつけてみれば、大おお御ご所しよさまのお命が危いとは」

　相良家御館の藁わら葺ぶき屋根の上に、真さな田だ忍しのびの霧隠才さい蔵ぞうが忽こつ然ぜんと姿を現していた。「霧隠の術」は大気中の水蒸気や、あるいは河川の水を操って空中に散布するという才蔵のみが会え得とくした忍にん術じゆつである。

「佐さ助すけ。五ご右衛え門もん。石いし川かわの。そして半はん蔵ぞう。次は長槍が来るぞ。ただちに相良良よし晴はるたちを脱だつ出しゆつさせる」

「相良良晴は佐助にお任せ！」

「にんにん。それでは、拙せつ者しやと長なが松まつは、ねねどのと竹たけ中なか氏うじを」

「一かず宗むね、だ。姉者。八はち丈じよう島じまから戻るなり、まーたこんなありゃっぽいちごとの手伝いを……かっちぇんはおわったのではにゃかったのか、うにゅう」

　真田・相良・徳とく川がわの忍びたちが、異変を聞きつけていっせいに相良家御館の屋根の上へと集合していた。

　猿さる飛とび佐助。蜂はち須す賀か五右衛門。石川一宗。そして、服部はつとり半蔵。

「ふん。危機一いつ髪ぱつだったな、才蔵。銃じゆう弾だんはからくも寸止めできたが、屋内の大御所さまたちはご無事なのか？　越えち後ご侍衆は大混乱を来きたしている。最悪の事態もありえるぞ」

「踏ふみ込んでみねばわからぬ、半蔵」

　森長可が「曲くせ者ものだあああ、忍びだあああ！　距きよ離りを取らせるな！　接近して長槍で討ち取れ！」と自ら「人にん間げん無む骨こつ」を振り回しながら屋根の上へ駆け登ろうとしたその時。

「白はく煙えんならお任せでござるよ。にんにん。すいじょーきと被かぶせれば、かんぺきなえんまくににゃるでござる」

　ぼむっ！

　五右衛門が「たどん」を放り投げて、うこぎ長屋一帯を白煙で包み隠かくしてしまった。

　見物人たちも、織田旗本隊たちも、完全に視界を奪うばわれた。

「「「目が、目が……！」」」

「なにも見えません!?　よ、良晴さ～んっ!?　くすんくすん」

「んだよ、この忍術はっ？　噂うわさの真田忍びかよおおおおっ！　関せきヶが原はらに来なかったくせに今さら来やがるとはっ！」

　越後侍衆が人質に取っていた相良良晴の姿は、この騒ぎの中でかき消えていた。

　佐助が「猿飛の術」を用いて、さらりと館の外へと抱かかえだしていたのだった。

　だが、上うえ杉すぎ景かげ虎とらをはじめとする越後侍衆は、目め潰つぶしの白煙の中でも臆おくさない。

「しまった！　相良良晴が逃にげたぞ！　越後侍ども、追いかけろおおおおお！」

「相良どの、待ってくださ～い！　花か押おうを書いてくださ～い！」

「それがしが思わず手を離はなしたばかりに。だが霧の中の行軍は、われら越後侍衆にはお手の物！　ふんぬっ！」

「……旗本隊が視界を塞ふさがれている今のうちに、全員で相良どのを追いましょうぞ」

　一人また一人と見物人に紛まぎれて相良家御館から脱出し、相良良晴の追撃に移ってしまったのだった。半蔵が舌打ちする。

「しまった。賊どもを取り逃がしたぞ。なおも相良良晴を追いかけるとは？　まったく面倒なやつらだ！」

「なにしろ、川かわ中なか島じまで才蔵どのの霧には慣れた連中でちゅからな！　今は人質たちの救出がちゃきでちゅぞ！　織田旗本隊が突とつ入にゆうしてくる前に、全員運びだちまちゅ！」

　五右衛門は、妹の石川一宗とともに建物内に突入すると、「煙けむりが……けほけほ」と咳せき込む竹中半はん兵べ衛えと「びびびびっくりしすぎて、ももも漏もれそうですぞ！」ともじもじしていたねねをそれぞれ抱だき上げてそのまま襖ふすまを突き破り、建物外へと跳ちよう躍やくしていた。

　才蔵と半蔵は、なおも屋内に残る四人──武たけ田だ信しん玄げん・上杉謙けん信しん・直なお江え兼かね続つぐ・片かた倉くら小こ十じゆう郎ろうが屋外に出てこないので、「「まさかこの混乱の中で……？」」と妙な胸むな騒さわぎを覚えて無言で飛び込んだが、次の瞬しゆん間かんには「「心配をして損をした」」と思わず舌打ちしていた。

「謙信。どうやら、ここまでのようね。死ぬ時は一いつ緒しよよ……」

「ええ。あなたと一緒なのだもの。怖こわくないわ、信玄……」

　信玄と謙信は先ほどまでの修羅場はなんだったのか、「種子島に一斉射撃される」と知るや否いなやお互たがいを庇かばい合って、ぎゅーと堅かたく抱き合っているし。

「小十郎どの、穴を掘ほっておいてよかったです！　この塹ざん壕ごうの中に隠れてください！　この直江兼続が小十郎どのの盾たてになります！」

「あわわ。ボク、女の子なんですけど……」

　直江兼続は、隠れるために土間に掘っていた穴の中に小十郎を押し倒たおして庇っているし。

「……われらの命がけの救出作戦は、なんだったのだ。なんだ、この甘々な空気は。このまま放っておくか、半蔵？」

「そうも行かぬ。織田旗本隊にこの四人の顔を見られたら、誤解が誤解を呼んで事態がさらに混乱する。さっさと引き離して安全な場所へ運ぶぞ、才蔵」

　先に立ち直ったのは、家いえ康やすとの三み河かわ万歳でメンタルを鍛きたえていた服部半蔵のほうだった。

「いかん、煙が退ひいてきた。もう屋外に出ることはできんな。すでに土間に穿うがたれたこの穴をさらに掘り進み、うこぎ長屋から脱出する」

　と、半蔵はつぶやいていた。

「土ど遁とんの術か。大御所さま得意のもぐら戦術だが……間に合うのか？」

「うむ。この再建されたうこぎ長屋は、もともとの長屋よりもさらに安やす普ぶ請しんだ。織田信のぶ奈なが工事費をケチったせいで、基き礎そ工事が適当なのでな。地じ盤ばんは豆とう腐ふのようにスカスカだ」

「忍び対策を施ほどこしている武田家の屋や敷しきとは大おお違ちがいだな。ケチが幸いすることもあるか」

　かくして、相良家御館を覆おおい隠していた白煙がやっと薄うすまり、森長可たち織田旗本隊が「けほけほけほ」と咳き込みながら屋敷内に突入した時にはもう。

「たっ、助けてええええええ～っ！　どうしてみんな、あたしを放置して行っちゃったわけええ？　お母さあ～んっ！」

　縛しばられて天てん井じようから吊つるされている柴しば田た勝かつ家いえを除けば、室内はすっかり無人になっていたのである。

「ちっ。逃げられたか。せ～っかく、切った張ったの室内戦を楽しめると思ったのによ。つまんねえ。あーあー。まあいいや。みんな、引き上げだ～」

「ちょ、ちょっと待て武蔵むさし！　あたしを戒いましめからほどいてってばああ！　うあああああ！」

「だいじょうぶだよ柴田の姫ひめさま。あんたのその恥はずかしい変態趣しゆ味みについては、お姫さまたちには内緒にしておいてやっからよ？　ま、まあ、なんだ。お年とし頃ごろの乙女おとめなんだ。生きていればいろいろあらぁな！」

「趣味じゃないっ！」

「お互い、乙女でありながら鬼おにの猛もう将しよう役を務めるのはたいへんだもんな。その上、コワモテ故ゆえにビビられて殿との方がたと浮ういた恋こいの噂もないとくりゃ、鬱うつ憤ぷんも溜まらぁ！　わかるぜ。毎晩、身体からだが夜泣きしてたんだな。特にそのでかい胸がよ……あたしはあんたを笑ったりはしねえさ！　元気を出せ！　じゃあなっ！」

「違うーっ！　最悪の勘かん違ちがいをしたまま出て行くなっ！　あ、あああ。あたしもう、お嫁よめに行けない！　うああああああ～！」




　　　　※




　猿飛佐助が会得している「猿飛の術」は、重力を無視して宙を飛ぶという、にわかには信じがたい秘術である。

　戸と隠がくし忍しのびに「力」を与あたえてきた戸隠山の「ご神体」はすでに地中深くに埋うめられてしまったので、新たにこの術を会得できる者はもういない。この、才蔵に育てられてきた幼い二代目猿飛佐助が、「猿飛の術」の最後の継けい承しよう者ということになる。

　どういう原理なのかさっぱりわからねーが、「からくり」があるわけでもないし、すごい忍術だ。「霧」を自在に操る才蔵といい、もしも異能の真田忍びが関ヶ原に参さん陣じんしていたら、戦いくさの勝敗はどうなったことか、と良晴は震ふるえた。清きよ洲すの町並みが眼下に広がっている。こんな上空から落っことされたら、「球避よけのヨシ」もたまらない。

「相良良晴！　清洲城本丸までこのまま抱きかかえてひとっ飛びするつもりだったけど、もう佐助、ダメー！　信濃しなのから離れると術が弱まるみたい！　力が尽つきちゃったっ！」

「え、ええええっ？　ちょっと待ってくれ！　着陸するなら、ほら、あそこ！　あの川の上まで耐たえてくれ～！」

「だって。お兄ちゃん、重いんだよー！　あわわ、握あく力りよくがもう限界ーっ！」

「ギャー!?」

「死なない死なない、だいじょうぶだいじょうぶ！　あとは自力で逃げてねっ！　佐助は眠ねむくなっちゃったから、バナナかじってお昼ひる寝ねするね！　それじゃあねー！」

　適当な子だな～、と良晴は落下しながら呆あきれたが、佐助が死なない程度の高度までぎりぎり降りてくれていたので、「転落・即そく・死」という笑えない結末だけは避さけられそうだった。

　だが、清洲の町に流れる五ご条じよう川がわへぽちゃりと落ちるという良晴の目もく論ろ見みは、惜おしくもうまくいかなかった。

　川岸沿いに、芝しば生ふに挟はさまれた一本の遊歩道が延びていた。

　一人きりで「はぁ……私を巡めぐる姉者たちの盛り上がりが、あちこちに飛び火しなければいいのだが」と深いため息をついていた姫武将が、その遊歩道を物もの憂うげに歩いていた。

　その姫武将の頭上に、良晴の身体がいきなり落ちてきたのだった。

　このまま激げき突とつしたら女の子を大おお怪け我がさせちまう！　と慌あわてた良晴は、落ちながら姫武将の身体をそっと両りよう腕うでで抱き留めると、ダメージを与えないようにそのままくるりと回転し、自らの背中を地面へと叩たたきつけていた。さらに、ごろごろごろ、と芝生の上を転がって落下のダメージを軽減する。なんども落馬したり崖がけから落ちたりしているうちに身につけた「受け身」の技だった。

「きゃっ!?」

「ごごごごめんっ！　川ポチャまであとちょっとというところで……！　け、怪我はない？」

「ええっ？　よ、良晴!?」

「こ、小こ早ばや川かわさんっ!?」

　そう。

　良晴は、期せずして小早川隆たか景かげと再会してしまったのだった。

　しかも、誰だれもいない遊歩道で、隆景の細い身体を押し倒して組み敷しいてしまっていた。

　どう対処すればいいのか、咄とつ嗟さには閃ひらめかない。

　まさに運命の不意打ちだった。

　おおお俺の腕の中に、小早川さんがいる!?

　一瞬のうちに、良晴は毛もう利り家にお仕えしていた頃ころの良晴に戻もどってしまっていた。

　数え切れないほどの思い出が、良晴の脳のう裏りにいっせいに溢あふれ出していた。

　小早川隆景もまた、同じだった。

　明日あしたの清洲会議までは、相良良晴には会えないし、私的に会ってはならない、と決めていたのだ。私はすでに関ヶ原の合戦に「敗北」した立場なのだから、もう良晴と結ばれることはできないのだ。相良良晴は、織田信奈と祝しゆう言げんを挙げるのだ──けんめいにそう言い聞かせて耐えてきた。吉きつ川かわ元もと春はる、暗あん黒こく寺じ恵え瓊けいたちが「まだじゃ、まだ終わらんよ！」と盛り上げようとしても、「すべては終わったことだ。すでに天下は定まったのだから」と姉たちに言い聞かせて自重を促うながしてきた。

　だが、この不意打ちの如ごとき唐とう突とつな再会が、そんな隆景の心を決けつ壊かいさせてしまった。

　涙なみだが、止まらなくなった。

　良晴と結ばれなかったことも悲しく、辛つらい。だがそれ以上に隆景は、宇う喜き多た直なお家いえがすべての「汚お名めい」を被かぶって日ひノ本もと史上最悪の裏切り者として死んでいったことに、死んでなお世間から白眼視されていることに、ずっと苦しんでいた。生き延びるのではなかった、いっそすべてを清洲会議で明らかにして、と思い詰つめることもあった。それでも耐えてきたのは、「小早川隆景を破は滅めつさせたくない」という宇喜多直家の遺志を無む駄だにしたくなかったからだった。備びつ中ちゆう備びん後ごを宇喜多秀ひで家いえに割かつ譲じようすると決めたのも、直家へのせめてもの気持ちの表れだった。

　だが、もはや、耐えられなくなった。

　それは、不意に現れた良晴に抱き留められてしまったから。

　この人の前だけでは、私はいくら泣いてもいい、どれほど感情を剝むき出しにしてもいい。

　私が、生しよう涯がいでただ一人、愛した殿方なのだから──。

「……良晴。宇喜多が。宇喜多が、死んでしまった……！　私を守るために……！　ほんとうは、関ヶ原で西軍へ寝返ろうとしていたのは、私だったのに。私は、良晴を死なせたくなかった。だから、私は、姉者をも、毛利家をも、三代目をも、なにもかもを裏切って西軍へ寝返ろうと……それなのに。宇喜多直家が。私の罪と運命をすべて、直家が」

　𠮟しかりつけてくれるのだろうか。それとも、優やさしく慰なぐさめてくれるのだろうか。あるいは、私と一緒に直家のために泣いてくれるのだろうか。もしかしたら、失望されるだろうか。そんな弱い武将だとは思っていなかった、なぜ信奈たちの前ですべてを明らかにしなかったんだ、と見下げ果てられるだろうか。なんだっていい。良晴に、ただ、私の想おもいを伝えられれば、それでもう──。

　しかし。

　相良良晴は、そんな隆景の髪かみをそっと撫なでながら、目に涙を浮かべて、そしてこう囁ささやいたのだった。

「小早川さん。辛かったね。だいじょうぶだよ。清洲会議で天下の仕置きが決定していない今は、まだ公おおやけにはできないけれど──宇喜多直家は、生きているんだ。ほとぼりが冷めるまでは、とある場所で名を変えて暮らしている。だから、小早川さんが苦しむ必要なんて、ないんだ。もっと早く俺が教えていれば……ごめん」

　信じられない言葉だった。関ヶ原の戦場で宇喜多直家は何発も銃じゆう弾だんを浴びて、瀕ひん死しの重体に陥おちいっていた。あれほどの怪我を負って生き延びられるはずがない。そのような都合のいい話が、現実の世にあるはずがない。良晴は噓うそをついている。私を苦しめまいと、作り話をしている、そう思った。だが、良晴がそんな噓をつく人間ではないことを誰よりも私は知っているではないか、とすぐに気づいた。

「でも。どうやって。良晴は戦場のただ中に完全に孤こ立りつしていて、松まつ尾お山やまに近づくことすらできなかった。宇喜多直家を救いだすなど、不可能だ。理り屈くつが通らない」

「俺の働きじゃないよ。たまたま京から関ヶ原へ到とう着ちやくした五右衛門が、戦場で死にかけていた宇喜多直家を拾って治ち療りようしてくれたんだ。あいつは、薬学にも長たけているからな。五右衛門が、最後の最後に『運』を拾ってくれたんだ」

「……あ、あ……信じ……られない。そんな、夢のような話が、あるはずが……やっぱり、良晴は優しいから、私のために、そんな噓を」

「噓じゃないよ。小早川さん。この世は、夢の間なれば、だよ。記き憶おくを失った俺と小早川さんが出会って恋に落ちたことにも、意味はあったんだ。もしも俺が毛利家に仕えていなければ。もしも宇喜多直家と意気投合して兄弟分になっていなければ。関ヶ原では、きっと小早川さんの『運命』が成じよう就じゆしてしまっていたはずだ。俺たちが出会っていなかったとしても、小早川さんが松尾山に布ふ陣じんしたその瞬しゆん間かんに、小早川さんの『運命』はきっと確定していただろうから。でも──俺『たち』は、小早川さんの運命を、変えることができた」

　隆景は、良晴の胸にすがって泣き続けた。ならば、もうひとつの運命も、変えてほしい。生涯、誰の子を産むこともなく死んでいくという私のもうひとつの運命も──いけないと思いながらも、「宇喜多直家が生きている」と知った瞬間にそんな「想い」が溢れて止まらなくなっている自分を、隆景は泣きながら恥じた。恥じたが、もう、止められない。良晴の前では、冷血の智ち将しようでなくてもいい。毛利家を支える姫武将でなくてもいい。ただの、女の子に戻っていい。彼の前でだけは。私の嫉しつ妬と心も良晴の心を自分に向けさせたいという独どく占せん欲よくも苦く悩のうも悲しみも我が儘ままも。なにもかも、良晴の前ではさらけだしていいのだ。なぜならば、この人は絶対に、私に失望したり、しない。私がどれほどの醜しゆう態たいを晒さらしても、決して、私を嫌きらいにならない。だから、甘えてしまうのだ。

　だが、「せめて良晴との一夜の思い出が欲しい」とだけは、決して言ってはならなかった。清洲会議も。天下布武も。なにもかもが、空中分解してしまう。隆景は、耐えた。その言葉だけは絶対に口にするまいと、唇くちびるを嚙かんで耐え続けた。

（いっそ。俺はもう信奈と祝言を挙げる。きみとは結ばれないんだ、と突つき放してくれれば、よかったのに。私は……）

　そしてその隆景の想いは、良晴にも正確に伝わっていた。

　なにもかもがわかる。自分自身の心の動きよりもはるかにはっきりと、小早川さんが今感じていること。今望んでいること。今、言葉にするまいとけんめいに封ふうじていること。なにもかもが俺にはわかる。俺みたいな鈍にぶい男が、どうしてだろう。

「……小早川さん……ごめん。俺は、信奈と」

　そう言うべき場面なのに。

　どうしても、言えなかった。

　小早川さんは笑顔で「わかっている」と答えてくれて、それで、すべては美しく終わるはずなのに。清洲会議の成功だって、約束されるはずなのに。天下布武が、達成されるはずなのに。戦国の世は、終わるはずなのに。この「乱世」を終わらせるために。いったいどれほどの人が戦い、血を流し、死んでいった。小早川さんだって、清洲会議の混乱なんて望んでいない。だからこそ、言いたい言葉を必死で吞のみ込んで耐えているんじゃないか。

　だが、どうしても、良晴には言えなかった。

（わかってしまう。その後の小早川さんの生き方さえも、今の俺にはありありと見える。生涯を、独り身で過ごすつもりなのか。小早川さん。俺との思い出をたいせつに心の中で守りながら。それはダメだ。俺は……俺は！　小早川さんにそんな生き方をさせるために、出会ったんじゃない……！）

　相良良晴は、隆景の肩かたから手を離はなせない。

　なにもかもが破は綻たんしてしまう、やめろ、引き返せ！　と良晴の心の中で叫さけび声があがっていた。だが、良晴も隆景も、（いけない）と震ふるえながらも、突とつ然ぜん燃えあがってしまった内なる情熱の炎ほのおに抗あらがえなかった。毛利家時代の二人に戻ってしまっていた。こんな形で、唐突に出会ってさえいなければ。やはり、「運命」は織田信奈の天下布武を破綻させるためになおも見えない「影えい響きよう力」を及およぼし続けている。そして、ついに「運命」が勝った──かのように、思われた。

　しかし。

　そうは、ならなかった。

　だが、回かい避ひされたのではない。むしろ逆。「これしきではまだ相良良晴と織田信奈にとって生ぬるい」とばかりに事態は急加速し、さらなる混こん沌とんを呼び込んでいくことになった。




「相良良晴がいたぞーっ！」

「小早川隆景と密会していたぞおおお！」

「おのれ、裏切ったな小早川隆景！　姫ひめ武将本人が堂々と横紙破りを！　許せーんっ！」




　五右衛門と才蔵の煙えん幕まく合わせ技をもものともせず、「謙信さまのために！」「車くるま懸がかりの陣形で突っ走れええええ！」と雄お叫たけびをあげながら清洲町内の大茶会会場を駆かけ巡っていた越後侍ざむらい衆が、ついに良晴を発見してしまったのだった。

　しかも最悪なことに、良晴は川岸の遊歩道で小早川隆景を芝しば生ふの上に押し倒たおして抱だき合っているではないか！　二人のあの表情を見よ！　不ふ倫りんの恋こいに苦しむ元恋人同士のそれだーっ！　道ならぬ恋に落ちた者の恍こう惚こつと不安はあの二人にあり！

「おのれ、小早川隆景！　紳しん士し協定を崩ほう壊かいさせてまで、謙信さまの邪じや魔まをするかあ～！」

「小早川どの、ご謀む反ほん！　信じられませんが、現実ですう！　小早川どのをひっとらえて、相良良晴どのを謙信さまのもとへ連行します！」

「やれやれ。謙信さまに知れたら、それがしたちはどうなることやら。だがもう、ことここに至れば引き返せませぬな」

「……北きた条じようどの。天下争そう奪だつ戦も戦いならば、姫武将の恋もまた戦いである。われらは謙信さまに勝利を届けるべく、命を捨てがまるのみ」

「やれやれ。あのお方は、恋の戦いにはさっぱりですからな」

　頭に鬼おにの角を生やした兜かぶとを被り、巨きよ大だいな棍こん棒ぼうを担かついだ越後随ずい一いちの怪かい力りき自じ慢まん・鬼おに小こ島じま弥や太た郎ろうが「おらにまかせるだっぴーっ！」と良晴と隆景を捕とらえるべく、巨体を軽々と宙に舞まわせて「浮うわ気き者どもおお、天てん誅ちゆうだっぴーっ！」と二人へ迫せまる。

「あ。い、いや。こ、これは誤解で……いや、誤解ではないが……は、話を聞いてほしい」

「小早川さんっ!?　越後の野や郎ろうどもが謙信ちゃんを崇すう拝はいする情熱は異常なんだ！　弁明している余よ裕ゆうはない、ひとまず逃にげようっ！」

　とにかく上杉景虎たちの煮にえた頭が冷れい却きやくされるまで、時間を稼かせがなければ！　良晴は隆景の手を引いて、けんめいに遊歩道を駆け、脇わきの庭園へと飛び込み、必死で「隠かくれ場所」を探した。この池の周辺には必ず、茶屋かお土産みやげ屋かなにか建物があるはずだ！　イベントで疲つかれた人が休きゆう憩けいを欲ほつするポイントに、信奈はめざとく銭ぜにを搾しぼり取るための建物を建ててあるはず！

「やっぱり、あった！　小早川さん、しばらくこの建物の中に隠れるぞ！」

「……やはり良晴は、織田信奈の性格や行動を熟知しているのだな。私は、潔いさぎよく身をひくべきだったのに、こんな騒そう動どうを起こしてしまった。すまない」

「そそそその話は後で！　越後の男侍衆をやりすごしてからだっ！」

　窮きゆう地ちに追い込まれた相良良晴と小早川隆景が逃げ込んだその建物は、清洲の町のあちこちに設置されたいわゆる「迷まい子ご案内所」のひとつだった。迷子案内所の運営全体は明あけ智ち光みつ秀ひでと蒲生がもう氏うじ郷さとが統とう括かつしているが、この建物は光秀の直ちよつ轄かつではない。「ただの迷子案内所じゃ儲もうからないでしょ。ここは春日かすが八はち幡まん宮ぐうの境けい内だい。銭が集まる立地よ」という信奈の意向で「銭稼ぎ」のための茶店を兼けん任にんした分局のひとつである。たこ焼きをいちどに百個焼ける巨大鉄板までが、茶店備品として導入されている。そしてその建物の看板には──「春日局」と掲かかげられていた。

「はーはははは！　ついに追い詰めたぞ！　者ども、包囲せよーっ！」

「合点承知です！　もはや逃げ場はないですよう、相良良晴どの！」

「やれやれ。小早川隆景を手放して、投降せよ！　かんねんして謙信さまと祝しゆう言げんを挙げませい！　花か押おうを書きませい！」

　ゲッ!?　振ふり切れなかったのか！　俺ほどの逃げ足をもってしても……越後軍団恐るべし！　と建物内に籠こもった良晴は頭を抱かかえていた。これでは時間稼ぎにもならない。

「よ、良晴。私を後ろ手に縛しばって、彼らに突き出してくれ。それでこの騒動は終わる」

「ダメだよ小早川さん！　小早川さんは、紳士協定を破って俺と密会したと誤解されている。このままじゃ」

「……私はもともと関ヶ原で東軍を裏切るはずだったのだ。収まるべきところに収まるだけだ、良晴。紳士協定を破った罪を認めて、彼らの裁きを受ける」

「ダメだ！　きっと話せば通じる！　彼らがもう少し落ち着けば、だいじょうぶだから！」

「しかし、もうどこにも逃げ場はない。このまま強行突とつ入にゆうされれば、良晴まで手て荒あらな扱あつかいを受ける」

「俺は吊つるされても縛られても木馬に乗せられてもいいけどさ！　小早川さんにだけは……！　だ、だが、たしかに関ヶ原以上に絶体絶命だな。五右衛門たちの到着を待っている余裕もない。あの相良家御お館やかたから謙信ちゃんたちを救出するのでいっぱいいっぱいだろう。ど、どうやって時間を稼げば」

「時間など稼がせぬぞ、はーははは！　男侍どもは包囲警けい戒かいを続行せよ！　義ぎ妹まいであるわたしが、謙信さまのために相良良晴をひっとらえる！　謙信さまに、恋の勝利を……！」

　容よう赦しやなかった！　問答無用で、上杉景虎が迷わず「春日局」内へと突入してきた！

　男武将ならば破れかぶれで戦う手もあったが、相手が女の子の景虎では万事休す、この状じよう況きようで小早川さんを守り抜ぬく方法は……!?　小早川さんになにかあったら、上杉家と毛利家とが合戦に突入してしまう！　天下布武が崩壊する！　俺が無む抵てい抗こうに徹てつしてボコられ続けることで景虎の怒いかりを鎮しずめるしかないか？　かっこ悪いが小早川さんのためならば！

「恋れん愛あいは男女ともに等しく責任がある。だが、彼女がいながらの不倫はすべて男側の責任！　そうであるべき！　女の子に罪を被かぶせて謝らせるなど、俺の辞書にはそんな選せん択たく肢しはない！　こうなったら、究極の誠意を見せるしかないっ……！　そうっ……焼き土下座ッ……！」

　たこ焼き用の鉄板の上で土下座して、越後侍衆に詫わびるっ……それしかない……！

　小早川隆景と唐とう突とつに再会して毛利家時代の「恋」の炎に火がついてしまった良晴の頭も、かなり煮えていたのだった。

「や、やめて、良晴！　私と恋に落ちた時の良晴は、記憶を喪そう失しつしていた！　良晴が織田信奈と恋人同士だと知っていながら、良晴に恋してしまった私の責任だ！　私にもっと、自制心があれば」

「いや、俺のほうこそ！」

「えーい。この期ごに及んでいちゃいちゃするなああっ！　もろとも、ひっとらえる！」

　上杉景虎が屋内に突入したこの時。

「相良さぁ、発見！　相良さぁ、発見！　上杉家に完全包囲されているど！」

「越後勢に相良どのを奪だつ取しゆさせるな！　これよりわれら側室同盟は穿うがち抜き陣じん形けいで越後侍衆の包囲を突とつ破ぱし、屋内へと突入する！」

「いや～宗むね茂しげ。ついに側室同盟の仲間たちが一堂に会してしまったねえ～」

「どどどうするんですか、これから？」

「はぁい。それがしの鷹たか傀儡くぐつが見つけたのですよぉ」

「危なかった！　われら毛利一家は、断固隆景を守るけぇ！　これは花はな戦いくさじゃ～っ！」

　ドドドドド……と、「春日局」へ大勢の姫武将たちが殺さつ到とうしてきた！

　上杉家の家臣団が暴走！　御館の乱が勃ぼつ発ぱつ！　相良良晴はうこぎ長屋を脱だつ出しゆつするも、なおも越後侍衆に追われている！　との情報を入手した「側室同盟」の姫武将たちが、良晴奪だつ還かんのために清洲の町内を捜そう索さくし続け、ついに春日局へと到達したのだった。

　上杉景虎は「待て、待て待て！　なんだお前たちはっ？」と徹てつ底てい抗戦の構えを見せたが、北条高たか広ひろと暗黒寺恵瓊が「やれやれ。ここいらで手打ちですかな」「上杉家が側室同盟に入っていただけるのでしたら～」と握あく手しゆして和わ睦ぼくしてしまったので、迷子案内所「春日局」はここに、相良良晴の身み柄がらを確保した「側室同盟」の本部拠きよ点てんとなったのである。

「って、いったいなにがどうなっているんだよ？　島しま津づ姉妹しまいに、宗そう麟りんと宗茂。本ほん多だ正まさ信のぶに、恵瓊ちゃんと吉川さん……黒くろ猫ねこ連れてる鍋なべ島しまさんまでいるとはいったい!?　まさかこれ、全員側室同盟の構成員なのか？」

　おう！　紆う余よ曲きよく折せつあったが、「御館の乱」勃発を知って相良さぁを救きゆう援えんするべくひとつにまとまった！　と後ろ髪がみの長さが不ふ揃ぞろいになったことに照れている島津家いえ久ひさが、ちょこん、と良晴の膝ひざの上に乗ってきたので、小早川隆景は思わずたこ焼きを焼く鉄板に炎を通して熱であぶりはじめていた。

「まさか彼女たち全員と浮気したと言うのではあるまいな。よもや記き憶おくが戻もどってからも、これほどの女性遍へん歴れきを……たしか、不倫はすべて男の罪。男は黙だまって焼き土下座するのだったな、良晴」

「こ、小早川さん？」

「小早川隆景どの。上杉景虎どの。毛利家もすでに側室同盟の一員となられた。明日あしたの清洲会議で、織田信奈に相良はぁれむ設立を許可させるため、われら島津家、大おお友とも家、鍋島家、毛利家、徳川家はすでに同盟を締てい結けつ。上杉家も加わってくれれば、側室同盟は完全に多数派となる。加盟の件、よろしいな」

　上杉景虎が「くっ。なんという多数派！　仕方ないな」と渋しぶ々しぶ側室同盟入りを認めた瞬しゆん間かん、「相良はぁれむ」誕生が一気に現実味を帯びてしまったと言っていい。

　景虎を承諾させた島津義よし弘ひろが「ああ、その。家久は遠えん慮りよしていますが、私たちにももうこの流れは止められません。これもおそらく歴史的な必然というものでしょう、相良良晴どの。少なくとも『奥』のことに関しては織田家独裁ではなく、大名たちによる合議制を導入せよという天意とでも言いましょうか」と咳せき払ばらいしながら良晴にこれまでの経けい緯いを教えてくれたが、良晴はもう目め眩まいがして立ち上がれなかった。

「よよよ義弘。信奈の性格は知っているだろう？　こんな無茶な要求を突つきつけたら、ブチ切れて『じゃあ表のまつりごとに関しては織田家独裁を認めるわけね！』と言いだして、相良はぁれむ設立の腹いせに無茶苦茶な国割り仕置きをはじめるぜ？　せっかく長なが秀ひでさんが、丸く収まるように素案を作ってくれているのに、なにもかもがぶち壊こわしに」

「も、申し訳ない。どうして側室同盟がにわかに盛り上がったのか、われわれにもよくわからないのです。織田信奈どのによる前代未み聞もんの中央集権国家の誕生をみなが恐おそれていることはたしかですが……」

「……ま、ま、まあ、俺のやってきたことの『答え合わせ』が一挙にはじまった、ってことだろうな。すべての実を拾うという俺の後先考えない信念が、そう、今、相良はぁれむ爆ばく誕たんという悪夢に……まさに、自じ業ごう自得……！　明日、俺は信奈に首を刎はねられる……！　いや、俺だけで済めばいいが、最悪の場合は」

「だいじょうぶだ良晴。良晴の命は必ず守り通す。仕方がない、私も側室同盟に名を連ねよう。毛利両りよう川せんが側室同盟に加われば、織田信奈がどれほど短気でも良晴は折せつ檻かんできまい」

「え、ええええっ？　小早川さん？」

「べ、べ、別に、きみを織田信奈から奪うばい取りたい、というわけでは、ないんだから。でももう、やむを得ない……今から側室同盟を解散させることは難しい。運命、だろう」

　鍋島直なお茂しげが「破は滅めつするならばもろともよ相良良晴」と黒猫を撫なでながらほくそ笑み、本多正信が「はぁい。ここまで勢力が増大した上は、明日の清洲会議、側室同盟が有利と見ました。しかし姫ひめは信奈さまを決して裏切りませんので、徳川家は急きゆう遽きよ二ふた股またをかけることとし、こちらの本多平へい八はち郎ろう忠ただ勝かつをこんどこそ本気で側室に♪」と忠勝を生いけ贄にえとして良晴の前に差し出してきた。忠勝は「い、い、いや、いやあああ！」と泣いている。よほど男が怖こわいらしい。

「良晴くん。宗麟が信奈ちゃんをなだめるから、だいじょうぶだよ。宗麟のお願いなら、信奈ちゃんはなんでも聞いてくれるからね。お友達だもん。えへ」

「いやいや、どーして宗麟がここにいるんだっ？　宗麟が側室同盟に入っているのはまずいだろっ！　親友に彼氏を寝ね取られる、と気づいた瞬間、きっとあいつは第六天魔ま王おうに！」

「すすすみません。姫さまのご命令で、なぜか私まで側室候補に」

「む、宗茂……!?　誾ぎん千ち代よという奥さんがいるだろ。重じゆう婚こんでは……？」

「私には誾千代という嫁よめがいますが旦だん那なさまはいないから重婚には当たらず、むしろこれで二人とも普ふ通つうの女の子に戻れるよ、またとない縁えん談だんだよと姫さまが」

「相良良晴。ぜんぶ、おどれのせいじゃ～！　が、英えい雄ゆう色を好む、ちゅうのは古今東西の普ふ遍へん的な世界法則じゃけ！　今さら妹を側室にせんと抜かすなら、しごうしたるけえね！」

「相良さまのそっ首を落とさせはしませんよう。この恵瓊ちゃんにお任せあれ♪」

「どうすればいいんだ……！」

「やっほー！　三代目毛利輝てる元もとちゃんも、側室同盟に参加して隆景を応おう援えんすると決めたから！　見て見て！　利り休きゆうさまから、錬れん金きん術じゆつに使える貴重な茶器をい～っぱい売ってもらっちゃったあ！　この茶器を使えば、いくらでも黄金を錬成できるんだって！　石いわ見み銀ぎん山ざんの銀と組み合わせて博はか多たから南なん蛮ばん商人に売りさばけば、無限の資金を工面できるよ～！　毛利家と大友家の夢の同盟成立で、西国の貿易路は完かん璧ぺきっ！　がんばろうねっ！」

「毛利家の資産を無む駄だ遣づかい……！　利休ちゃんに騙だまされているだけだから、それ！」

「明みん帰りのこの足あし利かがこども将軍ちゃんにお任せぢゃ！　マカオへの商船には、将軍さまがじきじきに勘かん合ごう符ふを発行するぞっ！」

「将軍ちゃん！　日ノ本が真っ二つに割れるから！」

　まあ、南蛮貿易路を側室同盟側が押さえれば、銭ぜににうるさい織田信奈も譲じよう歩ほするだろう……貿易路を織田家に譲ゆずる代わりに相良はぁれむは認める、というのが落としどころだろうよと、たこ焼きを焼きながら最も上がみ義よし光あきがうなずいていた。熊くまのような巨きよ体たいを折り曲げて、ちんまいたこ焼きをくるくる回すさまは、徳とく千ち代よと遊んでいる犬いん童どうを彷ほう彿ふつとさせる。

「なんであんたがここにいるんだよっ？　まさか俺の側室になりたいのか、おっさん？」

「アホなこと抜かすな糞くそガキが！　小十郎がぽやぽやしているから、わざわざ梵ぼん天てん丸まるをてめえの側室にねじ込むために参加してやったんだ！　伊だ達て家が取り潰つぶされたら、最上家もお義よしも巻き込まれるからよう！　むろんオレさまも勝ち馬に乗るために……やむを得ず……愛するわが子を、駒こま姫ひめを……ううっ……おめえの側室に入れることにした……梵天丸だけが相良家の側室で、最上家は相良家に繫つながらないとなれば、チビガキに差を付けられちまうしよう……うおおおおおおん！　駒姫、父を許してくれえええええ！」

「ちょ、ちょっと待ってくれえええ!?　駒姫ちゃんって、何歳なんだよっ」

「たしか三歳だったか、四歳だったか」

「露ろ璃り魂こんとかそういうレベルすら超ちよう越えつしているだろうが！」

「わかってらあ。手ぇ出したら殺すぞ」

「出すかっ！」

（最上家まで？　私が側室同盟に乗っても良晴を守りきれないかもしれない。いや、それ以前に、これでは関ヶ原の大戦が繰くり返されてしまう）と気づいた小早川隆景が、良晴の肩かたを「ぽん」と叩たたいていた。

「良晴。奥おう羽うの伊達家と最上家まで巻き込むとなると、かえってまずい。日ノ本の中央を押さえた織田家と、東国と西国を押さえた側室同盟との間で、再び内乱になる。この争いを北ほう条じよう氏うじ康やすが知れば、北条家も側室同盟に加わってしまうだろうから」

「そ、そうだよな？　さすが小早川さんだ、日ノ本最高の智ち者しやだ！　ありがとう！」

「い、いや。私が止めないと誰だれも止められないみたいだから……よ、良晴の側室の座には私も少し、心が動いてしまった……すまない」

「あ、う、うん。俺もつい、理性ではダメだとわかっていても、感情に流されちまって……」

　頰ほおを赤らめて良晴から目をそらしながら、隆景が、姫武将たちに切々と訴うつたえた。

「そういうわけだ姫武将諸君。これだけ大所帯では同盟内の統制すらまともに取れない。織田信奈との対立は不ふ可か避ひだし、仲間同士で主導権を巡めぐって空中分解、あるいは織田軍を相手に血で血を洗う再びの『内戦』に突とつ入にゆうするということも。国割り仕置きに対する各家の希望も調整せねばならないし、側室候補の席次順を定めるだけでも一苦労だ。やはり、このような急ごしらえの寄り合い所帯には無理があるのではないか」

　隆景がいよいよ屋内に集合した姫武将たち（一部、おっさんを含ふくむ）に「今いちど冷静になってよく考え直してほしい。恋こいと政局をごっちゃにしてしまってはならない。清洲会議で織田信奈の怒いかりを買って各家が不幸になり、日ノ本の民たみがまたしても苦しむだけだ。清洲会議ではまつりごとのみを定め、この件は後日の議題にすることにしよう」と側室同盟の活動休止を呼びかけようとした、その時だった。




「フッ。なにも問題ございません。なぜならば、織田家内にも『側室同盟』の理念に賛同すること間ま違ちがいなしの大物武将が存在するからでございます──近畿管かん領れい惟これ任とう日向ひゆうがの守かみこと、明智光秀さまという超ちよう大物が！」




　この「春日局」の局長を務めることになった、斎さい藤とう利とし三みつだった。

　明智光秀が迷まい子ご案内役の任務に疲つかれ果てて、「明智屋」の屋台でたこ焼きを焼く仕事に戻ったので、斎藤利三は迷子案内所でありながら明智屋の店てん舗ぽを兼かねている「春日局」に回されたのである。そしてそこに、期せずして相良良晴と「側室同盟」の面々が勢ぞろいしていた、というわけである。なんという偶ぐう然ぜん。まさに天命。すでに長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちかからさんざん煽あおられて頭が煮にえていた斎藤利三は、主君・明智光秀に無断で、即そく座ざに決めていた。途と方ほうもないばくちに打って出ることを。

「私は、この春日局の局長、斎藤利三。明智光秀さまの参さん謀ぼうでございます。ご存じのように、相良良晴どのとわが姫が結ばれることこそ、この利三の悲願。利三調べによりますれば、織田信奈さまよりも先にわが姫のほうが、相良良晴どのと接せつ吻ぷんを交かわしているのでございます。金かねヶが崎さきの際には、裸はだかで互たがいの肌はだを温め合った夜もございました。毛利との海戦で相良どのの記憶を回復したのも、姫の接吻でありました。二人は本来、結ばれるべき運命の男女。順序から申せば、織田信奈さまのほうが後から割り込んできたのでございます──」

　いっせいに、小早川隆景たち姫武将全員が良晴を「ぎっ」と睨にらみつけてきた。良晴は、「あがががが」と言葉にならない。なんで。どうしていろいろ知ってるんだ。まさか本人が口を滑すべらせて……？　あの迂う闊かつな十じゆう兵べ衛えちゃんならありえる！　でも、たしかに俺はなんども十兵衛ちゃんと接吻したけれど、ぜんぶ十兵衛ちゃんのほうから俺に……うあああああ～！

　が、もはや「度を超こした女好き」の良晴の言葉を聞く姫武将はいなかった。全員、すさまじいまでの威い厳げんを放ちはじめた斎藤利三に「お任せいたします」「よしなに」と側室同盟の采さい配はいを預けてしまったのであった。なにしろ織田家の事実上のナンバーツー、織田家副将にして、信奈に万が一のことがあれば織田家を継つぐと言われている明智光秀に仕える、一の側近なのだ。

　良晴にとって最後の希望だった小早川隆景からして、「明智光秀との睦むつ言ごとは……海戦の時だけではなかったのか……そうか……記憶があった時代から、すでにきみには浮うわ気き癖ぐせが。だからあの明智光秀との接吻で、記憶を回復して。か、か、身体からだが光秀の唇くちびるを覚えていたのだな」と静かに大だい激げき怒どしている。

　終わった……と良晴は黙もく然ぜんしていた。

「この斎藤利三、『春日局』局長が、これより側室同盟の局長を務めさせていただきます。相良はぁれむの正式名めい称しようは、大勢の奥方衆──『大奥』と名付けさせていただきましょう。むろん織田家の副将にして近畿管領の明智光秀さまこそが、相良どのの側室候補序列一位。織田信奈さまも、織田家を支える明智光秀さまを側室一位として立てた側室同盟に対しては否いなとは言えますまい。蹴ければ、天下は再び大乱。大奥を認めざるを得ますまい。さあさあ。大奥入りを希望する姫武将たちは、列に並びませい」

　なんだかいつもの斎藤利三とキャラが違う！　すっかり大奥のお局つぼねさま──権勢並ぶところなしと江戸幕ばく府ふ内で恐れられた春日かすがの局つぼねになりきってるじゃねーか！　この店、なんでこんな縁えん起ぎでもない店名をつけたんだよっ？　ああっ、そうだった！　徳川家いえ光みつを育成して大奥で絶大な権力を握にぎった春日局は、他ほかならぬ斎藤利三の……娘むすめだった！　つまり、関ヶ原が前まえ倒だおしされた結果、春日局が大奥のお局さまに就任する「運命」までもが一世代前倒しされたんだ！　と気づいた良晴は、またしても「運命」の強制力を感じずにはいられなかった。

　すっかりお局さまと化した斎藤利三は南蛮渡と来らいの眼鏡を着用して「きりり」と表情を引き締しめると、「側室同盟改め大奥の綱こう紀きを粛しゆく正せいして、烏う合ごうの衆から真まことの組織へと変革いたします」と淡たん々たんと告げ、恐おそるべき「局中法はつ度と」を部屋の壁かべに書いてみせた。

「一。恋れん愛あい道に背そむくまじきこと

　二。大奥を脱だつ退たいすることを許さず

　三。局長に無断で相良良晴と逢おう瀬せすることを許さず

　四。局長に無断で相良良晴のお子を身ごもることを許さず

　五。他の殿との方がたとの浮うわ気きを許さず

　右の条文に背く姫には切腹を申しつける」

　すなわち。「大奥」なる組織では、姫たるものは「恋」に命を捧ささげて恋のために死すべし。脱だつ落らく者は「恋愛道不ふ覚かく悟ご」と見なして切腹。かつ、大奥の姫たちは全員、局長の管理のもとで平等に扱あつかわれねばならない。この平等の原則を踏ふみ外した者も、切腹。

　九州の修しゆ羅ら・島津義弘と島津家久の姉妹しまいですら「げっ？」「んにゃ？」と思わず抱だき合って震ふるえあがるほどの、鉄血の「法度」だった。

　さらには「大奥の姫が織田信奈に手て討うちにされ討うち死にに及および時、他の姫衆、その場に於おいて死戦を遂とぐべし。もし臆おく病びようをかまえその虎こ口こう逃にげ来る姫これ有においては、斬ざん罪ざい」などと、なにがなんでも「大奥」を守るためにあの恐ろしい織田信奈と戦うべし、というすさまじい「大奥軍法」までをも続々と定めていく。

　もう、お茶会でのちょっとしたお遊びでは済まされなくなった。たちまちのうちに側室同盟は、「表のまつりごと」を司つかさどる織田政権に対たい抗こうし得うる「大奥」という巨きよ大だいな「政治機関」と化した。斎藤利三には、生まれながらに「大奥」のような「はぁれむ組織」を仕切る天てん賦ぷの才があったとしか思えない。

　どうしてだ。九く鬼きお姉さんのように「行き遅おくれた」と未み婚こんを後こう悔かいしている風でもなかったし、いったいなぜ？　俺と十兵衛ちゃんをなんとかしてくっつけようと奮ふん闘とうしているうちに、スキルを磨みがいていったのか？　情念が溜たまっていたのか？　だが、なんといってもやはり天賦の才だ……覚かく醒せいするための条件が「偶然」出そろって、目覚めてしまったんだ……十兵衛ちゃんがこの斎藤利三とやけに意気投合して、稲いな葉ば一いつ鉄てつさんのもとから自分のもとに副将として強引に留とどめて帰さなかったのも、あるいは……あるいは、斎藤利三に「大奥を運営するお局さま」としての希け有うな才能があったから、なのかも？

（だとしたら！　「本ほん能のう寺じの変」という「運命」は、まだ回避されていないのでは？　俺は、斎藤利三が「大奥」の春日局とまっすぐ血で繫がっているという歴史的事実を見落としていた！　まさか、そのことがはぁれむ問題にこんな形で絡からんでくるなんて！）

　明智光秀がまったくなにも知らされていないうちに、「本能寺の変」に匹ひつ敵てきする恐るべきクーデターが行われようとしていた。しかも、光秀の恋を成じよう就じゆさせるために「大奥」運営に全身全ぜん霊れいを捧げているらしい斎藤利三自身も、家久たち大奥入りした姫武将も、これが政治的クーデターだと気づいていない。「んにゃ。すごか～！　恋も戦いくさじゃとは思うとったが、すさまじい覚かく悟ごじゃ！」「うむ！　目が覚めた思いだ！　われら九州武士は恋の道ではまだまだ田舎いなか者ものだった！」「かっこいいね～！　キリシタンよりも新しい素す敵てきな宗教だねっ！　恋に殉じゆんじる恋愛教団……いいね～」と斎藤利三の迫はく力りよくに押されてすっかり盛り上がってしまっているのである。

　事態の本質に気づいている小早川隆景だけが「……」と困こん惑わくして眉まゆを下げていた。が、その隆景がいかに反対しようとも、「春日局」としていきなり覚醒した斎藤利三の妙みような迫力には抗あらがえない。下手をすれば、恋愛道不覚悟で切腹申しつけられる。

　せめて十兵衛ちゃんを清洲から隔かく離りしなければ！　と良晴は立ち上がろうとした。だが斎藤利三が、建物の周囲を包囲している越後侍ざむらい衆に「出してはなりません。局を脱だつする者、切腹です。婿むこどのとて、法度は有効」と命じて、良晴を押しとどめてしまったのだった。

　ここに、良晴は万ばん事じ休した。

「十兵衛ちゃん……！　虫の知らせを感じて、清洲から逃げてくれ！　最悪の場合、このまま清洲で『本能寺の変』レベルの謀む反ほん劇が起こる！　十兵衛ちゃんが、首しゆ謀ぼう者しやとして巻き込まれちまう！」




　　　　※




　その頃ころ、なにも知らない明智光秀は虫の知らせを感じるどころか、ウッキウキで「明智屋」の屋台に立って自らたこ焼きを焼き、八丁みそをたっぷりと塗ぬって子供たちを泣かせていた。なけなしのお小こ遣づかいが、みそたこ焼きに……みそたこ焼きに消えちゃったようわーん！

「なにを嘆なげき悲しむのですぅ。みその量を二倍マシマシにしてやったんですから、喜びやがれです！」

　光秀がみそを増量しまくって子供たちを絶望の淵ふちに落とし続けたこの日の営業活動が、後に「十兵衛ちゃん夜泣きのたこ焼き」という戦国都市伝説を生むきっかけとなったのだが、それはさておき。

　光秀がどや顔でたこ焼きを焼いている間に、事態は着々と悪化の一いつ途とを辿たどっている──。

　斎藤利三の「大奥」設立宣言は、たちまちのうちに清洲中の姫ひめ武将たちの間に広まっていた。なにしろ、みなあちこちの茶店でお茶会という名の女子会を開いている。女子間でコイバナが駆かけ巡るスピードは異常。

　ついには「大奥」設立による織田独裁政権への抵てい抗こう活動を、「革命」と呼ぶ者たちが出現していた。

　相良良晴仕込みの未来知識では、歴史において国家というものは彼女たちがよく知っているお馴な染じみ中世の封ほう建けん国家から、近代的な中央集権国家──いわゆる「絶対王政」体制を経て、最終的には国民主権・万人平等の民主主義国家へと発展するのだという。

　ならば、織田信奈が戦国の封建制度を破は壊かいして日ノ本全土を一元支配する「天下布武」国家構想は、いわば中世から未来社会へ移行する「革命」の第一弾だんにすぎず、相良はぁれむを通じてあらゆる人間（良晴の性せい癖へき上、女の子に限られるが）が「大奥」に参入して織田政権に拮きつ抗こうする「もうひとつの政府」を成す「大奥革命」こそが、一足飛びに「未来社会」を実現する「第二革命」なのではないか、「恋愛は自由である。天あまの岩いわ戸と開きは人類の革新の可能性をかいま見せてくれたが、天下が定まった今、相良良晴との恋愛を一人の主君が独どく占せんしているのは悪であり独裁である。未来語で言えばエゴだよそれは。真の民主国家では恋愛は万人に開かれているのである」と大おお仰ぎような思想まで登場する始末。

　というか、大奥革命思想誕生のきっかけは暗黒寺恵瓊が洒落しやれで捏ねつ造ぞうしたエセ革命理論であった。

　だが、恵瓊が春日局で開かれた大奥決起集会でたこ焼きを食べながら適当に思いついたこのニセ革命論は、たちまち清洲の町中に伝でん播ぱしてしかも「本気」で受け取られてしまった。みな、戦乱の世が終わって、これから姫武将はなにを目的に生きていけばいいのかしら……と戸と惑まどっていた。そこを「新時代の女の子は恋愛に生きるべき」と恵瓊の噓うそ理論に煽られたとたん、一気に情熱の炎ほのおが燃えあがったのだ。

「大奥革命」という名の熱ねつ狂きよう的コイバナに共感した諸大名家の女の子たちは、自らを「志士」と呼び、そして一いち躍やく「大奥革命」のシンボルとなった時代の寵ちよう児じ・明智光秀の屋台へと付け届けを持って集まってきたのである。

「大奥革命」の騎き手しゆ・明智先生は、清洲会議を前に暗殺されるかもしれない！

　関ヶ原で勝利を収めて「天下人」の座についた織田信奈にとって、明智先生はすでに用済み！　むしろ「大奥」の中心人物となった明智先生を生かしておけば、さらなる革命を進められ、織田政権の「独裁」構想が瓦が解かいしてしまう！　なにしろ「わたしのものはわたしのもの、あんたたちのものもわたしのもの」というのが織田信奈の世界観にして不変の常識！　守しゆ銭せん奴ど！　ケチ！　「楽市楽座」とか「関所廃はい止し」とか言いながら、なんのかんのと言ってあの手この手で昔の守護大名や国こく人じんどもよりも多額の銭ぜにを搾しぼり取る！　安あ土づちから清洲にかけてこってり銭を搾られてきたわたしたちにも、よーくわかった！　なにがなんでも相良良晴との恋愛は自由化させまい、と織田信奈ならば考えるに違いない！

　明智先生が清洲会議前夜に非ひ業ごうの死を遂げられれば、日ノ本の未来は──！

「光秀どの～！」

「惟任さま～！」

「明智先生ッ！」

「日ノ本の夜明けは近いですよ！」

　たちまち清洲中からあらゆる身分の女の子たちが、「明智屋」に殺さつ到とうしてきた。

「え？　え？　え？　なにごとですぅ？　もしかしてお前ら、十兵衛の熱狂的な支持者なのですか？　はっはー、当然ですね！　この十兵衛は、関ヶ原でかの武田信玄が繰くり出した不敗の『車懸りの陣じん』を相手に、車懸りの円の回転を制止させて東軍を敗走させるという大だい殊しゆ勲くんを成し遂げた大天才……まあだいたい斎藤利三と将兵たちのお手て柄がらですが」

　ああ。なんということであろう。

　得意満面。天にも昇のぼる心ここ地ちの光秀は、なにが起きているのかを正確に理解できなかった。というか、志士たちの言葉を聞いていなかった。「関ヶ原でのお手柄ですっかり時の人、大人気ですぅ」とほくほく顔。血走った目つきの志士たちを自分のファンクラブ会員だと思い込み、たこ焼きを振ふる舞まって花か押おうなどを色紙に書き付ける始末。

「さあさあ明智先生！　土と岐き桔き梗きようの旗印を、清洲の町の至るところに掲かかげましょう！」

「先生のお命は、われらがお守りいたします！」

「大奥革命ばんざーい！」

「時は今！　たこにみそ塗る、清洲かな──」

「なんとお？　女の子ばかりですが、この十兵衛がモテモテでっすう～!?　織田家では考えられなかった待たい遇ぐうですぅ！　ああ……ついに十兵衛の時代が来たのですね……！」

　清洲中に翻ひるがえるは、水色の「土岐桔梗」紋もん。

　清洲の治安維い持じのために道々を視察していた織田旗本隊の面々が「こここれはどういうことだ？　なぜ土岐桔梗を掲げる？　もしや謀反かっ？　解散しろ！」と命じても、大奥派の志士たちは「いやでーす！」とあちこちの茶店に陣取り、茶店の要よう塞さい化を開始。

　まるで「応おう仁にんの乱」前夜の京の如ごとき緊きん張ちよう感かんが、清洲の町全体を包み込むという、異様な事態となった。

　春日局で「恋愛道に背いたもの、切腹！」と怪かい気き炎えんをあげながらたこ焼きを食べていた斎藤利三たちが、大奥運動がなぜか過激化して清洲全域に拡大していることに気づいた時にはもう、手て遅おくれ。

　そんな中、明智光秀はなにが起きているのかことここに至ってもまったく気づかなかったが、すっかり革命の志士たちの「牙が城じよう」と化してしまった明智屋の裏にほっかむり姿で隠かくれてがたがた震えている者がいた。

　そう。斎藤利三をそそのかした長宗我部元親だった。

（しめしめ、これで織田家は分ぶん裂れつ、明日あしたの清洲会議は紛ふん糾きゆう……って、これはさすがに話が大きくなりすぎでしょ？　お福ふくちゃん……やりすぎっ……！　まもなく織田信奈対大奥軍団の革命闘とう争そうが勃ぼつ発ぱつっ……！　四国も当然、どちらかに加勢させられて戦わされる羽目に……ま、まずくってよ？　おわかり？）

　まさか、たかが相良良晴のはぁれむ話がたちまちこんな大事になるとは、元親もまったく想像していなかった。なにが革命なのよ？　おかしいわ。まるで見えない「天の意思」のようなものが明日の清洲会議を炎えん上じようさせて織田政権を崩ほう壊かいさせようとしているかのような……おわかり？

　とりあえず、長宗我部元親は決断した。

　手遅れになる前に清洲から逃げよう、と。




　　　　※




　武田屋や敷しきでは、武田信玄たちを相良家御お館やかたから脱だつ出しゆつさせ安全な場所へ避ひ難なんさせ終えた霧隠才蔵から「かくなる事態にあいなったが、どうするのだ。清洲の町で内戦がはじまるかもしれん」と一連の事件を知らされた真田昌まさ幸ゆきが、「えええ？」と声をあげていた。

「御館の乱？　『大奥』設立？　大奥革命？　なんのことっ？　どうしてそんな大げさな話に？　やばくない？　相良良晴を巡めぐって、織田信奈対明智光秀率いる大奥軍団の二大派は閥ばつ抗争って……しかも律りち儀ぎなはずの上杉家が実力蜂ほう起きして大奥軍団入りってさー、計算外！　洒落になってないよー。大おお御ご所しよさまが大奥公認に反対したら、上杉謙信とまた対立することに！　つか絶対反対するっしょ！　清洲会議はどうなっちゃうのさ～？」

「ご主君が長宗我部元親を煽あおったからだぞ。ばくちの目は、大ハズレと出たな」

「……知ーらない！　あたしは、なにも聞かなかったー！　いや～大御所さまがご無事でよかった、よかった！　不幸中の幸いっしょ！　さ～てと、大御所さまを連れて信濃に帰る準備を」

「いや、ちょっと待て！」

「だってさ～。こうなっちゃった以上、川中島に越後軍が攻せめてくるかもしんないっしょ～。今から防衛の準備しとかないとね～」

　バナナを頰ほお張ばりながら、天てん井じよう裏に張り付いた佐助が「しょんぼり」と思わず声に出していた。

「佐助が相良良晴を小早川隆景の頭上に落っことしちゃったからだよね。ごめんね才蔵～」

「い、いや。佐助の責任ではない。ただの偶ぐう然ぜんなのだし」

「そだよねー。あたしの責任じゃないよね、才蔵ちゃ～ん！」

「ご主君には責任があるっ！　この、愉ゆ快かい犯はんめ！」

「でもさあ。たかが男女のコイバナが、どーして革命だのなんだのなんて大げさな話に。おかしいよね～才蔵ちゃ～ん」

「おかしくはない。ヨーロッパでは、恋れん愛あいとまつりごとは表ひよう裏り一体にして不可分。古くは色いろ恋こい沙ざ汰たから円えん卓たくの騎き士し団が崩壊したり、近年ではイングランド王がカトリックから離り脱だつして宗教戦争を誘ゆう発はつしたりと、よくある話だ。カトリックは離り婚こんを禁止しているので、当時の女好きなイングランド王は離婚して新しい妻を迎むかえたいがために英国国教会をでっちあげたのだぞ？　おかげで新教と旧教の対立が激化して、ヨーロッパ全土は今や酷ひどい内戦状態に」

「へええ。そりゃ、すごいね～。たとえれば、織田信奈が旦だん那なさまを独占するべきと信じる側が旧教カトリック、大奥設立で自由恋愛革命と説く面々が新教かあ。こりゃ日ノ本も真っ二つだあ」

「仏蘭西ふらんすなどはその点、誤ご魔ま化かしがうまくて、王は王おう妃ひと離婚せずとも『寵ちよう姫き』なる『公式愛人』を王妃とは別に侍はべらせてよい、という制度をいつの間にか既き成せい事実化してしまったが」

「ほう。『寵姫』かー。それ、いいねー。集団でやってくる大奥よりマシだよねー。織田信奈も、寵姫の一人くらいなら吞のむんじゃん？　それを清洲会議で推おそうか？」

「もう遅おそい！　相良良晴の側室候補に名を連ねた姫武将が何人いると思っているのだっ？　九人だぞ九人！　今さら一人に絞しぼるなどと言いだしたら、それこそ椅い子す取り合戦になって確実に内ない紛ふん化するぞ！」

「……あたしは、なにも聞かなかった～！」

　真田信のぶ幸ゆきが「姉上の大ばくちのせいで、またしても天下大乱……うっ……寿じゆ命みようが」と腹を押さえ、幸ゆき村むらが「戦乱の世に逆ぎやく戻もどりだーっ！　日ノ本の大おお掃そう除じ、大おお洗せん濯たくだーっ！　幸村は『春日局』で籠ろう城じようする！　清洲に真田丸を建てるぞーっ！」と英気りんりんで槍やりをしごきはじめていた。




　　　　※




「惟任日向、謀む反ほん！　清洲の町の至るところに、土岐桔梗の旗印が！」

　信奈の小こ姓しようにして、自主的に「忍しのび」役を務めている森もり乱らん丸まるが血相を変えて清洲城本丸の信奈のもとに飛び込んできた時には、もはや事態は手遅れとなっていた。

　乱丸は「御館の乱の調査に時間をかけすぎました。気づいた時にはもう燎りよう原げんの火を消せないありさまに」と悔くいたが、ともかくも、斎藤利三がいわゆる「相良はぁれむ」＝「大奥」の設立を宣言したこと、多くの姫武将が大奥に加わったこと、大奥の本ほん拠きよ地ちが「春日局」であること、そして大奥が担かつぎ上げた「大奥革命」の旗はた頭がしらが明智光秀であることを信奈に告げた。

　信奈は、いったいなにが起きているのかわからずしばし絶句していたが、乱丸が淡たん々たんと「大奥に名を連ねた側室候補姫武将の順列一覧」を読み上げているうちに、どんどん腹が立ってきた。

　ただいまの側室候補一覧。

　側室一番、惟任日向守こと明智光秀。近畿管かん領れい・丹たん波ば国主・近江おうみ坂さか本もと城主。

　側室二番、島津家久。薩さつ摩ま島津家。

　側室三番、島津義弘。薩摩島津家。

　側室四番、小早川隆景。小早川家。毛利家宰さい相しよう。

　側室五番、本多忠勝。三河徳川家。

　側室六番、立たち花ばな宗茂。豊ぶん後ご大友家。

　側室七番、上杉謙信。越後国主・関東管領。

　側室八番、最上駒姫ひめ。出で羽わ最上家。

　側室九番、梵天丸こと伊達政まさ宗むね。奥おう州しゆう探題・仙せん台だい城主。

　以上、暫ざん定てい九人。

　なお、大友宗麟は小早川隆景に「あなたは織田信奈の親友だから、側室にならずとも相良良晴と自由に恋愛できる」と言いくるめられて加わらず。大友家から側室候補に名を連ねた姫は、立花宗茂一人となった。どうやら知ち恵え者の隆景は、信奈が「大友宗麟までもが裏切ったの？　良晴を寝ね取るつもりい？」と大だい激げき怒どして清洲会議前日に春日局を襲しゆう撃げき炎えん上じようさせるという最悪の事態を水みず際ぎわで阻そ止ししたらしい。が、その隆景の利口者ぶりがいよいよむかつく信奈であった。はぁれむ作っておいてなにを今さら！

「惟任日向は、斎藤利三が独断で推挙したと思われますが、ああいう性格の御ご仁じんなので事態を把は握あくしても自主的に降りることはないかと。現に、うきうきでたこ焼きを焼きまくっております」

　乱丸は信奈が小姓一番手として抜ばつ擢てき寵愛しているだけあって、きっちりした性格である。短時間のうちに、「大奥」情報のかなりの部分を摑つかんでいた。この「大奥」が相良はぁれむをいわゆる「第二革命」、「織田家独裁体制から民主主義体制への移行」だと理り屈くつづけしていることまで把握している。

　が、その乱丸を持ってしてもなお、なぜ短時間のうちに相良はぁれむの話がこれほど多くの姫大名家やさらには農民、町人の女の子たちをも巻き込んで一挙に先せん鋭えい化したのかさっぱりわからない。

「……デ、アルカ……」

　信奈は「これは、未来語で言うところのクーデターだわ」と怒いかりを必死で抑おさえながら呻うめくように言葉を振り絞っていた。あまりのことに、気を抜ぬいたらこめかみから出血しそうである。さまざまな国割り問題と相良はぁれむ問題が絶ぜつ妙みように絡からみ合って、いろいろな人物がそれぞれの思おも惑わくで動きまわった結果、とんでもない事態になってしまったらしいわね、と信奈はようやく現状を吞のみ込んでいた。

　ことここに至った経けい緯いはあまりにも複雑怪かい奇きで、具体的になにがどうなってこうなったのかは、まるで謎なぞだった。島津義弘なんて、なんで側室候補に名を連ねているんだか。なに流されてんのよ。たぶん大友宗麟は良晴を巡るコイバナが次し第だいに大げさになっていくさまを面おも白しろがっていただけで、悪気はないはず。いや、悪気はなくてもその行いはわたし的には十分に「悪」だけどお。おそらく、大奥の面々もどうしてこうなったのか誰だれ一人わかっていないはずだわ。全国から大勢の姫武将たちを清洲に集めたことが原因だとは言えるかもしれないけど。

　やはり、明智光秀が回かい避ひしたはずの「運命」の力の余波のようなものが、微び妙みように作用しているのかもしれなかった。本人の意思と無関係に、かかる革命勢力の旗頭に祭り上げられてしまうとは。

　あちこちで「志士」たちが立てこもりを開始している状じよう況きように手を焼いて、信奈の裁断を仰あおぐため本丸に舞まい戻ってきた森長可が、乱丸からの報告を聞いてついにブチ切れ、

「んだよう。ちっくしょ～。御館の乱で暴れた連中を逃にがしたばっかりに……やっぱり相良家御館に籠こもったやつらを皆みな殺ごろしにしておくべきだった！　面めん倒どうだ！　もう、全員殺しちまおうぜ！」

　と「大奥関係者根絶やし」を訴うつたえてきた。

　うわああああ！　それはダメだああ！　全国から姫武将たちを清洲に呼び寄せておいて、討うち取るだなんて！　姫さまを第六天の魔王にはできないよ！　と、やっと解放されて本丸に泣きながら戻っていた柴田勝家が大おお慌あわて。

「あ、あ、あ、あたしが切腹して、大奥の面々に引き下がってもらいますっ！」

「勝家どのが切腹したところで、なにも解決いたしますまい。むしろ両者の対立が先鋭化するばかり……ですが、いったいどうすればよいのか。事態は零れい点てんです」

　丹羽長秀も「事件の経緯と清洲の現状を完全に把握する頃ころには、夜が明けて会議の刻限が来てしまいます」と青ざめていた。

「じゃあ、あたしが亀きつ甲こう縛しばりにされて会議場で吊つるされるから！　あたしのこの牛のようなおっぱいのせいで、サルがおかしくなって手当たり次第に姫武将に手をつけたんです、すべて柴田勝家の罪なんです、この女は魔女なんです！　と裁いてもらえば……！」

「ですから、勝家どのをどう扱あつかおうが、相良はぁれむ設立を巡る織田家と大奥側との論争は解決いたしません。勝家どのは、相良はぁれむからもっとも遠い位置にいる御仁ですから」

「え、ええっ？　そうだったのかっ？　あれだけサルにおっぱい揉もまれたり視し姦かんされていながら、そんなああ～！　揉まれ損、見られ損じゃないかっ！」

「……はーん。そうなの。いったいどれほど良晴に揉ませてきたのかしらね……そうなんだ。思いだすだけで泣くほど気持ちよかったのね。そうなのね六りく。あのサル、わたしの胸にはそこまで執しゆう着ちやくしていないくせに……や、やっぱり、六くらい大きくないと満足できなかったのかしら……？　ねえ、みんな？　とりあえず六を張り付け獄ごく門もんにしてから、その先のことを考えましょうか？」

「ひ、姫さまああっ!?　待ってくださいっ！　あ～っ！　昔、サルのニセ婚こん約やく者をでっちあげた時、あたしが婚約者になっておけばあ！　うわああああ！」

　この時、知恵者の半兵衛は、ねねと一いつ緒しよに秘密の茶室に緊きん急きゆう避難してそのまま籠城している。「御館の乱」の関係者を嗅かぎ回っている「鬼おに武蔵」こと森長可の探たん索さくから逃のがれるために。くすんくすん、見つかったらきっといぢめられます、吊されて拷ごう問もんされて身に覚えのない犯行について自白させられるんです、と泣きながらけんめいに隠かくれていたのだった。

　すなわち、これほどの危機的局面を迎むかえて竹中半兵衛不在という緊急事態。

　しかし、そんな本丸にもう一人の「軍師」黒くろ田だ官かん兵べ衛えが、「むふー！　一大事だなっ！　このシメオンにお任せっ！」と目を輝かがやかせながら駆かけつけていた。

「播はり磨ま！　明日あしたの清洲会議は空中分解確定よ！　惣そう無ぶ事じ令れいどころか、最悪の場合清洲はこのまま内戦状態に！　まるで『応仁の乱』前夜の再現だわ！　どうすればいいの？」

「シム！　ひとまず相良良晴の身み柄がらを確保する！　こたびのはぁれむ騒そう動どうにおいて、相良良晴こそは錦にしきの御み旗はた、大奥にとっても織田政権にとっても『玉』だ！　相良良晴を奪だつ回かいすれば、大奥ははぁれむ革命の大義を失う！　シメオンが地中から穴を掘ほって春日局の床ゆか下したへと忍び込むっ！」

「デ、アルカ！　でも、どうやって？　そんな都合のいい穴掘り兵器が清洲にあるの？」

「あるっ！」

　そう。かつて官兵衛が発明したが、この時代の科学力では技術的に二足歩行が困難なため、お蔵くら入りしていた電磁気仕じ掛かけのからくり人形「おーとまた」。いわゆる「クロカンロボ」。これが、清洲城下のクロカン屋や敷しきに展示中だったのである。クロカンの知名度は九州では高いが畿き内ないでは半兵衛に後おくれを取っていたため、クロカン屋敷には閑かん古こ鳥どりが鳴いていたのだが、それが幸いした。誰も、クロカンロボの存在を知らない。

「二本の足はあくまで展示用だ、部品を換かん装そうして車輪歩行させる！　それで地中を掘り進められる！　むふー！　やはり黒官一流だなっ！　こんどこそ竹中半兵衛に勝ったっ！」

　が、言うまでもなく、官兵衛の後先考えないこの閃ひらめき作戦決行が、いよいよ事態を決定的に最悪な方向へと導くことになる。







　巻ノ六　清きよ洲す会議炎えん上じよう







「ねえ、良よし晴はる？　大奥って、なあに？　十じゆう兵べ衛え一人だけならともかく、いや一人でもよくないんだけど、調子こいて側室九人一挙に召めし抱かかえるだなんて、いったいどの口が言いだしたわけ？　あんた、わたしの夢が叶かなうまでお仕えしてくれるって誓ちかったわよね？　わたしを愛しているって、言ったわよね？　言ってない？　言ってなかったっけ？　もしかしてぜんぶ忘れちゃったの？　それとも……口だけだったわけ？　ぜんぶ噓うそだったの？　知ってるわよね、良晴。わたしがブチ切れたら、日ひノ本もとを炎上させて滅ほろぼしてしまえる第六天魔ま王おうの素質の持ち主だって……？」

「信のぶ奈な、待て。落ち着け！　冷静に話し合おうっ！」

　数刻後。クロカン救出作戦は成功。身柄を確保された相良さがら良晴は、清洲城本丸の「地下室」に隔かく離りされていた。が、穴掘りにかなりの時間を費ついやしたため、すでに夜になっている。

　春日かすがの局つぼねに集合していた大奥の面々は、「錦の御旗」相良良晴を奪だつ還かんされてしまい、かくなる上は実力で相良良晴を再奪還よ！　と蜂ほう起き寸前になったが、武力ではなく明日の清洲会議で決着をつけるべきだと小こ早ばや川かわ隆たか景かげが提案し、いったん解散。明日の「清洲会議」に備えて、それぞれ宿屋に籠もっていた。かろうじて最悪の事態は回避されたが、クロカンロボの強きよう攻こう突とつ入にゆうによっていよいよはぁれむ問題は織お田だ家対大奥の本格的な二大派は閥ばつ抗こう争そうへと発展してしまったのである。

「大奥」に賛同する清洲中の姫武将たちや町人・農民の女の子たちは、こぞって「恋こいの志士」を名乗り、「大奥を弾だん圧あつするなんて、許せなーい！」「恋れん愛あいに自由を！」「小早川さんと相良良晴の恋仲を認めてあげてよ！」「姫武将ばんざーい！」と夜中になっても道々を練り歩き、あるいは大奥に属する姫大名たちの宿を守っている。もはや森もり長なが可よしをもってしても収しゆう拾しゆうできないほどに、夜の清洲は激しく熱く盛り上がっていた──これぞコイバナのすさまじさ。やらかした官かん兵べ衛えは、志士たちに包囲されたクロカン屋敷に戻れなくなり、半はん兵べ衛えのもとでしょんぼり蟄ちつ居きよしているという。

　相変わらず官兵衛は官兵衛だなあ、と良晴は苦笑するしかなかった。

　それに、そんな女の子たちの盛り上がりよりもずっと恐おそろしいものがこの世にあることを良晴は知っている。目の前にいる、信奈である。良晴が毛もう利り家から織田家に帰参して以後は、「綺き麗れいな信奈」「優やさしい信奈」ばかり見てきた気がして、感覚が麻ま痺ひしていた。というか、すっかり忘れていた。信奈を、本気で怒おこらせてはならないということに。いや、怒らせようと自分からなにかしたわけじゃないはずだけど……。

　もう我が慢まんの限界を超こえたらしい信奈は、良晴の手足を縛って転がしながら、飲めないはずのお酒をラッパ飲みして完全にできあがっていた。目が血走っている。

「あのね。良晴。あんたが相良はぁれむを設立して側室九人侍はべらせて毎晩毎晩女の子をとっかえひっかえする……そんなのが、わたしの夢だったとでも？」

「イエ。ケッシテソノヨウナコトハ」

「あんたがわたしを毎晩ほっぽり出して、サルみたいに他ほかの女どもといちゃいちゃしているさまを夜泣きしながら耐たえ忍しのぶために、わたしはなんども血を流しながら天下布武の戦いを続けてきたのかしら？　それって、なに？　なんのご褒ほう美び？　七難八苦？　良晴、わたしが七難八苦で喜べるような性格だとでも？　わたしのこと、そーゆードＭの変態かなにかだと思ってるの？」

「マ、マサカ。ドエムドコロカ、ノブナサマハ、ドエスデス……」

「普ふ通つうにしゃべりなさいよっ！　なにビビってんのよ！　あんたわたしの恋人でしょっ！　祝しゆう言げん挙げるんでしょっ！　『ノブナサマ』ってなによーっ！　やっぱり物静かで欲よくがなくて殿との方がたを立てる小早川隆景のほうがわたしよりも女の子らしくて奥さん向きだと思ってるわけ？　そうでしょ？　そうなんでしょ？　いつホトトギスと一緒に焼かれるか毎日ビクビクしながら生きるなんて、楽しくないものねっ！　うう、うううう……」

　絡からみ酒らしい。ぷんぷん怒り続けているかと思ったら、急に信奈はへたり込んで泣きはじめてしまった。五ご右衛え門もん仕込みの「縄なわ抜ぬけ」術を用いてやっと手の戒いましめを抜くことができた良晴は、「うええええん」と泣きだした信奈の肩かたをそっと抱だいてあやした。

「信奈。大奥軍団と言っても、小早川さんも家いえ久ひさも十兵衛ちゃんも巻き込まれただけで、首しゆ謀ぼう者しやじゃないんだよ。大奥が爆ばく誕たんしたのは偶ぐう発はつ的というか、御お館やかたの乱が導火線になって、あちこちで爆ばく弾だんがいっせいに爆発したみたいなもので」

　誰が首謀者だとかそんなことは問題じゃないのっ！　と信奈が頰ほおを膨ふくらませた。

「あんたがせっせと日ノ本全土に爆弾をばらまいたんでしょっ！　浮うわ気き者っ！　エロザルっ！　ほんとは良晴は、毛利家から帰りたくなかったんでしょ！　九州に永住したかったんでしょ……！　そもそも側室を持つ男武士ってけっこういるものね。別に禁きん忌きじゃないもの。それなのに、側室を許さない嫉しつ妬と深いわたしに縛られるのが嫌いやになったんでしょ！」

　顔面をひっかかれたり、首を嚙かまれたり。こんどは泣きながら暴れはじめた。ああもう絡み酒だな～、と良晴は困ってしまった。そういえば信奈がこれほど泥でい酔すいした姿なんて、はじめて見たかもしれない。「大奥」軍団の登場と異様な盛り上がりが、よほど堪こたえているんだろう。

「もう天下布武は達成したもの。わたしの夢は叶えたもの。主従契けい約やくした時の約束は果たしたものね。これからは自分自身のために生きたいと良晴が思うのも当然よね……わたしは、良晴をサル扱いしたり蹴けったり縛ったり転がしたりで、かわいくないものね……でも良晴……わたしのもとからいなくならないで……お願い……」

「な、な、なに言ってるんだよ？　ほら、一いつ升しよう瓶びんを渡わたせ。お前、酒に弱いんだから向いてないって。慣れないアルコールにやられて頭が煮にえてるんだよ。俺が信奈のもとから出て行くわけないだろ!?」

「……ほんと？」

　うっ……なんだこの上うわ目め遣づかい……かわいい……信奈の両手を握にぎって「正せい拳けん突づきもゼロ距きよ離り掌しよう底ていも禁止な」と押さえつけているうちに、良晴の頭もだんだん煮えていた。九州出向から関せきヶが原はらの合戦まで、合戦に次ぐ合戦の連続で信奈と長らくデートすることもできなかった。それどころか、ほとんど二人きりで過ごせなかった。これだけ長い間放置したあげく「大奥設立でございます」なんて言われたら、信奈でなくたって切れる。

　もしこれが逆の立場だったら──天下布武を果たした信奈が「これからは恋に生きることにしたわ！　女の子が逆はぁれむを持っても問題ないわよね！　宇う喜き多た直なお家いえ！　最も上がみ義よし光あき！　片かた倉くら小こ十じゆう郎ろう！　穂ほ井い田だ元もと清きよ！　村むら上かみ武たけ吉よし！　前まえ野の某なにがし！　安あん藤どう伊い賀がの守かみ！　小お笠がさ原わら長なが時とき！　服部はつとり半はん蔵ぞう！　あんたたち、全員、わたしの男側室ね！　『男大奥』を設立よ！」なんて宣言したら……切れるどころか、きっと俺は「ああ。そうだ、俺は人間の男じゃなかったんだ。思いだした。サルだ。俺は未来語をしゃべるただのサルだったんだ……信奈さまに飼われている家か畜ちくでございました」と賢けん者じやのような表情で官兵衛からクロカンロボを借りて地中深くをもぐらのように掘り進み、そのままマントル層に到とう達たつしてこの世から綺麗さっぱり消えていなくなっていたことだろう。悲しみのあまり。

　しまった、想像しただけで腸はらわたが引き裂さかれそうだ！　特にイケメンの服部半蔵はダメ！　だが、筋肉の化け物のような村上武吉のおっさんはもっとダメだあああ！　ののの信奈がむくつけき海かい賊ぞく王のおっさんに寝ね取られ……自分で自分の妄もう想そうに精神をやられた、ギャー！

　っていうか、姫ひめ武将が普通に合戦している世界なんだから、男女逆転の「男大奥」があったってなにもおかしくないじゃないか！　俺としたことが、なぜ気づかなかった？　信奈が、恋人に対して一いち途ずな性格だっただけで……！

「悪い。ごめん。俺が悪かった！　なんか安心してたというか油断してた！　信奈に甘えてたんだ！　反省するから、側室は持たないから、だから『男大奥』だけは許してくれええええ！」

「なによ、男大奥って？　あんた、女の子だけじゃなくて男もイケる口だったの？　まさか海賊衆に交じって船の上でヘンな趣しゆ味みを覚えて……」

「違ちがう違う！　なんでもない！　忘れろ！」

　危ない。藪やぶ蛇へびになるところだった。「国割り」問題もあるし、「織田家独裁」だなんて誤解が広まるのはまずい。だから大奥は潰つぶさない。潰さないが、「男大奥」を開設して対抗する、なんてことになったら……ぶる、ぶる、ぶる。男ってのはか弱い生き物なんだよ、ハートがくらげのようにやわらかなんだよ、傷ついたらもぐらのように太陽の光が届かない地中に隠かくれようとするものなんだよ。無理無理無理無理！

「……じゅ、十兵衛一人くらいなら、まあ、しょうがないかな、って甘いことをちょっとばかり考えていたのは事実よ。過去の、小早川隆景のこととかも不問に付すつもりだったの……御館の乱も、まあ、いいかなって……でも、今回のことでよくわかったわ。一人の例外を認めれば、無限に側室の数が増えちゃうのよ！　良晴が姫武将に甘すぎるせいだわ！　だから、側室の存在なんて一人たりとも認めちゃいけなかったんだわ！」

「オ、俺ハ信奈一筋ダッテ」

「噓だわ。今日だって、小早川隆景にぐらりと揺ゆれたでしょっ！」

「ソソソレハ、不意打チヲクラッタカラデ」

「まーた、しゃべり方がおかしくなってる！　目を合わせなさいよ！　そりゃ浮気されるのもイヤだけど、側室が一人増えるごとにわたしと良晴が過ごせる時間がどんどん減っちゃうのよ!?　九人なんて絶対無理！　わたしと良晴は十日に一度、月に三度しか夜を過ごせないってことでしょ？　わたしたちがこの世で生きられる時間は限られているのに。十分の一に削けずられるなんて、我慢できないわ！　良晴が行方ゆくえ不明になって毛利家に去った時も、九州からなかなか戻もどってきてくれなかった時も、どれほど寂さびしくてつらかったか。あんな思いを、死ぬまで続けなければいけないなんて……う、う、うう……」

　酒の力もあるのか、信奈は高すぎる気位もなにもかも振ふり捨てて泣きじゃくっていた。

　人間、二十年。下天のうちをくらぶれば、夢ゆめ幻まぼろしの如ごとくなり。ひとたび生を得て、滅めつせぬ者のあるべきか。それが、信奈の死生観だ。あの世などない。極ごく楽らくも天国もなにもない。死ねば、人間は塵ちり芥あくたに戻る。少なくとも、生前と同じ形の「自分」は消えてなくなる。

　二人が「人間」としてともに過ごせる時間は、限られているのだ。こうしている間にも。いずれ「死」が二人を永遠に分かつ時が、来るのだ。関ヶ原でいずれかが死んでいても、あるいは二人ともに討うち死にしていても、まったくおかしくはなかった。むしろ、こうして清洲城でともに生きて過ごしている今の時間のほうこそが、奇き跡せきなのだ。

「……そうだな。そうだったな、信奈。ごめんな。俺はあらゆる姫武将の『命』を拾い続けることに奔ほん走そうしてきて、夢中になっていて、信奈と俺の『時間』が限られていることを忘れていたかもしれない。天下は、平定された。残された仕事は明日あしたの清洲会議での国割りと、北ほう条じよう家の問題だけだ。これからは、信奈の隣となりにずっといるよ。決して、離はなれない。それが、お前の『夢』だと言ってくれるのなら」

「……ほんとうに？　良晴？　わたしの夢を、叶えてくれる……？　もう……どこにも、行かない？　わたしが好きになった人はみんな、早々と死んでしまったわ。父上も。蝮まむしも。ザビエルさまも。良晴も、わたしのもとから消えていなくなってしまわない？　一いつ緒しよに、海の彼方かなたの世界へと船団を率いて冒ぼう険けんしてくれる？」

「ああ。俺は、お前より長生きするよ。絶対にお前を置いてはいかない。約束する」

「子供は最低三人欲しいってわたしが言ったこと、覚えている？」

「奇き妙みよう、茶ちや筅せん、三さん七しち、だろう？　覚えているよ。俺が関白になったらすぐに祝言を挙げよう。一生、側室は持たない。小早川さんに、十兵衛ちゃん……この世界の姫武将たちを俺は尊敬しているし、恋に堕おちた相手もいたけれど。それでも、俺の生しよう涯がいの伴はん侶りよは、お前だけだ」

「……嬉うれしい！」

　いきなり、唇くちびるを合わせられてしまった。激しすぎる、と良晴は思った。

　今夜の信奈は、過去最高にかわいい。だから、恥はずかしいと思う前に言葉が勝手にすらすら出てしまう。まるで魂たましいごと魅み入いられているかのようだった。これも、信奈の「姫武将」としての戦いの日々が終わったから、普通の女の子に戻れたから、なのだろうか？

　だがまだ、清洲会議での国割り仕置きと、そして北条家問題。この二つの課題が残されている。

　ここで失敗すれば、「天下布武構想」のすべてが瓦が解かいする。

「の、信奈。いきなり頭ごなしに大奥解散を命じたら、やっぱり独裁がはじまったと思われて清洲会議は荒あれる。全国から女の子たちが集結していて、会議がどうなるかを町中が固かた唾ずを吞のんで見守っているんだし。しかも、小早川さんや十兵衛ちゃんと今夜中に摺すり合わせしたくても、『志士』の女の子たちがそれぞれの館を固めているから会えない。ぶっつけ本番で会議に臨のぞむしかない。清洲会議を、大奥問題を、どうやって切り抜ける？」

　信奈は、良晴の胸の中で甘えながら、猫ねこなで声でおねだりしてきた。ななななんだか信奈じゃないみたいにかわいい。いったいどうなっているんだ。まるで魔ま性しようっ……!?　甘えてくるモードに入った時の信奈とも、なにか違う!?

「……策はあるわ。でも時間がないの。これから徹てつ夜やで作業しなくちゃ。ねえ、良晴？　なにもかもわたしの言うとおりに、してくれる？」

「え、あ、う、うん」

　思わずうなずいていた。考えている余よ裕ゆうなどない。勝手に「わかった」と言葉が出ていた。

「大奥騒そう動どうは俺にも責任があるし。信奈の言うとおりにするよ。どうすればいい？」

「ありがとう。良晴はね、今夜は眠ねむってていいわ。明日、黙だまってわたしの隣にいてくれればそれでいいの。わたしは、良晴が好きなの。未来世界よりわたしを選んでくれた良晴を、誰だれよりも幸せにしてあげたいの。だから、良晴と添そい遂とげたいというわたしの夢を叶かなえて……お願い」

　なんだこれ。この猫なで声。この潤うるんだ上目遣いの視線。いったい、どこの織田信奈さんですか？　か、か、かわいすぎるだろ。

　だが、良晴は信奈に仕えてから、けっこう長いのである。

　いくら慣れない酒に酔よっているとはいえ、この信奈にはなにか違い和わ感かんがある。言葉では言い表せないのだが、なにかが妙だ。

　でも、違和感があるけれど、かわいすぎて、逆らえない。

　信奈の頭を撫なでながらも、なんだか嫌な予感がする良晴であった。




　　　　※




　翌朝。ついに清洲城の本丸御ご殿てんにて、「清洲会議」が開かい催さいされた。

　信奈は、良晴を先に寝かしつけると、森もり乱らん丸まるら小こ姓しよう衆をはじめとする面々を召しよう集しゆうして、徹夜で「清洲会議」の準備を敢かん行こう。この時点で、急きゆう遽きよ大がかりな予定変へん更こうが実じつ施しされた。文字通りの突とつ貫かん作業が続けられ、夜が明けた。かくして、良晴がその全ぜん貌ぼうをうかがい知ることのないままに、「清洲会議」は幕を開けたのだ──。




　織田家、武たけ田だ家、上うえ杉すぎ家、毛利家、大おお友とも家、島しま津づ家、徳とく川がわ家などなど。全国から集結した百人近い姫武将が、会議場に指定された大広間に集まっていた。

　惣そう無ぶ事じ令れい、北条家問題、駿する河が領有問題、柳やな川がわ城領有問題といったまつりごとの課題がもともとの焦しよう点てんだったが、昨日の大茶会で勃ぼつ発ぱつした「大奥」設立問題が、いまや姫武将たちにとって最大の論点となっている。「大奥」是ぜか非ひか。織田信奈が果たして大奥を吞むか。吞まねば、国割り仕置きも揉もめることになる。

　なぜこうなったのか、と小早川隆景は憂ゆう慮りよしている。が、もはや止められない。

　出席者は、「男子禁制」のため姫武将に限られていたが、まさにそうそうたる顔ぶれだった。織田家より、明あけ智ち光みつ秀ひで、山やま中なか鹿しか之の助すけ。譜ふ代だい並として、徳川家いえ康やす、本ほん多だ忠ただ勝かつ。外と様ざまとして、「大御所」武田信しん玄げん、上杉謙けん信しん、直なお江え兼かね続つぐ、毛利輝てる元もと、小早川隆景、吉きつ川かわ元もと春はる、足あし利かが義よし昭あき、大友宗そう麟りん、立たち花ばな宗むね茂しげ、男装しているが特例で最上家と伊だ達て家両家の代表として出席を認められた片倉小十郎、島津義よし弘ひろ、島津家久──。

　上杉景かげ虎とらはさすがに謙信にたっぷりと𠮟しかられ、越えち後ごの男武者どもと一緒に泣きながら謹きん慎しんしている。

　が、側室同盟設立から大奥爆ばく誕たんに関わった面々も集まっていた。本多正まさ信のぶ。暗あん黒こく寺じ恵え瓊けい。真さな田だ昌まさ幸ゆきとその二人の妹。斎さい藤とう利とし三みつ。鍋なべ島しま直なお茂しげ。昨夜のうちに逃にげだそうとしたが、「恋こいの志士」たちの深夜行軍に邪じや魔まされて逃げ損そこねた長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちか。各国の策士たちが、固唾を吞んで織田信奈の到とう着ちやくを待ちわびていた。問題の相良良晴も来る。

　一同が「まだか、まだか」と織田信奈と相良良晴を待ち続けていると。

　ルイズ・フロイスとオルガンティノが、セミナリオで練習を積んできた「南なん蛮ばん少女合唱団」を引き連れて会場へと入ってきた。

　オルガンティノは得意のオルガンをかき鳴らし、ルイズ・フロイスは合唱団の指揮を執とっている。安あ土づちで英才教育を受けた少女たちは、なにやら聞き覚えのない南蛮の歌を歌っているのだが、大友宗麟だけが「あれ？」と首を傾かしげていた。

「この歌詞は……結けつ婚こん式の歌？」

　いったいなにが起こるんです？　と一同がざわついていると。

　織田信奈が、奇き天て烈れつな恰かつ好こうでずかずかと会場に押し入ってきて「ご苦労！」とカン高い声を張り上げたものだから、みな、目が点になった。

　信奈のその扮ふん装そう。和服でもなければ甲かつ冑ちゆうでもない。

　南蛮の衣装だった。豪ごう華か絢けん爛らんにして清せい楚そかつ可か憐れん。

　堺さかいの南蛮貿易船から入手したばかりの、最新モードの純白のドレスだった！

「この衣装はウェディングドレスよ。南蛮の女王が祝しゆう言げんに用いたものなんだって！　これからの祝言は南蛮式よね！」

　ルイズ・フロイスが「はい。元スコットランド女王のメアリー・スチュアートさまが、フランスの王太子と結婚式を挙げた時に着用したという『純白のドレス』です」と冷ひや汗あせを流しながら姫武将たちに解説する。ウェディングドレス？　南蛮の女王？　祝言？　みなが「？？？？」と戸と惑まどっていると。

　犬いぬ千ち代よ、池いけ田だ恒つね興おき、蒲生がもう氏うじ郷さと、滝たき川がわ一かず益ますたち、信奈の妹分がいっせいに籠かごに盛った花を手で摑つかんで、「おめでとー」「おめでとー」と投げまわる。信奈の頭上は、たちまち色とりどりの花びらで包まれていた。

　そして、南蛮紳しん士しの正装に身を包んでいる相良良晴が遅おくれて入場。

「ちょ。信奈。なんだこの恰好!?　お前、いったいなにを。どうしてこうなった」

「ちょうど全国から姫ひめ武将が集まっているでしょ。清洲会議のついでに、わたしと良晴の『前祝言』を挙げることにしたのよ！　徹夜でドレスの準備をしたり、花束を集めたり、合唱団を招集したりで、たいへんだったんだから。というわけでみんな！　正式な祝言は良晴が関白に就任するまでお預けだけど、今日は一足早い披ひ露ろう宴えんだから！　ご祝しゆう儀ぎどしどしちょうだいよね！」

「ま、前祝言？　披露宴？　聞いてねーぞ？」

「わたしの言うことを聞いてくれるっていったでしょ？　ほら良晴、腕うでを組んで！」

　犬千代たち信奈の妹分どもが「ご祝儀はこちらへ」と、花を投げ終えて空っぽになった籠を担かつぎ上げて呆ぼう然ぜんとしている姫武将たちの間を巡じゆん回かい開始。

　大奥というものがなんなのかよくわかりませんが、えっ？　全国のみなさまのお力でこの十兵衛が相良先せん輩ぱいの側室に？　もうあきらめていましたのに棚たなからぼた餅もちですぅ、と会場でようやく「大奥とはなにか」を利三から知らされて浮うかれていた明智光秀が、「ぎゃー。やっぱりこうなったですう！」と目の前でなにが起きているのかを誰よりも正しく理解していた。

　つまり、大奥がどうのこうのと姫武将たちが切りだす前に、信奈が先手を打ったということだ。恐おそるべき徹夜の突貫作業を行って、清洲会議を勝手に「披露宴」にしてしまったのだ！

　ここに集つどう姫武将たちはみな、信奈と良晴の前祝言を祝う「客」……！

　まさに、織田信奈が得意とする乾けん坤こん一いつ擲てき不意打ちの奇き襲しゆう……！　文字通りの朝あさ駆がけっ……！　恋の桶おけ狭はざ間ま……！

　やっぱり十兵衛は「恋の戦い」では信奈さまにはかなわないのですぅ、こうなると思ったですぅ、と光秀はすっかりオチ要員の心境に。が、光秀はもうこういう展開に慣れているが、大奥を推進してきた面々は全員、血相を変えていた。話し合いもなにもなく、強行突とつ破ぱされるとは。クロカンロボに良晴の身み柄がらを奪うばわれ、会議でも発言権を得られぬまま強引に披露宴を強行開催。これでは、全国の姫武将たちは騙だまし討ちを喰くらったも同然である。

　独裁……織田政権の独裁だわ……と、あちこちから怨えん嗟さの声があがりはじめていた。

「いけません利三、これで信奈さまと大奥とは大揉めに揉めることになったですう！」

　しまった、やられたあああああ！　一足早く、清洲会議を強行披露宴にして既き成せい事実を……！　クロカンロボさえ春日局に強きよう攻こう突とつ入にゆうしてこなければ……相良良晴を奪だつ還かんされた時点で敗北は確定していたっ……！　と斎藤利三は頭を抱かかえていた。

　しかし、良晴の腕をひっとらえて放さないままだった信奈は、やっとその手を放して良晴とお揃そろいの「南蛮王様椅い子す」に腰こし掛かけると、にこにこと微笑ほほえんで猫なで声で姫武将たちを懐かい柔じゆう開始。

「ねえ～みんな？　わたしは今、人生最高に機き嫌げんがいいの。良晴と前祝言を挙げられたんだから、当然よね。ご祝儀を出してくれたみんなにも、素す敵てきなお返しをしなくちゃあね。ケチ臭くさいと評判のわたしの人生で最大の太っ腹ぶりを見せてあげる。今日この場でしかありえないお返しよ？　でも、一刻後には気分が変わっちゃうかもね」

　この猫なで声……怪あやしい……ゆうべ、俺を惑わせた時と同じ……！　すさまじく悪い予感がする……！　と良晴は焦あせったが、とにかくこの清洲会議、進行が速い。みなが「いったい」「なにを」と尋たずねる前に、披露宴進行役を務める乱丸が織田信奈直筆の「誓せい約やく書」を掲かかげて読みはじめていた。

　なんと。

「天下人・織田信奈は、大奥の設立を公式に認可する。相良良晴の正妻は織田信奈であるが、九人の側室候補を全員、相良良晴の『寵ちよう姫き』として公認する。大奥の運営は、寵姫たちの間の公平性を担保するために、斎藤利三個人ではなく側室全員の合議によって行うこととする。寵姫全員は平等に相良良晴の『妻』としての権利を有する。また大奥はあくまでも『家庭』であって、まつりごとには介かい入にゆうしない」

　織田信奈のご祝儀への「お返し」は、大奥の認可、であった。

　つまりは、折れたのだ。「正妻」の地位と「天下人」としての政治の実権は明け渡わたさない代わりに、大奥の側室候補たちを「寵姫」というかたちで公式に認めたのだ。大奥については折れるから、国割り仕置きについては譲ゆずれ、というのだ。

　大奥は表立った政治力を失うが、しかし、「恋の第二革命」はここに成ったのだ。

「さあ斎藤利三どの。この誓約書に、花か押おうを。これで大奥は正式に成立いたします。あっ、ここ。花びらが落ちていますね。掃そう除じしなければ」

　乱丸がせっせと畳たたみの上に落ちた花びらを集めながら、斎藤利三に誓約書を突つきつけてきた。読み返してみたが、どこにも怪しい文章はない。引っかけではない。利三は大奥の運営から外されるが、そもそも主君の光秀を良晴の側室にすることだけが利三の目的なのだから、それはどうでもいいことだった。

「ななななんですとおおお？　夢か現うつつか、信奈さまが側室を認めるですとおおお？　どうかしたのですか信奈さま？　もしや熱でも？」

「どうもしないわよ、十兵衛♪　人生最高の幸福の絶頂だから、寛かん大だいな気分なわけ♪　これ以上大奥がごちゃごちゃ言ってきたら、一いつ瞬しゆんで掌てのひら返すかもしれないけどぉ♪」

「利三！　とにかくこれ以上信奈さまに逆らってはなりません、さっさと手打ちするですぅ！」

「織田信奈さまばんざ～い！　天下布武ばんざ～い！　大奥ばんざ～い！」

　片かた隅すみで幼い姫武将が声をあげていた──今こそ武田家の駿河安あん堵どを取り付けるべき時が来たよーっ！　ばくちに勝ったあああ！　とウッキウキの真田昌幸であった。

　本多正信と暗黒寺恵瓊は（大奥を「私的機関」としては公認するが、「政治」の場には入れない。たしかに均きん衡こうは取れている……でも、なにかがおかしいですよ）と疑い、斎藤利三を止めようとした。が、利三は光秀の命令にすぐさま従って「承知いたしました。大奥の運営の大権を、返上いたします」と謹つつしんで誓約書に花押を書き込んでいた。

「昨夜からの大奥革命騒さわぎは、決して織田家への謀む反ほんではありません。不幸な行き違ちがいだったのです。織田信奈さまこそ唯ゆい一いつ無二の天下人。寵姫はあくまでも側室──まつりごとには関かん与よいたしません。国割りも、信奈さまのご判断に従います」

「デ、アルカ。斎藤利三。これで会議が決けつ裂れつして天下が再び乱れるという最悪の展開は回かい避ひできたわね！　よかったわ！」

「まことに。しかし……よいのですか、ほんとうに。信奈さま？」

「もちろんよ！」

　大奥大政奉ほう還かん、成る。

　これで小早川も良晴の側室なのじゃ～！　ほっほっほ！　と足利義昭が扇子せんすを広げて大はしゃぎし、吉川元春が「よくわからんが、隆景が報むくわれたんじゃ～！」とそんな義昭を担ぎ上げ、そして本多忠勝は「いやあああああっ！　弥や八はち郎ろう、絶対に殺すわ……！」と悲鳴をあげてうずくまってしまった。もともと独どく占せん欲よくが薄うすい大友宗麟は「信奈ちゃんって意外と気前がいいんだね～」とちょっとばかり驚おどろき、立花宗茂に南蛮の読よみ本ほんを押しつけて「初夜知識満まん載さいなんだよ」と笑っている。島津姉妹しまいは「あの誓約書の内容がよくわからぬな」「んにゃ。歳とし久ひさねえがおらんとさっぱりじゃ」と話についていけていない。

　ともあれ、よかった。再び戦乱の世に戻もどるという悪夢は避さけられた、と姫武将たちはみな昨夜からの緊きん張ちよう状態から放たれ、安堵してはしゃいでいる。

　だが、小早川隆景は、いよいよ憂ゆう悶もんの表情を浮かべて「姉者。これからとてつもなく悪いことが起こる気がする」と吉川元春の袖そでをそっと引いていた。

「ん？　なんじゃ隆景？」

「織田信奈は天地がひっくり返っても、九人の側室などを認める御ご仁じんではない。そしてあの方は、相良良晴の愛を手に入れるためならば、なんでもやる。みな、彼女が相良良晴に寄せる愛情の激しさを理解していない」

　即そく座ざに、「恋の革命は成ったわ！」「新時代ばんざい！」「織田信奈さまばんざい！」とはしゃいでいた姫武将たちは、見事に騙されたことに気づかされたのである。

　乱丸が、斎藤利三が花押を書き込んだばかりの誓約書を蠟ろう燭そくの火であぶると、余白部分に「寵姫九人」の名前が浮かびあがってきたのだ。

「あ、あぶりだし……？　なんという初歩的な悪わる知ぢ恵え……!?」

　ふええ。まるで未来の三文ミステリー小説のトリックです、と家康が気づいた。

　信奈が書く文章は、だいたいは言葉が多すぎるので途と中ちゆうで紙が足りなくなり、どんどん文字が小さくなっていくという癖くせがある。書いているうちに興奮してきて言葉が膨ぼう大だいになってしまう性格なのだ。たいていは、家臣を𠮟しかりつける愚ぐ痴ち手紙を書いているうちに「あんたさあ、やる気あんの。もっと働きなさいよ。六りくはがんばってるでしょ。この前、謙信に負けたけど……そういえば、その前も謙信に負けていたっけ……その以前には本ほん猫びよう寺じ一いつ揆きに負けて……でも、六は、がんばってるでしょ。たぶん。そう、がんばってるんだってば……いや、やっぱダメね……」とかそういう感じで、あれこれ関係ないことまで腹が立ってきて、だらだらと感情のままに書き連ねる。それで、余白不足になって書けば書くほど文字が小さく小さくなっていく。

　だが、今回の「誓約書」は最後にずいぶん余白があった。妙みようといえば妙だった。利三は、事態収しゆう拾しゆうを図はかる光秀から「早く花押を！」とせかされたので、見落としてしまっていたのだ。

　そして──誓約書に浮かびあがった寵姫九人の名前を覗のぞき込んだ斎藤利三は、「ヒエ～!?」と腰を抜ぬかしていた。衝しよう撃げきのあまり、眼鏡がずり落ちて畳に落ちた。

　乱丸が、「眼鏡を落とされましたよ」と利三の眼鏡を拾い上げてきっちりと居住まいを正しながら、機械のように淡たん々たんと「信奈の上意」を伝えた。

「『大奥』は導入するっ……！　するが、寵姫九人はこの誓約書に名前を記されている者たちであって、春日局で勝手に決めた面々ではないっ……！　すでにこの誓約書は、有効っ……！　従って、あなた方には反論する権利はないっ……！」

　乱丸が鼓つづみを「ぽん」と叩たたくと同時に、純白の南蛮ドレスを着せられた九人の「寵姫」が、それぞれ険悪な場の空気に困こん惑わくしながらぞろぞろと会場に入ってきた。

「どどどうしてあたしが、サルの側室にっ？　しかも一番手っ？　うあああああ、あたしのお嫁よめさんは姫さまじゃないとイヤだああああ！」

　信奈の上意で無理やり「寵姫一番」に名を書かされた柴しば田た勝かつ家いえ。巨きよ乳にゆうが目立たないように念入りにサラシで胸を巻かれているのは、同じ南蛮ドレスを着た自分の胸元が寂さびしく見えることを信奈が嫌きらったからだろう。

「勝家どの、われらはあくまでも相良どのの浮うわ気きを阻そ止しするために用意された名ばかりの『ニセ寵姫』ですから。しかしこれで私の婿むこ取とりは困難に。ああ、一点です」

　このままでは清洲会議は空中分解。騙された姫武将たちが激げき怒どしています、しかも私はとうとう婚こん期きを逃のがしそうです、と嘆たん息そくする丹に羽わ長なが秀ひで。チャイナドレス風に衣装をアレンジして太もも丸出しなのは、オトナの魅み力りよくを強調しているのだろうか。

「やったあああああああ！　報われたああああっ！　このあたしが、ぎりぎり滑すべり込みでお婿さんと祝しゆう言げんを挙げられるだなんてっ……！　ああっ、婚期を逃したと絶望して鳥と羽ばで出家しなくてよかったですう！」

　噓うそでもいい。ニセモノでも、お飾かざりでも。ただ、祝言を挙げられたということだけで嬉うれしい……しかも南蛮式の祝言衣装を着られて最高！　生きててよかった！　とすっかり舞まい上がっている九く鬼き嘉よし隆たかお姉さん。一人だけ会場の空気に気づいていない。さらに、守しゆ銭せん奴どの信奈から法外な高額でウェディングドレスを買い取らされていることにも気づいていない。彼女は今まさに、結婚相談所詐さ欺ぎに遭あっていた。

「ねねですぞ！　天下一美少女まであと数年！　兄さまのお子を産みますぞー！」

「お飾りでもニセ寵姫でも、兄上の妹から寵姫へと昇しよう格かくしたわ！　既成事実を作ったからには、兄上のお子を授さずかるまであと一歩よ。がんばろうね、佐さ吉きちちゃん！」

「うう。いいのかなあ。この会場に満ち満ちている怨嗟の声……三年のうちに祟たたりを為なされるよ、佐吉ちゃん？」

「にょっほほー！　もしかして市いち松まつたち、お兄ちゃんの側室になったんすか？　和服もいいけど南蛮衣装もいいっすね、姉あね御ご！」

「胸をサラシで締しめられまくって息苦しいよ……あ、兄貴との間で間違いが起きたらどうしよう……虎とらと柴田さまだけはほんとに危ないかもと思うんだよね……主に胸のせいで」

　ねね率いる、相良妹軍団。良晴がヘンな気を起こすはずがない安全安心な妹たち。信奈にとって、まさしく数合わせの「傀かい儡らい」に最適な五人衆であった。

「秀ひで家いえが、お兄さまの寵姫の一人に？　いいのでしょうか？　で、でも、信奈さまのご命令とあらば」

　そして良晴の新たな義妹となった宇喜多秀家が、締めの九人目。

　なんのことはない。信奈の股こ肱こうの宿老二人と、相良妹軍団六人。八人までもが「傀儡」！　ガチで良晴に迫せまりかねないのは、男日照りで名高い女海かい賊ぞくの九鬼お姉さんだけだ！

「以上、九人を大奥の寵姫に。これより大奥は、この九人の合議制で運営されます」

　と乱丸。要は、大奥を仕切る者は信奈ただ一人。独裁。しかも、ほんものの側室は一人も配置されず、大奥そのものが織田家と相良家の面々に占しめられて完全に形けい骸がい化されたのであった。

　いっせいに「詐欺だああああ！」「騙だましたのねっ!?」「反革命だわ！」と姫ひめ武将たちが悲鳴のような声をあげたが、乱丸は「大奥から閉め出した寵姫候補たちには、それなりの理由あり」と淡々と報告書を読み上げる。乱丸は信奈の小こ姓しようであると同時に忍しのびでもあるので、安土から清洲にかけての一連のお祭まつり騒ぎの間に、いちいちきっちりと念入りに「良晴の過去の浮気」について調べ上げてきたのだった。

「過去に相良良晴といやらしい不ふ貞てい行こう為いに及およんだ者は、寵ちよう姫きの資格なしとみなす。相良良晴と無断で接せつ吻ぷんした者は──九州で大友宗麟と相良義よし陽ひ。上杉謙信が安土と手て取どり川がわで二度。明智光秀に至っては、少なくとも金かねヶが崎さき、本ほん能のう寺じ、木き津づ川がわ口と複数回で、かつ正確な回数は測定不能。さらには関ヶ原で島津家久。相良良晴と温泉で混浴した者は、武田信玄。少なくとも二度。武田四天王と北条氏うじ康やすも同罪。立花宗茂は、相良良晴に自分の胸を触さわらせた罪あり。本多忠勝は合戦で相良良晴をなんども襲しゆう撃げきした上に極度の男性恐きよう怖ふ症しようで、閨ねやでも相良良晴を討うとうとする恐おそれこれあり、相良良晴への接近を禁止。山中鹿之助は播はり磨までの修しゆ行ぎよう中に相良良晴に胸を見られていることが許しがたし。島津義弘については、姉妹で揃そろって寵姫など論外」

　これを聞いた武田信玄が「さ、相良良晴と接吻を……それも、に、二度だと……ほんとうだったのだな、謙信……」と声を失い、謙信が「やめてちょうだい！」と耳を塞ふさいだ。立花宗茂は「うわああああ！　それは違うんですううう！」と泣きだし、島津家久と明智光秀は「そこまで調べとったんか？　おそろしかー」「これって、何十年か経たってからあとで『あの時浮気したわね』と蒸し返される前まえ振ふりじゃないですか、ですぅ！　姫武将たちの恋れん愛あいの自由を弾だん圧あつする暗黒時代の到とう来らいですぅ」と信奈の焼やき餅もちのすさまじさと執しつ拗ようさにあてられ、呆あつ気けにとられていた。

　寵姫候補から外されて救われたわ、と喜びにむせび泣いている姫武将は本多忠勝だけである。

　えー。宗麟はいいじゃーん！　寵姫候補じゃないしぃと大友宗麟が拗すねたが、信奈が「ダメー！　良晴に接吻するのはダメー！」と一いつ蹴しゆう。

　そして、山中鹿之助は、

「大奥から声をかけられず無視され九人のうちに入れてもらえず、さらには織田家が選ぶ寵姫九人からも漏もれて、殿とのの肉奴ど隷れいになり損そこねるとは……ああっ、七難八苦です！」

　と悶もだえ苦しんでいた。

　いまや、清洲会議の会場は爆ばく発はつ寸前である。

「……えっと。わたくしはそろそろ、土と佐さに帰って信のぶ親ちかちゃんにお土産みやげのういろうを食べさせてあげないと。ういろうが傷いたんだらたいへんだし。おわかり？」

　長宗我部元親は、この異常に緊きん迫ぱくした会場の空気を読んで慌あわてて逃にげだそうとしたが、乱丸が「しゅばっ！」と跳ちよう躍やくしてその逃げ口を塞いでしまった。

「長宗我部元親は、義姉妹の斎藤利三をそそのかして思い詰つめさせ、明智光秀の側室入りの件を蒸し返して大奥を設立させた罪これあり。大奥に名を連ねた九人よりも、はるかにその罪は重いと姫は仰おおせである」

「な、なんのことかしら～？　お福ふくちゃんは美み濃の侍ざむらい、わたくしは土佐の海賊。お福ちゃんとはなんの面識もございませんのよ、おわかり？」

「わからいでか」

「あわわ。うちの大おお御ご所しよさまは混浴されただけだから、お慈じ悲ひをー！　大奥設立には武田家は絡からんでないよー！」

　真田昌幸がちゃっかり罪を逃れようと言い訳をはじめたが、乱丸はすでにこれも調査済み。

「真田昌幸は、真田忍しのびを用いて長宗我部元親を煽あおった罪これあり。長宗我部元親に匹ひつ敵てきする重罪であると姫は仰せである」

「ぎゃーっ！　バレていたーっ!?　こんな時はどうすれば、信のぶ幸ゆきちゃーん？」

「……だから、言ったのに……うっ、寿じゆ命みようが……」

「そして──もっとも罪深い者は二人。第一に、政治感覚に欠ける九州の姫武将たちをたぶらかし、大奥の母体となった側室同盟を結成した鍋島直茂。第二に、革命を扇せん動どうするコイバナの怪かい文ぶん書しよを清洲中に配布した足利義昭である、と姫は仰せである。足利義昭は、没ぼつ収しゆうするにも領地を持たない故ゆえ、喜き界かい島じまへ三ヶ月の遠島を申しつける。義昭！　あんたはお子さまだからこれくらいで勘かん弁べんしてあげるわ。たっぷり反省なさいと、姫は仰せである」

「みゃあ～ッ!?」

　もうダメだわ。昨夜ゆうべのうちにこの森乱丸という忍びにぜんぶ調べ上げられたんだわ……葉隠忍びを連れてきておけば……と座ったまま意識を失っていた鍋島直茂の代わりに、直茂の頭の上に乗っかっていた「本体」の黒くろ猫ねこが震ふるえあがっていた。

　義昭は「ぬなあああ？　ししし島流しは許してたもれ～！」とお漏らし寸前に。

　うわーんシメオンのせいで「大奥革命」待ったなしだ～！　恋愛のことはシメオンにはよくわかんないよう！　としょんぼり蟄ちつ居きよしていた黒くろ田だ官兵衛が、「これ以上籠こもっていてはダメです。無む性しように悪い予感がします」と竹たけ中なか半兵衛に連れられて会議場に着いたのはこの時だったが、すでに事態は手て遅おくれ。信奈の苛か烈れつな性格を熟知した二人が間に合っていれば「あぶりだし」程度のトリックは見破っていただろうが、「恋こいの志士」たちの行進に道を塞がれた分、遅れたのだ。

　信奈の隣となりに座らされていた相良良晴はあまりのことにしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、

「な、な、なんじゃあ、こりゃあ？　俺はなにも聞いてないぞっ？　の、信奈、お前」

　やっと、声が出た。ほとんど悲鳴であった。

「だって良晴に前もって教えたら、わたしの言うとおりにしてくれる、という約束を反ほ故ごにしてでも小早川隆景たちにバラそうとするじゃない。外出を禁止したって、一晩中わたしに反対するじゃない。孫そん子しにいわく──恋は詭き道どうなり！　よ！」

「側室は認めないという結論はわかる！　俺も最初からそのつもりだったし！　だが、議論も介かいさずにこんなふうに強引に大奥を強制的に潰つぶしたら……ほんとうに革命が起こるぞ！　革命が！　お前は人民が一いつ斉せい蜂ほう起きした時のパワーを、フランス革命の恐ろしさを知らないんだ！」

　そもそも天あまの岩いわ戸とが開いた、あの時。乱世に絶望した日ノ本中の女の子たちは、本猫寺の猫神極ごく楽らく信しん仰こうを捨てて、織田信奈が示した「恋」という新しい人間の生き方に共感し、本猫寺から織田家へと一気に民心（とりわけ女子の心）が傾かたむくことになったのである。その、女の子たちを「恋」へと導いてくれたはずの信奈が、天下を盗とるなり大奥を弾圧し寵姫制度を事実上廃はい止しし良晴との恋を独どく占せんした、すなわち「大奥革命」を潰したのだから、「独裁者誕生」と戸と惑まどわれても仕方がない。清洲大茶会での「恋の志士」たちの盛り上がりは、天岩戸にはじまる「恋愛」という新しい「生き方」の延長上にあったのだ。斎藤利三たちすらも想定していなかったこの清洲の町の盛り上がりは、日ノ本の女の子たちの「民意」そのものであり、かつては本猫寺一いつ揆きを支えていた絶大な「力」なのだ。

　が、織田信奈は、他ほかのことでは妥だ協きようしても、これだけは絶対に妥協するつもりがなかった。そそそ側室とかちょちょちょ寵姫とかなに言ってんの。そんなの純じゆん粋すいな恋でもないし愛でもないわ。良晴だけは、誰だれにも譲ゆずりたくない。天下と相良良晴は、信奈の中では不可分。しかも昨日からの「大奥」騒そう動どうで完全に頭が煮にえた上に、きっちりした性格の乱丸が良晴の過去の浮気の数々を調べてあげて詳しよう細さいに報告してしまったものだから、すでに頭のネジが飛んでいた。もはや、天下布武よりも良晴の愛を摑つかんで離はなさないことのほうが、信奈にとっては自らの生死を賭かけた「人生最大の夢」になっている。

　このままでは、天下は空中分解する。もともと大奥設立に反対し、事態を不安視していた二人──意を決した上杉謙信と小早川隆景が、それぞれ「北陸三国に加えて、越後を」「小早川家の領国を差し出す。それで手打ちにしてほしい。どうか、これ以上の姫武将たちの追つい及きゆうは」と自らの領地をすべて捨てようと名乗り出た。嫉しつ妬との炎ほのおに燃えあがっている信奈の暴走を止めるために。が、吉川元春ら騙された姫武将たちは収まらない。

　会議が紛ふん糾きゆうする中、信奈は一枚の地図を広げながら「わたしじきじきに、国割り仕置きを発表するわ！」と宣言していた。

　細こま々ごまとした信奈の文字が書き込まれた国割り地図を目にした良晴は、「えっ」と思わず声をあげていた。

　違ちがう!?

　長秀さんが作った、あの国割り案の地図と、ぜんぜん違うっ!?

　まさか信奈のやつ、徹てつ夜やして一人で国割り地図を書き換かえたのかっ!?

　あぶりだしの罠わなによって、大奥を通じて「国割り仕置き」に口を挟はさむことができなくなった姫武将たちは、（まさか）（大奥に絡んだ大名家は）（国割り仕置きで、ことごとく報復されるんじゃ）と固かた唾ずを吞のんで震えている。

「北陸では、北陸探題に六こと柴田勝家を任命。まあ謙信とか本猫寺一揆に負け続けていた気がするけれど、尾お張わり以来の宿老だし忠誠心とやる気だけはあったから大目に見るわ。六自身には引き続き越えち前ぜん一国を任せ、越えつ中ちゆうには六の与よ力りきの佐さつ々さ成なり政まさを封ほうじ、同じく与力の犬千代は能の登と一国。加か賀がには、高こう野や山さんへ追放した佐さ久く間ま信のぶ盛もりを六の与力として復帰させて封じる。あと、行き遅れこと九鬼嘉隆は関ヶ原の合戦の折にも海賊としてよく働いたので、正式に志し摩ま一国の城主に。ただし良晴に夜よ這ばいをかけたら切腹申しつけるわ」

　九鬼嘉隆が「無念！　でもウェディングドレスを着られただけで満足します！」とありがたく信奈の下知を受け取り、柴田勝家が「ぜんぜん褒ほめられていないっ、うわあああ!?」と涙なみだ目めになりながらも「北陸探題の任、お受けしますっ」と立ち上がった。佐久間のおぢさんが戻もどってこられてよかった、と犬千代は安あん堵ど顔。

　上杉謙信は、上じよう洛らく戦の途と中ちゆうで奪うばい取った加賀・越中・能登を織田家に譲じよう渡と・返へん還かんしているので、ここまでは順当だった。設楽しはらが原はらからの撤てつ退たいの折に自ら泥どろを被かぶった佐久間信盛までもが国持ち大名として帰参を許されていて、丹羽長秀の素案よりもさらに「信奈の優やさしさ」がにじみ出ている。

　なんとか、このまま丸く収まり大団円──という姫武将たちの期待は、もちろん、次の瞬しゆん間かんに霧む散さんした。

「次。きんかんこと明智光秀」

「はいですぅ！」

「十兵衛。あんたには大奥の旗はた頭がしらに担かつがれて、天下布武体制を壊こわす寸前までやらかした責任を負ってもらうわ。坂さか本もと城と丹たん波ば一国を召めし上げて、山さん陰いんの出雲いずも・石いわ見みの二ヶ国を新たに与あたえる！　勝手に毛利と戦いくさなり交こう渉しようなりして、切り取りなさいね。清洲会議が終わったら、きりきり出立するのよ！」

「うげえっ!?　ななななんてことを言いだすですか、信奈さまっ!?　出雲・石見って……やっと合戦が終わったのに、また毛利と戦えと!?　そもそも十兵衛は大奥設立に絡んでいないですぅ。大奥とはなにかという話も、さっき知ったところで……十兵衛が丹精込めて町造りを進めてきた坂本はどうなるですかーっ!?」

「大奥騒動の入り組んだ経けい緯いを一夜で解明した森乱丸に与えるわ」

「ちょ。酷ひどいですううう！　露ろ骨こつな報復左さ遷せん人事ですううう！」

「周囲に乗せられていいように利用されまくるあんたが近江おうみにいる限り、ま～たいつ良晴を狙ねらう恋こい敵がたきどもがあんたを担いで大奥だのはぁれむだのをでっちあげるかわかんないでしょっ！　桃とう園えん結けつ義ぎを結んだ仲だから、命だけは盗らないであげる。た・だ・し、当分安土の地は踏ふめないと覚かく悟ごしてよねっ！」

「いや。でも。坂本と丹波を召し上げられていきなり出雲・石見へ行けと言われましても。関ヶ原で兵ひよう糧ろうからなにから使い果たしてしまって、将兵が食べる兵糧がありませんですぅ！　遠えん征せい軍なんて無理ですう！　お米が！　お米がないんですう！」

「はーん。そうなの。お米がないのなら、たこ焼きを食べればいいじゃない」

　信奈、それはマリー・アントワネットの台詞せりふや！　と良晴は目の前が暗くなった。

　よほど、「大奥」に怒いかり心頭だったのだろう。どうやら信奈は、二度と再び大奥だの側室同盟だのが生まれないように、徹てつ底てい的に諸大名の力を削そぎまくって織田家による強力な中央集権国家体制をこの場で作ってしまおう、と決めて無茶苦茶するつもりらしい。

　いきなり、関ヶ原最大の功労者、股こ肱こうの臣にして自らの分身とも言える明智光秀にこれほどの厳げん罰ばつを与えるとは！

　せっかく、関ヶ原の合戦では「日ノ本人はみな家族」「もう敵も味方もいない」と追つい撃げきを禁じ、穏おん健けんかつ温おん厚こうな形で東軍勢の敗戦責任追及を放ほう棄きして「和わ睦ぼく」してくれたはずの天下人・織田信奈が、たった一人の殿との方がた──相良良晴との「恋」のさや当てを巡めぐって、これほど激げき怒どして項こう羽うの如ごとき覇は王おうと化すとは。

　事態を不安視していた小早川隆景ですら、ここまで信奈が嫉妬と怒りの炎に燃えるとは、想定の外だった。惣そう無ぶ事じ令れい構想はどこへ消えたのか。完全に、まつりごとよりも良晴との恋に全振り状態になってしまっている。

　藪やぶから蛇へび、とはまさにこのこと。

　暴君っ……！　暴君誕生っ……！　並み居る姫武将たちは、みな顔面蒼そう白はくに。

　光秀はもう、天国から地じ獄ごく。一刻ほどのうちに、「えっ先せん輩ぱいの側室に？」から「出雲・石見へ追放。勝手に領地切り取って」というジェットコースター……！　転落っ……！　得意の絶頂から、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの底へとっ……！　光秀の目のハイライトがすうっと消えていた。斎藤利三が「姫ひめええええ！　申し訳ございませんっ！　死んでお詫わびいたします！」と涙目になって欄らん干かんから飛び降りようとするが、慌あわてて犬千代たちが制止した。

　さらには、とばっちりを食った山中鹿之助が「えええええっ!?」と突つっ伏ぷしていた。

「い、い、出雲で尼あま子こ家復興が果たされるというお話だったはずっ……この土ど壇たん場ばで、覆くつがえされるとはあああ！　さんざんあげるだけあげて、当日いきなり奈な落らくへ落とすなんて！　あまりにも、あまりにも無慈悲ッ……！　不ふ肖しようこの鹿之助、大奥騒さわぎにいっさい関係していませんのに……！　いや、声がかからなかっただけですが……声がかかったら、一目散に殿とのの側室候補として名乗りをあげていたはず……もしや、それすらも罪であると……あああ。七難八苦どころか百難百苦……！」

　さすがに、ことがことだけに喜んではいられないらしく、本気で苦しみもがいていた。

　尼子十勇士たちが「抗こう議ぎの切腹だぶもおおお！」「最後には理り不ふ尽じんに落とされるオチ要員、それが尼子十勇士。もっとも、もっとも」「日ノ本に空前絶後の権力を持った覇王誕生、どうしてこうなったのかは藪の中！」とわいわい信奈に抗議するが、文字通り、嫉妬のあまり我を忘れている今の信奈には馬耳東風。

「次。左さ近こんこと滝川一益は、本国の伊い勢せに加えて、関東の上野こうずけ一国を加増して正式に『関東管かん領れい』に就任。おおおお大奥の寵ちよう姫き候補に名を連ねたうううう上杉謙信の関東管領位は、没ぼつ収しゆう！　たたたたしかに一晩だけよよよ良晴を貸してあげたけれど、言うにことかいてよよよ良晴と二度も接せつ吻ぷんとか、いくらなんでも厚かましすぎない。な～にが義将よ。盛さかりがついた雌めす猫ねこだわ」

　いや、だから、それは誤解……と謙信は抗こう弁べんしようとしたが、正面から鬼おにの形相で睨にらみつけてくる信奈と背後でぎりぎりと自分を睨んでいる信玄のＷ熱視線に居すくんでしまって、言葉が出てこなかった。どうしたの謙信。わたしの喉のど。動けっ。なぜ動かないっ!?　さしもの戦国最強武将も、第六天魔王と不ふ動どう明みよう王おう、武ぶ闘とう派は姫武将二人の嫉妬の炎にオールレンジ攻こう撃げきされてしまっては、金かな縛しばりにあうしかなかったらしい。

「あと、長宗我部元親を焚たきつけた真田からも上うえ田だの地を没収！　上田だけじゃなく、武田家からは信濃しなの一国ぜんぶ没収よ。よよよよ良晴と温泉で混浴を重ねるとか、どういうつもりなの。一緒に混浴した左近は子供だからいいけど。そのでかい胸でよよよ良晴を籠ろう絡らくしようとしたのね。謙信も信玄も、揃そろいも揃って……やっぱりわたしと武田家・上杉家との共存なんてありえなかったんだわ！　信濃は、左近の与力となった森長可に与えるわ！　武田家本家は、大奥の立ち上げには絡からまなかったから、甲か斐い一国だけは安堵してあげるわよ。ただし、駿河も没収ね。良晴と二度温泉に入ったから、二国没収。文句があるなら左近に命じて武田討とう伐ばつの兵を送るわよ」

　真田昌幸が「ギャー！　大おお御ご所しよさま、申し訳ございませーん！」と頭を抱かかえてゴロゴロ転がり、信幸が「あああ寿じゆ命みようが尽つきてしまうわ」とお腹なかを押さえ、幸ゆき村むらが「温泉は武田の下か風ふうだーっ！　信濃と駿河を没収だなんて、認めるかーっ！　真田丸で籠城して迎むかえ撃うつぞー！」と十文字槍やりを構えれば、森長可が「甲こう州しゆう征せい伐ばつ、キターッ！　さっそくこの場で武田信玄を人質としてひっとらえて、そのまま甲斐へ攻せめ込んでやんよぉ！　とことんやってやるうううう！」と「人にん間げん無む骨こつ」を掲かかげて応戦する。信幸が「家風、ね。うっ寿命が」と幸村の言い間違いを諭さとしたが、肝かん心じんの武田信玄は（謙信が……謙信が良晴と二度も……）と別のことで頭がいっぱいで、信奈に抗議することを忘れていた。

「駿河には、左近の与力・レオンこと蒲生氏郷を封じて武田・北条を討うたせる先せん鋒ぽうとして働いてもらうわ。遠江とおとうみは、勝しよう三さぶ郎ろうこと池田恒興に与える。東国と西国を繫つなぐ東とう海かい道どう筋にはすべて織田家譜ふ代だいを配置よ！　東国の連中がまた良晴を奪いに来ないとも限らないものね！　竹たけ千ち代よは三み河かわ一国に戻ってもらうわ。側室一人を送り込んだ罪で、遠江は没収よ」

　それがしの策さく謀ぼうが裏目に出て、徳川家にまたしてもかような結末を……本多正信もまた「終わった。計画通り織田家と大奥とで、きっちり二股またをかけていれば……いや、それでも結局は罪を糾きゆう弾だんされる運命でしたか」とお腹を出して短刀で自らかっさばこうとしたが、家康が「ま、まあまあ。関ヶ原のことを思えば、三河安堵だけでも大甘のご処分です～」といつもの調子で制止する。こいつら、いつも阿あ吽うんの呼吸で「三河万歳」やってその場を逃のがれ続けてきたのね、と信奈のこめかみがピキピキと震ふるえた。が、緑みどり髪がみと眼鏡が神君を守ったのか、家康と良晴の間に「恋れん愛あいフラグ」が立っていないので、光秀ほどの重い処分は思いとどまったのである。むろん、今後どうなるかは別の話だが、信奈の国割り仕置きが関ヶ原の合戦の論功ではなく「相良良晴を巡る恋敵粛しゆく清せい」であることはこの時点で誰だれの目にも明らかとなった。

「レオン！　即そく座ざに駿河に入って、小お田だ原わら征伐の準備にかかって！　武田が逆らったら先に甲斐を攻め落として！　左近も頼たのむわよ！　上杉家が下知に従わなかったら、北陸の六たちと合流して越後討伐よ！」

　あづっちーの中の人という激務でくたびれていた蒲生氏郷は「え、ええ？　そ、そんなあ。東国に送られたら、また梵ぼん天てん丸まるとがちゃがちゃやりあう羽目に……休ませて……お義姉さま……」とげっそり疲つかれ果てていて、滝川一益は「とうとう関東送りとなったのぢゃ。茶器ももらえぬままに……上野なんて海がない国には住みとうない。よよよ」と海恋しさ・都恋しさに泣いている。まさにブラック企き業ぎようっ……！　誰も得しない人事……！　と相良良晴は頭を抱えていた。

「上杉家の処置は、関東管領位没収だけではないわ。男子禁制という命令を破り、御お館やかたの乱を起こして大奥革命の火ひ蓋ぶたを切ったその罪は断じて許しがたし、よ！　越後を召し上げて、会あい津づへの転てん封ぽうを申しつけるわ。会津には梵天丸が割かつ拠きよしているけれど、梵天丸も当然、良晴を婿むことして要求した罪で会津没収よ。梵天丸がおとなしく会津を明け渡わたすはずがないから、上杉家は自力で会津を切り取ること！」

　光秀が「お互たがいにあまりにもあんまりですうう」と謙信にひっしと抱だきついて「よよよ」と噓うそ泣きするが、内心では不幸慣れしている光秀がもう立ち直っていることがわかっている信奈はかえってイラッと来るばかり。

　やっと金縛りが解けた謙信は「……男武将たちを清洲に連れてきてしまったわたしの過あやまちね……相良良晴と接吻したことは事実だし……そうね。親友の恋人の唇くちびるを奪ったのはいけないことだったわ。わかったわ。だから、上杉家以外の諸家には、寛かん大だいな処置を」と、信奈の怒りを鎮しずめるために越後を差し出すことを即座に認めてしまった。

　が、「なにを言っているのです謙信さま！」と血相を変えた直江兼続が「この織田信奈さまのご処置は、義ではありませーん！　婦人の情！　嫉しつ妬とです！　せっかく定まった天下を、ご自分の恋心のためにぶち壊しにしようとしております！　大奥問題と焼やき餅もちをいっしょくたにしておられます！」と頑がんとして越後明け渡しを拒きよ否ひ。

　売り言葉に買い言葉、信奈が「よよよよりにもよって露ろ璃り幼女を大奥に入れようとした最上義光は重罪！　良晴を露ろ璃り魂こんの魔ま道どうに誘いざなうだなんて、信じらんない！　長は谷せ堂どう城で西軍のために戦ったから命だけは安あん堵ど。ただし出で羽わ一国は没収、最上家は取り潰つぶしよ！」と言いだしたから、片倉小十郎もいよいよ卒そつ倒とうしてしまった。兼続が、「だいじょうぶです小十郎どの！」と小十郎の肩かたを支える。

「わたしは、小十郎どのと戦いとうはない！」

「で、でも直江どの。ぼ、ボク、女の子ですよ？」

「男とか女とかそうことではないのですっ！　わたしは義を貫つらぬくため、天下人とでも戦います！　かかる公私混同の極きわみに達した無茶な仕置きを認めてはなりません、謙信さま！」

「か、兼続。そ、その毒どく舌ぜつを、収めなさい。ほら。織田信奈の表情がますます阿あ修しゆ羅らに……困ったわね……し、信玄。大御所として、なにか発言を。織田信奈を諫いさめられるのはあなただけよ。わたしや小早川隆景は『恋敵』だから、なにを言っても逆効果……」

　しかし武田信玄は、謙信と再会して仲良くお茶会に興じてきたために、すっかり勝かつ千ち代よに戻もどっている。謙信を苦しめる者は許さないっ！　と震えながら、

「身体からだに病を抱えた謙信に会津討伐を命じるなど、あたしは断じて認めないぞ織田信奈！　もはや天下最強も上じよう洛らくも眼中になし、戦はやめた、と決めていた。しかし……わが生しよう涯がいでただいちど、『義』のために戦おう！　謙信に、二度と戦わせないために！　甲州征伐というケンカ、買ってやる！」

　と信奈の挑ちよう発はつに自ら乗った──！

　真田丸だーっ！　と幸村がはしゃぎ、東国仕置きはここに空中分解。越後征伐。甲州征伐。最上家断絶。駿河には信奈の義ぎ妹まい・蒲生氏郷が入国。もはや、北条家との穏おん便びんな和睦などありえない事態となった。それどころか、東国勢は信奈への「徹てつ底てい忍にん従じゆう」を決め込んでいる徳川家康を除いてことごとく織田家と敵対することに。

　続く西国仕置きも、すさまじいこととなった。

　信奈にとって最大の恋こい敵がたき・小早川隆景が属する毛利家への苛か烈れつな「仕置き」が発表されるや否いなや、吉川元春が「あああありえんけぇ！　毛利家をしごうしたる、言うことかの!?」と「姫ひめ切きり」を抜ぬき放って一いつ触しよく即そく発はつの事態となったのである。

「ももも毛利家の罪がとてつもなく重いことは言うまでもないわよね？　ははは半年もよよよ良晴を抑よく留りゆうして、記き憶おく喪そう失しつなのをいいことにこここ小早川隆景とよよよ良晴をいちゃいちゃさせてこここ恋人同士にさせてああああまつさえ関ヶ原が終わってもまーだ大奥だのなんだのとしつこく良晴を奪だつ回かいしようと……これもう、断絶ものでしょ。ででででもわわわたたしは寛大な女だから取り潰しだけは踏ふみとどまってあげるわ。毛利宗家の本国・安あ芸きは召めし上げて、福ふく島しま市松に与あたえる！　毛利宗家は、長なが門と一国に減封！　吉川家は周防すおう一国！　小早川家は、小早川隆景の希望通り現在所有している領国をすべて没収！　備び前ぜん備びつ中ちゆう備びん後ご美作みまさかは宇喜多秀家に。ただし、小早川家断絶は忍しのびないので許してあげる。九州に転封よ。十兵衛同様、今すぐ自力で筑ちく後ご柳川城を切り取ること！　ほほほほんとうはこここ小早川隆景はせせせ切腹級なんだけど、よよよ良晴が悲しむから命だけは勘かん弁べんしてあげるわ！」

　これはやはり、関ヶ原の論功ではなくすべて良晴絡がらみの嫉妬……小早川隆景は日ノ本の前ぜん途とを暗雲が覆おおい、良晴を巡めぐって再び「応おう仁にんの乱」規模の天下大乱がこの日この清洲会議から勃ぼつ発ぱつする未来がもはや確定してしまった、と身を震わせていた。

「……小早川家の領国すべてを差し出したとて、収まるものではなかった。織田信奈をこれほどに惑まどわせているものは、領国でも城でもなく、恋……大奥を断固として潰しておくべきだった。私が甘かった。やはりどこかでまだ、良晴への想おもいを断ち切れずにいたのか……私は」

　誰かがこういう未来を導こうとして大奥騒そう動どうを主導してきたわけでもない、それが隆景には恐おそろしかった。誰か一人を罰ばつすれば終わるわけではないのだ。だから織田信奈は、決して側室制度の話が再度蒸し返されることのないよう、完全な独裁体制を敷しいて織田家による中央集権国家を樹立せねばならなくなった。

　が、急ぎすぎだ。足利幕府を主体とした封ほう建けん制度は、すでに百年も昔に破は綻たんしている。だから乱世になった。この大乱世を収めるために、日ノ本は近世的な中央集権国家体制へ移行しなければならない。しかしその改革は、ゆっくりと進められねばならなかった。急げば、いっせいに諸国の大名が反発し、世は再び乱れる。織田信奈とて、相良良晴を巡る大奥騒動がなければ、これほど急がなかっただろう。本来、誰よりも政治感覚に優すぐれた姫武将なのだ。しかしこの国割り仕置きはもはや、秦しんを滅ほろぼした項羽が行った論功行賞に匹ひつ敵てきする性急さ、苛烈さだった。諸しよ侯こうすべてに恨うらまれた項羽は当然、滅び去った──。

「……そもそも関ヶ原の合戦で勝利した際、織田信奈は敗走する東軍勢を追つい撃げきさせなかった。勝利の栄光に酔ようことなく、天下布武、乱世終結のためにありえないほどに寛大な処置を施ほどこしたのだ。敗走する将兵たちは討うたれず、東軍方の誰も斬ざん首しゆされなかった。が、それは天下を奪うばい取った最後の勝者の態度としては、甘すぎたのかもしれない……誰もが、戦国の世は終わった、東軍も西軍ももうない、と安心しすぎて、清洲大茶会で浮うかれていたのだ。側室同盟騒動、大奥革命騒動は、織田信奈が関ヶ原で東軍勢を『殺し尽くさなかった』からこそ生まれた余よ裕ゆうのようなものだった。誰もが、天下人となった織田信奈の慈じ悲ひ心に甘えすぎていたのだ」

　毛利輝元が「だいじょうぶだよ隆景！　利り休きゆうちゃんから、いーっぱい錬れん金きん茶器を買い集めたから！　石いわ見み銀ぎん山ざんと錬金術が生みだす黄金を軍資金に回せば、毛利はまだ五年は戦えるよ！」と隆景を励はげますが、「その茶器はがらくただ。大毛利家の貴重な資金を……お尻しりぺんぺんだ」と隆景は輝元をひっとらえてお尻を叩たたくしかなかった。

　暗黒寺恵瓊もまた、「よもやこのような事態に」と二の句が継つげない。

「お、お、織田信奈は、か、か、苛烈な性格故ゆえ、た、た、高転びに転ぶ、とは予見していましたが……ま、まさか、こんな形で……さ、さ、さりとてはの者、相良良晴を他ほかの姫武将に奪われたくないという恋心が原因で……まさか、まつりごとではなく、恋のために身を滅ぼすことに……！　えええ恵瓊ちゃんの見込み違ちがいでした、織田信奈の恋心の強烈さを量り損そこねましたああああ！」

「いや。相良良晴への想いと天下布武への想いは彼女にとっては不可分なものなのだ、恵瓊。天岩戸を開いた時、彼女は決してどちらもあきらめなかった、どちらも手に摑つかみ取ろうとしたのだ……われわれの価値観では計りがたい破格の人、なのだ」

「た、た、隆景さま、申し訳ありません……！」

　毛利家の姫武将たちが「長門周防に押し込まれるなど……じゃが抵てい抗こうすれば戦いくさじゃ。進んでも退ひいても絶望的じゃけぇ！」「うわーん茶器が、茶器があ」「ああああ足利こども将軍の出番なのじゃ！　これっ織田信奈よ、焼き餅で日ノ本を焼き尽くす真ま似ねはやめい！」と震える中、信奈の「国割り仕置き」発表は、四国へ。そしてついに、日ノ本の火薬庫──九州へと及およんだ。

「ちょちょちょ長宗我部元親と、ななな鍋島直茂は断じて許しがたし、よ！　側室同盟だの大奥革命だの、そもそもあんたたちが要いらないことしたせいで生まれたんでしょ！　ただちに方面軍を結成して、長宗我部家と鍋島家を問答無用で討とう伐ばつ！　四国征伐の総大将は万まん千ち代よこと丹羽長秀、副将はお市いちこと浅あざ井い長なが政まさ、そして勘かん十じゆう郎ろうこと津つ田だ信のぶ澄すみ！　根こそぎ四国を征服しちゃって！　堺商人たちをまとめる役は徳川家康。万千代たちとともに堺に入り、軍資金・足軽傭よう兵へい・海かい賊ぞく衆をかき集めて四国征伐軍を編成するのよ！」

　逃にげ損ねた上に、天下人から直接「宣戦布告」されてしまった長宗我部元親は、真っ白な灰のように燃え尽つきていた。

　信奈が一人で勝手にぜんぶ書き換かえてしまった地図を読みながら「こ、これは」と震えていた丹羽長秀が、これを見かねてついに「おやめください、姫！　長宗我部どのはすでに織田家への臣従を誓ちかった者です、四国征せい伐ばつなどなりません！　零れい点てんです！」と沈ちん黙もくを破って諫かん止しした。が、

「大奥の寵ちよう姫きはまつりごとに口を出せないって決めたでしょ！」

　と信奈は取り合わない。ああ。これほど姫が荒あれたのはお父上の葬そう儀ぎ以来です、いや、あるいはそれ以上……と長秀は嘆たん息そくした。

　男子禁制のため、夫の信澄の代わりに出席していたお市が、

「……義あ姉ね上うえの愛情は深すぎるのです。その炎ほのおがひとたび爆ばく発はつすれば、ご自分を含ふくめてなにもかもを焼き尽くしてしまいます。ですが、夫と子に恵めぐまれた今の私がなにを言っても、お止めできません」

　と長秀に囁ささやく。

「九州征伐の総大将は播磨こと黒田官兵衛！　遠えん慮りよ要らないから、好きなだけ城を盗とっていいわよ！　切り取り放題よ！　与よ力りきとして加か藤とう虎とら之の助すけと小こ西にし弥や九く郎ろうをつけるわ！　副将には、大友宗麟と島津義弘！　九州征伐の戦費は、大友家と島津家が全額負担よ！　おおお大友家とししし島津家は西軍として働いたので本国は安堵してあげるわ。だだだだけれど島津家は寵姫を二人入れたから、大おお隅すみ・日向ひゆうがの二ヶ国は没ぼつ収しゆう！　薩さつ摩ま一国のみ安堵よ！　大友家も一人寵姫を入れたから、筑ちく前ぜん博はか多たを没収！　播磨！　あんたに博多をくれてあげるから、もしも立花道どう雪せつが博多明け渡しを渋しぶったら佐さ嘉がへ向かう途中でさくっと奪い取っちゃって！　クロカンロボで良晴を春日局から奪回したご褒ほう美びよ！」

　官兵衛は「うわーっあのクロカンロボ投入さえなければ、こんなことには……！　やっぱりシメオンは二流軍師だったー！」と後こう悔かいしきり。半兵衛が「ま、まだ終わったわけではありません。くすん」とけんめいに慰なぐさめるものの、官兵衛は「ことここに至れば、もう取り返しがつかない」とわかっている。クロカンロボで清洲城の地下を掘ほり進んで地球の裏側へ去ってしまいたい心境であった。

　いやあ信奈ちゃんって焼き餅焼きさんだね、それもまたかわいいよねえ～と事態の深刻さがいまいちわからずぽやぽやしていた大友宗麟も、「博多召し上げ」と聞いて、たちまち慌あわてた。しばらくお茶会ボケしていたが、やっと目が覚めた、と言っていい。

「ぶぶぶ豊ぶん後ごを持っていって、信奈ちゃん！　そそそ宗麟は修道女ドン・フランシスコとして南蛮教会で生涯過ごして良晴くんと浮うわ気きしないと誓うからあ、だから博多だけは！　だってあの頑がん固こな道雪がおとなしく博多を明け渡わたすはずないよ！　博多を巡る攻こう防ぼう戦せんで、今まで敵味方どれほどの将兵が犠ぎ牲せいになってきたことか……問答無用で合戦になっちゃうよ！」

「デアルカ。それじゃ小早川隆景も佐嘉に辿たどり着けないわね。だったら小早川軍も、博多攻ぜめに合流ね！」

「え、ええええ？　信奈ちゃん……!?　違う。いつもの信奈ちゃんと違う？　なにかが取り憑ついているかのような……？　ど、どうしちゃったの？」

「そうね。きっと、第六天の魔ま王おうが憑いているのかしら。良晴がいなければ、わたしは日ノ本の人々を殺して殺して殺し続ける人生を送るはずだったらしいもの。ほんとうは、何十万人、ううん、下手したらもっと大勢の人間を殺す魔王になるはずだったらしいわ。だから今、こうしてすべての帳ちよう尻じりが合おうとしているのかもね。みんなが、わたしから良晴を奪おうとするからよ。誰だれか一人が、ではなく、みんなが、よ。わたしが惣無事令を発布して日ノ本から戦を無くそうと夢を見て諸大名に甘い顔を見せた結果が、これよ。だったら、諸大名の力を根こそぎ削そがなくっちゃ。良晴を奪えるような力を、わたし以外の誰にも持たせてはならないの──理り屈くつは合っているでしょう、宗麟？」

「ま、ま、待って！　落ち着いて！　合ってないよ、滅め茶ちや苦く茶ちや言ってるよ！　こんなの、ヘンだよ？　やっと天下布武が達成されたばかりなのに。また博多で道雪と毛利軍が戦うなんて、そんな!?」

　戦せん闘とう民族である島津姉妹しまいは、もちろん、「二ヶ国召し上げ」と命じられて承知するはずがない。

「んにゃっ!?　西軍方でがんばったのに、二ヶ国召し上げっ？　無体ぞ！　薩摩隼はや人とどもが納なつ得とくするはずがなか！」

「う、うむ。私と家久が大奥入りしたことは謝るし、いかようにもとがを受けるが……特に、場の雰ふん囲い気きに流されてちゃっかり寵姫名めい簿ぼに名を連ねた私は、ああ、なんてはしたない……だが、領国割かつ譲じよう問題に関しては薩摩に戻もどって四姉妹会議を開かねば返答はいたしかねる、それが島津家の掟おきてなのだ織田信奈どの」

「こんな話を持って帰ったら、間違いなく兵へ児こどもが織田家に反旗を翻ひるがえして蜂ほう起きするど、義弘ねえ！」

「……やむを得まい。島津軍は肥ひ後ごへなだれ込んで上じよう洛らくを目指すことになるだろう、家久。その途中で、黒田官兵衛どの率いる九州征伐軍に撃げき破はされ、島津家は滅びるのかもしれぬ。が、乱世をこれ以上長引かせるよりは戦って散るほうがましかもしれない」

「やめてとめて！　それじゃ、修しゆ羅らの世界に逆戻りぞ！　相良さぁの努力がみな無む駄だに」

「そうだな。しかし……思い返してみても、誰が悪いというわけでもない。かかる天下大乱など、誰も望んではいなかった。ならばこれが、われらの運命なのだろう」

　そうだ。このまま俺が黙もくしていれば、「運命」の帳尻はここで合ってしまう、と良晴は気づいた。

　信奈が独断で書き換えた「国割り地図」を長秀とともに凝ぎよう視ししていた良晴は、信奈の「仕置き」命令がすべて語り終えられた後、「地図」と信奈の言葉、これまでの信奈と姫ひめ武将たちとのやりとりを総合した結果、驚おどろくべき偶ぐう然ぜんに気づいていたのだ。

　近きん畿き管かん領れい・明智光秀は、坂本と丹波を没収され、出雲・石見を自力で勝手に切り取れという「左さ遷せん」命令を下された。

　北陸方面軍を率いる柴田勝家たちは、越後明け渡しを拒きよ否ひする上杉家（謙信が認めても家臣団が絶対に認めないことはすでに明らかだった）を討つべく、越後討伐へ。

　滝川一益は、遠く関東上野に封ほうじられて関東管領に就任。東国征伐の兵を率いることに。

　丹羽長秀と津田信澄は、堺に兵を集めて四国征伐軍を編成し、海を隔へだてた長宗我部家との合戦準備に入る。

　黒田官兵衛は、九州征伐を命じられて西国へ。だが、織田家への全面恭きよう順じゆんを申し出ている小早川隆景はともかく、理り不ふ尽じんにも領国を大量に奪われることとなった吉川元春たち毛利家の諸将がこれを黙だまって通過させるはずもなく、山さん陽ようで黒田官兵衛軍と交戦状態になることは間違いない。

　そして徳川家康は兵を連れずに、堺へ向かうことになった。

「……大軍を率いる織田家四天王のうち三人が、関東・北陸・堺へと分散され、左遷を命じられた惟これ任とう日向ひゆうがの守かみ・明智光秀だけが畿き内ないに……その明智軍もまた、毛利領攻めのために西国へ出立せよと命じられた……これは……この武将配置は……!?」

　秀吉のおっさんがいないことを除けば、これはまるっきり「本能寺の変」直前の武将配置じゃないか！　と、良晴は気づいた。あとは信奈が本能寺に宿しゆく泊はくすれば、「運命」が定まる！

　そう気づいた瞬しゆん間かんに、全身に戦せん慄りつが走った。

「運命」の力は、まだ、信奈たちのもとから去っていなかった！

　俺たちは知らず知らずのうちに、「そうなるべきほんとうの歴史」の方向へと引きずられている！　だからこそ、主犯もいないままに大奥革命騒そう動どうが勃ぼつ発ぱつして、信奈は清洲会議最大の目的だったはずの「惣そう無ぶ事じ令れい」を自ら蹴けり飛ばしてしまうほどに精神的に追い詰つめられてしまったんだ！

　良晴は立ち上がっていた。

　姫武将たちの前に魔王の如ごとき表情で屹きつ立りつしている信奈の肩かたを「がしっ」と抱だいて、信奈のきゃしゃな身体からだを必死で揺ゆすっていた。

「信奈！　これは『運命』の罠わなだ！　お前が敵意を向けるべき相手は、見えない『運命』の力なんだ、姫武将たちじゃない……！　こんな国割り仕置きは撤てつ回かいしろ、今すぐに！　さもないと、お前の『運命』が定まってしまう！」

「『運命』なんて見えないものの話は後でいいのよ！　わたしは今、現実の話をしているのよ良晴。側室だの寵姫だの大奥だの、大勢の姫武将がわたしから良晴を奪うばおうとしているのよ!?」
















「奪おうとはしていない！　俺の正妻はお前しかいない！　それに、俺自身、側室なんて生しよう涯がい持たない！　ゆうべ誓ったじゃないか！　どうして信じてくれないんだよ!?　こんな無茶な真似をして、天下を捨てるつもりなのかっ!?　このままじゃ確実にそうなる！」

「絶対に、良晴を盗られるわ！　だって、わたしは欠点だらけだもの。胸だってそんなに大きくないし、すぐに良晴相手に理不尽に暴力振ふるうし、口は悪いし、気は短いし、激げき怒どしたら叡えい山ざんだって焼こうとする第六天魔王だしっ！　でも……良晴が好きなのっ！　誰よりも！　良晴を誰かに盗られるくらいなら、天下なんて要らないっ！」

「お前はまた、そうやってなにもかもをひっくり返して……！　どうしてそうなんだ!?　信奈、聞いてくれ。このまま清洲会議を紛ふん糾きゆうさせて終えてしまったら、お前の未来は……」

「良晴。どうして焼やき餅もち焼いちゃいけないの？　わたしを愛していないのっ!?」

「そんなこと言っていない。愛しているに決まってるだろっ！　日ノ本すべての人々の運命を俺一人のために狂くるわせるなって言ってるんだよ！」

「それを一いつ緒しよにしたのは、大奥側のほうでしょっ！　わたしは天下も恋こいもなにもかもこの手に摑つかみたかった。そのためにがんばってきた。でも、どうしてもどちらかしか選べないというならば、わたしは良晴を選ぶわ！　なんで、わかってくれないのよっ!?　昨日、春日局で捕とらわれた時にみんなを𠮟しかりつけて説得して解散させてくれればよかったのよ！　『運命』がどうのこうのって、みんなに言えばよかったじゃない！　小早川隆景や上杉謙信が相手なら話が通じたはずでしょっ！　どうして。どうして、わたしだけを責めるのよ……！　わたしは、いつだって良晴しか見ていなかったのに！」

「……信奈……違ちがう。それは誤解だ。俺は、春日局にクロカンロボが突とつ入にゆうしてくるまでの間にみんなを説得しきれなかった。それは謝る。悪かった……ほんとうに、ごめん。昨日は、お前の『運命』がまだ覆くつがえっていないことに気づいてなかったんだ」

「いいのよ、もう！　天下布武を達成しても良晴が手に入らないのなら、わたしはもう、なにもいらないっ！　良晴に……がんばったなって、褒ほめて、もらいたかったのに。魔王には、なりたくなかったのに。でも。もう……もう、無理だわ……！　これ以上、耐たえられない……！」

　小早川隆景が「あ、あ……いけない」と二人の言い争いを制止するために立ち上がろうとした。ここで織田信奈と相良良晴がもしも決けつ裂れつすれば、日ノ本は未み曽ぞ有うの大乱に突入してしまう。おそらく本来の「歴史」よりも悲ひ惨さんな事態になるだろう。いや。もう。日ノ本のため、などではない。織田信奈と、相良良晴のために。あってはならないことだった。

（兄者。私が弱かったせいだ。こうなることを薄うす々うす予測できていたはずなのに、大奥を解散させなかったばかりに。私は、明智の将などではなかった。私は、良晴への想おもいのために、完全に目が眩くらんでいた……！）

　信奈の心を守ることができるはずの大友宗麟が、大奥に宗茂を入れていたことも、不運だった。宗麟も宗茂も、九州から出てきたばかりで、信奈を巡めぐる姫武将たちの複雑な事情に精通していない。しかも宗麟は殿との方がたを巡る嫉しつ妬と心や独どく占せん欲よくが生来薄い。まさか大奥騒さわぎがこれほど炎えん上じようして「国割り仕置き」がかかるありさまになることなど、想像の範はん囲い外がいだったのだ。ただ、事態の悪化を危き惧ぐした小早川隆景に説得されて、宗麟が大奥の寵ちよう姫き名簿に自分の名を連ねなかったことだけが、救いだったが──もしも連ねていれば、清洲会議はもっととんでもない事態になっていたかもしれなかった。

　知ち恵え者・竹中半兵衛をもってしても、男女の感情のもつれをどうにかすることだけはできない。それ以前に、清洲会議を崩ほう壊かいに導いた大戦犯になってしまい「あーうー」と畳たたみを裏返して穴を掘ろうとしている官兵衛を押しとどめて励はげますので精せい一いつ杯ぱいである。

　せめて、と丹羽長秀が滝川一益に「お二人の誤解を解くために他心通を」と献けん策さくしたが、「無駄じゃ。信奈ちゃんもよっしーも、すでに本音を叫さけんでおる。姫には、どうしようもない」と首を振られてしまった。

　万事は休した、かのように思われた。




　しかし。

　日ノ本にはまだ、この者がいたではないか。

　誰もがその存在を完全に忘れていた、大立て者が──。




「おーっほっほっほ。まあまあ信奈さん、なにを荒あれていらっしゃるの？　わらわがいないと、ほんとうにあなたはダメですわねぇ。あらあら。この書状は、未来で言うところの離り婚こん届かなにか？」




　金きん襴らん緞どん子すでド派手に飾かざり立てた「ニセ征せい夷い大たい将しよう軍ぐん」、今いま川がわ義よし元もと。

　信奈に招待されてもいないのに、小田原城から清洲まではるばる舞まい戻ってきたのだった。

　途と中ちゆうからは半蔵、佐さ助すけたち忍しのび衆に道中を守られての、予定より早い電撃的な清洲入りだった。

「よ、義元ちゃん？」

「ちょっと。返しなさいよ！　その誓せい約やく書は、大奥を有名無実化するためにわたしが悪知恵を働かせて徹てつ夜やで作成した……」

「相良良晴と夫ふう婦ふゲンカして別れるというのでしたら、遠えん慮りよなくわらわが正妻の座をいただきますわよ。でも、恋こい敵がたきが弱っているところで殿方をかっさらうだなんて、王者であるわらわらしい勝利とは言えませんわね。これは燃やしてしまいましょう、おーっほっほっほ！」

「「ああ～っ!?」」

　信奈も良晴も、止める暇ひまもなかった。義元は、ぱっと信奈の手から誓約書を奪い取ると、蠟ろう燭そくの火にかざして燃やしてしまったのである。

　斎藤利三たち大奥設立側の面々も、「えええええ？　これで清洲会議のすべては振り出しに？　どうなるのです？」とこの唐とう突とつな事態にどう対処していいのかわからない。小早川隆景も竹中半兵衛も、まさか今川義元がいきなりやってきて「清洲会議」崩壊の引き金を引いた誓約書をあっさり焼き捨ててしまうとは、予想していなかった。

　たしかに、詐さ欺ぎ以外のなにものでもない誓約書に斎藤利三が花か押おうを書いたことから会議が一気に紛糾していたわけだが、焼き捨ててしまうだなんて。まさか、そんな……！　今川義元以外の誰だれも、猜さい疑ぎ心しんと警けい戒かい心しんと嫉妬心の塊かたまりになって「がるる」と吼ほえていた信奈の手から誓約書をするっと奪い取ることはできなかっただろう。

「あ、あ、あ、あんたねえ!?　なにすんのよ？　清洲会議で制定した約定を、ぜんぶ反ほ故ごにしちゃったのよ？　わかってんの？　明らかにわかってないみたいだけど！」

「まあまあ、そうでしたの？　わらわには離婚届の内容はよくわかりませんが、信奈さんと相良良晴が決裂寸前だということはわかっておりますわ。天下の姫武将たちを前にして、すさまじい夫婦ゲンカですこと。いけませんわね、信奈さん。天下人にあるまじきお姿」

「う、ぐ、ぐ。なに爽さわやかにドヤ顔してんのよ、もとはといえば安土城であんたが『相良はぁれむ設立ですわ』って与よ太た話を吹ふいたのが発ほつ端たんでこうなったんでしょーっ！　十兵衛一人なら仕方ないかしら……ま、まあ、小早川隆景も良晴を救って生かしてくれたし……謙信はまあ、分別があるからありかもね……とか甘いこと考えていたら、あっという間に側室候補が九人に増えたのよ九人に！　これもう、無限に増え続けるでしょ！　どーしてくれるのよ！」

「まあまあ。さすがは相良良晴。天下一の男とわらわが認めただけの英えい傑けつですわね、豪ごう快かいですこと。おーほほほ。でもまあ離婚届を焼いてしまったのですから、とりあえず審しん議ぎはぜんぶ差し戻もどしですわね」

「だから離婚届じゃないっ！」

　余よ裕ゆうがありませんわねえ阿あ修しゆ羅らみたいなお顔になっていますわよ、わらわに匹ひつ敵てきする美び貌ぼうが台無しですわ、と状じよう況きようを理解しているのかどうか実に怪あやしい義元は、扇子せんすを広げて高笑い。魔ま王おうと化した信奈を前に、まったく動じていないどころか、ずっと「上から目線」でしゃべっている！　今川義元とは、いったいどれほどの大物……!?　と全国の姫武将たちは声を失った。

「未来語で言うところのマリッジブルーというやつですわね。信奈さん。あなたは殿方に愛されることにかけては、ご自分に自信がありませんからねえ。顔はまあわらわと同点といたしましても、胸の大きさ！　血筋の高貴さ！　育ちの上品さ！　京文化への教養の深さ！　蹴け鞠まりの優ゆう雅がさ！　なにもかも、わらわの足あし下もとにも及およびませんものねえ。天下一美少女のわらわが相良はぁれむを築いたら、そんなおかわいそうな信奈さんはたしかに、相良良晴の愛を失うのではないかと夜も眠ねむれませんわね。わらわとしたことが、あまりにも自分が完かん璧ぺき美少女すぎて、信奈さんのお気持ちを見過ごしておりましたわ。ごめんあそばせ。おーほほほ！」

「……ん、が、ぐ、ぐ……あ、あ、あんたってば……ブチ殺されたいの!?」

「とりわけ。胸が。おお、おお。やはり、胸が。胸の大きさに、圧あつ倒とう的な戦力差がございますものね。南蛮渡と来らいの見せブラ着用という禁じ手を用いても、わらわのほうが三倍は大きいですものねえ」

「胸は関係ないのよーっ！　わたしだって小さくはないんだから、小さくは！」

　いくらなんでもこれは。生まれながらの毒どく舌ぜつ家の直江兼続ですら、顔面蒼そう白はくとなっていた。このままでは、いちおうは征夷大将軍の位をまだ所持している今川義元が斬ざん罪ざいに……！

　しかし。

　義元が挨あい拶さつ代わりの軽口を叩たたいていたのは、そこまでだった。

「……でも、信奈さん？　雪せつ斎さいさんも。山やま本もと勘かん助すけも。宇う佐さ美み定さだ満みつも……実の娘むすめ以上に愛した姫ひめ武将にお仕えすることに生涯を捧ささげた男たちが、ついに誰も摑み取ることができなかったその星を。天命を覆せるお方を。相良良晴の心を摑み取られたお方は、誰でもないあなたですのよ。相良良晴の心は、永遠にあなたのもの。彼は、あなたの『運命』を覆すために、この戦国日ノ本の世に来られたのですわ」

「……義元？」

「それなのに、彼を失うことを恐おそれて天下も恋もなにもかも投げ捨ててしまおうというのならば、ご自分が幸福を摑む恐きよう怖ふに耐えられないというのならば、あなたは最初から彼の伴はん侶りよとしてふさわしくなかったということですわ。相良はぁれむ問題を差し戻しにしてもなお、相良良晴と本気で別れるおつもりでしたら、遠慮なくわらわがいただいていきますわよ。わらわは、あなたと違って幸福になることを恐れませんもの──たとえ幸福を摑んだ次の瞬しゆん間かんに運命が暗転して、幸福を失うことになろうとも。決して、恐れませんわ。逃にげませんわ。後こう悔かいなどいたしますまい。信奈さん……あなたは、ここでご自分の幸福から逃げて、ほんとうに後悔しませんの？」

「……あ……」

　信奈の表情から、憑つきものが落ちた。涙が、ぽろぽろと、流れた。

「……だ、ダメ。ダメよ。いや、わたしは、良晴とともに生きたい。幸せに、なりたい……う、う、うう……！」

「ならば、この場で仲直りなさりませ。前まえ祝しゆう言げんを再開なさいませ」

　第六天魔王の影かげは、噓うそのように消え去っていた──。

　相良良晴は、（もしかして義元ちゃんは誓約書の中身を知っていて、知った上で信奈を救うために焼き捨てたのか？）と気づいた。だが、わからない。今川義元の心のうちは。ほんとうに。不思議な姫武将だった。

　ただ、ひとつだけたしかなことがある。

　今川義元が桶狭間で死んでいれば、信奈はこの清洲会議で第六天魔王になってしまっただろう、ということだ。なにもかもをひっくり返していただろう、ということだ。父・信のぶ秀ひでの葬そう儀ぎの席にうつけ姿で乱入し、遺灰に抹まつ香こうを投げつけたあの時のように。南蛮のウェディングドレス姿は、すでにしてその戸と惑まどう信奈の心を示す「予兆」だったのだ。

（幸福になることへの恐怖、か……信奈は幼い頃ころから次々と愛する「父親」たちを失い、実母の土つち田た御ご前ぜんとは疎そ遠えんで一時は廃はい嫡ちやくされかかった。俺がふらふらしていちゃダメだったんだ。断固として、信奈が人生最大の恐怖に直面している今こそ、彼女を支えなければならなかったんだ）

　良晴は、「義元ちゃん。ありがとう！　俺が悪かったんだよ！　大奥は設立しない！　後うしろ髪がみを引かれる思いもあるし、捨てがたい人々もいる。それでも俺は──信奈だけの夫になる！」と今川義元の手を握にぎって感謝していた。

　小早川隆景。上杉謙信。島津家久。島津義弘。明智光秀。斎藤利三。本多正信。真田昌幸。長宗我部元親。片倉小十郎。直江兼続。竹中半兵衛。黒田官兵衛。お市。大友宗麟。そして織田家譜ふ代だいの姫武将たち。みな、その良晴の決断の言葉を待っていた。その言葉を聞き、「これで日ノ本は救われた」と安あん堵どしていた。

　今川義元の言うとおり、相良良晴は「織田信奈のために」この世界に来たのだ。未来へ帰る千せん載ざい一いち遇ぐうの機会すら、良晴は信奈のために捨てた。信奈を、選んだのだ。第六天魔王になる運命から信奈を救うために。信奈と、ただいちどの人生をともに生きるために。そのことは、天岩戸が開いた時に、すでに明らかだったではないか。

　織田信奈は、これから新生日ノ本という国家を造り上げねばならない「天下人」。さまざまな重圧、抵てい抗こう、葛かつ藤とうに耐たえねばならない。良晴ならば、彼女を支えていくことができる。良晴しかいない。これで、よかったのだ。

　徳川家康が、「なんだ。結局われらは夫婦ゲンカを盛り上げるための餌えさか。こともあろうに謙信をダシに……地じ雷らい火で爆ばく発はつしろ」とため息をついていた武田信玄の手を取って「ととととにかく今はお二人の前祝言の時間です！　本会議は午後からということで！　中なか締じめに入りま～す！　吉きち姉さまの門出を祝って、一本締めいたしましょう！」と音頭を取った。

　ところが──その義元が「いえいえ。それではわらわがつまりませんわ。やっぱり相良はぁれむはいずれ開きましょう。信奈さんもそのうち慣れますわよ。さあさあ相良良晴、わらわとともに小田原へ参りましょう。たいへんなことになっておりますのよ、おーほほほ！」と言いだしたので、大団円になりかけていた空気はまたぶち壊こわしに。

　やはり、大物すぎる今川義元の心のうちは、常人にはさっぱりわからないのだった。

　義元の古ふる馴な染じみ・武田信玄一人が、結局こうなると思った、と深いため息をついてる。

　清洲会議は、このまま結局空中分解してしまうのか!?　誓約書が灰になり審議が振ふり出しに戻った今、はたして駿河問題・柳川城問題・国割り問題・そして義元がまたまた蒸し返した大奥問題はどうなるのか？　そもそも、まとまるのか？　もしかして、もうダメなのではないか？　まともな議論などできないのではないか？　このままなにも決まらぬうちに解散したら、清洲の町を練り歩いている「恋の志士」たちが「結局、大奥は潰つぶされたのよ！」「会議に出席した姫武将たちも日ひ和よって懐かい柔じゆうされたんだわ！」「こうなったら、わたしたち自身の手で！　民衆の手で、恋を！」「自由恋れん愛あいばんざーい！」と蜂ほう起きして、打倒織田政権を掲かかげる大奥革命が勃ぼつ発ぱつするのではないか？　なにせ町人や農民の女の子たちは、武装蜂起にかけては本猫寺一いつ揆きでそれなりに手慣れている。

　しかし──今川義元が「浮うわ気き旅行のお誘さそいだけではありませんのよ。関東でたいへんなことが起こりましたの。日ノ本に、危急存亡の秋が来ましたのよ。未来人の相良良晴のお力が、どうしても必要になりましたのよ」とはじめて見せる深刻な表情を浮うかべながら伝えたので、義元の凶きよう悪あくな巨きよ乳にゆうをサラシで巻いてしまおうと暴れかけていた信奈の動きがぴたりと止まり、そして、

「……どういうこと？　義元？」

　と、話の続きをせがんでいた。

　今川義元の「報告」は、清洲会議に出席しているすべての姫武将が「まさか」「そんな馬ば鹿かな」「にわかには信じがたい」と動どう揺ようするものだった。それどころか、未来から来て歴史に通じている相良良晴でさえまるで理解できない異常な事態が東国で起きていたのだ。

「う……噓だろう、義元ちゃんっ？　そんなことがっ!?　そんなことが、起こるはずがないっ!?　俺が知っている歴史とは、まるで違ちがう！　違いすぎるっ！」







　巻ノ七　海から来るもの







　今いま川がわ義よし元もとと北ほう条じよう氏うじ康やすが小お田だ原わら城で再会を果たしたのは、いつ以来だっただろうか。

　かつて、武たけ田だ信しん玄げん・今川義元・北条氏康は「三国同盟」を締てい結けつし、信濃しなのと関東の諸将に乞こわれて立て続けに義軍を動かしていた上うえ杉すぎ謙けん信しんに対抗していた。謙信が関東小田原城へと長ちよう駆く攻せめ込めば、信玄が川かわ中なか島じまへ兵を出す。川中島で謙信と信玄が死し闘とうを繰くり広げている隙すきに、氏康は謙信方に奪うばわれた関東の城を取り返す──かくして謙信と信玄が東国で時間を奪われている隙に、天下人の「大本命」今川義元が上じよう洛らくを果たす、はずだった。

　が、今川義元は今、織お田だ信のぶ奈なの外交官として小田原を訪おとずれているのである。

「よくもおめおめと生きていられるわね、あなた。まさか桶おけ狭はざ間まで敗れていながら、ちゃっかり征せい夷い大たい将しよう軍ぐんに……しかも織田信奈のお飾かざりの。今川義元。あなたって、つくづく大物だわ」

「まあまあ氏康さん。相変わらず胸が薄うすいこと。天下は織田信奈さんが統一いたしましたものね。わらわの将軍位も、もうまもなく返上することになりますわね。氏康さんを説得して小田原城を無血開城させれば、わらわの将軍さまとしての仕事も終わりですわ。おっほっほ！」

　北条氏康は、織田信奈がまさか関せきヶが原はらで謙信・信玄・毛もう利りら「東軍」を破るとは夢にも思っていなかった。思えば、神流かんな川で伊だ達て政まさ宗むねとの決戦に敗れて、伊達軍を西進させてしまったことが、決定的な失敗だった。まさか上うえ田だの真さな田だ一族という最後の罠わなをも伊達政宗が突とつ破ぱするとは──いや、突破したのではなく文字通り逃げ場のない西へと逆走して「逃げた」のだ。仙せん台だいも山やま形がたもほっぽり出して。考えられなかった。

　上杉家の「義ぎ妹まい」となった上杉景かげ虎とらが山形へ猛もう然ぜんと攻め込んで最も上がみ義よし光あきを追い詰つめたと聞いた時には、「素す晴ばらしい火事場泥どろ棒ぼうだわ！　でかしたわ！　さすがは北条家の妹だわ！」と膝ひざを打ったものだったが。

「最低でも数ヶ月、長ければ数年、東軍と西軍の中央での睨にらみ合いは続くはずだった。その隙にゆっくりと関東全土を統一して、北条関東王国を建国できるはずだったのに。どうしてたった一日で決着がついてしまったの？　戦国最強の信玄と謙信が手を組んでいながら、なぜ織田信奈などに敗れたの？　信じられないわ」

「わらわには戦いくさのことはよくわかりませんが、今川上洛軍を奇き襲しゆうで蹴散らしてしまった信奈さんですもの。氏康さん？　それより、お尻しりの蒙もう古こ斑はんは消えましたこと？」

「そんな話、していないのよーっ！　ちょっとくらい戦せん況きよう報告しなさいよっ！」

　かつて、桶狭間での義元の敗戦を知り容よう赦しやなく三国同盟を破は棄きした武田信玄の侵しん攻こうによって駿する河がを追われた今川家の一族は、信玄との裏取引によって氏康が丁重に保護してある。氏康は、小田原を訪れた義元を家族と再会させてあげれば、里心がついた義元は関東独立構想に「乗ってくる」と思っていたのだ。

　西国では将軍・足あし利かが義よし昭あきを下した天下人・織田信奈が中央政権を樹立するが、東国にももう一人の将軍・今川義元という「大義名分」さえいれば、関東独立王国の旗印にできる。かつて、足利幕府が京室むろ町まちの将軍と関東公く方ぼうとに二分されて東西相争った頃と同じ状態に引き戻もどせる。

　さらに、足利将軍に忠誠を誓ちかう謙信は無理でも、信玄は「三国同盟」に再び連れ戻すことができる。清きよ洲す会議の最大の議題である駿河領有問題で、敗者である武田家の言い分が通るとは思えなかったからだ。謙信とて、上杉景虎を妹とした以上、関東独立王国に与くみせずとも自ら関東に出兵することはあるまい。

　信濃・駿河を最終防衛ラインとして、西国の織田政権と東国の北条政権とが睨み合い、戦線を膠こう着ちやくさせる。数年耐えれば、関東の独立は既き成せい事実化する。万が一駿河を抜ぬかれても、箱はこ根ねの山と相模さがみの海に守られた難攻不落の巨城・小田原城は落ちない。

　それなのに。ああ、それなのに。

「氏康さん？　小田原城を無血開城なさいまし。それで北条家は存続できますわ。信奈さんは東国にはそれほど興味がない様子ですから、織田政権のもとで天下布武事業に協力すると氏康さんが誓えば、小田原城を召めし上げられることはありませんわよ。わらわをご覧なさい。京で将軍位をいただいて二に条じよう城を建ててもらって毎日毎日風流三ざん昧まい、贅ぜい沢たく三昧ですわ。戦もやらなくていいし、面めん倒どうな雑事は信奈さんが片付けてくださるし、快適そのものですのよ。おーほほほ！」

　なんなの。なんで勝ち誇ほこっているの。あなた織田家に捕とらわれた捕ほ虜りよでしょ。慣れない姫ひめ大名をやっていた時代より楽しそうじゃないの。なんか胸がまた膨ふくらんでるし。よほどいい暮らしをしているんだわ。私のように「謙信が攻めてくるうう」「信玄が裏切ったああ」「伊達政宗が襲おそってきたあああ」と毎晩のように胃痛に悩なやまされて布ふ団とんの上をゴロゴロ転がることもないんだわ。どういうことなの。こいつを「関東公方」として押し立てるなんて、絶対に無理ね……と氏康は絶望のため息をついていた。

「氏康さんが信奈さんに臣従してくだされば、日ひノ本もとは東西ともに統一されますわ。わらわも、今川家の一族を京に呼んで一いつ緒しよに暮らしたい！　今、開城してくだされば、お礼として『今川焼き』一年分を進しん呈ていいたしますわよ！」

「今川焼きってなによ。なんなのよ。要いらないわよ！」

「相良さがら良よし晴はるから教わったご当地ぐるめですのよ。たこ焼きと似たような鉄板を用いて焼くお菓か子しですの。今川家の財源の足しにしろ、と」

「小田原にはういろうがあるから、そんな胡う散さん臭くさいお菓子は要らないってば！」

「残念ですわね氏康さん。すでに西国では、ういろうと言えば那な古ご野や名物ということになってしまいましたわ。津つ田だ信のぶ澄すみ印の那古野ういろうが大人気で」

「……尾お張わり人め……よそさまの名物料理を勝手に……！　たしか織田家って、伊い勢せの天むすも勝手に売りさばいていたわよね。あいつらの守しゆ銭せん奴どぶりは許しがたいわね！」

「そんな氏康さんにお土産みやげですわ。どれもこれも、新たな尾張名物として相良良晴とその仲間が織田家の料理人に伝えた未来料理ですのよ。『みそかれえらいす』に『みそえびふりゃー』に『みそかつ』ですわ。織田家に臣従すれば、これら尾張名物の関東での独どく占せん販はん売ばい権が氏康さんのものに」

「って、ぜんぶみそ味じゃないのっ！　こんなもの関東武士は好まないのよーっ！」

「まあまあ氏康さん。えびふりゃーをお投げにならないで」

　って、義元と漫まん才ざいなんかしている場合じゃないわ。もうダメ、お腹なかが破れそう。で、でも、小田原城が落ちるはずがない。武田信玄も上杉謙信も落とせなかったこの城を、織田信奈如ごときが落とせるはずがない。大軍で包囲されたって、だいじょうぶ。風ふう魔まを用いて伸のびきった兵へい站たんを破ることだって、流言飛語を飛ばして関東遠征軍を分断することだってできる。

「氏康さん？　これまでの戦法は、信奈さんには通じませんことよ。誰だれもなし得なかった偉い業ぎよう──日ノ本一の巨城・小田原城を落城させる戦術・戦略を、すでに信奈さんは頭の中に描えがいているはずですわ」

「たしかに、小田原城と並ぶ西の要よう塞さい・大おお坂さか本ほん猫びよう寺じを下したのはすごいことだと思うわよ。私の計算では、大坂を落とすまでに十年はかかるはずだった。織田信奈は本猫寺戦に十年を費ついやして時間切れになるはずだった……でも、あれは本猫寺そのものが落ちたのではなくて、毛利水軍の補給路が断たれたからであって……鉄てつ甲こう船などという得体の知れない新兵器さえなければ」

　いや。そうではない。そのような新兵器を考案し量産し戦線に投入し運用した。その閃ひらめきと決断力こそが、織田信奈の力。戦国時代の常識をはるかに凌りよう駕がする破格の「天才」……しかも、鉄甲船が登場することを知っていた「未来人」相良良晴をもってしても、その信奈を破ることはできなかった。

　ええ。信奈さんは関東ではまた異なる戦術を用いますわ、と義元は青ざめてお腹を押さえていた氏康の肩かたをそっと抱だいていた。

「雑さい賀か衆しゆうの鉄てつ砲ぽう傭よう兵へいも、毛利率いる村むら上かみ水軍も、そして武田信玄さんと上杉謙信さんの連合軍も、ことごとく信奈さんは新戦術と新兵器を投入して退けられましたのよ？　今川上洛軍が桶狭間で敗北したことも、今となっては恥はじでも大おお番ばん狂くるわせでもなかったと断言できますわ……織田軍の組織は、これまでの戦国大名のそれとはまるで異なりますの。敵が強大であればあるほど、自らを進化させて凌駕してしまう。信奈さんならば、おそらく何年でも籠ろう城じよう戦を続けられますわ。それでは……あなたのお身体からだが保もちませんわ」

　私の胃病を知っているのね、この女。ふわふわしているくせに案外めざとい、と氏康は舌打ちした。

「……あなたと京見物でもして過ごせというの？」

「ええ。それで胃痛は治まりますことよ。わらわは天下一の美しさを維い持じするため、美容と健康について相良良晴からいろいろ教わっておりますの。氏康さんの病は、未来語で言うところのストレス性の胃痛ですわ。小田原城と北条家を守り抜かねばならないという重責が、胃を痛めていますのよ。わかりますわ。わらわも駿河時代には、時々食しよく欲よくがなくなって一日に五食しか食べられなかったことがありましたのよ。一日三度のおやつが、二度しか喉のどを通らず。今思えば、あれは姫大名の重責から来るストレス性胃い炎えん」

「あんたのは、ただの食い過ぎよっ！　なんで太らないのよっ！」

「食べたぶんの栄養がぜんぶ胸に行くのですわ、おーほほほ」

　呪のろわれなさい、と氏康は歯ぎしりした。

「信玄さんも姫大名を引退なされるそうですし、三人で京見物と参りましょう。謙信さんも付いてこられますけれど。信玄さんと謙信さんってば、なんだかあのまま祝しゆう言げんを挙げそうな勢いですわねえ」

「……そう。信玄が、引退……そうなの。戦国の世は、終わったのね……」

「いいえ。まだ、終わってはいませんことよ。あなたが最後に終わらせるのですわ、氏康さん。この小田原城を無血開城することによって。たしかに敗北かもしれませんわ。けれども、それは恥ではなく、百年の乱世を終わらせるための誇り高き降こう伏ふくですわ。そうではなくて？」

「……本猫寺の猫ねこ娘むすめとは違ちがうのよ。私は宗教者ではなく、武士よ。一戦も交えずして開城するなど……北条家三代の夢、関東独立の志を、戦いもせずにあっさりと手放すことは……武田信玄、上杉謙信の猛もう攻こうをさえ凌しのぎきった難攻不落の小田原城を」

「その小田原城が無血で開城されるという『奇き跡せき』をあなたが成し遂とげてこそ、乱世を終わらせることができるのですわ。この国に生きる人々は誰もが、これで戦国の世は終わった、と信じますもの。人々が信じれば、それはもうただの夢ではない。すでに『現実』ですわ」

「……上洛して、諸大名の前で織田信奈に『織田政権のもとで天下のために働きます』と誓ってみせればいい、ということね。伊達政宗には本気で織田信奈と戦うつもりはないのだから。それで、天下はひとつになる、東国と西国の戦いもなくなる、と」

　北条家が小田原を安あん堵どされ、東国にある程度の自治権が認められるのならば、と氏康の心は「開城」に傾かたむいていた。

　だが、清洲会議で信奈が下す「国割り仕置き」を見てから決断するべきだった。

　もしも東軍方に過か酷こくな処置を加えるのならば、とても開城などできるものではない。

　信奈さんからの言こと伝づてですわ、と義元は氏康にそっと告げていた。

　小田原城から連れ出してあげるから、いつでも京にいらっしゃい、お茶会に招いてあげるわ──と。

　私が？　織田信奈と？　京で、お茶会？　ほんの少し前までは、考えられない光景だった。だが、あの謙信と信玄がともに清洲大茶会に出席して仲むつまじく過ごしているという。「姫武将」が、ただの「姫」に戻ることのできる世界が、訪おとずれようとしているのだ。小田原城を出る機会は、今しかない。北条三代の関東平定事業にも、意味が生まれる。「天下平定」事業の最後の仕上げとなる小田原城無血開城を北条家が成し遂げたからこそ、織田信奈一代での「天下布武」が達成できたのだ、という意味が。戦って滅ほろびれば、「武士の誇り」だけは守られるが、北条三代の戦いは結局のところ、すべて無意味となる。

　初代早そう雲うんさまならば、どうするのだろう。家臣が主君を倒たおして一国一城を奪うばうという下げ克こく上じようを最初にやった史上初の「戦国大名」、早雲さまならば。この日ノ本に戦国時代を到とう来らいさせた早雲さまならば。北条家の悲願は、真の目的は、いったい、なんだったのか。

　氏康は鈴すずを鳴らし、早雲の代から北条家の大おお御ご所しよとして妖よう怪かいのように居座ってきた「おばば」北条幻げん庵あんを、招いた。

「ふぉっふぉっ。迷っておるの、お嬢じよう。はて。早雲とは誰じゃったかいのう……このところ、物忘れがひどうていかんわい。ま、年寄りの独り言として、話半分くらいに聞いてくれればよいわ。しかし義元どのは、いよいよお美しくなったのう。その優ゆう雅がな胸。半分ほどお嬢に分けてやってくれんかのう」

「おーほほほ！　おばばさまこそ、ご健勝でなによりですわ！」

「胸の話はいいのよ。初代早雲さまの話よ！」

　幻庵いわく。

　早雲は、京で足利幕府に仕える伊い勢せ氏の一族だったという。乱れに乱れた京と足利幕府に絶望して見切りを付け、妹が嫁とついでいた駿河今川家へと流れてきたのだ。そして、伊い豆ず一国を奪うところから「下克上」をはじめた。

　その真の意図は、幻庵が直接聞いたわけではないが、やはり崩ほう壊かいした足利幕府に代わる「新政権」の樹立だったのだろうという。

　北きた畠ばたけ顕あき家いえや近この衛え前さき久ひさがそうしようとしたように、日ノ本の戦乱を鎮しずめるためには、京で貴族たちや僧そう兵へいたちを巻き込んで権力争いを続けているだけではいけない。京にこだわった武家は、みな、中世的などろどろとした『呪じゆ詛そ』のようなものにあてられて自じ滅めつする。天下を鎮めるには、圧あつ倒とう的な、そして潔いさぎよい武力が必要である。だからこそ源みなもとの頼より朝ともにならって精せい強きような坂ばん東どう武者を擁ようする「武士の国」東国を押さえねばならない。早雲ほどの智ち者しやならばそう考え、そして誰よりも早く実行したに違いない。

「じゃが、関東に乗り込んだ早雲は伊勢氏こそ捨てたが、源ではなく、足利でもなく、北条を名乗った。自分は将軍ではなく天下人を支える執しつ権けんにすぎぬ、ただし、鎌かま倉くら幕府を守り元げん寇こうという未み曽ぞ有うの国難から日ノ本を守り抜ぬいた北条氏の如く、天下を安あん寧ねいに導く執権である、と宣言したつもりだったのかもしれぬのう」

「……天下人のもとで執権を務め、日ノ本に平安をもたらす。それが初代早雲さまのまことの志であり夢だった、と？」

「さて。ありゃあ、腹に一物ありでほんとのことは滅めつ多たに言わんかったのでな。じゃが、早雲はただ下克上をはじめただけにあらず。自らは質素に甘んじ、領国の民たみのために善政を敷しいた最初の大名でもあるわいな。北条家の関東における粘ねばり強さは、民に慕したわれていることにも一因があるのじゃよ。お嬢は生まれた時から、民を徹てつ底てい的にたいせつにする民のための北条家の内政が『常識』になっておるから、実感はなかろうがの。ふぉっふぉっふぉっ」

　幻庵の言葉が真か虚きよかは、わからない。なにしろ、幻庵は自分が早雲の妹だったか姉だったか従い姉と妹こだったかすら覚えてないと言い張っているのだ。下手をすれば早雲の母ではないかとすら言われている。自分の年ねん齢れいすら忘れるほどに耄もう碌ろくしているのだ。だから真しん偽ぎはわからないが、

「お嬢よ。お嬢が望めば、そなたを苦しめ続けてきた乱世という夢は終わるぞえ。じゃが、同時に新しき夢がはじまるのぢゃ。戦いくさに恐きよう怖ふし震ふるえながら小田原城に籠こもって朽くち果ててはならぬ。勇気を奮い起こして小田原城から出る時が来たのじゃ。日ノ本は広い。いや、世界は──」

　と、その瞳ひとみが告げていた。

　ならば、北条早雲の夢は、ただ関東平定に留とどまるのみならず──。

　いえ。今私が見なければならないものは、早雲の夢、ではない。

　私自身の、夢。

　北条氏康の、夢は──。

　織田信奈と、二条城の満開の桜の下で茶会に興じる自分の艶あで姿すがたを、氏康はこの時、胸の中に描いていた。時には同盟し、時には戦った信玄もいる。関東を舞ぶ台たいに死し闘とうを繰くり広げた謙信もいる。すでに氏康の義ぎ姉しだ。そして、常に東国の姫ひめ武将たちの「華はな」の中心にいた、義元が。

　もう……戦わなくても、いい。相良良晴と出会って「魔王」にならなかった織田信奈ならば、大坂本猫寺とすら和わ睦ぼくした織田信奈ならば、関東の民を苦しめることも、北条家を断絶させることも、ない。北条家が三代にわたって続けてきた「民のためのまつりごと」を、継けい承しようしてくれる。楽市楽座と貿易政策に加えて、内政面で北条家が蓄ちく積せきしてきた数々の政策を織田政権が採用すれば。その時こそ、この国に真の平安が訪れる。それはいったい、何百年ぶりの平安なのだろうか。

「……おばば。義元。私は……」

　氏康が、「小田原城を、開城」と宣言しようとしたその時。

　事態は、急転した。

　誰も想像していなかったかたちで。




　海からの使者が──相模湾わんに、その姿を現していたのだった。




　　　　※




　黄おう金ごん十じゆう字じ軍ぐん。

　それが、彼らに与あたえられた「軍団名」であり同時に「作戦名」でもあった。

　内海では毛利船団と織田船団が交戦したことがあるが、外海を航海する船の数としては、戦国日ノ本の人間がまず目にしたことのない破格の大船団が小田原に迫せまっていた。

　船上に翻ひるがえる旗も異様だった。この船団が異教徒との聖戦のためにはるばる海を越こえて大だい遠えん征せいに来た十字軍であることを示す「十じゆう字じ架か」旗は当然として──「連合国艦かん隊たい」であるからには、日ノ本人が見慣れているポルトガルの旗に加えて、そのポルトガルと今は同君連合国となっている世界最強の海運国家イスパニアが擁する「無敵艦隊」、百ゆ合りの旗を掲かかげるフランス艦隊、カトリック勢力と敵対してきたイングランドの海かい賊ぞくたちが率いる私し掠りやく船シードッグ、イスパニアを相手に独立戦争を戦っているはずのネーデルラント（オランダ）の「海の乞食団ワーターフーゼン」艦隊、さらには神聖羅馬ローマ帝てい国こく皇帝たるオーストリア・ハプスブルク家伝統の「双そう頭とうの鷲わし」の旗までが海上に翻っていた。

　信しん仰こうを巡めぐって血みどろの内戦を繰り広げていたはずの、新教プロテスタント諸国と、旧教カトリック諸国。カトリック宣教師たちによる命を賭かけた海外布教も、もともとはヨーロッパで押されるカトリックの勢力を盛り返すためのものだった。

　その両者が、ありえない「同盟」を結成し、極東のジパングへと「十字軍」艦隊を派は遣けんしていたのである。

　すでにインドから東南アジア、マカオ、ジパングへと至る交易ルートを築き上げていたポルトガル・イスパニア艦隊は、「東回り」でアフリカ喜き望ぼう峰ほう、ゴア、呂宋ルソン、マラッカから「十字軍」の名のもとに続々と集結し。

　新教勢力のイングランドの海賊たちやネーデルラントの「海の乞食団」艦隊は、「西回り」でカリブ海からドレイク海かい峡きようを経由して太平洋を横断し、カトリック艦隊に合流を果たしていた。

　ありえない事態だった。なぜならばフランスでは新教徒と旧教徒による王朝を揺ゆるがす内戦「ユグノー戦争」が激化し、カトリックの守護者を自認する熱ねつ狂きよう的な宗教国家イスパニアはネーデルラント領の新教勢力を弾だん圧あつしたためにネーデルラント独立戦争こと「八十年戦争」に突とつ入にゆうし、ポルトガルの面々はイスラムとの戦争で大敗した隙すきを突つかれて貪どん欲よくなイスパニア王に王位を奪われたことに憤ふん慨がいしている。イングランドは「英国国教会」を設立してカトリック陣じん営えいから抜けたことからイスパニアと険悪な関係に陥おちいっており、しかもイングランド王室はこともあろうに海賊たちを公然と後押ししてイスパニアの貿易路を荒あらし回らせていた。両国の間では、ヨーロッパ史上に類例のない大海戦が勃ぼつ発ぱつする寸前となっていたはずだった。

　が、そうはならなかった。

　カリブの海を荒らし回っていたイングランドの海賊たちと、イスパニア無敵艦隊とが「連合国艦隊」として合流し、互たがいに地球を半周しながら前代未み聞もんの規模を誇ほこる「十字軍」遠征を実現していたのである。

　このありえない「十字軍」をジパングに呼び込むきっかけは、ちょっとしたことだった。

　かつて梵ぼん天てん丸まるが関東遠征を行った際に、「あぽかりぷす・なう号」なる巨きよ船せんを建造して「博はか多たよりちょっと先だ」となにも知らない純じゆん朴ぼくな田舎いなか侍ざむらいを言いくるめて羅馬へと向かわせたことを、誰だれが覚えているだろうか。梵天丸本人も、もう忘れているかもしれない。

　あぽかりぷす・なう号の船長。支はせ倉くら常つね長ながは、馬ば鹿か正直にもほんとうに羅馬を目指して大航海を続け、しかも奇き跡せき的にも生きて羅馬に辿たどり着いていた。

　危あやうく難破しかけていたところを、イスパニア商船に救われたのである。

　梵天丸の親書は、羅馬教皇のもとに届く前に、イスパニア王フェリペ二世のもとに渡わたった。スペイン・ハプスブルク家を継ついだフェリペ二世は熱ねつ烈れつなカトリックの守護者であり、同時に金銀財宝に目がない男で、全世界をカトリック一色に染め上げるために猛もう烈れつな勢いで植民地を拡大し続けてきた世紀の怪物と言っていい。清貧を掲げるドミヌス会修道士たちの中にも、フェリペ二世と気脈を通じて海外での布教活動を植民地化政策の一いつ環かんとして結びつけている「コンキスタドール派」がいたことを覚えておられるだろうか。

　そのフェリペ二世が、かつてマルコ・ポーロが「黄金の国」と呼んだジパングに、強大なアンチ・クライスト勢力が出現していることを知った。

　そこから、歴史が一転した。

「ＹＯ！　ＹＯ！　ＹＯは困っているのですよ、船長。あの『黙もく示し録ろくのびぃすと』を名乗った羅馬教皇への書状は、わがプリンセサのちょっとした冗じよう談だんなのです。伊達家のプリンセサは、人をおちょくることが三度のお昼ひる寝ねよりも好きなお子さまでして。ＹＯは決して、ジパングにほんものの南なん蛮ばん艦隊を呼び込むつもりはなかったのです」

　すっかり垢あか抜ぬけて「南蛮貴族」となった支倉常長が、「プリンセサにも困ったものだ」と相模の海の向こうにそびえる小田原城を眺ながめながらラテン乗りのオーバーアクションを取っていた。この男、出航前は奥おう州しゆう弁が抜けない素そ朴ぼくなお侍さんで、羅馬は博多よりちょっと先にあるという梵天丸の冗談を信じていたのだが、冒ぼう険けん者大好きなフェリペ二世に「彼は七つの海を越えて黄金の国ジパングから来た奇跡の使者。アンチ・クライストの尖せん兵ぺいなれど、勇ゆう敢かんな貴族として丁重に扱あつかってさしあげろンムフフフ」と気に入られたおかげで、イスパニア名物の異い端たん審しん問もんにかけられて焼き殺されるどころか、いまやイスパニア貴族の一員であった。すっかりイスパニア語ペラペラである。

　その支倉常長に「船長」と呼ばれた男は、しかし、貴族でもなんでもなかった。船長服は長い航海でボロボロ。肩かたにはオウム。足を投げ出して、甲かん板ぱんに寝転がって酒を浴びるように飲んでいる。

　ありていに言えば、「海賊」の親玉だった。

「いや～。今いま頃ごろはアルマダでイスパニア艦隊とドンパチやっているはずだったんだけどさあ。ま、この俺ちゃんが再びジパングに来たってのも、そうだなあ、『運命』だろうなあ──」

「再び？　ドレイク船長は、以前にもジパングを訪おとずれたことが？　宣教師だったので？」

「わっははは！　俺ちゃんは生まれながらの海賊だぜえ。俺ちゃんはよう、予言者によれば『十年早く生まれてきた男』なんだってよ。ジパングに立ち寄ったのは、もう十年以上昔のことさ。仲間を連れて『世界一周海賊略りやく奪だつ旅行』って馬鹿をやっていた途と中ちゆうで、ジパングが黄金の国だって聞いてよ。立ち寄っちまったってわけさ。危うく侍どもに殺されかけたなあ。それが、まっさかなあ。人生ってのは、なにがどうなるやらわかんねえなあ。面おも白しろっ！」

　カリブ海を我が物顔で荒らし回り、カトリック勢力から「海の悪あく魔ま」と恐おそれられている海賊王フランシス・ドレイクは、なにがおかしいのか「ああ、面白っ！」と大笑いしていた。な～にが無敵艦隊だ糞くそが片かたっ端ぱしから焼き払はらって皆みな殺ごろしにしてやんよ～！　と毛け嫌ぎらいしていた仇きゆう敵てきカトリックの面々と連合させられて不ふ機き嫌げんになるかと思いきや、十字軍参戦をイングランド女王から頼たのまれて以来、ずっと上機嫌なのである。

　だからこそ、ドミヌス会の「巡じゆん察さつ師」としてこの船団に加わっていたカトリックの聖職者アレシャンドゥロ・ヴァリニャーノも、フランシス・ドレイクの船に乗り込むことを許されている。ヴァリニャーノにとっても、ほんのしばらく前までは、カトリックの船を見つけるや否いなや問答無用で襲しゆう撃げきして略奪の限りを尽つくす「海の悪魔」とともにジパング沖おきまで大航海しようとは、考えたこともなかった。

　アレシャンドゥロ・ヴァリニャーノは、ドミヌス会どころか羅馬教皇その人から強大な権限を与えられた「巡察師」である。ドミヌス会が布教を進めていたジパングにおいて、言葉にすることもはばかられる「異常事態」が発生した。その異常事態を解決するために、バチカンの「切り札」としてヴァリニャーノが派遣されたのだ。ジパングの武士と戦うためではない。が、商船を含ふくめたジパング行きの「船」がことごとく十字軍に参加させられたために、心ならずもこういうことになった。すなわち、十字軍への随ずい行こう。

　ヴァリニャーノは、十字を切りながら震えていた。

　その手には、ルイズ・フロイスからの書状、そしてかつてザビエルが送ってきた書状が握にぎられている。ザビエルもフロイスも、ジパングを武力で「侵しん略りやく」することは不可能である、と繰り返し訴うつたえている。黄金の国ジパングをイスパニアの植民地に、と考えているコンキスタドール派を押しとどめるためだが、彼らの報告は事実でもあった。

　ジパングにおいては侍たちがいつ果てるともない内戦を百年以上も続けており、侍たちの名めい誉よ心は異常なほどで命よりも名誉を優先するほどであり、職人たちの技術レベルも高く、南蛮商人から手に入れた数丁の火ひ縄なわ銃じゆうの構造を解かい析せきしていまや数え切れないほどの銃を量産しているという。

　亡なきザビエルは、イスパニア国王に重ねて「ジパングを侵略しようなどと考えてはなりません。イスパニアそのものが傾かたむき、ひいては亡国へと繫つながりましょう」と説いていた。

　フロイスは、ジパングのクィーン「織田信奈」の苛か烈れつさと、その破格の先進性を語っている。未来人以上に未来的な価値観を胸に抱いだくこの戦うクィーンは、あらゆる宗教に布教の自由を認め、あらゆる人間に信仰の自由を認めているが、しかし「宗教戦争」を断じて認めない。この明めい晰せきな頭脳と激しい情熱を持つクィーンを特定の宗教に改宗させるなど誰にも不可能であり、彼女の「天下布武」の夢の前に立ちはだかる者は容よう赦しやなく打ち倒たおされる。たとえ初戦で敵方が勝ちを収めても、最後には必ず織田信奈が勝つ。戦えば戦うほどにジパングのクィーンは強くなり続ける。もしも織田信奈がイスパニア艦隊と交戦することになれば、それは世界の東と西の両文明にとって災さい厄やくとなりかつ人類の歴史を暗転させる決定的な戦いとなる。文字通りの、世界最終戦争──ハルマゲドンの幕があがることになるだろう。決して彼女に「戦い」の道を歩ませてはならない……と。

「神よ。それなのになぜ、われらはジパングと戦わねばならないのですか。エルサレムよりもはるか遠く、文字通りの極東に位置する島国と、地球を半周してまでなぜ。これは聖戦と呼ぶにはあまりにも非現実的な無む謀ぼうではありませんか。異端に染まった『あの男』を排はい除じよするだけでは不十分なのですか」

　ヴァリニャーノは、思った。運命の岐き路ろは、アムステルダムで極ごく秘ひに開かい催さいされた「神聖会議」だった。「黄金十字軍」の結成を決定した、あの運命の会議だ。いや。あるいは、「世界の運命がありえない方向へと変転した会議」と言うべきか。




　　　　※




　西ヨーロッパ諸しよ侯こうが一堂に集つどい会見する。どこで会うか、がまず大問題だった。なにしろ超ちよう大たい国こくが三つある。

「中央」に近い大国ならば、フランスか。ドイツ（神聖羅馬帝国）か。が、互いに西ローマ帝国の正統な後こう継けい国を自認するこの両大国が譲ゆずるはずがない。

　ならば、レパントの海戦でオスマントルコ軍を破った無敵の海軍力を誇るイスパニアか。時は大航海時代。いまやイスパニア国王は積年のライバル・ポルトガルの王位まで手に入れた。ヨーロッパ最強はイスパニアである。いやしかし、ピレネー山脈を越えるのは難業だ。

　むろん、ドーヴァー海峡を隔へだてたイングランドはありえない。

　さりとて、バチカンの教皇のもとに諸侯が集まるというのも、無理があった。なかんずく新教勢力に属するイングランド女王が、羅馬までのこのこ来るはずがない。捕とらえてくれと言っているようなものである。

　結局、フランスとドイツの狭はざ間まに位置するイスパニア領ネーデルラント（オランダ）のアムステルダムが、西ヨーロッパの「中心」に近いという理由で「神聖会議」の会場に選ばれた。ネーデルラントはしかし、商人を中心とした新教勢力がカトリックを強制するイスパニアに反旗を翻しての独立戦争へと突入しており、調整は容易ではなかった。

　だが、ネーデルラント軍を率いるオランダ総そう督とくオラニエ公が、「キリスト教世界を震しん撼かんさせる重大事とあらば」と折れた。

　こうしてついに「神聖会議」が実現したのである。出席者はすさまじいメンバーだった。

「みな大儀である！　余が太陽の没ぼつすることのない帝国の王、カトリックの守護者、カステーリャ王にしてレオン王、アラゴン王、シチリア王、ポルトガル王、ミラノ公、ナポリ王、ネーデルラントの統治者、そして『新世界』の覇は者しや──フェリペである。ンムフフフ」

　顎あごの長さが「ハプスブルク家」の男らしさを醸かもし出している、イスパニア王フェリペ二世。

　ポルトガル王位を奪うばい事実上併へい合ごうしたことで、東南アジア（フィリピンはこのフェリペ二世の名前から取られた）からインド、アフリカ、イタリア、イベリア半島、中米、南米へと至る世界史上に類のない巨きよ大だいな「海上帝国」を築いたフェリペ二世であったが、彼はこれほどの広大な植民地を手に入れていながら経済感覚というものがない。稼かせげば稼ぐだけ、消費してしまう。根っからの「冒険家」あるいは「山師」であって、新大陸から運んできた銀はことごとく、借金の支し払はらいに消えていく。その上、カトリックの守護者を自認して新教勢力と戦い続けるための軍費も膨ぼう大だいなもので、さらにはインフレが進み、国庫は破産寸前であった。いや、彼はすでになんども「破産宣告」をして国の借金をチャラにした前科がある。

　新大陸の銀もいずれは枯こ渇かつする。このままでは、フェリペ二世はまたしても破産宣告しなければならない。そこで目を付けたのが、ドミヌス会が布教している極東の島国ジパングだったのだ。ジパングには黄金だけでなく、銀も豊富にあるのだという。

（「黄金の国」にして「銀の島」。ジパングをなんとしても手に入れて、一発逆転。ンムフフフ）

　フェリペ二世は、支倉常長から手に入れた梵天丸の「書状」を掲かかげて、諸侯に訴えた。

「ジパングの女王・伊達政宗いわく。『日出いずる国の覇王が、日没する国の王に命ずる。日ノ本を軍ぐん艦かんで攻せめよ。ともに力を合わせて日ノ本を破は却きやくし、しかるのちにメギドの丘おかで雌し雄ゆうを決しようではないか』──メギドの丘！　この極東の田舎いなかの姫ひめは、こともあろうに羅馬教皇に対してハルマゲドンをはじめると宣言してきたのである。使者が乗ってきた船の名は、あぽかりぷす・なう号！　まさしく、黙示録の獣けものである！　ジパングを攻めよというふざけた言葉の意図はよくわからんが、とにかく面白そうである！　バチカンの猊げい下かも恐れおののいておられる。余はこの者を、まことのアンチ・クライストと認定して十字軍を送り、討とう伐ばつしようと思う。新教と旧教の内輪もめはしばし中断し、ともにジパングへ艦隊を送ろうではないか。ンムフフフ」

　もちろん銀も欲しいが、面白半分らしい。思いつきでうっかりポルトガルを併合してしまうような、後先考えない男なのだ。

「愚おろかねフェリペ。これは子供が冗じよう談だんで送りつけてきた手紙よ。ほんとうにヨーロッパの艦隊がジパングに攻め込んでくるなどとは考えてもいないでしょう。ジパングが強大な武力を有していることは、われわれもすでに知っているのだから。そんなことよりも無敵艦隊とうちの海かい賊ぞくどもとの海上決戦はどうなったのかしら？　怖おじ気けづいたのかしら？」

「妖よう精せいの女王」。イングランド女王エリザベス一世──赤毛の「処女王」が、「またこの男は。男って馬ば鹿かばかりだわ。とりわけハプスブルク家の男は詐さ欺ぎ師しまがいばかり」と呆あきれたような視線でフェリペ二世を睨にらんでいた。背後には、お気に入りの侍じ女じよベスを侍はべらせている。ベスは少女でありながらエリザベスを暗殺の危機から守り続けてきた凄すご腕うでのガーディアンなのだ、と噂うわさされている。

　孔く雀じやくか、あるいは天上の世界から地球に降り立った宇宙人かというような神こう々ごうしいドレスを身にまとっているこの美しい「処女王」は、ヨーロッパ諸侯たちから求きゆう婚こんされ続けていた。フェリペ二世も求婚者の一人であった。が、エリザベスは決して男と結婚しようとしない。「私は、イングランドと結婚した処女王よ」と突つっぱね続けてきた。

「そう言いながら、あなたもアムステルダムへ来られたではないか。ジパングは捨ておけぬと危き惧ぐしておられるのだろう、ンムフフフ。しかし……実に美しい。まったくお年を召めされないようだ。『海賊の女王』どの」

「世界は広いわ。海賊たちが新世界から持ち帰って来る秘宝の中には、肉体を老いさせない錬れん金きん術じゆつの秘薬があってね……って、私は実際若いのよ。勝手におばさん扱あつかいしないでくださる？　そもそもフェリペ。あなたがそうあっさりと私と和解などするはずがないでしょう」

　元スコットランド女王メアリー・スチュアートの処しよ遇ぐうを巡めぐって、フェリペ二世とエリザベス一世は激しく対立している。カトリックのメアリー・スチュアートは、新教徒を弾だん圧あつしたため故国から追われ、従い姉と妹このエリザベスのもとへ逃にげ込んだ。が、そのまま軟なん禁きんされてしまった。メアリー・スチュアートがイングランド王位を窺うかがっていたからである。

　メアリー・スチュアートはイングランド王家の正せい嫡ちやくであり、エリザベスは非嫡子なのだ。しかもメアリーは元フランス王おう妃ひでもある。メアリーを解放すれば、フェリペ二世をはじめとするカトリック諸国の面々が新教の国イングランドの王位をエリザベスから奪い、カトリックのメアリーに与あたえようと動くことは間ま違ちがいない。

　が、王国を安あん泰たいにするために結婚する道をエリザベスは望まない。幼い頃ころに植え付けられた、父親に対する恐きよう怖ふが、エリザベスを「処女王」にした。

　エリザベスの母アン・ブーリンは、妻を取っ替かえ引っ替えする暴君だった夫ヘンリー八世によって処しよ刑けいされてしまったのだ。ヘンリー八世が新教側に寝ね返がえったのも、カトリックが離り婚こんを認めないからだった。離婚したいがために、「英国国教会」をでっちあげたのだ。

　エリザベス自身も、ヘンリー八世の死後イングランド王位を継ついだ腹違いの姉に王位簒さん奪だつの野心を疑われ、幽ゆう閉へいされて処刑寸前まで追い詰つめられた。

　だからエリザベスは、結婚を拒きよ絶ぜつし、同時に母を死に追いやったカトリックの古くさい「一夫一妻制」をも軽けい蔑べつしていた。男はみな女好きで、寵ちよう姫きだの愛人だの側室だのを抱かかえている。一夫一妻制など、うわべだけなのである。カトリックというものはだいたいがそうなのだ。言っていることと現実とが違う。偽ぎ善ぜんなのだ。

　だからエリザベスは「私は決して結婚しない」と決めている。子供など産まない。死ぬまで「妖精の女王」、「処女王」としてイングランドに君臨し統治する──いずれ、植民地を簒奪して贅ぜい沢たくをして国庫を傾けることしか知らないフェリペ二世を超こえて、世界に冠かんたる「大英帝てい国こく」を築いてみせる。フェリペ二世は、ただハプスブルク家の資産を継いだだけ。でも、自分には力と才能がある。なにより具体的な「海洋帝国」を築く構想がある。

　だが、イスパニアとの国力差は圧あつ倒とう的だった。そこで強力な海軍を持たないエリザベスは、得体の知れない海賊たちにナイトの称しよう号ごうを与えて、フェリペ二世が開かい拓たくした新世界の海を荒あらさせていた。女王でありながら徹てつ底ていした合理主義者だったエリザベスは、海賊船団を「私し掠りやく船せん」、あるいは「シードッグ」とそれらしく呼んで堂々と雇こ用ようしたのである。女王陛下に仕える海賊たちこそはまさに、「海の傭よう兵へい部隊」だった。

「そうだなあ。メアリー・スチュアートの命を保障してくれんことには、処女王とは和わ睦ぼくできんな。それほど恋こい多き女がお嫌きらいかね、ンムフフフ」

「当たり前でしょう。あんな、用済みになった夫を暗殺するような女……市井しせいの人間ならともかく、恋と国政を混同する女に女王たる資格はないわ。スコットランド王位から追われて当然だし、ましてイングランドの王位は渡わたせない。あなたの思うようにはいかないわよ、フィリップ」

「おお、海賊の女王よ。わが名はフェリペ、だ。それにメアリーが夫を殺したという証しよう拠こはなかろう。彼女はフランス育ちのカトリック教徒故ゆえに、新教徒が多いスコットランドでは不人気だったからなンムフフフ」

　神々しいドレスで自らを着き飾かざり「犯おかさざるべき聖なる女王」であり続けているエリザベスとは水と油──結婚と子育てに生しよう涯がいを捧ささげてきたフランスの事実上の女王にして皇太后、漆しつ黒こくの喪も服ふくに身を包んだ「黒王妃」カトリーヌ・ド・メディシスが、口を開いた。

「……イングランドとイスパニアの仲なか違たがいの件を会議に持ち込まないでほしいですわね。わたくしは多た忙ぼうですの。会議の進行を妨さまたげる者は、メディチ家直伝の毒で消してしまうかもしれませんわよ……？」

　カトリーヌ・ド・メディシス。イタリアの「商人」メディチ家から彼女がフランスの王子に嫁とつぐや否いなや、あれよあれよと王位継けい承しよう権を巡るライバルが死んでいった。なんと、イタリアの商人の娘むすめが、こともあろうにフランス王妃となった。こんなことが起こるはずがない。以来、「カトリーヌは毒を使い政敵を暗殺している」と噂されるようになった。

　そのカトリーヌ・ド・メディシスは、しかし、「予言者」を信しん奉ぽうしていた。なぜならば、フランス王位を継いだ彼女の夫が、一人の予言者の「予言詩」のとおりに馬上槍やり試合で非ひ業ごうの死を遂とげてしまったからである。対戦相手の槍の先せん端たんが折れて、王の目に刺さり脳まで到とう達たつしてしまったのだ。フルプレート・アーマーで完全防備していたにもかかわらず。




若き獅し子しは老いたる獅子に打ち勝つだろう。

一いつ騎き討うちによる戦いの庭で。

黄金の籠かごの中の目を、彼は引き裂さくであろう。

傷は二つ、さらに酷ひどき死を死なん。




　まさしく、王は若い対戦相手との槍試合で敗れ、「黄金の籠の中の目」を槍の破片に引き裂かれた。破片は脳へと届き、王は苦しみ抜ぬいて死んだ。

　フランス王位を継いだ子供はまだ幼く、国政を担になわねばならなくなったカトリーヌ・ド・メディシスはイタリア人である。商人の娘である。国内が治まるはずがない。いよいよ国を二分したカトリックと新教徒ユグノーの内ない紛ふんは激しくなるばかりだった。

　国家運営の困難さに直面したカトリーヌ・ド・メディシスは、夫の死を予言したその天才予言者を個人的に宮きゆう廷ていへ入れ、公式には「死んだ」ことにしてしまった。他国に、彼の予言の能力を奪われたくなかったのだ。

　新教と旧教を和睦させるには、ヨーロッパの外に敵を発見するしかない。そこにフェリペ二世がジパングの書状を持ってきた。まさにジパングこそはユグノー戦争を中断させる天の恵めぐみ。でも、地球の裏側ジパングへの十字軍遠えん征せいなど不可能でしょう、とカトリーヌは当初この「神聖会議」を成功させる自信がなかった。が、彼女のワイズマンとして暗あん躍やくしていた予言者が、彼女を説得してアムステルダム行きを決断させたのだった。

　その天才予言者とは──。

「ノストラダムス。なぜこの書状を黙もく殺さつしてはならないのか、諸しよ侯こうの前で簡潔に語りなさい」

「くっくっく。御ぎよ意い……！」

　ヨーロッパ最高の予言者。ミシェル・ノストラダムスであった。身体からだはすでに老いているが、その眼光は火星の如ごとく輝かがやいている。

「それがしがかつて出版した、この予言です。『予言集』第十巻七十番でございます。これこそが、ジパングが恐おそるべき『黙もく示し録ろく』のアンチ・クライストの国となることを予言しているのです」




１９９９年、７の月。

天から恐怖の大王が降ってくる。

アンゴルモアの大王を復活させるために。

その前後、マルスは幸福のもとに支配に乗りだすだろう。




「伊達政宗の書状がヨーロッパに届いたのは、まさに７の月でございます。１９９９年とは、言うまでもなく、ヨハネの黙示録に登場する獣の数字──『６６６』をそれがしが反転させたものでございます。そして伊達政宗のサインをご覧ください。『６６６──黙示録のびぃすと』と自ら名乗っております。ドミヌス会は聖書とともに、ヨハネの黙示録までをもジパングに持ち込んでしまった。伊達政宗は、イエス・キリストではなく、世界を滅ほろぼす悪あく魔まに惹ひかれたのです！　だからこそ猊下に対して、堂々とアンチ・クライストであることを公言してきたのです」

　合理主義者のエリザベスが「なぜ数字を反転させるのよ。『１』はどうなったの？」と反論したが、「ヴァージン・クィーンよ。真実を『そのまま』書いたら予言にはならんではないですか。未来を公然と出版して人々に告げてしまったら、未来は変わってしまうのですぞ。だからこそ暗号化して書いているのです」とノストラダムスは取り合わない。それに、伊達政宗が「６６６のびぃすと」を名乗っていることは事実だ。彼女は聖書を知っているのだ。知っていて、アンチ・クライスト側に立っているのだ。

「伊達政宗なる者こそ、恐怖の大王です。彼女が、アンゴルモアの大王を蘇よみがえらせるのです。この二人の大王こそが、黙示録に登場する二体の獣です──アンゴルモアの大王とは、カバラの秘術を用いたアナグラム。『モンゴルの大王』を言い換かえておるのです。チンギス・ハーンの如き東方の覇は王おうが、再び地上に出現しようとしておるのです！　こんどこそヨーロッパを席せつ巻けんするために！　黄金の島ジパングに！　その者の名は、ルイズ・フロイスの書状からすでに判明しております。宣教師の言葉を一聞けば十を理解するという『シバの女王』の如き聡そう明めいさを誇ほこるジパングのクィーン。人間は、死ねば塵ちり芥あくたに戻もどる。死後の世界も天国もない、と無神論を公言している専制君主。『織田信奈』であります！」

　アングルモアの大王とは、「アングーモワの大王」つまりフランスの大王のことではなかったのかねンムフフフ、とフェリペ二世が笑った。だが、アングーモワはフランスの片かた田舎いなかである。「左様。それがしはモンゴルとアングーモアを掛かけて、アンゴルモアという造語を作ったのです」とノストラダムスは自信まんまんで答えていた。

「書いた本人が言うのなら、ンムフフフ、そうなのだろう。では、最後の一行。マルスは幸福のもとに支配に乗りだす、とは？　マルスとはつまり『火星』かね？」

「占せん星せい術じゆつでは火星を意味しますが、同時に古代ローマにおける神の一柱。『軍神』ですな。アンゴルモアの大王は、まさに軍神。アレクサンドロス大王の如き戦せん闘とう力を誇り、全世界を縦断する大遠征を行う能力の持ち主です。本来ならばこのアンゴルモアの大王は、キリストを冒ぼう瀆とくした罪で滅びる定めでございます。ですが、恐怖の大王──伊達政宗が、その運命を覆くつがえし、死地に陥おちいったアンゴルモアの大王を復活させるのです。その結果、アンゴルモアの大王は海へと乗りだし、ヨーロッパを、全世界を、幸福の名のもとに支配せんと乗りだすのです」

　この「神聖会議」が開かい催さいされた時点では、まだ「関ヶ原の合戦」は発生していない。梵天丸が関ヶ原で追い詰められた織田信奈を救い、彼女の運命を変えることを、この場にいる誰だれもまだ知りようがないはずだった。が、ノストラダムスは「それがしの水すい晶しようにはうっすらと未来の欠片かけらが見えるのです」と奇き怪かいな正二十面体──「プラトン立体」を掲かかげながら、予言してみせた。

「この正二十面体は、それがしの予言の力を引き出してくれる偉い大だいなる水晶。世界に五つしかないと言われる『時空を超える力』を持つ古代の宝具、『人手によらずに切り出された石』ことプラトン立体。そのうち、もっとも多くの面を持ち『水～ウンディーヌ～』の属性を帯びたこの正二十面体こそが、もっとも精せい妙みようにして正確な未来透とう視し力を持つのでございます！」

　ハプスブルク家の帝位を継いだ男。ボヘミア王、ハンガリー王にして神聖羅馬帝国皇帝。帝都ウィーンを官かん僚りようたちに任せきり、自らは魔都プラハに奇怪な「魔術のサロン」を開設し、全世界から錬れん金きん術じゆつ師・魔術師・占星術士・科学者・神秘主義者・哲てつ学がく者・異い端たん宗教者たちを集めて「世界の謎なぞ」を解明しようと引きこもり続けてきた「魔術皇帝」。

　日光に当たったことのない、真っ白な顔。長い手足。げっそりと瘦やせているにもかかわらずその不自然さがかえって男女の性別を超えた異形の美び貌ぼうに結実している「西ヨーロッパの皇帝」ルドルフ二世が、口を開いた。

「ンッン～。プラトン立体ならば、わがオーストリア・ハプスブルク家にもありますぞ（笑笑笑）。イングランドとカトリック勢力とが仲良く『十字軍遠征』のための会議を開くなど、本来は不可能な企くわだて（笑）。だが、イングランド王室とわがプラハの魔術の迷宮をともに掛け持ちする天才魔術師ジョン・ディーが、余とエリザベスのために奔ほん走そうしてくれたのですぞ（笑笑笑笑笑）」

　ルドルフ二世は、椅い子すの後ろに隠かくれていた小こ柄がらなジョン・ディーに「そなたの水晶も同じ未来を見たのか、ですぞ（笑）」と尋たずねていた。生きつ粋すいの引きこもりで、人前では緊きん張ちようするのかこういうふざけた話し方しかしない男だが、親しい顔見知りしかいないプラハの魔術サロンに戻れば美形の青年皇帝らしい優ゆう雅がな話し言葉も話すという。

　男性恐きよう怖ふ症しようのエリザベスですら、このおかしな口調さえなければ、ルドルフ二世とならば結けつ婚こんしてもいいかもしれない、とちょっと迷ったほどに外見は美しいのだ。ただ、口調が残念なのと、生粋の引きこもりで政務を顧かえりみないという致ち命めい的てきな悪あく癖へきがあった。

　ルドルフ二世が魔術サロンで重用している魔術師ジョン・ディー二世は幼女であった。かつてエリザベスが占星術士として重用していた初代ジョン・ディーの娘で、「イヤだわカトリックの連中と顔を合わせるなんて。黒王おう妃ひに毒殺されてしまうわ」と渋しぶるエリザベスと、「ンッン～余はプラハから出たくない。出たくないですぞ」と引きこもり続けるルドルフ二世の間をせっせと往復して、この奇き跡せきの「会談」を実現に導いたのだ。

「ククク。おお愚おろかなルドルフよ。わが真名はジョン・ディーではない。大天使ウリエルちゃんと呼びたまえ！」

　そして彼女は、残念なことに、人間ではなく天使ちゃんだった。迷える処女王エリザベスの運命を読もうとしてどんどんオカルト方向に突つっ走っていった父親から「お前はわしが召しよう喚かんした天使だ。天使だ。大天使ウリエルちゃんなのだ！」と中二病の英才教育を受け、そういう設定にはまったまま抜け出せないのであった。頭には天使のわっか。背中には白い翼つばさ。重症であった。

「わがプラトン立体『ケリーちゃん』はシンプルにして最強の正四面体。『火～サラマンドラ～』の属性を持ち、一いち撃げき必殺の遠えん距きよ離り透視能力を誇るのだ。見てろよ見てろよ～ルドルフ。ピルルルル……！」

　ジョン・ディーが「サラマンドラ」の水晶をテーブルの上に載のせるや否や、その水晶の中にビジョンが浮うかびあがっていた。片目に「６６６」の悪魔眼帯をつけ、胸から「逆さ十字」をぶら下げているという、どう見ても魔女にしか見えない金きん髪ぱつの少女。梵天丸。伊達政宗の姿だった。なんと、山や羊ぎの頭を祭さい壇だんに祀まつってある。そして、足あし下もとにはソロモンの五ご芒ぼう星せい。

　フェリペ二世もエリザベスも「これはまるでテンプル騎士団。異端だ、異端だンムフフフ！」「アンチ・クライスト？　世界の東の果てに？　どうして」と驚おどろきを隠せない。が、梵天丸の扮ふん装そう以上に、その金髪と顔立ちが、どこからどう見ても「白人」にしか見えなかったことが、なによりも驚きだった。これが、ジパング人？　ヨーロッパ人ではないのか？　たしかにザビエルは「ジパングの人々は白人と言ってもいい」と書き残してはいるが、それは外見を指してのことではなかったはずだ。

「ククク、見たかノストラダムス！　ジジイ、引っ込め！　魔術競争は我の勝ちだな！　諸君！　こいつが、恐怖の大王だ！」

「うは（笑笑笑笑）。これは酷いこじらせぶり。ジョン・ディーの好敵手ジパングに現る、ですぞ（笑笑笑笑）」

「こらっ混ぜっ返すな！　一いつ緒しよにするなーっ！　ウリエルちゃんは天使！　こいつは悪魔！　我はジパングへ行かねばなるまい。このびぃすととハルマゲドンを戦うために……我と伊達政宗とは、どうやら戦う運命にあったらしいな、ククク。おお。天使の瞳ひとみがうずく。鎮しずまれ、鎮まれ我の中の大天使ウリエルよ……！」

「そういう設定なのですな（笑笑笑）」

「うるさい引きこもり！　プラトン立体ぶん投げてぶち殺すぞー！」

「うは（笑笑笑）。乱暴な天使もいたものですな（笑笑笑）」

　が、一撃必殺の透視能力ではサラマンドラの瞬しゆん間かん火力を駆く使しして一気に地球の裏側のジパングまで見通せてしまえる若さぴちぴちのジョン・ディーが勝まさるが、ウンディーヌの扱あつかいに精通した老いたるノストラダムスのほうには匠たくみの技がある。プラトン立体の能力には、それぞれ個性があるのだ。

「この伊達政宗なるアンチ・クライストの姫ひめがまことに『恐怖の大王』である証あかしを、それがしがお見せいたしましょう」

　ホロスコープが、ウンディーヌの水晶の中に浮かびあがった。そのホロスコープが示す図形は、まるで五芒星！

「この者のホロスコープは異常なのです。本来の運命よりも十年早く生まれてきたのです。故ゆえにそれがしのプラトン立体をもってしても、正確な未来を読めません。偉大なるキリストの力も、アンチ・クライストの前には容易には通じないということです。ですが──もう一人、伊達政宗と同じ形の異常なホロスコープを持つ者が、運命よりも十年早く生まれてきた者が、ヨーロッパに。かつて、出会ったことがございます。あまりの異様なホロスコープだった故に、はっきりと覚えております」

　誰なの？　とエリザベスがノストラダムスに問うた。

「エリザベス女王陛下のもとで反カトリックの急きゆう先せん鋒ぽうとして暴れている『海の悪魔』。海かい賊ぞくエルドラコこと、フランシス・ドレイクでございます──ドレイクこそが、伊達政宗なる恐怖の大王をこの世に呼んだのかもしれませぬ」

　ドレイク？　ドレイクだと？　わがイスパニアとポルトガルの植民地を荒あらし回り、略りやく奪だつを繰くり返し、今現在すでにカトリック勢力を恐怖のどん底に叩たたき落としている、海の悪魔！　やつが伊達政宗と同類！　ならばやはりジパングはカトリックの敵！　捨ておけぬなンムフフフ！　面おも白しろいことになってきた！　と、フェリペ二世が思わず立ち上がっていた。

「私は伊達政宗というこの姫を知らないわよ？　ジパングになぜ、アンチ・クライストが？　ドミヌス会のルイズ・フロイス。オルガンティノ。そしてガスパール。みな優ゆう秀しゆうで布教活動もうまくいっていると聞いているけれど？　そもそも十字軍だなんて、時代錯さく誤ごだわ」

　あくまでもエリザベスの目的は、貧弱なイングランド王国の財政強化にあった。今のところ、世界の海洋貿易網もうはフェリペ二世が掌しよう握あくしている。フェリペ二世の力を削そがねばならない。だからこそ、エリザベスはイスパニア無敵艦かん隊たいとの決戦すら辞さない構えだったし、ドレイクにはさんざん新世界を荒らさせている。ネーデルラント独立戦争を後押ししているのも、ネーデルラントこそが西ヨーロッパにおける「貿易」の一大拠きよ点てんだからだ。新世界からの富は、借金王のフェリペ二世を経てすべてネーデルラントに流れ込んでいるようなものなのだ。それに、ネーデルラントには、旧態依い然ぜんとしたヨーロッパの戦争の歴史を今まさに一変させようとしている「戦争の天才」がいる。あの天才を支し援えんすれば、フェリペ二世の牙が城じようを崩くずして海洋貿易網に食い込めるかもしれない。

　ともあれ。ジョン・ディーとノストラダムスは互たがいに「魔術」を競い合って、次々と諸しよ侯こうを驚かせ続けている。

　カトリーヌ・ド・メディシスは（あと一息で新教と旧教の戦争をいったん和わ睦ぼくへ持ち込めますね）とうなずき、傍かたわらに立っていた聖職者姿の男に、声をかけていた。カトリーヌ・ド・メディシスと同じイタリア人である。

「ドミヌス会巡じゆん察さつ師し、アレシャンドゥロ・ヴァリニャーノよ。発言を許します。猊げい下かから託たくされたというそなたの密命を、諸侯にお明かしなさい」

　御ぎよ意い、とアレシャンドゥロ・ヴァリニャーノは冷ひや汗あせを流しながら恥はずべき「事実」を諸侯たちに打ち明けねばならなかった。

　なにがなんでもカトリーヌ・ド・メディシスは、ユグノー戦争を中断させるつもりだった。そのためならば、ジパングへ十字軍を送るという誇こ大だい妄もう想そうのような無む謀ぼうをも、やるつもりなのだ。ノストラダムスの予言通りに王が事故死して以来、ヴァロワ王朝は新教と旧教の内戦によって滅ほろび去ろうとしている。カトリーヌ・ド・メディシスの子供たちもまた、順番に死んでいっている。ユグノー戦争が彼らの命を縮めていることは疑いない。先代のフランス王シャルル九世はカトリックに加担して新教徒たちを騙だまし討うちにする「サン・バルテルミの虐ぎやく殺さつ」という愚ぐ行こうをやらかし、呪のろわれたかのように急死した。残された最後の王アンリ三世は、新教側と旧教側のいずれからも嫌きらわれ、いたずらにユグノー戦争を激化させる一方である。いつ新教徒に、あるいはカトリック教徒に暗殺されてもおかしくない。しかもヴァロワ家には、「孫」がいない。

　あの百年戦争という未み曽ぞ有うの国難すら乗り越こえたはずのフランス王朝は、断絶の危機にある。

　そこで「黒王妃」カトリーヌ・ド・メディシスがイタリアの商人や聖職者たち、そして予言者ノストラダムスと相談して捻ひねりだした窮きゆう余よの策が、新教と旧教の対立を中断させて連合軍を海の彼方かなたへ送りだしてしまうという「黄金十字軍」構想だったのである。

　ヴァリニャーノは訴うつたえる。

「諸侯もご存じのとおり、われらドミヌス会は、新教に押されるカトリック側の自己改革、対たい抗こう改革を目的として結成された修道会です。主にポルトガル商船に同行して、世界に広がる植民地や貿易港を中心に『世界布教』を行い、全世界にカトリックの教えを広めようと努力し続けて参りました」

　イスパニア商船も協力いただいているぞンムフフフ、とフェリペ二世が笑う。イスパニアの飽あくなき植民地拡張──「コンキスタドール」にドミヌス会がいっさい加担しなかったと言えば噓うそになる。イスパニアに比べれば比ひ較かく的てき穏おん健けんなポルトガルでさえ、イスパニアと競い合うように植民地を広げてきたのだ。これは布教活動と貿易にかこつけた「征せい服ふく」ではないか。しかもフェリペ二世は簒さん奪だつするばかりで植民地を発展させるビジョンがないから、この征服には際限がない、とヴァリニャーノは内心憤いきどおっている。

　が、今はその話をしている時ではない。「異端」と「ジパング」の関わりについて、打ち明けねばならなかった。

「ドミヌス会を結成した初期メンバーには、かのフランシスコ・ザビエルがおりました。バスク人であり亡国の民たみである彼は、国を失った代わりに神への信しん仰こうに身を捧ささげた者です。同時にザビエルはマルコ・ポーロが語った黄金の国ジパングに惹ひかれており、事実、万ばん難なんを排はいしてジパングへと上陸を果たしたのです──ザビエルこそが、ジパングにおけるカトリック布教をはじめた第一人者であります。ですが」

「が？　なんだね？」

　好こう奇き心しん旺おう盛せいなフェリペ二世が「聞いたことのない話を聞けそうだ」と身を乗りだしてきた。

「初期ドミヌス会には、恐おそるべき異い端たんの人間が一人、紛まぎれ込んでいたのです。その名は、ギヨーム・ポステル。魔ま術じゆつ師しにして錬れん金きん術じゆつ師。そして、異常な思想に取り憑つかれた異端の中の異端。そうです。新教、旧教どころではないのです。ギヨーム・ポステルは、全世界を──キリスト教世界ではなく、全世界を『統一』しなければならない、あらゆる宗教も国家もなにもかもをひとつに融ゆう合ごうしてしまわねばならない、と訴える恐るべき普ふ遍へん文明主義者でした。ギヨームいわく、古代の英えい雄ゆうアレクサンドロス大王がマケドニアからエジプト、ペルシャ、インドへと至る世界征服を成し遂とげたことから、東西の文明が融合されて、人類の歴史は一段階『進化』した。普遍宗教たるキリスト教は、アレクサンドロスによる文明融合がなければ生まれなかった、と。実はギヨームは、ドミヌス会を追放される以前に、この思想をザビエルに吹ふき込んだのです！　彷徨さまよえるバスク人よ、わが同志よ、きみよ、東方にいると信じられている伝説のキリスト教国の王プレステ・ジョアンを、プレスター・ジョンを見つけよ、その者を導いて第二のアレクサンドロスとして育成し、大船団を築かせて世界を征服させよ、ヨーロッパもイスラムも東方も、ことごとくの文明を融合させよ、人類の歴史をさらなる段階へと進化させよ、ナバラ王国の如ごとき亡国の民をこれ以上『キリスト者』によって大量に生みださせてはならない、すべての神すべての人すべての国すべての文明を、一人の英雄の冒ぼう険けんによってことごとく融合させるのだ、と！」

　あの者はつい先年までわが国のサン＝マルタン修道院に軟なん禁きんしておりましたが、病を得て死にました、とカトリーヌ・ド・メディシスが付け加えた。ほんとうに死んでいるのか。ノストラダムスのように匿かくまわれているのではないか、とフェリペ二世たちは疑った。

「新教と旧教の戦いこそ、キリスト教が普遍宗教としての成長の限界に到とう達たつした証しである、キリスト教世界と東方を融合させねばならない時が来たのだ、とギヨームは国を失って心のうちを彷徨っていたザビエルに熱く説いたのです。あの者の演説はまさに魔ま性しよう。ジパングまでの長旅を強行することが困難なほどの病を得ていたザビエルに、自らが錬成した命を延ばすための錬金術の秘薬までをも与あたえたと言います！　あるいはエリクシル、あるいは賢けん者じやの石とも呼ばれる恐るべき異端の秘薬を……！」

　しかもギヨーム・ポステルは生前、ザビエルが書いたジパング関連の書簡を入手し、織田信奈なる「未来のジパングのクィーン候補」の存在を知り、「やはりジパングはプレステ・ジョアンの国だった！　が、彼女はキリスト教徒のみを救う救世主ではない。すべての文明を破は壊かいし征服し融合し人類をひとつにする真の救世主だ！」と予言者の如く叫さけび続けていたと言います。海の彼方から、それは来る。ヨーロッパに長々と続くこの愚おろかしい宗教戦争を終わらせるものが来る。キリストとイスラムの戦いに終しゆう止し符ふを打つ者が来る。そう、牢ろう獄ごくの中で叫び続けていたと。

「秘中の秘としてお願いしたい。まず、ザビエルはギヨーム・ポステルに精神を汚お染せんされていた可能性があります。そして──ザビエルの弟で子しを称しようしている、ドミヌス会の宣教師。現在のジパングにおける最高責任者であるガスパールも、また！　あの者はそもそも、本物のガスパールではないのです。インドから東南アジアへかけて失われた古代の『宝具』を求めて探険を続けていた商人だという触ふれ込み以外、まったく何者なのかわからない怪あやしげな人物です。しかも、現地でドミヌス会に入り込むや否いなや、ライバルを文字通り蹴け落おとしてジパングに乗り込んでいる！　ルイズ・フロイスの報告を分ぶん析せき・検討したところ、われらは恐るべき結論に至りました。彼は、ドミヌス会を通じてギヨーム・ポステルの『普遍文明思想』を引き継ついでいた男だったのです！　異端中の異端なのです！　彼はジパングのクィーンのもとへ向かい、クィーンを。織田信奈を、第二のアレクサンドロスにするつもりです！　すなわち！　全世界の征服者に！　織田信奈を東方に出現するカトリックの救世主プレステ・ジョアンに育ててオスマン帝てい国こくと戦わせるつもりなのではない！　キリスト世界、イスラム世界、東方世界のことごとくを、融合してしまうつもりなのです！」

　ヴァリニャーノは執しつ拗ように調査を続け、ついに摑つかんだのだった。なにしろフロイスたち一いつ般ぱんのドミヌス会会員は、ギヨーム・ポステルの異端思想など知らない。決して明かしてはならない「黒歴史」なのだ。フロイスがジパングでガスパールから聞いた「計画」が、まるきりギヨーム・ポステルの妄想じみた思想そのものだったと最初に気づいた者は、フロイスからの手紙を読んで驚きよう愕がくしたヴァリニャーノだったのである。そこから、インドからマカオにかけて、本格的な追つい跡せき調査を開始した。ガスパールの正体を暴あばくために。だが。

「だが、なにもわからなかった！　本名すら！　あれは……魔人です。あるいは、ギヨーム・ポステル本人なのかもしれない！　ただ、これだけはたしかです。ガスパールは、世界に五つしかない『プラトン立体』のうち、なんと二つを所有していた！　ひとつはゴアか、あるいはマラッカあたりで発見したとおぼしき正十二面体。『第五元素』の属性を持つプラトン立体です。これは、ノストラダムスどのが持っているウンディーヌや、ジョン・ディーどのが持っているサラマンドラと同系列の未来透とう視し能力を持っています。が、他ほかのプラトン立体とは異なり、この世界と合わせ鏡のように隠かくれていて見えない『異世界』の未来をも見通すことができるといいます」

「ちょ、待たれよ（笑笑笑）。まさか、ガスパールはもうひとつ持っていると（笑笑笑笑）？」

　五個のプラトン立体すべてをプラハに集めてみたい、という夢に萌もえていたルドルフ二世が「うは（笑）。今明かされる驚愕の真実（笑）。たまらん（笑笑笑）」と喜色満面で、ヴァリニャーノに尋たずねていた。

「はい。おそらくは、古代にイスラエルの幻まぼろしの十支族とともにいつの間にか消えた『失われた聖せい櫃ひつ』の中に、プラトン立体が祀まつられていたのです。それが羅馬から中国へと至るいわゆるシルクロードを経て、東の世界の果て、ジパングまで移動したのでしょう。ジパングの海に沈しずんでいたプラトン立体は、『地～ノーム～』の属性を持つ立方体です。あまりにもシンプルな構造なので、見た目にはプラトン立体とはわかりません。すでに角が削けずれて、球形に近づいていたともいいます。しかもこれは、ヨーロッパではすでに失われてしまった力を持つ幻のプラトン立体のうちのひとつです──決して繫つなげられないはずの時間と空間の扉とびらを強ごう引いんに開くことができる力。『ヤコブの梯はし子ご』を開く力。事実、ガスパールはジパングにおいて、ノームを用いさせて織田信奈にヤコブの梯子を開かせたのです！　彼女を受肉した神にするために！　織田信奈のジパング統一は、この奇跡によって十年は加速したと言います。エリザベスさま。彼はあなたの如き比類なき知ち恵えと勇気を持つ処女王を、東方に生みだそうとしているのです。世界をカトリック一色に染め上げようとしているイスパニア艦かん隊たいを海上決戦で撃げき滅めつさせるために！　ヨーロッパは、カトリックは、キリスト教世界は、このままでは滅びます！　むろん、新教国ですら……！　ですから、猊下はドミヌス会とフレデリコ会の宣教師たちに、ガスパールを異端として排はい除じよせよ、と密命を下されたのです。ドミヌス会はポルトガル寄り。フレデリコ会はイスパニア寄り。互いに不仲でしたが、いまやキリスト教世界そのものが危機に瀕ひんしております。一いつ致ち団結して、異端中の異端ガスパールと戦うと誓ちかいました」

　面おも白しろい話だわ、ヤコブの梯子の話は面白い、この私に匹ひつ敵てきする女王が東の果てにもう一人いただなんて、でも……たしか戦争の最さ中なかに勝利よりも恋こいを選んだのでしょう、ジパングの女王は。愚か者だわ、とエリザベスは微笑ほほえんでいた。

「黄金十字軍。いいわ。イングランドも、参戦しましょう。カトリックとの戦いは一時休戦ね。休戦の証あかしとして、メアリー・スチュアートの身み柄がらはイスパニアへ引き渡わたすわ。シードッグを向かわせましょう──ジパングへ」

「それはありがたい！　だがサラゴサ条約によってジパングの領有権はこのフェリペにあることをお忘れなく、女王陛下。地ち球きゆう儀ぎを見たまえ。ジパングの東西はこのサラゴサ条約の境界線によって分断されており、ポルトガルがその大部分の領有権を教皇に認められている。そして、いまや余がポルトガル王位を持っている。であるからには、ジパングは余のものなのだ、ンムフフフ」

「奪うばいすぎねフェリペ。広大な新世界を一人で独どく占せんしようだなんて。新教国を新世界から閉め出せば、閉め出された側は海かい賊ぞくとなってあなたが新世界から奪った富を略りやく奪だつし続け、いずれはサラゴサ条約そのものを無視することになるのよ。あなたのおかげで教皇の権けん威いは落ちる一方よ」

　そんなことは余の知ったことではない、武力行使あるのみだンムフフフ、かのフビライ・ハーンですら落とせなかったジパングを余が落としてみせよう！　と好戦的でお祭り好きなフェリペ二世はすでに「ジパング沖おき大海戦」を夢想し、ルドルフ二世は「うは（笑笑）もしかして最後の五つめのプラトン立体──『風～シルフ～』属性の正八面体も、ジパングにあるんじゃね（笑笑笑）んん、欲しいですな（笑笑）」と手を叩たたいていた。

　ヴァロワ王朝断絶を回かい避ひするために暗あん躍やくしてきたカトリーヌ・ド・メディシスの目もく論ろ見みは、ついに成功した。

　新教・旧教勢力はここに和わ睦ぼくし、同盟を組んで「黄金十字軍」のジパングへの派は遣けんを決定したのである。むろん、みな、企たくらんでいることはばらばらであった。カトリーヌ・ド・メディシスは、この隙すきに乗じて国内を安定させねばならず、海外遠征に本ほん腰ごしを入れる余よ裕ゆうはないが、逆に言えば遠征が長引けば長引くほどフランスの利になる。破産寸前のフェリペ二世はひたすら征せい服ふくによる黄金と銀の奪だつ取しゆを目論み、宣教師たちは異端ガスパールの排除を使命とし、魔術皇帝ルドルフ二世はヨーロッパから失われた幻のプラトン立体を求めて参戦を決めたらしい。

　そして、織田信奈に勝まさるとも劣おとらぬ知ち謀ぼうと先見性を持つ「処女王」エリザベスは──ジパングの金銀をむざむざフェリペに奪わせてはならない、この十字軍遠征を利用してフェリペを出し抜ぬくのよ、と早くも策を練りはじめていた。が、エリザベスが接近しようとしている相手は織田信奈ではない。むざむざヤコブの梯子の奇跡を、一人の男を地上に引き留めるために無む駄だにした恋多き女など、エリザベスにとっては信しん頼らいにも尊敬にも値あたいしない。しょせんは、ジパングという国家と結けつ婚こんして「処女王」になるという決断ができなかった女だ。ならば、選せん択たくすべき道は──。

　そうだわ。「十年早く生まれてきた男」にして、世界ではじめて「提てい督とくとしてゴール地点まで生きながらえての真の世界一周」を果たした海賊王ドレイクなら。

　ドレイクのホロスコープが伊達政宗と同じだなんて、これは偶ぐう然ぜんではありえない。

「鍵かぎを握にぎっているらしいドレイクをジパングへ送れば、歴史は大きく変転するはずよ。伊達政宗とドレイク。この二人は、もしかしたら──」

　侍じ女じよのベスに、エリザベスはそっと小声でなにごとかを囁ささやいていた。




　　　　※




　騒そう然ぜんとする小田原城の本丸で、北条氏康は「海からの使者」に謁えつ見けんしていた。断れば、小田原城を海上から砲ほう撃げきされる。否いやも応もない。

　訪おとずれた使者は、二人。

「ああ、通訳は要いらない。俺ちゃんはジパング語ぺらぺらだ。こっちのヴァリニャーノ神父もな。カトリックにも頭の堅いのとゆるいのがいるが、こいつはゆるいほうだ。適応主義者ってやつらしい。わざわざジパング語とジパング文化を習得してきたそうだ──俺ちゃんの名はフランシス・ドレイク。イングランド女王に仕えるカリブの海賊さ。大英帝国は貧びん乏ぼうで海軍が弱くってね。植民地獲かく得とく競争に乗り遅おくれて、新世界から閉め出されちまったからさ。で、俺ちゃんのような、カトリックの偉えらそうなお説教を嫌きらう海賊が女王陛下の財政を支えてあげてるわけ」

「あなた方のやっていることは泥どろ棒ぼうでしょう、ドレイクどの」

「おいおいヴァリニャーノ。フェリペ二世の野や郎ろうが新世界から盗ぬすんできた財宝をいただいているだけ、と言ってくれ。俺ちゃんは泥棒からあがりをかすめているだけよ」

「……私はドミヌス会巡じゆん察さつ師しアレシャンドゥロ・ヴァリニャーノ。お初にお目にかかります、北条の姫ひめ。私はカトリック──旧教勢力を代表した使者。こちらの海賊は、新教勢力を代表した使者なのです。黄金十字軍は新教と旧教の混成軍です」

「ああ。新教徒は宣教師を連れてきていないよ。俺らの目当ては銭ぜにと貿易だ。辛しん気きくさい布教はカトリックが勝手にやればいいってなもんで。やだねえ、押しつけがましいやつらは」

　厳いかめしいイタリア人の宣教師と、まるで長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちかのような恰かつ好こうのお気楽な海賊。異人の男が二人。しかも「新教」だの「旧教」だの、なにを言っているのかまるでわからない。「十字軍」ってなに。軍隊。軍隊なの。大艦隊を率いて日ノ本に攻せめてきたの。そんなバカな？　日ノ本は南蛮商人のいいお得意様だったはずでしょう？　私は知らないけれど、少なくとも西国は！　氏康はもう、生きた心ここ地ちがしない。お腹なかを押さえながら、「まあまあ。南蛮人さんたちも不仲らしいですわね。戦国時代まっただ中なのかしら」と高笑いしている今川義元に肩かたを借りていなければ座ってもいられなかった。

　というか、今川義元の神経はいったいどうなっているのか。

「ん～。銭にこだわる俺ちゃんたち新教徒は、南蛮人ではなく、そうだな、紅こう毛もう人じんとでも呼んでくれ。布教にかこつけて世界中を侵しん略りやくしまくっているカトリック野郎どもと一いつ緒しよにされちゃ、俺ちゃん悲しいからよ～。あと俺ちゃん、南蛮人って呼ばれると悲しい記き憶おくを掘ほり返されて傷つくんだよなぁ」

　北条氏康は状じよう況きようを整理しようとした。が、海の彼方かなたから突とつ然ぜんやってきた異い邦ほう人じんたちをどう扱あつかっていいのかわからない。そもそも、なにをしに来たの？　布教活動も貿易も、とっくにやっているでしょうに。まさか本気で日ノ本を征服するつもり？　再びあの元げん寇こうの悪夢が……？

「……南蛮人が、旧教とカトリック。博多や堺さかいでおなじみのイスパニアとポルトガルね。新教徒の紅毛人とは……？」

「女王陛下のイングランド。あと、ネーデルラントだな。あんたらがオランダと呼んでいる国さ。ま、独立戦争の真っ最中なんだがな。あんたは色白だな北条のお姫さま。いや～美人だ。俺ちゃんはジパングっ娘こに目がなくてな！」

「あらそう。私は南蛮人や紅毛人の男には興味がないわね。用件を言いなさい。私は身体からだが弱いのよ」

　なにしろ今回の十字軍は多た国こく籍せき連合軍だ。フランスや神聖羅馬帝国まで参加している。少々ややこしいんだが、用事はだいたい二つだ、俺ちゃんの用事とヴァリニャーノの用事な、とドレイクは指を二本立ててみせた。

「北条のお姫さま。俺ちゃんの用事は、羅馬教皇に親書を送ってきた奥州の覇は者しや、伊達政宗に会うことさ！　呼ばれたんだから、しょうがねえ。ほら。これ。手紙。軍艦率いてジパングに来い、世界最終戦争をやろう、って招待状。俺ちゃんも長いこと世界中を旅してきたがよ、こんな頭のネジが飛んだお誘さそいははじめて見たぜ！　面白っ！」

　伊達政宗……梵天丸……またしても、あの奥州の問題児が……！

　なんでここで、あいつの名前が出てくるのよ。なにこの書状。どこまでかぶけば気が済むのよ!?　いったいいつそんな鬱うつ陶とうしい使者を羅馬へ派遣したというのっ？

　氏康はもう、失神しそうだった。

「……あ、あ、あの子供はああああああ！　だったら、仙台に行きなさいよーっ！　北条を巻き込まないでーっ！　私はねえ、つい最近、梵天丸と戦って負けて小田原城に引きこもっていたところなのよーっ！　隙あらば『黙もく示し録ろくのびぃすと』と名乗ってしつっこく関東に攻めてくるのよ、あの黙示録バカは！」

「そう。それ。俺ちゃんたち新教徒は、その『黙示録のびぃすと』と手を組みたくてな！　なにしろ新教徒は、教皇からアンチ・クライスト的存在とのお墨すみ付つきをいただいている。敵の敵は味方ってやつだ！　新教徒と東国とで同盟を組んで、一緒にカトリックをやっつけようぜ！　はっはっは！」

　ヴァリニャーノが「なんですって。そんな話は聞いておりませんが。それは十字軍に対する裏切りではないですか」と青ざめてドレイクをたしなめたが、ドレイクは「女王陛下が、伊達政宗と同盟を締てい結けつしなさい、と俺ちゃんに直接ご命令されたのでね。もっとも、断られたらやむを得ない、その時はカトリックと歩調を合わせろ、とも言われたがな。ま、俺ちゃんがジパングの敵になるか味方になるかは、まずは北条のお姫さまの決断次し第だいだ」とうそぶき、肩に乗せたオウムにひまわりの種をやりながら「わはは」と笑っている。

「南蛮人と敵対する予定など日ノ本にはないわよ！　天下人の織田信奈はカトリックの布教の自由を認めて宣教師どもを保護している上に、これからさらに南蛮貿易を拡大するつもりだし、織田信奈と反目している私だって南蛮貿易には乗りだしたいのよ。これからの合戦では、硝しよう石せきが必要なのよ！　紅毛人に至っては、今日まで会ったこともなかったんだから、敵対する予定も理由もあるはずがない！」

「あー。あんた方は知らないだろうさ。実はヨーロッパ側の事情が変わったんだ、北条の姫さま。ジパングはこれまで、ポルトガルの管かん轄かつだった。教皇のもとでイスパニアとポルトガルが勝手に定めたサラゴサ条約によってな。ジパングの大部分は、実は『みなしポルトガル領』だったわけ。東の隅すみっこのほうだけイスパニア領な」

　はあ？　勝手なこと言わないで、なんなのよあんたたちは？　野や蛮ばん人なの？　と氏康は呆あきれた。鎖さ国こくだわ。鎖国するしかない。小田原城の防ぼう壁へきをさらに強化して、千年でも籠ろう城じようできる城じよう塞さい都市にしてこいつらから身を守らなければ。

「とは言え、ジパングには侍さむらいという戦せん闘とう民族が棲すみ着いていて、日々戦闘に明け暮れ、強大な武力を抱かかえ、しかも民たみたちは高い知性と教養を持ち、固有の古い文明も政府もある。武力占せん領りようなど絶対に不可能、と歴代のドミヌス会宣教師たちは報告し続けていた。小国のポルトガルとしては、ならばジパングでは穏おん健けんに布教と交易だけをやろう、ということになっていたわけ──ところが、隣りん国ごくのイスパニア王は強ごう欲よくでね。コンキスタドールだ！　ジパングの黄金も銀も奪っちまえ！　と騒さわいでいた」

「そのイスパニア王フェリペ二世が、こともあろうにポルトガルの王位を奪ってしまったのです。北条の姫さま。ジパングの領有権を、フェリペ二世が手中に収めたのです。それ故ゆえ、黄金十字軍が結成されたのです。愚おろかしい話です。申し訳ない……ですが、フランスのノストラダムスやイングランドと帝てい国こくに仕えるジョン・ディーたち占星術士や魔ま術じゆつ師したちも、世界が航海路によって繫つながった以上、ジパング遠征は避さけられない、不可避だと……本来は数百年後に発生する『歴史イベント』だったのだ、と。それが、いくつかの不可思議な要因によって、大おお幅はばに前まえ倒だおしされたのだと言うのです」

　ヴァリニャーノは「鎖国」の不可能性、非現実性を説いた。

　たとえば伊達政宗の書状が届くのがあと十年遅おそければ。あるいは織田信奈が天下布武達成直前に倒れていれば。ヨーロッパの新教と旧教の激しい内戦はその間にさらに拡大し、おそらくドイツの帝国全土が灰かい燼じんに帰すほどの悲ひ惨さんな事態を招いたろう。ヨーロッパはもはやジパングどころではなくなり、われわれが率いる艦隊のジパング到とう達たつは数百年先の未来になったはずだった。

　しかし今、そのヨーロッパの運命は激変しつつある──。

「たとえ運命が変わらずとも、すでに世界は繫がってしまっていたのです。たしかにイスパニア王は恐おそるべき征服者です。カトリックの信しん仰こうを言い訳として、神の御み心こころに背そむいておられるとしか思えません。いずれイスパニアという名の太陽も没ぼつ落らくするでしょう。無礼だと怒おこられるのは当然です。ですが、永遠に鎖国することなどいかなる国といえどもできません」

　と、ヴァリニャーノは北条氏康に訴うつたえていた。

「そう次々と知らない固有名詞をあげられても、わからないわ！　ヴァリニャーノ！　あなたはカトリックの尖せん兵ぺいとして日ノ本と戦いに来たの？」

「いえ。それはフェリペ二世個人の野望。猊げい下かもドミヌス会も、布教こそすれどジパングを攻めようなどとは決して。極東で艦かん隊たいを消しよう耗もうすれば、地中海を押さえている異教徒の国・オスマン帝国に攻め込まれる恐れもあります故。ですが……フェリペ二世に開戦の口実を与あたえてしまいました。ひとつは伊達政宗のアンチ・クライストきわまる猊下への書状。もうひとつが、ガスパールです。ドミヌス会ジパング支部長として大おお友とも宗そう麟りん、織田信奈のもとで信徒を管轄しているあの男は、実はカトリックにあらず。異い端たん中の異端なのです！　長なが崎さき港こうをドミヌス会の領土となし、大友軍を率いて牟む志し賀かにキリシタン王国を築こうとするなど、彼のジパングにおける活かつ躍やくはめざましかった。しかし実はガスパールはジパングを、カトリックの国ではなく……おぞましき異端の国、アンチ・クライストの国に改造しようとしているのです！　あの男はジパングのクィーン織田信奈とジパングの強大な武力を操って、世界を征服させるつもりです！」

　北条氏康には、いよいよなにがなんだかわからなかった。ヨーロッパの伴ば天て連れんには、少なくとも三種類の分派があるらしい。教皇を中心とした旧教カトリック。教皇に与くみしない新教。さらに、どちらにも属さない「異端」。日ノ本の仏教にもいくつもの宗派があるのと同じことだわ、と氏康は仏教に置き換かえてけんめいに嚙かみ砕くだいた。公く家げのための仏教は叡えい山ざん。商人のための仏教は法ほつ華け宗しゆう。民衆のための仏教は大坂本猫寺。

　そうだ。織田信奈が「宗教とまつりごとの分ぶん離り」を打ち出して断固として仏教勢力と戦い、これを武装解除させるまで、それぞれの宗派は互たがいに武器を持っていつ果てるともなく戦ってきた。文字通りの宗教戦争を。武家をも巻き込んで。京の都は、宗門の争いによってなんども焼き払はらわれた。そしてそれが、政情不安に直結し、乱世を長引かせていた。とりわけ、本猫寺一いつ揆きに参加した民衆は武家の支配を拒きよ絶ぜつし、独立国を日ノ本内に打ち立てようとしてきたではないか。

　公家が支持する叡山＝旧教カトリック。

　商人が支持する法華宗＝新教。

　民衆が支持する本猫寺＝異端。

　同じような現象が、ヨーロッパでも起こっていたのだわ、と聡そう明めいな氏康は事態の本質を理解した。

　しかも、ヨーロッパにおける王おう侯こう貴族と宗教勢力との繫がりは、日ノ本よりもはるかに強いらしい。日ノ本の武士は、武士の心情に沿そったストイックな「禅ぜん宗しゆう」を好んだ。が、ヨーロッパの貴族たちはカトリックを信じ続けてきたらしい。世界の海洋貿易網もうを一手に握にぎっているフェリペ二世ですら。

　なぜか。日ノ本の「武士」は、ヨーロッパの王侯貴族たちとは違ちがい、貴族階級の「下」から実力で成り上がってきた下げ克こく上じよう階級だったからだ。だからこそ新しい武士のための宗門を必要としたのだ。しかも。京の都に本ほん拠きよを構えて公家化しようとした武士はみな、滅ほろんだ──源義よし仲なか。源義よし経つね。足利将軍家も、室町に御ご所しよを置いたがために没落した。

　武士政権は、奇き妙みようなことに「関東」に基き盤ばんを置いた時のみ、長期間機能している。

「……やまと御所の公家どもとともに、叡山をはじめとする旧仏教勢力もまた、武士政権にとっては強力な影えい響きよう力を振ふるう厄介な存在だったんだわ……だから源頼朝は征せい夷い大たい将しよう軍ぐんとなっていながら東国の鎌倉に幕府を開いたんだわ。ヨーロッパの『皇帝』は、教皇と距きよ離りを置かなかったのね？」

「ええ。歴代の皇帝は、羅馬を支配しようとして、教皇との戦いに明け暮れてきました。文字通りの戦争を、あるいは政治闘争を、何百年も続けてきました。その結果、帝国はばらばらに分ぶん裂れつして崩ほう壊かい寸前となっております。新教徒と旧教徒との争いがいずれ帝国を破は滅めつさせると、予言者たちは口々に訴えております」

「……ならば……叡山を焼き討うちしようとし、本猫寺一揆と徹てつ底てい的に戦おうとした織田信奈は……やり方は乱暴だったけれど……正しかったんだわ。過か剰じようなまでのキリシタン保護もまた、仏教勢力のまつりごとへの影響力を削そぐためには、必要だった……そういうことね」

　ヴァリニャーノは「この短時間のうちに、そこまでご理解いただけるとは。北条の姫ひめ、あなたはたぐいまれな頭脳をお持ちらしい」と心から氏康を褒ほめ称たたえながらも、この関東の女王に要求せねばならなかった。

「われらに異端ガスパールを引き渡わたしていただきたい。それでジパングに布教されたカトリックを、正統なものに戻もどせます。幸い、ガスパールの異端思想は、織田信奈と大友宗麟のみを対象にしたもので、一いつ般ぱんの信徒には開かい陳ちんされておりません。彼一人さえ排はい除じよできれば、ジパングは異端の国であることから免まぬかれ、フェリペ二世の開戦口実のひとつを消せます」

　でもそのガスパールとかいう宣教師は今、京に。織田家と敵対している私の一存ではどうすることもできないわ、と氏康は首を振っていた。

「こんなわけのわからない理由で、織田信奈の軍門に降くだれ、というの？　南蛮人と紅毛人の艦隊に脅おどされましたから、小田原城を明け渡しますと、私の口からそんな恥はずべき言葉を言えと？　でも……拒きよ否ひすれば、『元げん寇こう』を再び招くことに……どうすれば」

「……北条の姫。返答期限は一週間です。一週間経たっても返答がなければ、十字軍艦隊はジパング本土への上陸戦を開始いたします……」

「無茶を言わないで！　これほどの大事、そんなに簡単に決められるはずがない！　日ノ本も今、東西に分裂して戦っているのよ！　そもそも、あの苛か烈れつな織田信奈が素す直なおにあなた方の言いなりになると思って？　徹底抗こう戦せんだわ、売られたケンカは買うわ、とあなた方の艦隊を壊滅させようと開戦に応じるかもしれないのよ！　巻き込まれるなんて絶対にご免めんだわ！　あいつを説得するだけでも一ヶ月は必要よ！」

「……申し訳ありません……」

　フェリペ二世はもちろん、さっさと織田信奈を相手に「開戦」したいのである。ガスパールをおとなしく突つき出されては困るのだ。だからこその無茶ぶりであり、小田原城入りであった。よりによって織田家最後の「敵」である北条家を交こう渉しようの窓口にすれば、そう簡単には話はまとまらない。織田家と北条家との間を使者が往復しているうちに、時間切れだ。ヴァリニャーノの冷ひや汗あせは止まらなかった。

　ドレイクが、この時、ヴァリニャーノが知らない恐るべき「事実」を口にしていた。

　ドレイクこそは、エリザベス一世が十字軍に送り込んだ「切り札」。

　ジパングを東西に分裂させる。それが、大航海時代の新世界から閉め出されていたエリザベス一世が閃ひらめいた起死回生の「策」だった。西ジパングはすでにカトリックの布教が進んでおり、南蛮貿易が盛さかんになっているから、フェリペ二世に明け渡していい。そもそも恋こいに生きる織田信奈は、「東方のエリザベス」ではなく、「東方のメアリー・スチュアート」だ。女王の恋は国政を誤らせる。愛が激しければ激しいほどに。織田信奈は同盟を組む相手としては不安定で危険すぎる。故に「新教」勢力のイングランドとネーデルラントは、伊達政宗率いる東ジパングと「同盟」を締結し、東ジパングを大航海時代における新教勢力の一大拠点と成す。イスパニア艦隊が暴れれば暴れるほど、東ジパングの大名たちは新教国家を「同盟国」として頼たよりにすることになるだろう。

「宣教師の話はもういいだろう？　俺ちゃんは、実の娘むすめに会いに来たんだよな。女王陛下の思う壺つぼなんだけどよ。ヴァージン・クィーンってのは家族の情まで平気で政略に利用するんだよなあ。恋でもすりゃあ、あんな鉄面皮みてえな女じゃなくなるのによ。まあ、そりゃあ、会いたいよ。なにしろ俺ちゃん、ヨーロッパには子供がいないんだよ。たった一人の娘がこのジパングに暮らしているのさ。会わせてくれねえかなあ」

「……む、娘？　あなたの？　誰だれなのよ？　どうしてあなた、ジパングに娘が……」

「俺ちゃんは生きて世界一周を果たした、史上たった一人の提てい督とくだぜえ？　ジパングにだって寄港してたんだよ。で、まあ、ジパングのお姫さまを孕はらませたら侍たちに追い回されて国外追放されちまった、わはははっ！」

「え、え、えええ……？」

「つーか、今さら俺ちゃんの娘の名を尋たずねるか？　そんなもん、これまで俺ちゃんが語った言葉の内容と、娘の外見でわかんだろ？　『伊達政宗』だ！　アンチ・クライストを気取るあのネタ書状を教皇に送った伊達政宗だよ！　いやあ、人生って面おも白しろっ！」

　かくて伊達政宗は新教諸国と同盟を組むしかない、なにしろ俺ちゃんの娘なんだもんな、きっと七つの海を越こえて娘に会いに来たお父さんの愛にほだされてわが胸に飛び込んでくるに違いない……うんうん……俺ちゃんもまさか娘に会えるとは……ま、俺ちゃんと娘とがこれからちょっとばかりジパングを騒そう動どうに巻き込むが、そいつは女王陛下が処女なのが悪いのさ。俺ちゃんの娘は悪くねー。さてと、北条のお姫さまは新教と旧教、東ジパングと西ジパング、どっちに付くね？　とドレイクは氏康に選せん択たくを促うながしていた。

「世界の、人類の歴史が、運命が、変わろうとしているらしい。あるいは逆に帳ちよう尻じりが合おうとしているのかな？　父を呼ぶ娘の声に呼応して、この世界の海かい賊ぞく王の俺ちゃんが二度と来る予定のなかったジパングに大船団率いて再び舞まい戻ってきたってわけ。歴史はかくて前まえ倒だおしされた。城門を閉じて鎖さ国こくを決め込む選せん択たく肢しはもうないぜ、北条のお姫さま」

「……伊達政宗が。梵天丸が……あの子が……あなたの……娘……ですって!?」

　関東、そして奥州は、震しん撼かんすることになった──「駄だ法ぼ螺ら吹ふき」の伊達政宗がほんとうに、海の彼方かなたからジパング征服を目もく論ろむ「十字軍」を召しよう喚かんしてしまったのである。しかも、よりによって伊達政宗の実の父親が、その世界最強の艦隊を率いているとは！

「……あの子は……父親を、拒絶できない……日ノ本は、十字軍諸国によって東西に分割されてしまう！　義元！」

　この会見に出席していた今川義元は、氏康に「目め配くばせ」されると同時に、すばやく小田原城から脱だつ出しゆつしていた。東に今川将軍。西に足利将軍。わらわが小田原城に留とどまっていれば、日ノ本はこのまま十字軍の外圧によって東と西とに分断され、文字通り「二つの国」になってしまいますわ、そうなれば日ノ本は新教と旧教の代理戦争の場と化し、今まで以上に壮そう絶ぜつな乱世の渦うずに叩たたき込まれ、ついには「独立国」ではなくなってしまいますわ、と気づいたからだった。

　義元は小田原城を脱出したその足で、清洲城の信奈のもとに駆かけ込んでいたのである。







　巻ノ八　織お田だ信のぶ奈なの野望







　京の都にも、今いま川がわ義よし元もとの侍じ女じよにされてしまっていた小お野のお通つうが小お田だ原わらから飛ばした使い魔ま「ねこたま」を通じて、この「速報」は早々と伝わっている。相良さがら義よし陽ひと徳とく千ち代よが近この衛え前さき久ひさのもとに着いた時にはもう、近衛邸ていは上を下への大おお騒さわぎとなっていた。京の町衆たちも「南なん蛮ばん艦かん隊たいが攻せめてきおった」「元げん寇こうや。しかも九州ではのうて、本州に直接来よった。焼き討うちや」と家財道具をまとめて疎そ開かい準備にかかっている。

「近衛さま。南蛮艦隊が相模さがみ湾わんに出現したというのは、まことですか」

「ほんとに外国と戦争？　長崎の貿易はどうなっちゃうの、姉上？」

「おお。お久しぶりでおじゃるの、相良どの。まことに天下の一大事でおじゃる。未み曽ぞ有うの国難でおじゃる」

　近衛前久も、姫ひ巫み女こさまを捨てて若わか狭さ、丹後あたりまで逃にげ散ろうとする気弱な公く家げ衆たちを京に留とどめさせるために奔ほん走そうしていて、相良姉妹を歓かん待たいする余よ裕ゆうもない。

　半はん兵べ衛えが京の地下を通る地脈を断たって以来ほとんど失業状態だった陰おん陽みよう師じの土つち御み門かど久ひさ脩ながや、叡えい山ざんの正しよう覚かく院いん豪ごう盛せいまでもが「鎮ちん護ご国家」のために動員されていた。とにかく公家衆を安心させるために、近衛と細ほそ川かわ藤ふじ孝たかが近場にいた陰陽師や叡山の僧そう侶りよたちをかき集めたのである。

「陰陽師が祈いのったところで、神風なんて都合よく吹ふかないよ。諸しよ葛かつ孔こう明めいの昔じゃあるまいし……だいいち台風が来る季節じゃない。貴族のやることは何百年も変わらないね。やれやれ」

「この豪盛、僧兵専門で密教なんぞ知らん！　真言など読めんぞ！　諸君！　今こそ、女神の愛を求めたまえ！　地脈の要かなめにフロイス菩ぼ薩さつ、ルイズ大観音の等身大フィギュアを配置して祈るべきである！」

　まさに学徒動員、日ひノ本もと総火の玉。

　倭わ寇こうたちが海の向こうで外国勢と小こ競ぜり合あいをしたことはあっても、日ノ本という国家そのものに対して外国の軍勢が攻め寄せてきたことなどは久しくなかった。これは、まさしく元寇以来の国難なのだ。その元寇とて、戦場となった舞ぶ台たいは九州であって、京からははるか遠くでの出来事である。だが、イスパニア艦隊は──実際には西ヨーロッパ諸国が編成した「連合国艦隊」であったが、公家たちは断固「イスパニア艦隊」と呼んで事態を過小評価しようとあがいていた──相模湾に来た。

　箱はこ根ねの向こうの話だ、とも言っていられない。なんとなれば、気がつけば安あ土づちにもそして京にも南蛮寺が建ち並び、多数のキリシタンが暮らしているではないか。摂せつ津つの高たか山やま右う近こんなどは、大名でありながらキリシタンなのである。織田信奈の親キリシタン政策のためだった。彼ら全員が、イスパニア艦隊に呼応して御ご所しよの敵となるかもしれないのだ。

　どれほど公家衆が恐きよう怖ふしていたかは、九州出身の相良姉妹には測りかねるところがある。

「とにかく相良姉妹よ。この騒ぎで、京の治安が乱れているでおじゃる。イスパニア艦隊への恐怖が裏返ったのか、『攘じよう夷い』を唱えて親キリシタン派の要人を暗殺しようとする過激な輩やからまで現れたでおじゃる。しばし近衛邸で過ごすがよいでおじゃる。おお、織田信奈よ。どうか日ノ本を護まもりたまえ、でおじゃる……！」

「現実感がないといいますか、どうにも信じられません。弟から聞いていた歴史とはまるで違ちがうのですが」

　近衛邸で前久とともに事態収拾の指揮に当たっていた細川藤孝が、相良義陽にそっと告げていた。

「……おそらく本来の『歴史』が数百年ほど前まえ倒だおしにされたのでしょう。織田信奈の『運命』を変えるために、相良良よし晴はるは日ノ本の歴史を大おお幅はばに改変しました。そのすさまじい『影えい響きよう力』を相そう殺さいするために、巨きよ大だいな力の反動が揺ゆり戻もどしてきたのです……文字通り、海を越こえて、それは来たのです。おそらく織田信奈の『運命』が変わることで、日ノ本のみならず全世界の歴史が激変するためでしょう」

「……『全世界』の『運命』が、帳ちよう尻じりを合わせようと……ヨーロッパ諸国の力を動かしてでも、なにがなんでも弟と織田信奈をここで歴史から退場させようとしていると？　そういうことですか」

「はい。わたくしが解かい読どくした『古こ今きん伝でん授じゆ』には書かれていなかった未来が、すでに到とう来らいしてしまいました。もう、まったく先が読めません」

　いや。あの者なら。ガスパールならば南なん蛮ばん渡わたりの邪じや法ほう「観測術プレビシオン」を用いて未来を読むことができるはず、と義陽は気づいた。関せきヶが原はらの合戦前夜、義陽は良晴からガスパールについて知っていることのすべてを打ち明けられている。彼が「信奈を救うことに失敗した良晴の二周目」かもしれない、ということも。

　その時。

　そのガスパール本人が、肌はだの黒い用心棒の少女を連れて近衛邸の庭に音もなく現れていた。弟をさんざん困らせてきた男だが、今となっては織田信奈を守るために結束するべき相手だ。

「いずれは来る定めではありましたが……羅馬ローマ教皇より異い端たん宣告──アナテマを受けました。私の身み柄がらを十字軍艦隊に渡さなければ、ジパングは異端の国と見なされて艦隊の攻こう撃げきを受けることになります。私は清きよ洲すの織田信奈さまのもとへ出頭し、彼女の手で身柄を十字軍に引き渡してもらおうと思います」

　義陽は、言葉を失っていた。

　粗そ忽こつ者の近衛前久は「いいい異端とはなんでおじゃるかっ？　そそそそちはキリシタンの伴ば天て連れんではないのか？　日向ひゆうがにキリシタンの王国を築こうとしておったではないか？」とうろたえずにはいられなかった。いったい、もう、なにがどうなっているのか。

「あの日向遠えん征せいは、当時まだ攘夷主義を採っていた島しま津づの北上を軍事力で防ぐとともに、『高たか千ち穂ほ』を捜さがすことが真の目的だったのです」

「高千穂？　日ノ本発はつ祥しようの地、天孫降臨の舞台をとな？　なぜでおじゃるっ？」

「その話の子細は、いずれ相良良晴から聞いてください。彼には私が知っている真実の多くをすでに打ち明けております。だがこのような異常な未来は、プラトン立体にも映らなかった。いずれ私を殺すために異端審しん問もん官が来ることはわかっていました。ですが、まさか十字軍艦隊が」

　わが観測術でこの先の未来を読むことはできません。未来の映像を映し出すプラトン立体は相良良晴に預けており、しかも未来人の相良良晴が完全に歴史を変えてしまった今となっては、ジパングの未来を見通すことは不可能でしょう、少なくとも私の能力では──ガスパールは近衛と藤孝、そして「この者は実はカトリックの『敵』だったのか？」と戸と惑まどっていた義陽に事情を説明した。

　つまりは、彼は羅馬教皇やドミヌス会、イスパニア王といったカトリックに与くみする人間ではなく、ドミヌス会の内部に密ひそかに混入していた「異端」であり、「普ふ遍へん文明主義」の流れを受け継ついだ者だということ。しかしながらカトリック諸国やオスマン帝てい国こくとの「戦争」そのものが目的ではなく、あらゆる文明を融ゆう合ごうした「普遍文明」を築こうとしていたということ。

　さらに。自分自身、過去の記き憶おくがなく、何者かわからないということ。ただ「ジパングのオダノブナ」という声に導かれて日ノ本へ来たこと。日ノ本へ入るため、謀ぼう略りやくを尽つくして「ガスパール」という「経歴と名」を手に入れたこと。そして、相良良晴がここまで歴史に干かん渉しようした今となっては、「未来」を予知することはもうできないだろうということ。

　さすがに、「私は失敗した『相良良晴』の『二周目』かもしれません」とは、これほどの要人たちを前にしては言えなかった。義陽はすでに知っている。だが彼女も、近衛前久たちにはそのことは伝えられなかった。いよいよ事態を混乱させてしまう。

　それにガスパール自身、関ヶ原の合戦で織田信奈が明あけ智ち光みつ秀ひでとともに東軍に勝利したとヤスケから聞いた際、「相良良晴が織田信奈の運命を覆くつがえす試みに『成功』したというのか？　それでは、もしかして私は相良良晴ではなかったのか？」と自分自身の正体について確信が持てなくなっていた。「二周目」などは、ないのではないか、と。

　しかし、それならばそれでいいのだ。織田信奈の「運命」さえ変えられるのであれば。志半ばで彼女が「死ぬ」よりはよほどいい。これで、世界の運命は、人類の歴史は、よき方向に変わっていく。処女王ではなくなっても、織田信奈はあらゆる文明を融合させるクィーンとなる。あの大おお友とも宗そう麟りんが関ヶ原の合戦の最中、織田信奈を支え続けてくれたのだという。ならば、自分の行動も無意味ではなかったのだ。

　だがガスパールは同時に、「では私はいったい誰だれなのだ」と不安に駆かられた。まだなにか恐おそろしい「運命の罠わな」が織田信奈を狙ねらっているのではないか、自分を「相良良晴」だと思い込んでいた私自身の行動が結果的に彼女を破は滅めつへ導くのではないか、私はわれ知らず相良良晴の「力」を相殺し続けて織田信奈の「運命」の帳尻を合わせてしまう道どう化け役だったのではないか──何者でもなく、そもそも人間ですらなく、「歴史」の強制力が生みだした「アンチ相良良晴」という名の「道化」なのではないか、だからそもそも過去などないのではないか、という疑ぎ惑わくに取り憑つかれていた。

　そこに、「黄金十字軍」の出現という凶きよう報ほうが舞まい込んだのである。

（やはり相良良晴は失敗するのか。結局、私は彼の二周目、なのか……否いな。彼を二周目に突とつ入にゆうさせずとも、この戦いを止めることさえできれば、それでいい。織田信奈はまだ私と会っていないから、異端の「普遍文明思想」を誰からも吹き込まれていないはずだ。まだ間に合う。私がヴァリニャーノのもとに出頭すれば済むはず。彼は穏おん健けん派だ。ドミヌス会の巡じゆん察さつ師しに、ポルトガル人でもなくイスパニア人でもなく、中立的立場に立つイタリア人が任命されたということは、バチカンはジパングとの開戦までは望んでいない）

　ガスパールは即そく座ざに、巡察師ヴァリニャーノのもとに出頭する、と決めた。本来はジパングにいるはずではない者。「歴史」に介かい入にゆうした自分の存在のために、織田信奈を滅ほろぼしたくはなかった。「天下布武」の完成まであと一歩なのだ。ヤスケが「やめて！　殺されるわよ！」とけんめいに止めたが、ガスパールの覚かく悟ごは変わらなかった。

　だからこそ、最後にガスパールは近衛たちに別れを告げに訪れたのだった。織田信奈と自分とは無関係である、この国難を乗り切るためにはジパングの政権を織田信奈に委ゆだねなければならない、彼女を今失えばジパングは未曽有の混乱に陥おちいる、と織田信奈の立場を弁明するために。

「長きにわたって異国との戦争を繰くり広げてきたヨーロッパ人とは違い、海に四方を守られたジパングの人々は異国の軍に攻め込まれた経験に乏とぼしいため、このような事態を前にすると文字通り混乱してしまいます。ここで『攘夷』という激情に駆られて国内のキリシタンをみだりに弾だん圧あつしてはなりません。事態が『宗教戦争』に移行すれば、もう取り返しがつかなくなります。私の首ひとつで収まる話です。問題を拡大すればイスパニア王フェリペ二世の思う壺つぼです。あの男は、南米のポトシ銀山がもたらす銀だけでは飽あき足らず、ジパングの金銀をも欲ほつしています──主に、石いわ見み銀ぎん山ざんが欲しいのです。銀こそは、大航海時代の『国際通貨』なのです」

　過去の記憶を失っているにしては、豊富な知識と高い見識の持ち主。しかも、日ノ本人よりも日ノ本にお詳くわしい。あなたの「前歴」さえ判明すれば事態打開の手がかりになりそうなのですが、と細川藤孝は微び笑しようしている。

「とは言えお互たがいに『古今伝授』と『プラトン立体』という切り札を封ふうじられていては、手も足も出ないということですか。『未来』を知る者は、『未来』に踊おどらされる……わたくしも関ヶ原で思い知らされました」

「同感です」

「だが、こたびはイスパニア・ポルトガルの南なん蛮ばん人じんだけでなく、新教徒の紅毛人という連中まで一いつ緒しよに来ているでおじゃる。なんとな、あの伊だ達て政まさ宗むねが紅毛人提てい督とくの実の娘むすめなのだとか。こちらの難題はどうするでおじゃる？　たとえイスパニア側の開戦口実を潰つぶせても、奥おう州しゆうが紅毛人たちと同盟を組んで独立してしまえば、この日ノ本は……」

　近衛前久のこの問いには、ガスパールも答えられなかった。ただ、イングランドの処女王・エリザベス一世はフェリペ二世のような即そく物ぶつ的な「侵しん略りやく」などは望まないはずだ、なんらかの形で織田信奈と手を組ませることは可能なはずだ、とエリザベス一世の優すぐれた政治感覚に期待する他ほかはなかった。

　だが、彼は主にそのために織田信奈を「処女王」にしようとしていたのだ。あの気位の高いエリザベス一世をして、極東の島国の女王にすぎない織田信奈を自分と「同格」にして「同等の能力」を持つ「同どう胞ほう」と認めさせるために。

　ガスパールが形式の上で「カトリック」にこだわっていたのは、織田信奈が「新教」や「異端」の徒と判定されてしまうと教皇やハプスブルク家を相手に渡わたり合う際に不利になるからだったが、本来は政治手しゆ腕わんに明らかな限界を見せているフェリペ二世などよりも「処女王」エリザベス一世と織田信奈を引き合わせたかったのだ。あの二人の英えい邁まいな女王が「運命」を乗り越こえて出会えば、そこに必ず、「東西文明の融ゆう合ごう」が起こる。ガスパールがプラトン立体を通じて断片的に知ることができた、十六世紀以後の人類史。科学的には大きな発展を遂とげつつも数え切れない戦争と対立と憎ぞう悪おによって血ち塗ぬられることになる「未来」は、大きく変わる。そのはずだった。

　しかし、あの「天あまの岩いわ戸と開き」は逆効果となった。エリザベス一世は、すでに織田信奈を「国家よりも一人の恋こい人びとを選せん択たくした女」だと断じているだろう。

　この上、十字軍艦隊を迎むかえながら織田信奈が相良良晴との挙式を敢かん行こうすれば、ガスパールの目もく論ろ見みは完全に崩くずれ去る。

　エリザベス一世は、国難を前にして恋に生きるような者を、女王として認めはすまい。亡命してきた元スコットランド女王メアリー・スチュアートを幽ゆう閉へいしたのも、メアリー・スチュアートが自分自身の恋を優先して国政を犠ぎ牲せいにしたためだ。母親を実父に処しよ刑けいされたエリザベスの心の傷は、「殿との方がたとの恋」に対する恐きよう怖ふ心と不信感は、それほどまでに根強い。痛ましいお方なのだ。織田信奈が処女王を貫つらぬけば、二人は友になれる、はずだった。

　しかし、もう、織田信奈と相良良晴の「恋」を止めはすまい、とガスパールは決めていた。関ヶ原で勝利を手にした彼女はすでに、ジパングのクィーンなのだ。これより先の織田信奈の「運命」は、織田信奈自身が決めることなのだ。

「相良義陽どの。すでにイスパニアの異い端たん審しん問もん官かんが上陸しているでしょう。ヴァリニャーノにも無断で。あの国の異端審問官たちは手て強ごわい。私を道中暗殺するかもしれません。もしも私が無事に清洲城へ辿たどり着けなかった時には、織田信奈さまにお伝えください。『未来』はなにも確定していない。世界は、あなたの前に開かれている。どうか最後まで──あなたの信じる道を進んでほしい、あなたが進むその道が人類の未来となり希望となるのです、と」

　相良義陽は、己おのれのルーツも過去も正体もなにもわからぬままにただ一人で異国を彷徨さまよい続ける者の孤こ独どくな姿を、ガスパールの中に見ていた。が、彼の目に迷いはなかった。織田信奈の「運命」を変えるという思いだけが、この男を支えていた。その思いの中に、「狂きよう気き」はない。狂きよう信しんもなければ、欲よく望ぼうも葛かつ藤とうもない。彼の魂たましいは、水のように静かだった。かつて瀬せ戸と内うちの海かい賊ぞく王・村むら上かみ武たけ吉よしが魅み入いられた、あの「目」だった。

　ガスパールは、自分自身の過去を探たん索さくすることなく、織田信奈の「運命」を変えるためだけに生きてきた。そのために、遠く海を渡ってジパングへとやってきた。

　相良良晴が、自分自身が未来へ帰き還かんする方法を探そうともせずに、ただ織田信奈を守るためにこの戦国時代を奔ほん走そうしてきたのと、同じに。

「このヤスケがあなたを守るわ。ガスパールさま。織田信奈のもとに、生きてあなたを届けてみせるわ。だってあなたは、そのためにジパングまで来たのよ……」

　相良良晴に影かげのように寄り添そって彼を守り続けてきた忍しのび・蜂はち須す賀か五ご右衛え門もんと、ガスパールの影となって彼を守っている少女ヤスケも、どこか似ている。ガスパールがカトリック陣じん営えいが言うような狂信者なのであれば、ヤスケのような聡そう明めいな少女が彼に付き従うはずがない。

　ああ。やはり彼は、二周目の相良良晴なのか。弟なのか。それとも──。




　　　　※




　清洲の町に集結して「大奥革命」を唱えていた女の子たちもまた、「黄金十字軍艦かん隊たい、相模湾わんに出現」という噂うわさを聞いて騒そう然ぜんとなった。もう、大奥がどう、とはしゃいでいる場合ではなくなっていた。そう。みんな、戦国の世が終わったことを喜び、お祭り気分で騒さわいでいたのだ。誰だれも、織田信奈が樹立しようとしていた新政権に本気で敵意を抱いだいていたわけではなかった。戦なき世、恋に生きられる世が到とう来らいしたことを信じて安心しきっていたのだ──。

　清洲城の「清洲会議」もまた、今川義元がもたらした報告を聞くや否いなや、黄金十字軍対策本部と化していた。大奥問題や国割り問題を巡めぐる信奈と諸大名の対立など、たちまち吹ふき飛んだ。

「……引退して大おお御ご所しよとして駿する河がで過ごすわけにはいかなくなったようだな。そもそもその駿河が危機だ。小田原城と西国を遮しや断だんするために、十字軍艦隊が駿河側に上陸してこないとも限らない……東とう海かい道どうを押さえられれば、西国は東国から切り離はなされる」

「今いま頃ごろ梵ぼん天てん丸まるは、きっと実の父上と日ノ本との間で葛藤しているわ。新教が東国、旧教が西国と結べば、この国は分断されてしまう。日ノ本を二つに割ってしまってはならないわ、信しん玄げん」

　東国を代表する戦国最強武将の二人。武たけ田だ信玄と上うえ杉すぎ謙けん信しんほどの名将にとっても、この元寇以来の国家の危機はまるで未体験であり、想定外の事態だった。歴戦の武将である二人はすでに、十字軍艦隊に対する防衛戦略を練りはじめている。しかし、これは国内の合戦ではない。日ノ本がほとんど経験したことのない国家間戦争なのだ。あの元寇とも違ちがう。戦略・戦術レベルで解決できる問題ではない。さらなる高度な政治的判断力こそが求められていた。

　そしてそのような国際的な政治感覚を持っている人間は、日ノ本に一人しかいない──。

　まだ尾お張わり一国の姫ひめにすぎなかった頃から常に海外へ繰くり出すという奇き矯きような「夢」を前提に戦い続け、国造りを進めてきた「うつけ姫」。

　織田信奈だ。

　満場の意見は無言のうちに一いつ致ちしていた。全国から清洲城に集まっていた姫武将たちは、天下人・織田信奈の判断を待った。開戦か。まさか全面降こう伏ふくか。それとも、カトリックと結び日ノ本を東西に分割して新教勢力に対たい抗こうするのか。いや、それ以前に、九州から上じよう洛らくして京の南なん蛮ばん寺でらに入ったというガスパールなる宣教師の処しよ遇ぐうだ。引き渡さねば、十字軍艦隊は問答無用で日ノ本本土に上陸してくる！

「……梵天丸がヨーロッパに使者を派は遣けんしたのは、だいたい史実通りだ。だが、史実よりも圧あつ倒とう的に時期が早い。その上、史実とのほんのわずかな違いが積み重なって、こんなありえない事態を招いたらしい。『歴史』が世界規模で帳ちよう尻じりを合わせようとしているのか？」

　相良良晴の未来知識ももはや役に立たない。すでに今、良晴と信奈たちの前にはまったく異なる「未来」が到来していた。想定外の形で。最悪の形で。この十六世紀末という宗教戦争まっただ中の時代に、新教と旧教が連合して日ノ本まで十字軍艦隊を派遣してくるなど、未来を知っている良晴にはかえって信じられなかった。航海ルートはたしかにある。西回り航路も東回り航路もすでに発見されている。しかし……十六世紀にはパナマ運河もスエズ運河もない。ヨーロッパの船団は、西から回ろうが東から回ろうが、地中海から紅海へ出ることも、南北アメリカ大陸を繫つないでいるパナマを突とつ破ぱすることもできない。アフリカの喜き望ぼう峰ほうを、あるいはマゼラン海かい峡きようを突破してこなければならないのだ。

「……だが、フランシス・ドレイクなら、やれる。大西洋から南米大陸を大だい迂う回かいしてマゼラン海峡の南に『ドレイク海峡』を発見し、太平洋へと出て世界一周を果たした海かい賊ぞくの中の海賊だ……でもまさか、日ノ本に立ち寄っていただなんて？　しかも、梵天丸の実のお父さんだなんて。俺のせいなのか？　俺が歴史を改かい竄ざんし続けた結果、とうとう、こんな巨きよ大だいな反動が」

　ルイズ・フロイスが、自らの身体を縄なわで縛いましめて織田信奈と相良良晴のもとにひざまずいていた。女性恐怖症しようをこじらせているオルガンティノが「しししし縛しばれだなんてふふふフロイスさまああ？」と震ふるえながら、フロイスの腰こしに縛った縄の尻尾しつぽを握にぎっていた。

「ヨシハルさんの責任ではありません。ノブナさま。ヨシハルさん。わたしの筆が過ぎたのがすべての原因です。ジパングの歴史と文化を後世に書き残すために、わたしはドミヌス会宛あてに大量の文書を書き送っていました。ガスパールさまとの対話の内容までドミヌス会本部に送ってしまったがために、十字軍を派遣される口実を作ってしまいました……コンキスタドール派がジパングを狙ねらっていることは知っていたはずなのに。それに、堺さかいでボンテンマルちゃんに『ヨハネの黙もく示し録ろく』を読んで聞かせたのも、わたしなのです。仏教僧そうが語る地じ獄ごく巡りの講話のようなつもりで……すべてはわたしの迂う闊かつさのせいです。悔くいてどうなるものでもありませんが、結果的にわたしがジパングにこのような厄やく災さいを招いてしまったのです……どうか、ご処分を」

　デ、アルカ、と信奈は一言発すると、小こ姓しようの乱らん丸まるに命じてフロイスを縛めていた縄を切り落とさせていた。

　姫武将たちはみな、驚きよう愕がくしていた。なぜならば、「大奥騒動」で嫉しつ妬として良晴にくってかかって泣いたり騒いだりしていた時とは、信奈の表情が一変していたからである。このような信奈の神々しい表情を、誰も見たことがなかった。勝かつ家いえや長なが秀ひでですら。

　織田信奈は、その瞳ひとみを輝かがやかせていた。燃えている。太陽のように燃えている。

　未み曽ぞ有うの国難を前に、織田信奈だけがまったく動じていない。むしろ、十字軍艦隊を前にして目を覚ましたかのようだった。

「この清洲会議での大奥騒ぎと同じでしょう、フロイス。たしかに十字軍を派遣されたのは痛いけれど、この騒動には『主犯』も『倒たおすべき悪』も存在しないわ。ほんの小さなことが積み重なって、巨大なうねりが生まれたということでしょ。フロイスに悪意がなかったことはわかっているし、まだ会ったこともないガスパールをドミヌス会に引き渡すつもりもないわ。だいたい宗麟の師し匠しようなんでしょ。牟む志し賀かではやりすぎたみたいだけれど、実はカトリックの王国を築こうとしていたんじゃなくて、もっと別のなにかを目指していただなんて、面白そうじゃない！　異端だのなんだの、それはヨーロッパ側の理り屈くつでしょう？　そもそも！」

　この日ノ本では、「宗教戦争」はこれを認めず、よ！　すぐにガスパールを清洲に召しよう喚かんして！　彼の身み柄がらを守るのよ！　と信奈は乱丸に命じていた。きっちりと使命を果たします、と一礼した乱丸の姿が、瞬しゆん時じにかき消えた。

「彼が何者なのかは、直接会って語り合ってみなければ、判断のしようがない。艦かん隊たいに脅おどされたからって、日ノ本を訪問してくれた人間を問答無用で捕とらえてイスパニアに差し出すなど、天下人のやることではないわ！」

「……ノブナさま。わたしが間ま違ちがっていました。『カトリック』すなわち『正統』とは、『異い端たん』を生みださなければ成立しない概がい念ねんだったのですね……ヨーロッパでもすでに、カトリックの一元主義に異を唱えて信しん仰こうの多様性を求めた人々が新教を興おこしていたというのに、わたしは」

「フロイス。カトリックの存在そのものが『過あやまち』だというわけではないでしょう。信仰を戦争や侵しん略りやくに結びつける者こそが、間違っているのよ。もちろん、とことん戦ってこそ理解し合えるということもあるわ。川かわ中なか島じまの合戦を戦わずして、武田信玄と上杉謙信がわかり合えなかったことと同じに。関ヶ原の合戦を避さけては天下布武がありえなかったのと同じに。しかし、戦争においては人間の倫りん理りが──日ノ本風に言えば『武士道』が貫つらぬかれるべきだわ！　戦争は、人々の信仰心などを利用することなく、信仰を『正義』にすり替かえて神に責任を押しつけることなく、人間の戦士と戦士との間で堂々と行うべきよ！　戦争の目的は、あくまでも経済や政治といった『現実』的なものでなければならない。せめて、『個人の信念』でなければならない。血肉の通った『人間』同士の戦いでなければならない。信仰という実体なき観念を目的にすれば、戦争そのものもまた観念と化し、現実を見失って終わらなくなる！　フェリペ二世はカトリックの守護者という名めい誉よに酔よい、大義に酔い、世界を荒あらし回っている。唯い々い諾だく々だくと服従してはならないわ！」

　まつりごとと信仰を完全に分ぶん離りした真の近代国家としての日ノ本の樹立。本ほん猫びよう寺じや叡山と戦い続け、やまと御ご所しよを尊重しながらも関白近衛前久の横よこ槍やりに決して屈くつしなかった織田信奈の野望。その真の意図、真の意味を、全国の姫ひめ武将たちは「十字軍」を前にしてはじめて理解した。なぜあれほど相争った本猫寺を禁教にしてしまわなかったのかも。なぜ未来人の相良良晴が、他ほかの誰だれでもなく、このお方を天下人にしようと奔ほん走そうしてきたかも。

「ノブナさま。騎き士し道どうというものがかつて、ヨーロッパにも。アーサー王の御み代よ以来、いにしえの騎士たちにはありました。武士道に通じる、清せい廉れんな戦士の精神というものが。いつ果てるともなく続くイスラムとキリストの戦いにも、かつては、騎士道精神が。たとえば騎士ジョバンナは、その騎士道精神を受け継ついだ数少ない戦士です」

　ならば、向こうにも「騎士」はいるはずよね。だったら、必ず和解できるはずだわ。たとえ一戦交えなければならなくなったとしても。「人間」と対話することができれば、きっと理解し合える、と信奈はうなずいていた。その表情には恐きよう怖ふもなければ怒いかりもない。童女のように、目を輝かがやかせている。

「フロイス。梵天丸は心配いらないわ。わたしが守るわ。関ヶ原で宗麟がわたしの心を守ってくれたように、こんどはわたしが梵天丸を守る。わたし一人では無理かもしれない。でも、わたしには……」

「そうだ。信奈。お前は一人ぼっちじゃない。関ヶ原で互たがいの信念を賭かけて戦い、こうしてともに仲間になったみんながいる！」

　良晴は迷いを振ふり切っていた。ガスパールは、「二周目の俺」じゃない。なぜならば──信奈の「運命」は、必ず克こく服ふくされる。もう、ガスパールの影かげに「失敗した俺」を幻げん視しして怯おびえる必要はない。もしもガスパールが「二周目の俺」だったとしても！　その自分自身の「運命」をも、俺は変えてやる！　「未来」は、なにも確定していない。ガスパールの「正体」ですら！　だって俺はまだ、「観みていない」じゃないか！

「……ごめんなさい、みんな。わたしは、良晴を盗とられることが怖こわくて、無茶な国割り仕置きを。わたしが発表した国割り仕置きはすべて破は棄きして、万まん千ち代よが諸大名家を回りながら準備していた素案をもとに、協議の上で決めることにするわ。でも……今は、海から来た『黄金十字軍』に全員で当たらなければならない。日ノ本に訪れたこの『運命』を乗り越こえるために。十じゆう兵べ衛え。小こ早ばや川かわ隆たか景かげ。上杉謙信。島津家いえ久ひさ。わたしはもう、二度と魔ま王おう落ちしたりしない。信じて──お願い」

　未み曽ぞ有うの国難を前についに目を覚ました織田信奈が、諸大名の前で正座して深々と頭を下げ、大奥革命の「神輿みこし」役を務めていた明智光秀が「言うに及およばずです信奈さま！　信奈さまのもとに相良先せん輩ぱいとこの十兵衛がいる限り、どのような理り不ふ尽じんな運命であろうともことごとく撥はね返してご覧に入れますです！　九州出向ではなく関東出向になったのは予定外でしたが、惟これ任とうに代えてこんどは板ばん東どうの名族の姓せいでも名乗りますぅ！　十兵衛は！　この時のために……この日のために、『運命』を乗り越えて参りました！」と信奈のもとにひざまずいて再び忠誠を誓ちかったことから、清洲会議の対立ムードは完全に雲散霧む消しようし、斎さい藤とう利とし三みつは「安あん堵どしている場合ではないですが……」と思わず安堵のため息をついていた。

「……私には遺い恨こんなどない。むしろ大奥騒そう動どうを制止できなかったことを詫わびねばならない。織田信奈。私は、兄者を失って以来、来たるべき『天下』の姿を明確に打ち出してくれる天下人を求めて苦しんできた……そして、『天下人』のために自らを捧ささげ尽つくし天下万民に太平の世をもたらしたいという私の祈いのりは生しよう涯がい、叶かなえられないはずだった。生涯子を持つこともかなわず、戦乱のうちに生き、天下のかたちが定まる前に戦乱の中で倒たおれる。おそらくそれが、私本来の運命だったはず。しかし良晴が、『天下人』と私とをこのような奇き跡せき的なかたちで繫つなげてくれた。これより先、私の知ち謀ぼうのことごとくを、天下のために。日ノ本のために。万民のために遠えん慮りよなく使い潰つぶしてほしい。あるいは、この『世界』のために。あなたと、相良良晴に、私の生涯を捧げよう」

　小早川隆景のこの言葉で、「大奥」設立の話はひとまず立ち消えとなった。大奥騒動の発ほつ端たんはそもそも小早川隆景を相良良晴の側室に！　という姫武将たちの盛り上がりを大きな原動力としていたので、その隆景が自ら日ノ本と天下のために大奥を巡めぐる争いから降りて信奈に臣従を誓ったことが、信奈と外と様ざま大名たちを「和解」させる決定的要因となった。

　吉きつ川かわ元もと春はるや暗あん黒こく寺じ恵え瓊けい、足あし利かが義よし昭あきたちも、隆景の意思を尊重した。隆景の瞳ひとみの輝きを見たからだった。隆景は今ついに、己おのれが生涯仕えるべき主君を見つけ、己がなすべき大業を見つけたのだ。

「恋こいの争いは、日ノ本の独立を護まもるという『義』が成じよう就じゆしたその時に、再開することにしましょう。私と武田信玄が川中島で繰くり返した激げき闘とうも、越えつ軍を率いて何度も繰り返してきた関東遠えん征せいも、決して無む駄だではなかった、勘かん助すけや宇う佐さ美みたち、そして川中島で散っていった名もなき兵士たちの生涯にはたしかに意味があったと、必ず証明してみせるわ。あと一戦、あと一度だけ。天は、私に越軍を率いよ、『上杉謙信』として関東へ向かえ、戦場に立てと……いいえ。天ではなく、あなたが命じるのよ。織田信奈。『天下人』として。わが、主君として」

「デ、アルカ！」

　なんだ、その気はないような顔をしてきたくせに、実はまだ相良はぁれむ入りをすっぱり諦あきらめてはいないのか？　義だのなんだのと理り屈くつをつけるあたりも、謙信らしい。やっぱりお前は誰よりも諦めが悪いな、と武田信玄が嫉しつ妬としながら謙信をからかうが、

「あら。あなたほどではないわ。織田信奈が再び暴走しないためには、私のような『抑よく止し力りよく』となる姫が必要だと思ったのよ。本来ならば『大御所』として織田信奈の首に鈴すずをつけるべきあなたが初うぶで奥手で相良良晴を巡る恋こい敵がたきとして名乗りを上げないから、私が肩かた代がわりしてあげているだけよ」

　と謙信は涼すずしい顔をしている。

「ああああたしを奥手扱あつかいするなっ！　いっ……色を知ったつもりに……ぐぬ、ぐぬぬ。け、謙信に、ま、負けてはいられんな！　こ、こうなったら関東遠征のどさくさにまぎれて、さ、相良良晴に夜よ這ばいをかけてやる……！」

「またはじまった。そうやって全方位を敵に回す信玄流外交は、やめなさい」

　そして、島津家久は「十字軍襲しゆう来らい」という事態を前にして緊きん張ちようのあまり武む者しや震ぶるいしながらも、あっけらかんと笑っている。

「おいの初恋はもう叶った！　おいはこれより織田信奈に家臣として仕え、織田信奈の下知のもとに戦う。相良さぁとは、たまに添そい寝ねしたり一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入れればそれでよか！」

　いやダメでしょ、と信奈が再びピキピキこめかみをひきつらせるが、良晴が「まあまあ……い、家久はまだ、お、幼いから」と慌あわてて信奈を制止した。

「義よし弘ひろねえ！　これほどの重大事、四姉妹会議抜ぬきで決定してよかと？」

「うむ。今は火急の時、姉上たちには事後報告で許していただこう。われら島津姉妹と薩摩隼はや人との兵へ児こどもは、戦うことしか知らない戦闘民族。日ノ本の護りを託たくされた修しゆ羅らの一族です。島津が今立たずして、いつ立つというのか！　日ノ本の女王よ。織田信奈よ。われら島津は、あなたに従います。なんなりと、下知を！」

「んにゃ！　異国との戦闘なら、島津に任せておけ。修羅の本領を発揮する時ぞ」

　島津義弘と島津家久が信奈の手を取り、「これはもう逃にげる算段をしている場合ではないですわね。なにしろ土と佐さは太平洋に剝むき出しで晒さらされていますもの……逆に言えば、外海を荒らす海かい賊ぞくの相手でしたら、長ちよう宗そ我か部べ水軍はお手の物ですわよ、おわかり？」と昼ひる行灯あんどんだった長宗我部元もと親ちかも信奈への臣従と全面協力を誓った。

「え、えええ。ガスパールさまって異端だったんだ～。知らなかったよ！　で、異端ってなに、なに？　信奈ちゃんがアレクサンドロス大王で、宗麟が親友のヘファイスティオンになるっていう、あの話？　んー。だったら、ガスパールさまをお迎むかえした大友家には、すっごい責任が……未来語で言うところの戦犯？　うー……その分までがんばるよ！　っていうか、宗麟が降こう伏ふくしたくても、道どう雪せつたちが勝手にブチ切れて『ばっかも～ん！　元寇などに屈せぬわ～！　てつはうでもなんでも撃うってこーい！』って暴れるから、迷いようがないんだよね～」

「はいっ！　九州の修羅は、そもそもは元寇から日ノ本を護るために戦ってきた者たちです！　戦となったならば、この立たち花ばな宗むね茂しげに先せん鋒ぽうをお命じください！　島津軍とともに十字軍の上陸を水際で阻そ止しします！」

「宗麟は和わ睦ぼくの使者がいいな。ガスパールさまと、そのヴァリニャーノさまという人を和解させれば、即そく時じ開戦は回かい避ひできるんでしょう？　怖いけど、南なん蛮ばん船に乗り込んでみるよ」

　大友宗麟と立花宗茂は、それぞれ外交と戦闘を担当することに。宗麟には、瞬間最大風力では毛もう利り元もと就なりを超こえる知謀がある。持続しないが、「その瞬間」を捉とらえられれば、神風の如ごとき外交力を発揮するはずだった。なにしろ宗麟には「カトリックの王国を日ノ本に築こうとした」という実績がある。たしかに今の宗麟に侍はべっているガスパールは異端だが、彼女はあのザビエルを庇ひ護ごしたのである。そのためヨーロッパでは、織田信奈よりも豊ぶん後ごの女王大友宗麟のほうがはるかに有名なのだ。宗麟こそが東方に出現する「キリスト教の王にして救世主」プレステ・ジョアンなのではないか、と噂うわさする者もいるほどだった。巡じゆん察さつ師しヴァリニャーノといえども、豊後の女王を粗そ略りやくには扱えないはずだ。

「あら宗麟さん、やる気ですわね。それでは、わらわは京でお休みをいただきますわ。小田原から馬で揺ゆられてきて、腰こしが……あいたたた……」

　やっぱり義元の「行動力」はさっきのあれでぜんぶ使い果たされたわね、と信奈は呆あきれた。まったく、どこまでも我が道を行く女なんだから。でもほんとうに助かったわ、と内心こっそり義元に感謝している。

　本ほん多だ正まさ信のぶと暗黒寺恵瓊が「はぁい。それがしたちが」「外交使節にお供いたしま～す♪」と大友宗麟のもとに侍はべる。大友家は基本的に脳筋武将しかいないので、これは大助かりだった。

「……ほんとうにこの怪あやしい面々で開戦を回かい避ひできるかしら？　でもこれは名めい誉よ回復の好機。なんとしても清洲での失態を埋うめ合わせて、お兄さまの居場所を確保しなければ」

「みゃあ♪」

　かくして鍋なべ島しま直なお茂しげもまた、織田信奈への臣従を誓ちかったのだった。

　徳とく川がわ家いえ康やす、滝たき川がわ一かず益ます、柴しば田た勝家、丹に羽わ長秀ら譜ふ代だい並と譜代の姫ひめ武将たちは、言うまでもなくすでに信奈にこの国の未来を託たくしている。

「開戦を回避するためと言いましても、東国は新教、西国は旧教、という形で日ノ本を分断してしまってはあちらの思う壺つぼです～。小田原城の北ほう条じよう氏うじ康やすさんと、奥州の伊達政宗さん。この両者をなんとしても吉きち姉さまに臣従させて、日ノ本をひとつにまとめてしまわなければ～」

「とにかく越えち後ご攻ぜめとかいう無体はうやむやになったの。これで上野こうずけから解放されて海に出られるのぢゃ！　くっきー、ただちに九く鬼き水軍の編成にかかるのじゃ！」

「えええっ、あたしの大奥入りの話はああああ？」

「……ういろうを食いだめて活力を溜ためる。はむはむ」

「ななななにが起こっているのか、あたしにはさっぱりわかりませえええんっ!?　異人と戦えばいいんですかっ？　鬼おにですか。鬼とか天てん狗ぐみたいな面々が続々と上陸してくるんですかっ？　いったい何年戦えば帰ってくれるんですかっ？　うわああ、本猫寺一いつ揆きより恐おそろしい……！」

「勝家どの。点数すら付けがたい事態ですが、駿河に武田軍が健在だったことが不幸中の幸い。やはり小田原城が鍵かぎとなりますね。そしてその背後の箱根山やま。先に箱根を封ふう鎖さできれば、東海道からの陸路進しん撃げきを阻止できますが、あちらも同じことを考えているはずです。氏康どのが恐きよう怖ふに駆かられて新教勢力と同盟を結んでしまわねばよいのですが。しかし、梵天丸どのは……お立場的にも心情的にも、悩なやんでおられるでしょう」

　片かた倉くら小こ十じゆう郎ろうと直なお江え兼かね続つぐは、ただちに仙せん台だいへ向かうと決めていた。

「この小十郎が、姫のもとに参ります！　まさかこんな形で、実のお父上と再会することになろうとは……あのたった一通のかぶいた手紙から、こんなことに……きっと姫は動どう揺ようしておられます。すぐに戻もどります、姫……！」

「わたしも梵天丸がしんぱ……いやいや、あのヒネガキを放置していたら面白半分で新教と同盟して仙台に千年王国だかなんだかを建国するに違ちがいありません！　日ノ本滅めつ亡ぼうの危機！　この兼続も仙台へ行きます、小十郎どの！　よ、よろしいですね、謙信さま？」

　ええ、兼続の信じる道を、と上杉謙信が微笑ほほえんだ。

「信玄が軍師役を務めてくれるから、越軍は心配ないわ」

「謙信。勝手にあたしを軍師にするな。が、越軍と武田軍が歩調を合わせれば──」

「陸戦で後れを取ることはないでしょう。こちらには、竹たけ中なか半兵衛と黒くろ田だ官かん兵べ衛えがヨーロッパの軍学を取り入れて導入した『てるしお』陣じん形けいもあるのだし。まったく勝手知らない敵というわけではないはずよ」

　半兵衛官兵衛は、「くすん。ですが本場の十字軍ともなれば」「てるしおを破る新戦術を実戦投入してくる可能性、大だな！」とすでに開戦となった場合の戦術・戦略をともに考えはじめていた。

「ああ！　元寇を超こえる、日ノ本史上最大の七難八苦！　よき時代に生まれましたっ！」

「虎とら之の助すけ。今回は勝手にどんどん進軍して戦場で孤こ立りつしないでよね。この佐さ吉きちが見張っているから」

「わ、わかってるよ。佐吉こそ干ほし柿がきにあたるなよ？」

「山さん岳がく部での合戦ならば、この吉川元春に任せい！　箱根ならば難なん攻こう不落の山岳要よう塞さいになるけえ。日ノ本をぶんどろうとするならば遠慮なくしごぅしちゃるけぇの！　石見銀山を誰だれが渡わたすかっ！」

「明みん暮らしが長い国際派！　この足利こども将軍さまが、お手紙を書いてフェリペ二世を𠮟しかってやるのじゃ！」

「よっしゃ、伸のるか反そるかの大ばくちだ！」

「箱根に真さな田だ丸まる造ろう！　真田忍しのびを総動員だ～！」

「いや開戦したらダメでしょう。うっ、寿じゆ命みようが……」

　ここに織田信奈の独裁的な「国割り仕置き」は撤てつ回かいされ、諸大名への根回しを進めながら長秀が準備していた素案をもとに、十字軍問題解決後に改めて最終的な国割りを協議して決めることとなった。姫武将たちの「大奥設立」運動も、完全に消滅したというわけではないが、やはり十字軍問題を最優先するということでひとまず取り下げられた。

　決けつ裂れつ寸前だった清洲会議に集まった姫武将たちは、一転してひとつに団結したのである。

　清洲城天主のしゃちほこの上に溜まっていた忍びたち。

　五右衛門、才さい蔵ぞう、佐さ助すけ、一かず宗むね、半はん蔵ぞうたちは、顔を見合わせていた。

「うにゅう。とうめん、はぁれむどころではござらぬな。雨降って地は固まりましたな、ちかち」

「……仏蘭西ふらんす軍まで来たか。ジパングを異い端たんの国と断じるつもりか。こんどこそ、やらせはせん」

「まあまあ才蔵。とりあえず佐助たちは、働かなきゃね～。十字軍にも忍にん者じやっているのかなっ？」

「はて。イスラムにはアサシンという恐ろしい暗殺者たちがいるらちいでちゅが、南なん蛮ばん紅毛はどうでちょうな」

「われらのような忍者はいないだろうが、連中は『諜ちよう報ほう』には長たけているらしい。複数の国家が激しくせめぎ合ってきた歴史があるからな。ともあれ、日ノ本の未来を賭かけた大戦になるぞ。まずは風魔だな。やつらが敵に回れば、箱根を失しつ陥かんする」

　相良良晴に桶おけ狭はざ間まで提案された「賭け」に乗った結果、とんでもない「未来」を引き寄せてしまったな。が、これはこれで面白い、と半蔵は苦笑していた。なんとなれば、清洲城の天主に開いた欄らん干かんから、強きよう烈れつな輝かがやきを放つ「純白の龍りゆう」が、英えい雄ゆうが姿を現したからだ。ジパングのクィーン、織田信奈だった。その隣となりには、相良良晴が彼女を守るように侍っている。

　未み曽ぞ有うの国難に動揺し、清洲城下に集結した人々の前で、織田信奈は高らかに声を張り上げていた。途と方ほうもない「未来」が訪れた、という思いが、信奈の輝きを強烈に増している。なにも恐れるものはない。なぜならば、未来から来た相良良晴が、彼女を守っている。

「清洲会議は成功したわ。心配無用よ！　恐れることなんて、なにもない！　日ノ本はイスパニアの植民地にもならなければ、東西分裂することもない！　こちらからヨーロッパに行く手間が省けたんだわ！　世界へと船団を率いて大航海の旅に出る。それが、わたしの夢だった。その『世界』のほうから、こちらへ来てくれたのよ！　わたしの夢は──織田信奈の野望は、予定よりも五年早まったわ！　みんな、わたしの夢に、乗ってくれる!?」

　歴史は、織田信奈をなにがなんでも葬ほうむり去ろうとしている。だが、もう信奈はなにも恐れなかった。これは、夢の続き。本来ならば、生きて見ることを許されなかったはずだった。しかし、良晴が信奈の「運命」を変えてくれた。

　清洲城下に集まっていた人々は、世界へと「お目見え」を果たそうとしているジパングのクィーンの「誕生」に、熱ねつ狂きようした。敵を殺し尽つくすまで止まらない第六天魔王でもなければ、宗教的な神がかりの情熱に浮うかされている「生き神」さまでもない。人間による人間のための人間の政治を行い、人間の戦争を行う新時代の女王が、日ノ本史上はじめて現れたのだ。しかも、女王は純白のウェディングドレス姿だった。まるで、新しいジパングという国の誕生を祝うかのような──もう、悲ひ壮そう感も絶望感もなかった。これは、夢であり祭りだ。みなが、夢の続きを、見ている。

「信奈。『運命』は変わった。関ヶ原は、無む駄だではなかった。期せずしてこの清洲会議がそのまま十字軍対策本部へと移行できた。ただの一日で全国の姫武将たちをひとつにまとめることができた。奇き跡せきと言っていい。ここから先は、俺も──誰も知らない『未来』だ！　行こう！」

「デ、アルカ！」

　新生ジパング政権を補ほ佐さする参さん謀ぼう役。兄者、私はついに「天下の器」を見つけた、私の知謀はこの人の夢のためにあったと己の居場所を見み出いだしていた小早川隆景が、

「織田信奈。ジパングのクィーン。あなたこそ、いずれ必ず『海から来るもの』に翻ほん弄ろうされるはずだった日ノ本の『運命』を真に切り開く偉い業ぎようを果たせる者。だがしかし──あなたがあなた自身として生きるためには、誰よりもあなたという人間を理解し愛し支えてくれる伴はん侶りよが──相良良晴が、必要だ」

　と微笑みながら二人の手を取らせて、「人々の前で、この清洲会議を──前祝言を華はな々ばなしく締しめよう」と接せつ吻ぷんを促うながしていた。

「ありがとう、小早川さん……！　みんな、祝ってくれ！　俺たちはこれから関東へ行く！　小田原箱根で本祝言を挙げて、ほんとうの夫婦になる！　もう、この国に身分の壁かべはない！」

「……え、ええ？　良晴、城下に何万人集まっていると思ってんの？　照れないの？　恥はずかしいじゃない……」

「恥ずかしいけど、天岩戸が開かれた時の公開接吻で、もう慣れた」

「んもう。しょうがないわね」

　こういう光景を見るともう反射的に身体が動くようになっているらしい明智光秀が、

「げえっ？　この国難を前になにやってるですか！　そんなこと密室でやれ、ですぅ！　うぎゃー、ですう！」

　と乱入しようとしたが、

「ともに良晴に恋こいする姫武将、惟任どのの乱入は想定済みだ。だが今くらい空気を読め」

「くすんくすん。相変わらず良晴さん絡がらみになると知力が低下しちゃうんですから……で、でも、信奈さまも隆景さまも、そしてわたしも……同じですね？」

　とお互たがいに顔を見合わせながら苦笑する小早川隆景と竹中半兵衛にさくっと取り押さえられて、そして。

　信奈と良晴は、人々が見守る前で、接吻を交わしていた。





































　　　あとがき




　19巻は長かった関ヶ原の合戦が終わって、久々に合戦がない巻です。題して「清きよ洲す会議」編です。合戦やらないのは、無印６巻の本ほん猫びよう寺じ編以来なのではないかと思います！

　舞ぶ台たいは清洲。久々のうこぎ長屋。久々にねねとゴロゴロ。久々にたこ焼き屋台。久々にサル知ぢ恵えを駆く使しして勝家のおっぱいを狙ねらう良よし晴はると、なんだか、なにもかも懐なつかしいです。平和っていいものだなあ、としみじみ思いました。

　ですが、姫ひめ武将の戦いは「戦場」から「会議場」へと舞台を変えて激しく続く……！

　天下を盗とった今、いよいよ念願の相良さがら良晴との祝言を目もく論ろむ信のぶ奈な。それぞれの「推し姫武将」を良晴の側室にねじ込もうと盛り上がる面々。これに各国の国割り問題が絡からんで、清洲会議をしくじると天下は再び大乱に（項こう羽うさん参照）。史実での徳とく川がわ家いえ康やすは関せきヶが原はら後の論功行賞が最高に上手かったわけですが、鳴かぬならホトトギスを焼いて食べちゃうわよイズムの信奈にそんな精せい妙みようなバランス感覚が期待できるわけもなく、しかも清洲会議には「良晴の取り合い」という信奈たち姫武将の知力を大おお幅はばに低下させる戦国日ノ本最大の地じ雷らいが……！

　はたして、良晴は誰だれのものに？

　信奈は、良晴と祝言を挙げることができるか？

　というわけで、美び麗れいなウェディングドレス姿の信奈を描えがいていただいたみやま先生に感謝です！　最初は口ゲンカばかりしていた信奈と良晴も、とうとうここまで来たんだなあと思うとほんとうに感かん慨がい深いです。ですが、表紙の良晴はなんか逃にげる体勢ですね（笑）。なんでこんな事態になっているかは、ぜひ本編をお読みください。

　かくして皆みなさんの応おう援えんのおかげで「織田信奈の野望」もついに関ヶ原の合戦の戦後処理編＝清洲会議編まで描ききれました。春日かすがは割と自分に無関心なのですが、今日ばかりは自分の身体からだにもお礼を言いたいです。よくぞ間に合ってくれた……！　よく保もってくれた……！　と。

　ほんとうに、ほんとうにありがとうございました。

　ここで、読者の皆さんに重大なお知らせがあります。

　実は──この巻も最終巻ではなかったのです！

　もうちっとだけ続くんじゃ。
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春日みかげ

●かすがみかげ



いよいよ関ヶ原合戦の戦後処理。ここでしくじれば織田ジパング新体制は空中分解という正念場。流れ的には安土城で会議なのですが、担当さんの「清洲会議にしましょうよ」の一言で開催場所は清洲となりました。三谷幸喜監督の映画「清須会議」推奨です。か、勝家……（涙）。
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